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計 画 の位 置 付 けと策 定 の方 法  

（ １ ） 「 第 四 期 長 期 計 画 調 整

計 画 」 の 位 置 付 け  

 武 蔵 野 市 は 、 市 政 の 計 画 的 運

営 を 図 る た め 、 昭 和 46年 か ら 計

画 期 間 を 10年 （ 第 二 期 、 第 三 期

は 12年 ） と す る 基 本 構 想 の 議 決

に 併 せ 、 実 行 計 画 と し て の 長 期

計 画 を 策 定 し て い る 。 し か し 、

10年 と い う 期 間 は 長 く 、 当 初 の

長 期 計 画 を 策 定 し た と き に は 想

定 し 得 な か っ た 課 題 も 生 じ る 。

こ の よ う な 状 況 に 対 応 し 長 期 計

画 の 実 効 性 を 保 つ た め 、 市 政 選

挙 に あ わ せ 、 基 本 構 想 の 枠 組 み

の 中 で 、 長 期 計 画 を ベ ー ス に 必

要 な 修 正 や 施 策 を 追 加 し 改 定 す

る も の が 「 調 整 計 画 」 で あ る 。  

 「 第 四 期 長 期 計 画 」 は 、 平 成

16年 12月 に 議 会 の 議 決 を 受 け て

定 め ら れ た 「 武 蔵 野 市 第 四 期 基

本 構 想 」 に あ わ せ て 策 定 さ れ た

計画である。この度の調整計画は、

平 成 17年 の 市 長 の 交 代 や 様 々 な

社 会 情 勢 の 変 化 に 対 応 す べ く 、

当 初 の 予 定 よ り １ 年 前 倒 し し て

長期計画を調整するもので、調整

計画の計画期間は平成20年度から

平 成 24年 度 ま で の ５ か 年 で あ る 。  

（ ２ ） 「 第 四 期 基 本 構 想 と 長 期

計 画 」 の 枠 組 み  

＜ 第 四 期 基 本 構 想 と は ＞  

基 本 構 想 と は 、 市 の 将 来 像 や

基 本 的 な 理 念 を 示 す も の で 、 地

方 自 治 法 に お い て 、 す べ て の 市

町 村 に 策 定 が 義 務 づ け ら れ て い

る 。 こ の 基 本 構 想 を 策 定 す る に

は 議 会 の 議 決 が 必 要 と さ れ る 。

第 四 期 基 本 構 想 で は 、 武 蔵 野 市

の 今 後 10年 の ま ち づ く り の 目 標

として、下記の３点を掲げている。 

・  都 市 の 窓 を 開 こ う  

・  新 し い 家 族 を 育 て よ う  

・  持 続 可 能 な 社 会 を つ く ろ う  

そ し て 、 そ の 基 本 理 念 の も と 、

「 ま ち づ く り の 目 標 ・ 個 性 を 活

か し た 圏 域 ご と の ま ち づ く り 」

を 掲 げ 、 さ ら に 、 具 体 的 な 施 策

の 柱 と な る 「 施 策 の 大 綱 」 を 記

載 し て い る 。   

＜ 第 四 期 長 期 計 画 と は ＞  

長 期 計 画 は 本 市 の 場 合 、 基 本

構 想 の 策 定 と あ わ せ て 策 定 さ れ

る も の で 、 市 議 会 で 議 決 さ れ た

基 本 構 想 の 理 念 に 基 づ い て 、 具

体 的 な 施 策 や 事 業 な ど を 示 し た

計 画 期 間 10年 の 計 画 で あ る 。 長

期 計 画 は 財 源 に 一 定 の 裏 づ け を
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も つ 前 半 ５ 年 間 の 実 行 計 画 と 、

将 来 的 に 実 施 す べ き 事 業 と し て 、

後 半 ５ 年 間 の 展 望 計 画 に よ っ て

構 成 さ れ て い る 。  

 

（ ３ ） 計 画 策 定 の 方 法 と 手 順  

 調 整 計 画 案 の 策 定 に あ た っ て

は 、 「 市 民 が 主 役 の 市 政 」 を 標

榜 す る 邑 上 市 長 の 方 針 を 受 け 、

よ り 多 く の 市 民 の 参 加 を 得 る 目

的 で 、 策 定 委 員 会 設 置 に 先 立 ち 、

分 野 別 市 民 会 議 を 設 け た 。 第 四

期 長 期 計 画 の ５ つ の 行 政 分 野 ご

と に 公 募 市 民 が 市 民 の 視 点 か ら

論 議 を 行 い 、 そ の 結 果 を 提 言 書

と し て ま と め た 。 提 言 書 の 内 容

は 、 こ れ ま で 行 政 の 視 点 か ら は

気 づ か な か っ た 問 題 点 や 課 題 を

含 ん だ も の と な っ て お り 、 多 く

の 点 で 調 整 計 画 案 に 反 映 さ れ て

い る 。  

策 定 委 員 会 に も 従 来 の よ う に

学 識 経 験 者 だ け で は な く 、 各 分

野 別 市 民 会 議 よ り 推 薦 さ れ た 市

民 委 員 を 策 定 委 員 と し て 加 え る

方 式 を 採 用 し た 。 策 定 委 員 会 に

公 募 を 通 じ た 市 民 が 参 加 す る の

は 、 初 の 試 み で あ る 。 ま た 、 策

定 委 員 会 は 原 則 公 開 で 行 わ れ て

い る が 、 こ れ も 初 の 試 み で あ る 。

こ の 新 た な 策 定 方 式 を 定 着 さ せ

る た め に は 、 市 民 、 行 政 の 意 識

改 革 と 理 解 が 重 要 で あ る 。  

こ の 調 整 計 画 案 策 定 過 程 を 通

し て の お 互 い の 成 長 こ そ が 、 今

後 ま す ま す 盛 ん に な る 市 民 と 市

と の 真 の 協 働 に つ な が る も の と

考 え て い る 。  

************ 

調 整 計 画 案 の 主 な 策 定 手 順 は

以 下 の と お り で あ る 。  

平成18年９月 市民会議設置 

策定委員会設置 
平成19年４月

市民会議提言書提出 

市長との意見交換 
平成19年６月

庁内推進本部へのヒアリング 

討議要綱完成 

討議要綱に対するパブリックコ

メント実施 

市議会各会派との意見交換 

平成19年８月

教育委員会との意見交換 

市長との意見交換 

庁内推進本部との意見交換 

市民会議委員との意見交換 
平成19年９月

分野別団体ヒアリング 

市長との意見交換 
平成19年12月

庁内推進本部との意見交換 

調整計画原案決定 

調整計画原案に対するパブリッ

クコメント実施 

市議会全員協議会 

市長との意見交換 

地区別市民ヒアリング 

平成20年１月

市民会議委員との意見交換 

平成20年２月 調整計画案決定、市長に提出 

平成20年３月 調整計画決定 
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Ⅰ  社 会 を 取 り 巻 く 情 勢 の 変 化  

 

（ １ ） 地 方 分 権 の 進 展  

地 方 分 権 は 国 と 地 方 の 関 係 を

対 等 ・ 協 力 関 係 へ 大 き く 変 え 、

自 治 体 の 自 立 性 を 強 化 す る も の

で あ る 。 市 民 に 対 す る 責 任 も 今

ま で 以 上 に 問 わ れ る と 同 時 に 、

自 治 体 運 営 に は よ り 一 層 高 い 経

営 能 力 が 求 め ら れ て い る 。  

ま た 、 三 位 一 体 の 改 革 は 市 の

財 政 に 変 化 を も た ら し て い る 。

本 来 、 地 方 財 政 の 強 化 を も た ら

す べ き 改 革 が 、 武 蔵 野 市 の よ う

な 財 政 が 比 較 的 豊 か な 自 治 体 に

と っ て は 、 逆 に 補 助 金 の 削 減 や

市 民 税 収 入 の 減 少 を も た ら す こ

と に も な る 。 市 の 財 政 基 盤 の 強

化 を 行 う 必 要 が あ る 。  

 

（ ２ ） 福 祉 ・ 保 健 分 野 で の 制 度

改 正  

平 成 17年 か ら 18年 に か け て の

介 護 保 険 法 改 正 や 障 害 者 自 立 支

援 法 施 行 な ど 、 国 の 制 度 改 正 が

行 わ れ た 。 ま た 、 平 成 20年 ４ 月

か ら は 後 期 高 齢 者 医 療 制 度 も ス

タ ー ト す る 。 国 が 進 め る 社 会 保

障 制 度 改 革 の 中 で 、 一 部 の 市 民

の 間 で 将 来 へ の 不 安 や 負 担 感 が

高 ま っ て い る 。  

 

（ ３ ） 環 境 問 題 の 深 刻 化  

世 界 各 地 で 、 地 球 温 暖 化 に よ

る 異 常 気 象 や 都 市 の ヒ ー ト ア イ

ラ ン ド 化 に 伴 い 、 市 民 生 活 に も

影 響 が 出 始 め て い る 。 二 酸 化 炭

素 （ CO2 ） な ど の 温 室 効 果 ガ ス

の 削 減 目 標 を 定 め た 「 京 都 議 定

書 」 が 平 成 17年 ２ 月 に 発 効 し 、

平 成 20年 か ら 平 成 24年 ま で の 間

に 温 室 効 果 ガ ス を 平 成 ２ 年 の レ

ベ ル か ら ６ ％ 削 減 さ せ な け れ ば

な ら な い 。 武 蔵 野 市 に お い て も 、

環 境 に 対 す る 負 荷 を 軽 減 す る 施

策 を さ ら に 強 化 す る 必 要 が あ る 。  

 

（ ４ ） 都 市 防 災 対 策 の 必 要 性 の

高 ま り  

平 成 16年 10月 に 発 生 し た 新 潟

県 中 越 地 震 や 平 成 19年 ７ 月 の 新

潟 県 中 越 沖 地 震 な ど 、 自 然 災 害

が 目 立 つ よ う に な っ た 。 本 市 に

お い て も 、 平 成 17年 ９ 月 の 集 中

豪 雨 で は 深 刻 な 浸 水 被 害 が 発 生

し た 。 今 後 、 武 蔵 野 市 で の 自 然

災害が起こるリスクに対し、さら

に 一 層 の 備 え を 行 う 必 要 が あ る 。  
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（ ５ ） 都 市 基 盤 の 更 新 と 慎 重 な

行 財 政 運 営 の 必 要 性  

武 蔵 野 市 は 、 上 ・ 下 水 道 な ど

の 都 市 基 盤 整 備 を 早 期 に 完 成 し

た 。 近 年 こ れ ら の 都 市 基 盤 も 老

朽 化 が 進 み 、 上 ・ 下 水 道 、 小 中

学 校 、 ク リ ー ン セ ン タ ー な ど の

施 設 に 更 新 時 期 が 迫 っ て い る 。

さ ら に 、 文 化 施 設 、 ス ポ ー ツ 施

設 な ど も 、 大 規 模 改 修 が 必 要 な

時 期 に 至 っ て い る 。 リ ニ ュ ー ア

ル に は 膨 大 な 経 費 負 担 が 見 込 ま

れ る た め 、 慎 重 な 行 財 政 運 営 が

必 要 で あ る 。  

 

（ ６ ） コ ミ ュ ニ テ ィ に 対 す る 期

待 の 高 ま り  

家 族 の 変 容 や 超 高 齢 社 会 の 到

来 な ど に よ り 、 地 域 の 中 で 孤 立

し が ち な 市 民 を 見 守 る 地 域 コ ミ

ュ ニ テ ィ の 役 割 に 対 す る 期 待 が

高 ま っ て い る 。 一 人 暮 ら し や 高

齢 者 世 帯 が 増 え 、 地 域 の つ な が

り が 薄 れ る 中 、 地 域 住 民 が 安 全

感 ・ 安 心 感 を 持 っ て 暮 ら せ る よ

う な コ ミ ュ ニ テ ィ づ く り 、 多 様

な 「 居 場 所 」 づ く り を 求 め る 声

も 広 が っ て い る 。  

 

（ ７ ） 都 市 型 居 住 の 需 要 の 増 大  

武 蔵 野 市 も 都 市 型 居 住 の 需 要

の 高 ま り や 規 制 緩 和 な ど の 影 響

を 受 け て い る 。 市 内 に お い て も

工 場 や 社 宅 な ど の 跡 地 で の マ ン

シ ョ ン 開 発 、 あ る い は 公 団 の 建

替 え に よ っ て 人 口 が 増 加 し た 。

良 好 な 居 住 環 境 づ く り の 体 制 整

備 と と も に 、 今 後 も 予 測 さ れ る

大 規 模 マ ン シ ョ ン 開 発 に 対 す る

備 え が 必 要 で あ る 。  
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Ⅱ  武 蔵 野 市 の 現 況 と 将 来  

 

武 蔵 野 市 は 、 東 西

6.4km、 南 北 3.1km、 総

面 積 10.73㎢ の 中 に Ｊ

Ｒ 中 央 線 な ど ３ 駅 を 持

ち 、 都 心 に 近 く 、 生 活

圏 に 恵 ま れ た 近 郊 住 宅

都 市 で あ る と と も に 、

吉 祥 寺 と い う 有 数 の 商

業 集 積 を 持 っ た 、 生 活

し や す い 魅 力 の あ る ま ち と し て

知 ら れ て い る 。 武 蔵 野 市 に 住 み

た い と 思 う 人 も 多 く 、 住 宅 地 ・

商 業 地 と も そ の 環 境 は 高 い 評 価

を 得 て き た 。  

 

（ １ ） 人 口  

武 蔵 野 市 の 人 口 は 、 昭 和 39年

５ 月 に 初 め て 13万 人 台 に 達 し 、

そ れ 以 降 、 安 定 し て い た が 、 一

時 、 緑 町 公 団 や 桜 堤 公 団 の 大 規

模 団 地 建 替 え に と も な い 減 少 し 、

平 成 ８ 年 に は 13万 人 を 割 っ た 。

し か し 、 平 成 10年 以 降 、 特 に 大

規模団地の建替え完了に伴う戻り

入 居 や 、 企 業 な ど の 社 宅 や 工 場

移 転 跡 地 で の 大 規 模 な マ ン シ ョ

ン 建 設 な ど に よ り 、 徐 々 に 人 口

は 回 復 し 平 成 20年 １ 月 １ 日 現 在

で 、 13万 4,253人 に 達 し て い る 。  

人 口 の 推 移 と 将 来 見 通 し  

本 市 の 人 口 の 特 徴 と し て 、 単

身 世 帯 が 多 い こ と が 挙 げ ら れ 、

平 成 20年 １ 月 １ 日 現 在 、 平 均 世

帯 人 員 は 1.92人 と 全 国 で も 低 位

の 水 準 に な っ て い る 。 こ れ は 高

齢 化 と と も に 、 20歳 前 後 を 中 心

と す る 若 者 世 代 で の 転 出 入 の 多

さ に よ る 極 め て 高 い 人 口 の 純 移

動 率 が 原 因 と な っ て い る と 考 え

ら れ る 。 こ の こ と の 影 響 も あ っ

て 、 平 成 18年 の 合 計 特 殊 出 生 率

は 0.89と 低 く 、 前 年 の 0.77よ り

は 上 昇 し た も の の 、 全 国 平 均 の

1.32と 比 較 す る と 依 然 大 き な 差

が 見 ら れ 、 多 摩 地 域 で は 最 低 の

数 値 で あ る 。  

高 齢 化 の 進 展 は 今 後 と も 見 込

ま れ る が 、 65歳 以 上 の 高 齢 者 の
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、 高 齢 者 の 割

合

歳 ま

で の 人 口 に つ い て は 、 大

総 人 口 に 占 め る 割 合 は 、 平 成 20

年 １ 月 １ 日 現 在 、 東 京 都 の 平 均

に 近 い 19.2％ に 達 し て い る 。  

人 口 密 度 に つ い て は 、 平 成 17

年 国 勢 調 査 に よ る と 、 １ ㎢ 当 た

り １ 万 2,816人 と 、 東 京 23区 を

除 け ば 埼 玉 県 蕨 市 に 次 い で 全 国

第 ２ 位 の 過 密 状 態 と な っ て い る 。   

は ま す ま す 上 昇 し 、 本 調 整 計

画 最 終 年 度 に あ た る 平 成 24年 度

中 に は 、 65歳 以 上 に つ い て は

20.4 ％ 、 75 歳 以 上 に つ い て は

10.7％ に 達 す る と 見 込 ま れ て い

る 。 こ れ に 伴 い 、 高 齢 者 の 単 独

世 帯 や 高 齢 者 夫 婦 の み の 世 帯 も

増 加 し 、 平 成 22年 に は 、 そ れ ぞ

れ 約 6,000世 帯 、 約 5,200

世 帯 に 及 ぶ と 予 測 さ れ て

い る 。  

一 方 、 ０ 歳 か ら ４

ま た 、 近 郊 住 宅 地 で あ り な が

ら 、 吉 祥 寺 と い う 繁 華 街 や 多 く

の 事 業 所 ・ 大 学 な ど を 抱 え

て い る た め 、 周 辺 都 市 に 比

べ 、 昼 夜 間 人 口 比 率 が 11

％ と 高 く な っ て い る こ と も

特 徴 で あ る 。   

2

平 成 19年 の 将 来 人 口 推 計

に よ る と 、 主 に 今 後 に 予 定

さ れ る い く つ か の 大 規 模 な

マ ン シ ョ ン 建 設 に よ っ て 、

平 成 29年 の 武 蔵 野 市 の 人 口

は 約 14万 人 に 達 し 、 そ の 後

は 緩 や か な 減 少 が 見 込 ま れ る 。  

こ う し た 中 で

規 模 な マ ン シ ョ ン の 完 成

に よ る 市 内 へ の フ ァ ミ

リ ー 層 の 転 入 な ど に よ る

一 時 的 、 あ る い は 地 域 的
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な 増 加 も 見 込 ま れ る も の の 、 全

体 と し て は 今 後 も 引 き 続 き 減 少

傾 向 と な る も の と 考 え ら れ る 。  
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乳 幼 児 人 口 の 将 来 見 通 し  

（ ２ ） 土 地 利 用  

実 施 し た 土 地

利

果 と 比

べ

 

３ ） 産 業  

在 、 武 蔵 野 市 の 事

業

 

17

平 成 14年 に 都 が

用 現 況 調 査 に よ れ ば 、 本 市 の

面 積 1,073haの う ち 、 施 設 系 用

途 を 主 と す る 「 公 共 系 、 商 業 系 、

住 宅 系 、 工 業 系 、 農 業 系 （ 農 業

施 設 用 地 ） 」 の 面 積 は 723.56ha、

67.4％ を 、 他 方 の 「 空 地 等 、 農

地 等 及 び 河 川 等 」 が 349.44ha、

32.6％ を 占 め て い る 。  

前 回 の 平 成 ９ 年 調 査 結

る と 、 「 公 共 系 、 商 業 系 、 住

宅 系 」 の 面 積 が 増 え た 一 方 で 、

「 工 業 系 、 農 業 系 、 空 地 等 、 道

路 等 、 農 地 等 」 の 面 積 が 減 少 し

て お り 、 住 宅 系 な ど へ の 土 地 利

用 が 進 ん だ 。 特 に 住 宅 系 で は

1.2ポ イ ン ト 、 商 業 系 が 0.3ポ イ

ン ト 増 加 し た 一 方 、 空 地 等 が

1.0ポ イ ン ト 、 農 地 等 が 0.3ポ イ

ン ト 、 工 業 系 、 農 業 系

が そ れ ぞ れ 0.1ポ イ ン

ト 減 少 し た 。  

 住 宅 系 へ の 用 途 転 換

の 傾 向 は 、 高 い 環 境 水

準 を 持 っ た 近 郊 都 市 へ

の 居 住 ニ ー ズ が 続 く 限

り 、 こ れ ま で の 傾 向 が

続 く も の と 考 え ら れ る 。

そ れ だ け に 、 ま ち に 変

化 を 及 ぼ す 大 型 マ ン シ ョ ン や 大

規 模 店 の 進 出 ・ 立 地 な ど 、 新 た

な 開 発 に 対 し て は 、 明 確 な 方 針

に 基 づ く 的 確 な 対 応 が 望 ま れ る 。

 

（

平 成 16年 現

所 は 総 数 7,582で あ り 、 そ の

内 訳 は 小 売 業 を 中 心 と す る 商 業

が 約 27％ 、 飲 食 業 が 約 19％ 、 そ

し て 不 動 産 業 、 医 療 ・ 福 祉 関 係 、

教 育 ・ 学 習 関 係 が こ れ ら に 続 い

て い る 。 概 ね 小 規 模 で あ り 、 ほ

ぼ 80％ が 10人 未 満 と な っ て い る 。

本 市 の 農 業 に つ い て は 、 平 成

年 現 在 、 農 家 数 84戸 、 農 業 従
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事 者 数 227人 の 状 況 で 露 地 ・ 施

設 野 菜 中 心 の 営 農 を 行 っ て い る 。

し か し 、 都 市 内 農 業 の 再 評 価 の

中 に あ り な が ら も 、 こ の 数 値 は

年 々 減 少 を 続 け て い る 。 関 前 か

ら 境 地 区 に か け て 多 く 分 布 す る

農 地 も 、 自 己 用 住 宅 、 共 同 住 宅

や 駐 車 場 な ど へ の 転 用 が 多 く 、

面 積 は 34.75haと 漸 減 状 況 に あ

る 。  

本 市 の 工 業 は 、 近 郊 住 宅 地 の

イ メ ー ジ が 強 い 中 、 印 刷 、 電 気

機 械 器 具 、 食 品 加 工 な ど を 主 に 、

事 業 所 の 大 半 が 従 業 者 20人 を 割

る 小 規 模 な 状 態 で 成 立 し て き た 。

近 年 は 市 内 の 比 較 的 大 き な 工 場

の 閉 鎖 、 生 産 機 能 の 市 域 外 移 転

な ど の 影 響 を 受 け 、 製 造 品 出 荷

額 を 見 て も 平 成 12年 の 約 1,416

億 円 か ら 、 平 成 17年 に は 157億

円 に 低 下 し た 。 こ う し た 状 況 を

捉 え 直 し 、 次 世 代 に 向 け た 産 業

の 体 質 転 換 と 活 性 化 を 図 る た め 、

地 理 的 条 件 や 知 識 情 報 の 集 積 の

活 用 に よ る 、 新 た な 都 市 型 の コ

ン テ ン ツ 産 業 、 文 化 産 業 な ど の

起 業 や 誘 致 を は じ め と す る 積 極

的 な 取 組 み が 期 待 さ れ て い る 。  

本 市 の 商 業 に つ い て は 、 小 売

業 の 年 間 販 売 額 が 平 成 16年 で 約

3,010億 円 と な り 、 そ の 中 心 と

な る 吉 祥 寺 で の 売 り 上 げ は 約

2,000億 円 と 東 京 都 で も 極 め て

高 い 水 準 に あ る 。 し か し 、 事 業

所 規 模 で は 、 半 数 以 上 が ４ 人 以

下 と 小 規 模 ・ 零 細 で あ り 、 そ の

数 も 年 々 減 少 の 趨 勢 に あ る 。 平

成 17年 現 在 、 市 内 の 商 店 会 は 52

を 数 え る が 、 そ の 数 自 体 の 減 少

と と も に 、 空 き 店 舗 数 の 増 加 や

高 齢 化 、 後 継 者 不 足 な ど 近 隣 型

の 路 線 商 店 街 と し て 様 々 な 問 題

を 抱 え 、 い ず れ も 厳 し い 状 況 に

直 面 し て い る 。  

さ ら に 、 昨 今 の 立 川 、 三 鷹 駅

南 口 、 武 蔵 小 金 井 な ど 周 辺 地 域

で の 発 展 動 向 は 著 し く 、 今 後 本

市 商 業 に 及 ぼ す 商 環 境 の 変 化 、

近 隣 都 市 間 や 市 内 各 商 店 街 間 で

の 競 合 の 激 化 な ど の 影 響 の 大 き

さ は 計 り 知 れ な い も の と 予 測 さ

れ る 。 こ の 中 に あ っ て 、 広 域 商

業 の 核 で あ る 吉 祥 寺 、 大 規 模 開

発 の 進 み つ つ あ る 三 鷹 駅 北 口 、

そ し て Ｊ Ｒ 中 央 線 高 架 化 の 完 成

間 近 な 武 蔵 境 そ れ ぞ れ に つ い て 、

近 い 将 来 、 強 力 な 振 興 対 策 と そ

の 具 体 化 が 強 く 望 ま れ る 。  
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の

状 況  

 

第 四 期 長 期 計 画 で 「 ま ち づ く

り の 現 状 と 課 題 、 新 た な 視 点 」

（ 『 基 本 構 想 ・ 長 期 計 画 2005-

2014』 44-51ペ ー ジ ） に あ げ ら

れ た ９ つ の 課 題 へ の 取 組 み 施 策

は 、 以 下 の と お り で あ る 。  

 

（１）人的サービスの質と倫理性 

対 人 サ ー ビ ス の 質 の 向 上 を 実

現 す る う え で 何 よ り 主 眼 に 置 く

べ き は 個 人 の 尊 厳 を 最 大 限 尊 重

す る こ と で あ る 。  

「 個 人 の 尊 厳 」 を 基 本 理 念 の

一 つ に 掲 げ る 福 祉 総 合 計 画 を 平

成 18年 ３ 月 に 策 定 し た 。  

障 が い 者 福 祉 に つ い て 、 平 成

18年 10月 、 障 害 者 就 労 支 援 セ ン

タ ー 「 あ い る 」 を 設 置 し た 。 障

が い 者 の 個 々 の ニ ー ズ に 応 じ た

就 労 面 や 生 活 面 の 支 援 を 一 体 的

に 行 い 、 自 立 及 び 社 会 参 加 の 促

進 を 図 っ て い る 。  

子 ど も ・ 教 育 分 野 に お い て は 、

平 成 17年 ４ 月 に 教 育 支 援 セ ン

タ ー が 、 既 存 の 相 談 支 援 機 関 を

統 合 し 、 開 設 さ れ た 。 不 登 校 の

児 童 ・ 生 徒 へ の 支 援 に 重 点 を 置

き 、 家 庭 へ の 訪 問 ・ 学 校 へ の 支

援 を 積 極 的 に 実 施 し 、 一 人 ひ と

り の 子 ど も の 持 つ 力 を 伸 ば す 教

育 サ ポ ー ト を 行 っ て い る 。  

 

（２）市民パートナーシップの意義 

「 保 健 ・ 医 療 ・ 福 祉 の 増 進 」

「 環 境 保 全 」 「 ま ち づ く り の 推

進 」 な ど の 分 野 で 協 働 が 進 捗 し

た 。  

多 様 化 ・ 高 度 化 す る 市 民 ニ ー

ズ に 応 え て い く た め に は 、 市 と

市 民 、 事 業 者 な ど の 役 割 分 担 の

あ り 方 を 再 検 討 し 、 協 働 を さ ら

に 推 進 し て い く こ と が 求 め ら れ

る 。  

平 成 19年 ３ 月 、 Ｎ Ｐ Ｏ ・ 市 民

活 動 団 体 、 ボ ラ ン テ ィ ア 団 体 な

ど の 活 動 の 促 進 や 協 働 の 推 進 に

向 け た 市 の 基 本 姿 勢 や 施 策 を

「 武 蔵 野 市 Ｎ Ｐ Ｏ 活 動 促 進 基 本

計 画 」 に ま と め た 。  

平 成 19年 ９ 月 に は 、 Ｎ Ｐ Ｏ ・

市 民 活 動 団 体 が 出 会 い 、 相 互 の

連 携 を と り 、 市 と の 協 働 を 円 滑

に 推 進 す る た め 、 市 役 所 内 に

「 市 民 協 働 サ ロ ン 」 を 設 置 し た 。  

 

Ⅲ  第 四 期 長 期 計 画 の 取 組 み
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野 市 の 行 財 政 改 革 を 着 実

推 進 す る た め 、 中 期 的 な 行 財

政

行

政 集 中 改 革 プ ラ ン 」 を 策 定 し

検 を 行 っ た 。

今

ー 広

告

は 、 第 三 次

職

て

る 。 市 民 の 安 全 は 警 察 や 消 防

コ

や ブ ル ー キ ャ ッ プ に よ る

見

全 セ ン タ ー を 開 設 し た 。  

 

害 時 要 援

護 者 避 難 支 援 事 業 を 試 行 し た 。  

に 先 駆 け て 市 民 主 導 の コ ミ ュ ニ

（ ３ ） 健 全 な 財 政 運 営  

武 蔵

に

運 営 の 基 本 方 針 と し て 、 「 第

二 次 武 蔵 野 市 行 財 政 改 革 を 推 進

す る た め の 基 本 方 針 」 を 、 ま た 、

こ の 基 本 方 針 の 取 組 事 項 の う ち 、

集 中 的 に 改 革 を 要 す る 取 組 事 項

の 実 行 計 画 と し て 「 武 蔵 野 市

財

た 。  

こ れ を 受 け 、 有 識 者 と 公 募 市

民 で 構 成 す る 「 事 務 事 業 ・ 補 助

金 見 直 し 委 員 会 」 を 設 置 し 、 事

務 事 業 ・ 補 助 金 の 点

後 、 市 の 方 針 を 定 め 、 事 務 事

業 ・ 補 助 金 の 見 直 し を 進 め る 。  

市 ホ ー ム ペ ー ジ 上 の バ ナ

や 滞 納 整 理 の 強 化 に よ り 、 歳

入 を 確 保 す る 対 策 も 進 め た 。  

事 務 事 業 の 見 直 し も 進 め 、 積

極 的 に 民 間 委 託 や 指 定 管 理 者 制

度 を 導 入 し て 歳 出 削 減 を 進 め て

い る 。  

職 員 定 数 に つ い て

員 定 数 適 正 化 計 画 、 及 び 平 成

19年 度 を 初 年 度 と す る 第 四 次 職

員 定 数 適 正 化 計 画 に 基 づ き 、 着

実 に 定 数 の 削 減 に 努 め て い る 。  

（ ４ ） 安 全 ・ 安 心 の ま ち づ く り  

身 近 に 起 こ る 犯 罪 の 質 の 変 化 、

近 年 発 生 す る 大 規 模 な 自 然 災 害

な ど 、 日 常 生 活 に お け る 安 全 ・

安 心 に 不 安 を 持 つ 市 民 が 増 え

い

の み な ら ず 、 行 政 と 市 民 の 協 働 、

ミ ュ ニ テ ィ の 活 性 化 に よ っ て

確 保 さ れ る 。  

本 市 で は 、 ホ ワ イ ト イ ー グ ル

の 増 車

回 り の 強 化 、 市 民 安 全 パ ト

ロ ー ル 隊 の 増 員 な ど 、 様 々 な 形

で 安 全 の 確 保 を 進 め て き た 。   

震 災 な ど の 災 害 か ら 市 民 を 守

る 拠 点 と し て 、 平 成 19年 ７ 月 、

防 災 安

地 域 防 災 力 の 向 上 の た め 、 自

主 防 災 組 織 同 士 の 連 携 を 進 め た 。

災 害 時 に 、 地 域 で 安 否 確 認 や

避 難 誘 導 な ど の 支 援 を 受 け る こ

と の で き る し く み を 構 築 す る た

め 、 平 成 19年 度 に 、 災

 

（５）コミュニティと都市間交流 

武 蔵 野 市 で は 、 昭 和 46年 の コ

ミ ュ ニ テ ィ 構 想 に 基 づ き 、 全 国
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テ ィ づ く り が 行 わ れ て き た 。  

平 成 14年 ４ 月 に 施 行 さ れ た 武

蔵 野 市 コ ミ ュ ニ テ ィ 条 例 に 基 づ

き 、 第 三 者 の 目 で コ ミ ュ ニ テ ィ

協 議 会 を 評 価 す る コ ミ ュ ニ テ ィ

評 価 委 員 会 が 設 置 さ れ 、 平 成 16

年 ３ 月 の 第 一 期 評 価 に 続 き 、 平

成 18年 ３ 月 、 第 二 期 評 価 委 員 会

に よ る 評 価 報 告 書 が 作 成 さ れ た 。  

 市 民 生 活 に 関 わ る 様 々 な 課 題

を 共 有 す る た め 、 市 と コ ミ ュ ニ

テ ィ 協 議 会 の 共 催 に よ り 「 市 民

と 市 長 の タ ウ ン ミ ー テ ィ ン グ 」

を 平 成 18年 １ 月 か ら ２ 年 を か け

て す べ て の コ ミ ュ ニ テ ィ セ ン

タ ー に お い て 開 催 し た 。  

 第 四 期 基 本 構 想 の 、 「 都 市 は

単 立 で き な い 」 と い う 考 え に 基

づ き 、 本 市 で は 、 互 い の よ い と

こ ろ を 学 び あ う 趣 旨 で 、 都 市 ・

国 際 交 流 事 業 を 展 開 し て い る 。  

市 民 を 主 体 と す る 事 業 展 開 を

行 う た め 、 市 民 提 案 ・ 企 画 型 の

国 内 交 流 体 制 の 構 築 に 向 け て 研

究 を 開 始 し た 。  

 

（６）高齢者・障がい者への支援 

高 齢 者 福 祉 分 野 で は 、 平 成 17

年 の 介 護 保 険 法 改 正 に 伴 い 、 既

存 の 在 宅 介 護 支 援 セ ン タ ー に 併

設 さ れ る か た ち で 、 平 成 18年 ４

月 、 地 域 包 括 支 援 セ ン タ ー を 市

内 ３ か 所 に 設 置 し た 。 ま た 、 平

成 17年 10月 に 、 市 内 ６ か 所 目 と

な る 在 宅 介 護 支 援 セ ン タ ー が 吉

祥 寺 本 町 に 開 所 し た 。 同 施 設 は 、

市 独 自 の ミ ニ デ イ サ ー ビ ス ・ 緊

急 一 時 シ ョ ー ト ス テ イ 事 業 を 一

体 的 に 実 施 す る 多 機 能 型 複 合 施

設 で あ る 。  

 障 が い 者 福 祉 分 野 に お い て は 、

平 成 18年 度 に 障 害 者 自 立 支 援 法

が 施 行 さ れ 、 障 が い 者 に 対 す る

サ ー ビ ス 体 系 が 大 き く 変 化 し た 。

自 立 支 援 給 付 及 び 地 域 生 活 支 援

事 業 が 創 設 さ れ 、 障 が い 別 に か

か わ ら ず 必 要 な サ ー ビ ス を 利 用

で き る よ う に な っ た 。  

 

（ ７ ） 家 族 と 教 育  

 少 子 化 に よ る 子 ど も 数 の 減 少

の 中 で 、 未 来 を 担 う 子 ど も た ち

の た め に 、 子 育 て 支 援 や 教 育 環

境 の 充 実 を 図 る こ と は 重 要 で あ

る 。 子 育 て や 子 ど も の 育 ち に つ

い て の 不 安 や 悩 み の 相 談 窓 口 で

あ る 、 子 育 て Ｓ Ｏ Ｓ 支 援 セ ン

タ ー や 教 育 支 援 セ ン タ ー の 相 談
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「 子

ワ

 

参 画 計 画 の 策

の た め 、 平 成 19年 ８ 月 に は 、

置

成 と ま ち づ く り  

工 事 を

始 し た 。  

制 策 の 一 環

体 制 を 強 化 し た 。  

平 成 17年 ３ 月 に 第 二 次 子 ど も

プ ラ ン 武 蔵 野 を 策 定 し 、 家 庭 や

家 族 の 役 割 を 重 視 し た 事 業 の 拡

充 を 図 っ た 。  

子 ど も た ち が 、 自 由 な 遊 び の

経 験 の 中 か ら 、 冒 険 心 や 自 立 心 、

生 き る 力 を 身 に つ け て い け る よ

う 、 境 冒 険 遊 び 場 公 園 の 整 備 を

進 め 、 ミ ニ プ レ ー パ ー ク 事 業 を

開 催 し た 。  

グ ロ ー バ ル 化 が 急 速 に 進 ん で

い る 現 在 、 子 ど も た ち の 言 語 教

育 の 充 実 が 必 要 で あ る 。 日 本 語

能 力 の 向 上 、 考 え る 力 や 表 現 す

る 力 を 育 む こ と を 目 的 に 、

ど も 文 芸 賞 」 を 創 設 し た 。  

 

（ ８ ） 家 族 に 対 す る 男 女 の 責 任  

男 女 共 同 参 画 社 会 を 目 指 し 、

「 む さ し の ヒ ュ ー マ ン ・ ネ ッ ト

ー ク セ ン タ ー 」 の 体 制 強 化 を

図 り 、 市 民 及 び 団 体 の 自 主 的 な

活 動 と ネ ッ ト ワ ー ク 化 を 進 め た 。

第 二 次 男 女 共 同

定

男 女 共 同 参 画 推 進 市 民 会 議 を 設

し た 。  

子 育 て 世 代 が 、 仕 事 時 間 と 生

活 時 間 の バ ラ ン ス の 取 れ た 多 様

な 働 き 方 を 選 択 で き る よ う 、 次

世 代 育 成 支 援 対 策 推 進 法 を 受 け 、

第 二 次 子 ど も プ ラ ン 武 蔵 野 を 策

定 し た 。 保 育 所 定 員 の 弾 力 化 や 、

私 立 幼 稚 園 へ の 支 援 を 通 じ た 預

か り 保 育 の 推 進 を 図 り 、 多 様 な

働 き 方 に 対 応 す る 保 育 サ ー ビ ス

の 拡 充 に 努 め た 。  

 

（ ９ ） 環 境 形

CO 2 等 の 温 室 効 果 ガ ス 排 出 抑

制 対 策 と し て 、 市 は 平 成 12年 ３

月 に Ｉ Ｓ Ｏ 14001の 認 証 を 取 得

し 、 市 役 所 組 織 全 体 の 事 業 活 動

に 伴 う 温 室 効 果 ガ ス 排 出 量 の 抑

制 に 取 り 組 ん だ 。 ま た 、 平 成 18

年 度 か ら は ク リ ー ン セ ン タ ー に

お い て CO2 排 出 削 減 対 策

開

家 庭 の CO2 排 出 抑

と し て 、 太 陽 光 発 電 設 備 の 設 置

に 対 す る 助 成 に 加 え て 、 平 成 19

年 度 か ら 家 庭 用 燃 料 電 池 コ ー ジ

ェ ネ レ ー シ ョ ン シ ス テ ム 及 び 住

宅 用 高 効 率 給 湯 器 の 設 置 に 対 す

る 助 成 を 開 始 し た 。  

新 エ ネ ル ギ ー の 導 入 に つ い て

は 、 平 成 16年 度 に は 大 野 田 小 学
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校 に 、 平 成 17年 度 に は 吉 祥 寺 本

町 在 宅 介 護 支 援 セ ン タ ー に 、 燃

料 電 池 を 設 置 し た 。 ま た 市 立 小

学 校 等 に 太 陽 光 パ ネ ル を 設 置 し

た 。   

省 エ ネ ル ギ ー の 推 進 に つ い て

は 、 ム ー バ ス 等 公 共 交 通 機 関 の

整 備 な ど に よ り 、 温 室 効 果 ガ ス

の 発 生 抑 制 を 推 進 し て い る 。   

森 林 等 に よ る CO2 の 吸 収 源 の

確 保 に つ い て は 、 大 木 ・ シ ン ボ

ル ツ リ ー 2000計 画 を 推 進 し 、 屋

上 緑 化 な ど に よ り 、 吸 収 源 の 確

保 に 努 め て い る 。  

こ れ と あ わ せ 、 ご み 排 出 削 減

に も 積 極 的 に 取 り 組 ん だ 。  

一 日 に 一 人 が 出 す 、 家 庭 ご み 、

資 源 物 の 量 に 着 目 し 、 「 武 蔵 野

ご み チ ャ レ ン ジ 700グ ラ ム キ ャ

ン ペ ー ン 」 を 行 い 、 ご み 減 量 へ

向 け た 取 組 み を 行 っ て い る 。  

市 内 の 緑 は 徐 々 に 減 少 し つ つ

あ る 。 豊 か な 自 然 環 境 を 保 全 育

成 す る た め に 、 仙 川 リ メ イ ク 事

業 を 進 め た ほ か 、 公 園 用 地 の 取

得 な ど 緑 を 次 の 世 代 へ 残 す た め

の 取 組 み を 行 っ た 。  

「 農 業 ふ れ あ い 公 園 」 「 境 冒

険 遊 び 場 公 園 」 な ど 生 活 に 根 ざ

し た 個 性 的 な 公 園 づ く り を 進 め 、

快 適 な 都 市 環 境 づ く り に 取 り 組

ん で い る 。  

公 共 施 設 の 適 切 な 維 持 管 理 を

計 画 的 に 行 う た め 、 学 校 改 築 計

画 、 下 水 道 総 合 計 画 の 策 定 に 着

手 し た 。  

 

 

  

 

 

  

 

  

家庭ごみの増加傾向を受け、「１日に１人が出す家庭ごみ・資源物量」を現在の約７６０グラムから
多摩地域平均の７００グラム以下に向けて平成１８年１１月よりチャレンジ宣言中

有料化前
（H15.10～H16.9）

１年目
（H16.10～H17.9）

 （・燃やすごみ
   ・燃やさないごみ）

「資源物」も含めた
１日１人当たり７００グラム

への挑戦です。

２年目
（H17.10～H18.9）

３年目
（H18.10～H19.9）
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ニーズ得点 

下 図 の 散 布 図 は 【 満 足 度 】 を

の 位 置 を 描 い た も の で あ る 。 図

ど 重

横 軸

の 左 下

満 足 度 も 低 い 項 目 で あ る こ と を 、 逆 に 、 図 の 右 上 に 位 置 す る も の ほ

要 度 が 高 く 満 足 度 も 高 い 項 目 で

た 、 左 上 に 位 置 す る も の は 、 重 要 度 が 高 く 満 足 度 の 低 い 項 目 で あ る

項

度 が

校 教

進 〕 な ど で あ り 、 こ れ ら は ニ ー ズ 得 点 の 高 い 項 目 で あ る 。 一 方 、  

市 民 水 道 の

〔 子 ど も

） に 位

る

 

 
 （

 

に 、 【 重 要 度 】 を 縦 軸 に 23項 目

に 位 置 す る ほ ど 重 要 度 が 低 く

あ る こ と を 意 味 し て い る 。 ま

目 で あ る と い え る 。  

高 く 、 満 足 度 が 低 い ） に 位 置 す

境 負 荷 が 少 な い ま ち づ く り 〕 、

育 の 充 実 〕 、 〔 行 財 政 改 革 の 推

生 活 の 確 保 〕 、 〔 上 ・ 下

こ と か ら 、 【 ニ ー ズ 得 点 】 の 高 い

散 布 図 に お い て 、 左 上 （ 重 要

る の は 〔 自 転 車 対 策 の 推 進 〕 や 〔 環

〔 駅 周 辺 の 整 備 〕 、 〔 小 ・ 中 学

〔 ご み 減 量 の 促 進 〕 、 〔 安 全 な

再 整 備 〕 、 〔 高 齢 者 福 祉 の 推 進 〕 、

（ 重 要 度 が 高 く 、 満 足 度 も 高 い

さ れ て い る 項 目 で あ る こ と が わ か

          図  散 布 図

施 策 の 充 実 〕 は 、 右 上

置 し 、 ニ ー ズ が あ る 程 度 満 た

。  

満 足 度 ・ 重 要 度 ）  

ニーズが高い項目

『 武 蔵 野 市 民 意 識 調 査 報 告 書 』 の 結 果 （ 報 告 書 67ペ ー ジ よ り 抜

（ 平 成 19年 ６ 月 実 施 ）  

粋 ）

2.50

3.00

3.50

1.50 2.00 2.50 3.00 3.50

4.00

ニーズがある程度満たされている項目

重要度

満足度満足度平均
2.561

重要度平均
3.320

市民参加・市民協働のまちづくり

災害に強い

り

緑化の推進と水辺空間の整備

生涯学習の推進・市民文化の発展

産業の振興

ごみ減量の促進

小・中学校教育の充実

青少年施策の充実

子ども施策の充実

健康増進施策の充実

地域ごとの特色あるまちづくり

住宅政策の推進

交通システムや道路環境の整備

まちづくり

安全な市民生活の確保環境負荷が少ないまちづく

自転車対策の推進

高齢者福祉の推進

障害者福祉の推進

駅周辺の整備
上・下水道の再整備

行財政改革の推進

情報化の推進

都市交流・国際交流の推進
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基本的な考え方 
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Ⅰ  調 整 計 画 全 体 に 関 わ る 基 本

的 な 視 点  

 

 第 １ 章 に み た 、 社 会 情 勢 の 変

化 、 こ れ ま で の 市 政 の 進 捗 か ら

判 断 し て 、 本 調 整 計 画 の 策 定 に

あ た っ て 留 意 す べ き 基 本 的 な 視

点 と し て 、 以 下 の ３ 点 が あ げ ら

れ よ う 。  

 そ の 第 一 は 、 武 蔵 野 市 も 本 格

的 な 成 熟 期 に 入 っ た と い う 認 識

で あ る 。  

 国 全 体 で は 、 人 口 を 見 て も 、

経 済 を 見 て も 、 財 政 を 見 て も 、

か つ て の よ う な 右 肩 あ が り の 傾

向 か ら 、 低 成 長 に 移 行 し た 。 こ

の よ う な 構 造 の も と に あ り な が

ら 、 他 方 で 少 子 高 齢 化 へ の 対 応

な ど 、 行 政 需 要 は 減 る ど こ ろ か

増 大 し て い る 。 行 政 の 一 層 の 簡

素 化 ・ 効 率 化 と あ わ せ て 、 市 民

の 課 題 解 決 能 力 を 高 め 、 さ ら に

協 働 を 促 進 す る 視 点 を 大 胆 に 導

入 す る 必 要 が あ る 。  

具 体 的 に は 、 今 後 ま す ま す 多

様 化 す る 市 民 ニ ー ズ に 対 し て 、

新 た に 都 市 基 盤 や 施 設 を 「 つ く

る 」 前 に 、 既 存 の 都 市 基 盤 や 施

設 を 有 効 に 「 使 う 」 「 保 つ 」 こ

と を 考 え 、 「 施 設 づ く り 」 か ら

「 サ ー ビ ス 内 容 」 重 視 へ と 発 想

を 転 換 す る こ と が 求 め ら れ る 。

さ ら に 、 市 と 市 民 の 協 働 を 促 進

す る た め の 共 通 の ル ー ル づ く り

も 必 要 と な っ て い る 。  

比 較 的 豊 か な 財 政 力 に 支 え ら

れ た 武 蔵 野 市 は 、 環 境 づ く り や

社 会 資 本 形 成 に 努 め 、 全 国 の モ

デ ル と さ れ る ま ち づ く り を 進 め

て き た が 、 こ の 段 階 で 、 一 度 立

ち 止 ま り 、 長 期 的 な 視 野 か ら 将

来 の 都 市 像 や 都 市 づ く り の 戦 略

に つ い て 広 く 議 論 を 起 こ す べ き

で あ る 。 こ の よ う な 視 点 を 、 市

と 市 民 で 共 有 す る こ と は 、 武 蔵

野 市 の 将 来 発 展 へ の 意 欲 を 創 出

す る に 違 い な い 。  

こ の 段 階 で の 市 政 運 営 を さ ら

に 難 し く し て い る の は 、 60年 前

の 市 制 施 行 後 の 初 期 に 整 備 さ れ

た 都 市 基 盤 設 備 や 施 設 が 、 大 規

模 修 繕 や 再 整 備 の 時 期 を 迎 え よ

う と し て い る こ と で あ る 。 都 市

リ ニ ュ ー ア ル の 時 代 に 向 け て 、

財 源 確 保 の 方 策 、 新 し い 事 業 執

行 の あ り 方 を 視 野 に 入 れ る 必 要

が あ る 。  
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テ ナ ビ リ テ ィ ） の 視

の 重 要 性 で あ る 。  

豊 か さ や ゆ と り が 語

ら れ る 武 蔵 野 市 で も 、 高 齢 化 や

所 得 格 差 の 進 行 、 子 育 て 不 安 、

い じ め や 不 登 校 の 発 生 な ど に よ

り 、 地 域 社 会 の 日 常 に 疎 外 や 孤

立 を 感 じ る 市 民 が 見 出 さ れ る 。

そ れ が 少 数 で あ っ て も 、 思 い や

 

  

 

 

 

 

 

が 高 ま っ て

い

な 視 点 に 立 っ て 行 動

を 起 こ す こ と が 求 め ら れ て い る 。  

 第 二 は 、 リ ス ク 回 避 や 持 続 可

能 性 （ サ ス

点

 こ れ は 様 々 な レ ベ ル で 重 要 性

を 持 つ 。 ま ず 、 個 人 の レ ベ ル の

リ ス ク 回 避 ・ 持 続 可 能 性 と は 、

誰 も が 安 心 し て 住 み 続 け ら れ る

支 援 の 必 要 性 で あ る 。  

暮 ら し の

 コ ミ ュ ニ テ ィ の レ ベ ル で の リ

ス ク 回 避 ・ 持 続 可 能 性 の 課 題 に

は 、 ま ず 「 安 全 ・ 安 心 」 な 地 域

づ く り 、 す な わ ち 災 害 発 生 な ど

の 非 常 時 へ の 準 備 や 防 犯 体 制 の

確 立 な ど が あ る 。  

さ ら に 、 あ ら ゆ る 世 代 の 健 康

・ 保 健 の 増 進 、 次 世 代 を 担 う 市

民 の 育 成 、 良 好 な 住 環 境 の 維 持 、

ご み 減 量 化 の 推 進 な ど は 、 武 蔵

野 市 が 将 来 に わ た っ て 持 続 し て

発 展 し て い く た め の 必 須 の 条 件

で あ り 、 今 後 と も 重 点 的 な 課 題

と し て 取 り 組 む 必 要 が あ る 。  

 も う 一 段 マ ク ロ な 観 点 か ら の

リ ス ク 回 避 や 持 続 可 能 性 の 確 保

も 、 大 き な 課 題 と な っ て い る 。  

近 年 世 界 的 に 関 心

り と 公 共 性 の 原 点 に 立 ち 返 り 、

自 助 、 共 助 、 公 助 の バ ラ ン ス を

取 り な が ら 、 地 域 へ の 信 頼 や 支

え ら れ 感 の 回 復 に 向 か っ て 社 会

的 支 援 を 行 う 。 ミ ニ マ ム な 生 活

保 障 な ど セ ー フ テ ィ ネ ッ ト の 仕

組 み を 整 備 す る 必 要 が あ る 。  

る 地 球 温 暖 化 へ の 対 応 も そ の

一 つ で あ る 。 武 蔵 野 市 民 の 生 活

も 近 年 の 気 候 変 動 の 影 響 か ら 様

々 な 問 題 に 直 面 し て い る 。 逆 に

市 民 生 活 が 環 境 に 及 ぼ す 影 響 も

無 視 で き な い 。 「 地 球 規 模 で 考

え 、 身 の 回 り か ら 行 動 を 起 こ す

(Think Globally, Act Locally)」

といわれるように、市域を越えた

グ ロ ー バ ル

共 助  

公 助  自 助  
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し て い く 。

 

 第 三 の 視 点 は 、 21世 紀 に お け

る 新 た な 都 市 像 の 創 造 と い う 積

極 的 な 課 題 で あ る 。  

 武 蔵 野 市 と そ の 近 辺 に は 、 多

く の 大 学 や 研 究 機 関 が 立 地 し て

い る 。 ま た 、 多 様 な コ ミ ュ ニ

テ ィ 活 動 ・ 生 涯 学 習 活 動 が 幅 広

い 市 民 の 手 に よ っ て 進 め ら れ て

い る 。 そ の 一 方 で 、 都 内 で も 屈

指 の 商 業 集 積 を 有 す る 吉 祥 寺 に

は 、 ア ニ メ や デ ザ イ ン な ど 、 知

識 情 報 産 業 を 中 心 と す る 高 度 な

企 業 活 動 が 見 出 さ れ る 。  

 豊 か な 文 化 活 動 を 展 開 す る ま

ち 、 落 ち 着 い た 住 宅 街 で あ り つ

つ 若 者 で 賑 わ う ま ち と い う 稀 な

特 性 は 、 武 蔵 野 市 の 貴 重 な 財 産

で あ る 。 こ の 特 性 を 活 か し て 、

知 的 に 成 熟 し た 武 蔵 野 市 が 、 こ

れ か ら ど の よ う な 産 業 ・ 文 化 の

発 信 地 と し て さ ら に 発 展 し て い

市 文 化 の 創

造

立

武 蔵 野 市 が こ れ ま で 進 め て き

た 都 市 ・ 国 際 交 流 も こ う し た 観

点 か ら 再 定 義 し 、 推 進

平 和 と い う 視 点 も 重 要 性 を 増 し

て い る 。 武 蔵 野 市 は 地 域 か ら 国

へ 、 地 域 か ら 世 界 に 広 が る 視 野

を 取 り 込 み つ つ 、 先 進 的 な 施 策

に 取 り 組 む べ き で あ る 。

く の か は 全 国 の 注 目 の 的 に な っ

て い る 。  

「 武 蔵 野 プ レ イ ス （ 仮 称 ） 」

の 完 成 が こ の 調 整 計 画 期 間 中 に

見 込 ま れ る が 、 こ れ を ひ と つ の

バ ネ と し て 新 し い 都

を 目 指 し 、 次 世 代 志 向 ビ ジ ネ

ス や 文 化 産 業 を 象 徴 す る 代 表 的

都 市 と し て の 発 展 を 図 る こ と が

課 題 で あ る 。  

 分 権 と 地 域 間 競 争 の 時 代 を 迎

え て 、 都 市 政 策 に お い て も 次 世

代 に 向 け て の 活 性 化 戦 略 が 大 き

な 比 重 を 持 ち つ つ あ る 。 市 と 市

民 が 協 働 し な が ら 、 地 域 の 多 様

な 資 源 を お 互 い の 知 恵 と 創 造 力

を も っ て 評 価 し 、 明 確 な 方 針 を

案 し 、 活 用 し て い く こ と が 強

く 望 ま れ る 。
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Ⅱ

上 に

重 要 と な っ て き て い る 。 地 域 社

会 と は 何 よ り 高 齢 者 や 子 育 て 家

庭 を は じ め 多 様 な 人 々 が 生 活 す

る 場 所 で あ り 、 普 段 の 生 活 の 中

で の 人 と 人 の つ な が り や 支 え あ

い が 最 も 重 要 な 資 源 で あ る 。  

支 え あ い の ネ ッ ト ワ ー ク が 重

層 的 に 重 な り 、 支 援 を 必 要 と す

る 市 民 一 人 ひ と り を 包 み 込 む よ

う に 地 域 社 会 が 発 展 す る な ら ば 、

高 齢 者 や 子 育 て 家 庭 は 孤 立 す る

こ と な く 、 自 立 し つ つ 支 え ら れ

る こ と が 可 能 と な る 。 そ の た め

に は 、 地 域 の 様 々 な 施 設 が 単 に

サ ー ビ ス を 提 供 す る の み な ら ず 、

ニ ー ズ の あ る 市 民 を 支 え 、 「 頼

り と さ れ る 」 場 所 と な る よ う に

真 摯 に 取 り 組 み 、 「 地 域 の 福 祉

力 」 を 高 め て い く 。  

孤 立 し が ち な 高 齢 者 や 障 が い

者 を 支 援 す る た め に 、 災 害 時 要

取 組 み を 拡 充 す る 。

さ

 

そ の 人 ら し い 生

い 事 業 を 総 合 的

に 実 施 し て い く 。  

子 育 て 家 庭 に つ い て も 、 現 在

実 施 し て い る 様 々 な 市 の 事 業 や

施 策 を 有 機 的 に つ な ぎ 、 ０ 歳 か

ら 18歳 ま で の 子 ど も の 成 長 に 即

し た 連 続 性 の あ る 支 援 を 行 う よ

う 事 業 の 見 直 し も 行 い な が ら 整

備 を 進 め る 。 そ れ と 同 時 に 、 地

域 の 子 育 て 家 庭 の 身 近 な 交 流 活

動 が 広 が る よ う に 促 し つ つ 、 施

 調 整 計 画 の 重 点 課 題  

 

（ １ ） 「 支 え ら れ 感 」 を 生 み 出

す 地 域 福 祉  

少 子 高 齢 化 が 進 む 中 で 行 政 に

お い て も 様 々 な 対 応 を 進 め 市 民

生 活 を 支 え て い る が 、 他 方 で 地

域 社 会 の 役 割 が こ れ ま で 以

援 護 者 対 策 の 事 業 な ど 、 地 域 を

巻 き 込 ん だ

ら に 、 何 ら か の 病 気 や 障 が い

な ど を 抱 え て い て も 生 活 し て い

け る 地 域 福 祉 を 実 現 す る に は 身

近 な と こ ろ で の 在 宅 医 療 体 制 が

整 備 さ れ て い な け れ ば な ら な い 。

市 民 が 年 齢 や 状 態 に か か わ ら

ず 、 住 み 慣 れ た 地 域 で 、 本 人 の

意 思 に 基 づ い て

活 を 続 け ら れ る よ う に 支 援 し 、

ラ イ フ サ イ ク ル を 視 野 に お い て 、

連 続 的 か つ 体 系 的 に 支 援 す る よ

う 努 め る 必 要 が あ る 。 市 は 「 地

域 リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン 」 の 実 現

を 理 念 と し て 掲 げ 、 保 健 ・ 医 療

・ 介 護 ・ 福 祉 ・ 教 育 な ど 、 あ ら

ゆ る 組 織 や 人 が 連 携 し 、 体 系 的

か つ 実 効 性 の 高
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事 業 を

開 し 、 地 域 の 子 育 て 力 を 高 め

、 緊 急 性 の 高 い 子

育

（

富 な 人 的

資

生

の 発 信 に 努

め

設 を 活 用 し た 地 域 子 育 て

展

る 。  

具 体 的 に は

て 支 援 施 設 の 整 備 ・ サ ー ビ ス

拡 充 を 図 り 、 コ ミ セ ン 親 子 ひ ろ

ば や 保 育 所 な ど を 使 っ た 子 育 て

家 庭 の グ ル ー プ づ く り 、 子 育 て

を 支 援 す る 人 の ネ ッ ト ワ ー ク づ

く り に 一 層 力 を 入 れ て 取 り 組 む 。

こ れ ら の 課 題 に つ い て は 、 第 三

次 子 ど も プ ラ ン 武 蔵 野 の 策 定 の

際 に 具 体 化 を 図 る 必 要 が あ る 。  

 

２ ） 武 蔵 野 プ レ イ ス （ 仮 称 ）

の 開 館 を 契 機 と し た 新 た な 市 民

文 化 の 創 造  

人 づ く り は 、 学 校 教 育 の み な

ら ず 生 涯 を 通 し た 市 民 の 学 び の

課 題 で あ る 。 武 蔵 野 市 に は 、 市

民 の 生 涯 学 習 、 文 化 創 造 の 施 設

と し て 、 図 書 館 、 市 民 会 館 、 市

民 文 化 会 館 、 芸 能 劇 場 、 公 会 堂 、

吉 祥 寺 シ ア タ ー 、 吉 祥 寺 美 術 館 、

松 露 庵 、 ス イ ン グ ホ ー ル 、 コ ミ

ュ ニ テ ィ セ ン タ ー な ど が あ る 。

ま た 、 武 蔵 野 市 に は 豊

源 と 文 化 活 動 の 実 績 が あ る 。

こ れ ら を 横 断 的 有 機 的 に つ な げ 、

市 民 文 化 の 創 造 と 発 信 に 向 け て 、

そ の 基 礎 と な る 生 涯 学 習 の 体 系

を 再 点 検 し 、 市 が 行 う 生 涯 学 習

事 業 の 目 的 と 内 容 を 明 ら か に し 、

施 設 の 再 編 成 も 含 め た 総 合 計 画

を 練 り あ げ る こ と が 望 ま れ る 。  

 平 成 22年 度 末 の 完 成 に 向 け 、

涯 学 習 機 能 を 持 つ 新 し い 融 合

型 施 設 と し て 整 備 さ れ る 「 武 蔵

野 プ レ イ ス （ 仮 称 ） 」 は 、 武 蔵

境 地 域 に あ る 文 化 ・ 生 涯 学 習 施

設 と の 関 連 を 整 理 し 、 こ の 地 域

の ま ち づ く り の 核 と し て 位 置 づ

け る 。 武 蔵 境 圏 は も と よ り 、 市

全 域 あ る い は 周 辺 地 域 に 及 ぶ 広

域 的 な 知 的 創 造 拠 点 、 出 会 い と

触 発 に よ る 新 し い 文 化 の 拠 点 と

な る こ と を 目 指 し て い く 。  

こ れ を 契 機 と し て 、 武 蔵 野 ら

し い 都 市 型 市 民 文 化

、 市 民 や 文 化 団 体 の み な ら ず

多 様 な 事 業 者 と の 連 携 を 強 化 し 、

新 し い 文 化 産 業 の 育 成 や 魅 力 あ

る 都 市 づ く り を 展 開 し て い く 。  

 

（ ３ ） 進 化 す る コ ミ ュ ニ テ ィ の

創 造  

武 蔵 野 市 の コ ミ ュ ニ テ ィ 施 策

は 全 国 で も 稀 な 歴 史 と 実 績 を 有
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武 蔵 野 市 コ ミ ュ ニ テ ィ 条

例

・ 生 活 安 全 ・ 福 祉 ・ 子 育 て 支

る 反 面 、 そ の た め

の

 

な っ た 都 市 経 営 の モ デ ル に 代

入 す る 必 要 が あ る 。 地 域

の 力 や 市 民 の 知 恵 ・ 工 夫 の 活 用 、

し 、 都 市 に お け る 市 民 自 治 の あ

り 方 を 模 索 し て き た 。 平 成 14年

に は 「

」 を 施 行 し 、 平 成 17年 の 改 正

で は 指 定 管 理 者 制 度 を 導 入 し 、

コ ミ ュ ニ テ ィ セ ン タ ー の 運 営 形

態 に 柔 軟 性 を 加 え る な ど の 制 度

整 備 が 進 み 、 い ま 一 層 の 飛 躍 の

と き を 迎 え て い る 。  

市 民 間 の 連 携 は 様 々 な コ ミ ュ

ニ テ ィ の 形 で 実 現 さ れ る 。 地 域

性 や 地 域 の 中 の 人 間 関 係 が 薄 ま

る 中 、 地 域 に お い て は 防 犯 ・ 防

災

援 ・ 青 少 年 活 動 ・ 教 育 な ど 多 く

の 課 題 の 解 決 が コ ミ ュ ニ テ ィ に

期 待 さ れ て い

力 を コ ミ ュ ニ テ ィ が い ま だ に

十 分 に 備 え て い な い 面 も あ る 。  

地 域 コ ミ ュ ニ テ ィ や 目 的 別 コ

ミ ュ ニ テ ィ 、 電 子 コ ミ ュ ニ テ ィ

が そ れ ぞ れ の 特 色 を 活 か し て 発

展 し て い く た め の 支 援 に 市 は 積

極 的 に 取 り 組 む 。  

地 域 コ ミ ュ ニ テ ィ に は 、 路 線

商 店 街 や 青 少 年 な ど 、 様 々 な 主

体 が 含 ま れ る こ と を 改 め て 想 起

す べ き で あ ろ う 。 路 線 商 店 街 の

空 き 店 舗 を コ ミ ュ ニ テ ィ が 活 用

し た り 、 青 少 年 の 居 場 所 や 自 発

的 な 活 動 拠 点 を コ ミ ュ ニ テ ィ の

中 に 生 み 出 す な ど の 工 夫 に よ り

地 域 の 活 力 を 高 め て い く 方 策 を

検 討 す る 。  

地 域 コ ミ ュ ニ テ ィ の 核 と な る

コ ミ ュ ニ テ ィ 協 議 会 に つ い て は 、

コ ミ ュ ニ テ ィ セ ン タ ー と い う 施

設 を 最 大 限 に 活 用 し 、 地 域 づ く

り を ど の よ う に 推 進 し て い る か

に つ い て 、 評 価 の 仕 組 み を 活 用

し て 検 証 を 進 め る 。 コ ミ ュ ニ

テ ィ 協 議 会 の 力 量 を 高 め つ つ 、

よ り 進 化 し た コ ミ ュ ニ テ ィ の 形

を 創 り 上 げ る こ と が 課 題 で あ る 。

 

（ ４ ） 市 民 協 働 の 展 開 と 情 報 の

共 有  

地 方 分 権 の 進 展 に 伴 い 、 基 礎

自 治 体 へ の 権 限 委 譲 が 進 め ら れ 、

他 方 で 市 民 ニ ー ズ や 地 域 ニ ー ズ

が ま す ま す 多 様 化 ・ 高 度 化 す る

傾 向 が あ る 。 こ れ に 応 え て い く

た め に は 、 従 来 型 の 行 政 が 中 心

と

わ っ て 、 「 新 し い 公 共 」 の 考 え

方 を 導

Ｎ Ｐ Ｏ を は じ め と す る 中 間 組 織
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る 面 も あ

る

市

的 に 展 開 す

る 。 協 働 を 進 め て い く た め に は 、

確 で 迅 速 な 情 報 提

供 を わ か り や す く 行 う と と も に 、

均 気 温 の 上 昇 が あ っ た と さ れ

17年 の 京 都 議 定 書 の 発 効

以

 

の 活 動 が 一 層 重 要 に な っ て き て

い る 。  

武 蔵 野 市 の 自 治 体 運 営 は 、 長

い 市 民 参 加 の 歴 史 を 有 し て い る

が 、 こ れ ま で の あ り 方 は 市 民 参

画 の 範 囲 や 程 度 が 限 定 的 で あ り 、

市 と 市 民 の 双 方 向 性 の 確 保 が 不

十 分 で あ っ た な ど 、 今 日 求 め ら

れ る 市 民 協 働 と は 異 な

。 行 政 だ け で な く 、 市 民 自 身

も 力 量 を 養 い 、 公 共 的 課 題 に 取

り 組 む 当 事 者 と し て 主 体 的 に 関

わ り 、 実 質 的 な 「 市 民 と 行 政 の

協 働 」 の 実 績 を 作 り 、 あ わ せ て

制 度 整 備 を 進 め て い く こ と が 求

め ら れ る 。  

平 成 18年 度 の Ｎ Ｐ Ｏ 活 動 促 進

基 本 計 画 の 策 定 を 受 け 、 平 成 19

年 ９ 月 に 「 市 民 協 働 サ ロ ン 」 が

役 所 内 に 開 設 さ れ 、 市 民 と 行

政 の 協 働 の 場 が 整 備 さ れ た 。  

こ れ ら を 活 か し つ つ 、 武 蔵 野

市 に お け る 市 民 自 治 の 一 層 の 発

展 を 図 る 施 策 を 積 極

市 、 市 民 、 市 民 団 体 （ Ｎ Ｐ Ｏ ）

な ど が そ れ ぞ れ 責 任 を 負 う べ き

領 域 、 相 互 に 取 り 組 む 領 域 の 区

分 け を 明 確 に し 、 協 働 の 時 代 に

ふ さ わ し い パ ー ト ナ ー シ ッ プ を

築 く こ と が 必 要 で あ る 。  

そ の た め に 最 も 求 め ら れ て い

る の は 、 幅 広 い 情 報 の 共 有 で あ

る 。 行 政 は 的

市 民 は 必 要 な 情 報 ・ 資 料 の 正 確

な 読 み 解 き 、 適 切 な 活 用 に 努 め

る 必 要 が あ る 。  

 

（ ５ ） 深 刻 化 す る 環 境 問 題 に 対

す る 積 極 的 な 取 組 み  

地 球 環 境 問 題 は 近 年 ま す ま す

顕 著 と な り 深 刻 さ を 増 し て い る 。

本 市 に お い て も 、 こ の 80年 間 に

平

る 。  

平 成

来 、 国 連 気 候 変 動 枠 組 み 条 約

の Ｃ Ｏ Ｐ 13（ 平 成 19年 ） を 経 て 、

平 成 20年 に は 環 境 ・ 気 候 変 動 を

テ ー マ と す る 北 海 道 洞 爺 湖 サ ミ

ッ ト が 開 催 さ れ る な ど 、 国 内 外

の 取 組 み が 急 速 に 進 み つ つ あ る 。

武 蔵 野 市 に お い て も こ れ ま で

の 実 績 を 踏 ま え て 、 地 球 温 暖 化

対 策 へ の 取 組 み を 一 層 充 実 さ せ

て い く 。 本 市 が 日 本 全 体 の 中 で

占 め る 量 的 な 割 合 は わ ず か で あ
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る が 、 本 市 の 平 坦 で コ ン パ ク ト

な 都 市 の 特 性 や 、 一 世 帯 当 た り

の 車 保 有 台 数 が 少 な い 状 況 を 活

か し て 、 で き る 限 り の 環 境 施 策

を 実 施 し 、 そ の 取 組 み を 全 国 に

も 発 信 し て い く 。  

環 境 対 策 は 市 だ け で 取 り 組 む

も の で は な く 、 市 民 や 農 ・ 商 ・

工 業 を 営 む 事 業 者 と の 連 携 ・ 協

働 が 不 可 欠 で あ る 。 緑 化 や 農 地

保 存 、 省 エ ネ の 徹 底 や 自 然 エ ネ

ル ギ ー 導 入 へ の 支 援 を き め 細 か

く 進 め る と と も に 、 グ リ ー ン

パ ー ト ナ ー 事 業 の 拡 大 や 、 一 般

廃 棄 物 の 多 量 排 出 事 業 者 へ の 指

導 強 化 な ど を 推 し 進 め る 。 市 は

周 辺 自 治 体 と の 広 域 連 携 も 含 め 、

誘 導 策 、 規 制 策 の 両 面 か ら あ ら

ゆ る 施 策 を 講 じ て い く 。  

市 で は 平 成 16年 10月 に ご み の

有 料 化 を 実 施 し 、 現 在 「 武 蔵 野

ご み チ ャ レ ン ジ 700グ ラ ム キ ャ

ン ペ ー ン 」 な ど 、 ご み 減 量 化 を

積 極 的 に 進 め て い る 。 こ れ か ら

は 、 ご み 問 題 な ど 身 近 な 問 題 を

含 め て 、 地 球 環 境 の 保 全 に は 市

民 の ラ イ フ ス タ イ ル の 転 換 こ そ

が 鍵 に な っ て い る こ と を 、 強 く

訴 え か け て い く 必 要 が あ る 。  

も う 一 つ の 課 題 と し て 、 こ れ

ら の 施 策 を 総 合 的 に 推 進 す る た

め の 効 果 的 な 組 織 構 築 に 着 手 す

る 必 要 が あ る 。 ま た 、 市 の 事 業

の 決 定 や 見 直 し に 際 し 、 目 に 見

え や す い 費 用 対 効 果 の 視 点 だ け

で な く 、 環 境 の 視 点 か ら の 評 価

を 取 り 入 れ る 必 要 が あ る 。  

 

（６）「まちづくり条例」による

課題への適切な対応と効果的な運用 

武 蔵 野 市 で は 、 空 間 環 境 の 形

成 、 地 域 環 境 の 維 持 と い っ た 様

々 な 面 で の ま ち づ く り は 、 「 宅

地 開 発 等 に 関 す る 指 導 要 綱 」

（ 昭 和 46年 施 行 ） な ど 各 種 の 関

連 法 規 に 基 づ く 行 政 の 指 導 に よ

っ て 進 め ら れ て き た 。 し か し 恵

ま れ た 地 理 的 条 件 や 旧 来 の 土 地

利 用 の 変 化 を 受 け て 、 限 ら れ た

土 地 資 源 に 対 す る 宅 地 需 要 や 開

発 の 動 き 、 そ し て そ れ ら に 対 す

る 市 民 参 加 も 含 め た 調 整 や 適 正

化 へ の 期 待 は 今 後 も 持 続 す る こ

と が 予 想 さ れ る 。  

ま ち づ く り の 基 本 と な る 事 項

や 基 準 、 市 、 市 民 、 事 業 者 な ど

関 係 主 体 の 責 任 と 役 割 、 諸 手 続

き や 参 加 、 事 業 調 整 の 仕 組 み を
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る 。 こ れ に

即

、 そ れ

に

（

っ

。 こ れ ま で の 市 政 ア ン ケ ー ト

度

 

場 も 景 観 や

歩

明 ら か に し 、 安 心 ・ 快 適 な 地 域

特 性 を 活 か し 、 武 蔵 野 市 に ふ さ

わ し い 住 環 境 を 維 持 ・ 形 成 す る 。

そ の た め 、 現 在 策 定 が 進 め ら れ

て い る 「 ま ち づ く り 条 例 」 を 速

や か に 制 定 ・ 施 行 す

し て 、 開 発 計 画 に つ い て 市 民

に 迅 速 な 情 報 提 供 を 行 う 。 ま た 、

市 民 や 地 域 の 住 民 組 織 と 行 政 と

の 間 に 立 ち 、 専 門 的 な 観 点 か ら

ア ド バ イ ス や 提 案 を 行 う 、 ま ち

づ く り 委 員 会 や ま ち づ く り セ ン

タ ー な ど の 中 間 的 組 織 の あ り 方

を 検 討 し 、 実 現 に 取 り 組 む 。  

都 市 マ ス タ ー プ ラ ン の 改 定 に

際 し て は 、 市 民 参 加 を よ り 進 化

さ せ る 形 で 見 直 し を 図 る 。 昨 今

の 動 向 を 的 確 に 反 映 さ せ た ま ち

づ く り の 基 本 方 針 を 定 め

基 づ き 課 題 と な る 地 区 に 対 す

る 施 策 選 択 を 急 ぐ 。   

武 蔵 野 市 に は 統 一 的 な 景 観 形

成 の 考 え 方 や 指 針 が な い た め 、

景 観 条 例 の 制 定 を 行 い 、 景 観 行

政 団 体 と な り 武 蔵 野 市 に ふ さ わ

し い 都 市 景 観 の 創 出 を 行 う 。 ま

た 、 公 共 施 設 を 中 心 と す る ユ ニ

バ ー サ ル デ ザ イ ン の 普 及 を 重 点

的 に 進 め る 。  

７）三駅前地域の駐輪場（自転車

駐車場）の整備と走行安全の確保 

都 内 の 放 置 自 転 車 実 態 調 査 に

よ る と 、 吉 祥 寺 駅 前 の 放 置 自 転

車 数 は 、 平 成 17年 度 は 都 内 で

ワ ー ス ト ８ で あ っ た が 、 平 成 18

年 度 は ワ ー ス ト ５ と な り 、 こ の

問 題 の 深 刻 さ が 浮 き 彫 り に な

た

調 査 で も 、 常 に ニ ー ズ が 高 い 項

目 に あ げ ら れ て い る 。 平 成 19年

実 施 の 市 民 意 識 調 査 で も ニ ー

ズ 得 点 （ 重 要 度 が 高 く 、 か つ 満

足 度 が 低 い ） が 最 も 高 い 項 目 に

あ げ ら れ た 。  

環 境 負 荷 が 少 な く 、 健 康 づ く

り に も 役 立 ち 、 利 便 性 の 高 い 移

動 手 段 と し て 優 れ て い る 自 転 車

で は あ る が 、 環 境 整 備 が 立 ち 遅

れ て い る た め に こ れ ら の メ リ ッ

ト を 活 か す 妨 げ と な っ て お り 、

様 々 な 問 題 を 引 き 起 こ し て い る 。

「 お し ゃ れ な ま ち 吉 祥 寺 」 に

放 置 自 転 車 は 似 合 わ な い 。 歩 道

上 に 設 置 さ れ た 駐 輪

行 者 の 安 全 を 損 な っ て い る 。

吉 祥 寺 駅 周 辺 の 放 置 自 転 車 問 題

の 解 決 は 、 地 下 利 用 も 含 め 、 抜

本 的 な 検 討 を す る 必 要 が あ る 。  
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い

三 駅 周

辺

に し 、 「 環 境 に

理

着 手 し 完 了 し て

い

を

 

三 鷹 の 北 口 駅 前 に 建 設 が 予 定

さ れ る 民 間 大 型 複 合 ビ ル に は 、

「宅地開発等に関する指導要綱」

に 基 づ き 、 市 は 自 転 車 1,500台

分 の 公 共 駐 輪 場 の 提 供 を 受 け る 。

し か し 、 三 鷹 駅 北 口 も 自 転 車 の

乗 り 入 れ 台 数 が 多 く 、 駐 輪 問 題

の 抜 本 的 解 決 を 図 る 必 要 が あ る 。

現 在 平 置 き 駐 輪 場 と し て 使 用 し

て い る 駅 前 の 市 有 地 を 含 め 、 北

口 駅 前 の 総 合 的 な 計 画 を 早 急 に

検 討 す る 。  

武 蔵 境 駅 周 辺 に つ い て は 、 か

ね て よ り 市 外 か ら の 利 用 者 が 多

が 、 今 後 さ ら に 増 加 が 見 込 ま

れ る 。 借 地 に 設 置 さ れ て い る 駐

輪 場 も 多 数 あ る こ と か ら 、 新 た

な 用 地 の 確 保 、 な ら び に Ｊ Ｒ 中

央 線 高 架 下 を 利 用 し た 駐 輪 場 整

備 も 進 め る 必 要 が あ る 。  

駐 輪 場 の 設 置 に つ い て

の い ず れ に お い て も 、 引 き 続

き 商 店 会 や Ｊ Ｒ な ど に 協 力 を 要

請 し て い く 。  

ま た 、 幅 員 の あ る 道 路 に 自 転

車 レ ー ン を 設 置 す る な ど の 環 境

整 備 や 自 転 車 走 行 の マ ナ ー 向 上

を 図 る こ と で 自 転 車 と 歩 行 者 、

車 の 共 存 を 可 能

や さ し い ま ち 」 「 利 便 性 の 高 い

ま ち 」 「 歩 い て 楽 し い ま ち 」 の

想 を 実 現 し て い く 。  

 

（ ８ ） 都 市 リ ニ ュ ー ア ル を 見 通

す 行 財 政 へ の 転 換  

市 民 に と っ て 住 み 続 け た い 魅

力 あ る ま ち と し て 発 展 し て い く

た め に 、 都 市 環 境 と 都 市 基 盤 の

充 実 は 不 可 欠 な 要 素 で あ る 。 武

蔵 野 市 は 、 井 の 頭 公 園 に 代 表 さ

れ る 自 然 と 都 市 の 利 便 性 の 高 さ

が 共 存 す る 素 晴 ら し い 環 境 に あ

り 、 都 市 基 盤 も 市 制 施 行 後 の 早

い 段 階 で 整 備 に

る 。 し か し 、 都 市 基 盤 は 維 持

補 修 の 段 階 か ら 大 規 模 改 修 ・ 再

整 備 の 時 期 を 迎 え て お り 、 こ れ

に は 膨 大 な 経 費 が か か る 。 ま た 、

三 駅 圏 で 個 性 的 な ま ち づ く り が

展 開 さ れ よ う と し て い る 現 在 、

武 蔵 野 市 と し て の 総 合 的 な 方 向

見 極 め て 都 市 の リ ニ ュ ー ア ル

を 進 め て い く こ と が 求 め ら れ る 。

現 在 ま で 武 蔵 野 市 の 財 政 力 は

他 の 自 治 体 に 比 べ て 比 較 的 高 い

水 準 に あ り 、 そ の 豊 か な 財 政 力

に 支 え ら れ 、 都 市 基 盤 整 備 や 各

種 施 設 整 備 な ど 市 民 生 活 環 境 の



 取 扱 注 意  
平成 20 年２月 25 日現在 

 29

向

経 営 手 法 な ど も 視

野

 

上 に 向 け た 施 策 を 実 施 し て き

た 。 し か し 、 マ ン シ ョ ン 開 発 に

よ る 人 口 の 増 加 に よ る ニ ー ズ へ

の 対 応 、 少 子 高 齢 化 に 伴 う 行 政

需 要 の 拡 大 、 三 位 一 体 の 改 革 に

伴 う 市 民 税 や 補 助 金 の 収 入 減 が

見 込 ま れ 、 現 在 の 行 政 サ ー ビ ス

水 準 の 将 来 に わ た る 維 持 ・ 向 上

に つ い て は 楽 観 を 許 さ な い 。  

今 後 は 行 政 組 織 ・ 人 事 体 制 ・

事 務 事 業 な ど の 抜 本 的 な 見 直 し

や 民 間 企 業 の

に 入 れ た 事 業 執 行 の あ り 方 の

検 討 が さ ら に 必 要 で あ る 。 武 蔵

野 市 の 発 展 を 今 後 も 持 続 可 能 に

す る た め 、 大 胆 な 行 財 政 運 営 の

視 点 を 切 り 開 く 時 期 に 来 て い る 。
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Ⅰ  健 康 ・ 福 祉                                                37

  １  健 康 で 暮 ら し つ づ け る た め の 施 策                              3 7

 （ １ ） 「 武 蔵 野 市 健 康 福 祉 総 合 計 画 （ 仮 称 ） 」 の 策 定  

 （ ２ ） 健 康 増 進 施 策 の 計 画 的 推 進  

 （ ３ ） 医 療 ネ ッ ト ワ ー ク の 充 実  

 （ ４ ） 妊 婦 健 康 診 査 の 拡 充  

 （ ５ ） 市 民 こ こ ろ の 健 康 支 援  

 （ ６ ） 食 か ら は じ め る 健 康 づ く り  

 ２  就 労 ・ 自 立 支 援 と 社 会 参 加 の 推 進  40

 （ １ ） 高 齢 者 ・ 障 が い 者 の 就 労 支 援  

 （ ２ ） 高 齢 者 ・ 障 が い 者 の 地 域 活 動 と 社 会 貢 献 の 促 進  

 （ ３ ） 障 害 者 自 立 支 援 法 へ の 取 組 み  

 ３  地 域 で 支 え あ う 福 祉 の ま ち づ く り  41

 （ １ ） 市 民 が 主 体 と な る 地 域 福 祉 活 動 の 推 進   

 （ ２ ） 心 の バ リ ア フ リ ー の 推 進   

 （ ３ ） 地 域 の 安 全 ・ 安 心 の 確 保   

 （ ４ ） ふ れ あ い ・ ボ ラ ン テ ィ ア 活 動 の 促 進   

 （ ５ ） 地 域 福 祉 活 動 へ の 支 援   

 ４  安 心 し て 暮 ら せ る ま ち づ く り  43

 （ １ ） 地 域 リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン の 充 実   

 （ ２ ） 地 域 包 括 支 援 セ ン タ ー と 在 宅 介 護 支 援 セ ン タ ー の 機 能 の 強 化  

 （ ３ ） 障 が い 者 相 談 事 業 の 充 実   

 （ ４ ） 障 が い 児 へ の 支 援   

 （ ５ ） 認 知 症 高 齢 者 施 策 の 推 進   

 （ ６ ） 家 族 な ど 介 護 者 の 負 担 軽 減 施 策 の 充 実   

 （ ７ ） 虐 待 防 止 体 制 の 整 備   

 ５  サ ー ビ ス の 質 の 向 上 と 利 用 者 の 保 護  46

 （ １ ） 保 険 者 と し て の 市 の 責 務   

 （ ２ ） 権 利 擁 護 事 業 と 成 年 後 見 制 度 の 利 用 促 進   

 （ ３ ） 第 三 者 評 価 へ の 助 成   

 ６  サ ー ビ ス 基 盤 の 整 備  47

 （ １ ） 地 域 サ ー ビ ス の 拡 充   

 （ ２ ） 介 護 者 の 人 材 育 成   

 （ ３ ） 福 祉 施 設 の あ り 方 の 検 討   

 （ ４ ） サ ー ビ ス 基 盤 整 備 へ の 市 の 責 務   

Ⅱ  子 ど も ・ 教 育                                           50

 １  子 育 て 支 援 施 策 の 総 合 的 推 進  50

 （ １ ） 地 域 社 会 全 体 で 取 り 組 む 子 育 て 支 援 の 構 築   

 （ ２ ） 保 育 サ ー ビ ス の 拡 充   

 （ ３ ） 子 ど も の 安 全 ・ 安 心   

 （ ４ ） 子 育 て 家 庭 へ の 支 援   

 （ ５ ） 第 三 次 子 ど も プ ラ ン 武 蔵 野 の 策 定   

 ２  親 子 の ふ れ あ い と 家 庭 へ の 啓 発  54

 （ １ ） 体 験 事 業 を 通 し た 親 子 の ふ れ あ い  

 （ ２ ） 子 育 て は 親 育 て   

 （ ３ ） 子 育 て 家 庭 へ の 「 食 」 の 啓 発   

 ３  子 育 て 支 援 施 設 の 整 備  55

 （ １ ） 保 育 施 設 な ど の 整 備   

 （ ２ ） 児 童 館 の あ り 方 の 検 討   

 （ ３ ） 境 幼 稚 園 の 将 来 像 及 び 泉 幼 稚 園 跡 地 利 用   
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 ４  学 校 教 育 の 充 実  56

 （ １ ） 「 身 体 ・ 言 語 ・ 自 然 」 を 重 視 し た 教 育   

 （ ２ ） 次 世 代 の 市 民 育 成 の た め の 教 育 の 推 進   

 （ ３ ） 「 確 か な 学 力 」 の 向 上   

 （ ４ ） 学 校 教 育 力 の 向 上   

 （ ５ ） サ ポ ー ト 制 度 、 相 談 機 能 の 充 実   

 （ ６ ） 学 校 経 営 体 制 の 充 実   

 （ ７ ） 市 立 学 校 の 計 画 的 な 整 備 の 推 進   

 （ ８ ） 食 に 関 す る 教 育 の 充 実   

 ５  青 少 年 施 策 の 充 実  62

 （ １ ） 青 少 年 育 成 施 策 の 拡 充   

 （ ２ ） 自 然 体 験 事 業 の 拡 充   

 （ ３ ） 青 少 年 育 成 環 境 の 整 備   

 （ ４ ） 青 少 年 の 国 際 交 流 の 促 進   

 ６ 64 生 涯 学 習 施 策 の 拡 充  

 （ １ ） 生 涯 学 習 事 業 の 体 系 化 ・ 計 画 化   

 （ ２ ） 生 涯 学 習 機 会 の 拡 充   

 （ ３ ） 生 涯 学 習 施 設 の 充 実   

 （ ４ ） 文 化 財 の 保 護 や 活 用   

 （ ５ ） 図 書 館 サ ー ビ ス の 充 実   

Ⅲ  緑 67・ 環 境 ・ 市 民 生 活  

 １ 67 持 続 可 能 な 都 市 の 形 成  

 （ １ ） 環 境 負 荷 の 少 な い 社 会 へ の 転 換   

 （ ２ ） ご み 減 量 の 推 進   

 （ ３ ） ク リ ー ン セ ン タ ー 建 替 え 計 画 の 検 討   

 ２ 70 緑 豊 か な 都 市 環 境 の 創 出  

 （ １ ） 市 民 と 協 働 で つ く る 緑 化 空 間   

 （ ２ ） 「 自 然 環 境 セ ン タ ー （ 仮 称 ） 」 の 設 立   

 （ ３ ） 魅 力 あ る 遊 歩 道 の 再 整 備   

 ３ 72 身 近 な 自 然 の 回 復 と 保 全  

 （ １ ） 生 態 系 を 重 視 し た 水 辺 空 間 の 整 備   

 （ ２ ） 近 郊 地 の 森 林 の 保 全 と 活 用   

 ４ 73 農 業 の 振 興  

 （ １ ） 都 市 農 業 の 振 興   

 （ ２ ） 農 地 の 保 全   

 （ ３ ） 都 市 農 業 と 市 民 の ふ れ あ い の 強 化   

 ５  商 工 業 の 振 興  74

 （ １ ） 武 蔵 野 ブ ラ ン ド の 育 成   

 （ ２ ） 起 業 支 援   

 （ ３ ） 中 小 事 業 者 の 支 援   

 （ ４ ） 路 線 商 業 の 活 性 化   

 （ ５ ） 吉 祥 寺 圏 商 業 活 性 化   

 （ ６ ） 中 央 圏 商 業 活 性 化   

 （ ７ ） 武 蔵 境 圏 商 業 活 性 化   

 （ ８ ） 就 労 支 援   

 ６ 76 都 市 観 光 の 推 進  

 （ １ ） ま ち の 魅 力 ・ 情 報 の 発 信   

 （ ２ ） 観 光 推 進 組 織 の 設 立   

 （ ３ ） 都 市 観 光 と ま ち づ く り の 連 携 強 化   

 ７ 77 真 に 豊 か な 消 費 生 活 の 推 進  

 （ １ ） 消 費 者 教 育 の 推 進 と 相 談 事 業 の 充 実   

 （ ２ ） 消 費 者 活 動 の 支 援   
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な ま ち づ く り   ８  防 犯 性 の 高 い 快 適 78

 （ １ ） 防 犯 性 の 高 い ま ち づ く り の 推 進   

 （ ２ ） 快 適 な 生 活 環 境 の 確 保   

 ９ 79 防 災 態 勢 の 強 化  

 （ １ ） 地 域 防 災 基 盤 の 強 化   

 （ ２ ） 防 災 安 全 セ ン タ ー の 機 能 充 実   

 （ ３ ） 避 難 所 の 整 備 ・ 運 営 体 制 の 確 立   

 1 0 8 1 市 民 活 動 の 活 性 化 と 協 働 の 推 進  

 （ １ ） コ ミ ュ ニ テ ィ の 活 性 化 と あ り 方 の 検 討   

 （ ２ ） 協 働 推 進 体 制 の 整 備 と 協 働 事 業 の 展 開   

 （ ３ ） 団 塊 世 代 等 の 参 画 支 援   

 1 1 8 3 男 女 共 同 参 画 社 会 の 実 現  

 （ １ ） 推 進 体 制 の 整 備 と 強 化   

 （ ２ ） 様 々 な 活 動 の 充 実 と 環 境 整 備   

 1 2  都 市 ・ 国 際 交 流 の 推 進  84

 （ １ ） 国 内 都 市 交 流 ・ 協 力 の 推 進   

 （ ２ ） 国 際 交 流 ・ 協 力 の 推 進   

 （ ３ ） 外 国 人 市 民 へ の サ ー ビ ス ・ 支 援 の 充 実   

 1 3 8 5 生 涯 ス ポ ー ツ の 振 興  

 （ １ ） ス ポ ー ツ 施 策 の 多 角 的 な 検 討   

 （ ２ ） ス ポ ー ツ 施 設 の 整 備 ・ 充 実   

 1 4  特 色 あ る 市 民 文 化 の 発 展  86

 （ １ ） 市 民 文 化 施 設 の 拡 充   

 （ ２ ） 文 化 施 設 及 び 文 化 活 動 の ネ ッ ト ワ ー ク 化 の 推 進   

 （ ３ ） 都 市 文 化 の 積 極 的 な 発 信   

Ⅳ  都 市 基 盤  88

 １  89 連 携 ・ 協 働 が 支 え る 信 頼 の ま ち づ く り

 （ １ ） ま ち づ く り の 基 礎 的 仕 組 み の 構 築   

 （ ２ ） 地 域 の 力 を 活 か し た ま ち づ く り の 推 進   

 （ ３ ） 安 全 で 秩 序 あ る ま ち づ く り の 推 進   

 （ ４ ） 事 業 効 果 の 評 価 と そ の 成 果 を 活 か す 手 法 の 検 討   

 ２ 進  9 1 地 域 の 特 色 を 活 か す ま ち づ く り の 推

 （ １ ） 身 近 な 地 区 レ ベ ル で の ま ち づ く り の 方 策 の 検 討   

 （ ２ ） 地 域 の 個 性 、 実 情 に 合 わ せ た 土 地 利 用 の 方 向 性 見 直 し   

 （ ３ ） 景 観 行 政 へ の 積 極 的 取 組 み   

 ３  92 利 用 者 の 視 点 と 発 想 を 重 視 す る ま ち づ く り

 （ １ ） ユ ニ バ ー サ ル デ ザ イ ン の 視 点 の 展 開   

 （ ２ ） ま ち づ く り へ の 環 境 共 生 理 念 の 導 入   

 （ ３ ） 公 共 施 設 の 適 切 な 維 持 管 理 と 耐 用 年 数 延 伸 へ の 取 組 み   

 ４ 93 上 水 道 の 整 備 ・ 充 実  

 （ １ ） 安 全 で お い し い 水 の 安 定 供 給   

 （ ２ ） 老 朽 化 し た 上 水 施 設 の 維 持 ・ 更 新   

 （ ３ ） 経 営 の 健 全 化 と 安 定 へ の 取 組 み   

 ５ 94 下 水 道 の 再 整 備  

 （ １ ） 下 水 道 総 合 計 画 の 策 定   

 （ ２ ） 下 水 道 処 理 シ ス テ ム の 整 備 充 実   

 （ ３ ） 新 た な 水 循 環 シ ス テ ム 確 立 に 向 け て の 検 討   

 （ ４ ） 水 害 対 策 の 推 進   
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 ６  道 路 ネ ッ ト ワ ー ク の 整 備  95

 （ １ ） ひ と に や さ し い み ち づ く り の 推 進   

 （ ２ ） 生 活 道 路 の 整 備   

 （ ３ ） 都 市 計 画 道 路 ネ ッ ト ワ ー ク 整 備 の 推 進   

 （ ４ ） 都 市 計 画 道 路 の 整 備 推 進   

 （ ５ ） 外 か く 環 状 道 路 へ の 対 応   

 （ ６ ） ま ち づ く り と 連 携 す る 道 路 整 備 の 推 進   

 ７  安 全 で 円 滑 な 交 通 環 境 の 整 備  97

 （ １ ） 総 合 的 な 道 路 交 通 環 境 の 整 備 展 開   

 （ ２ ） 公 共 交 通 手 段 の 充 実 と 利 用 転 換 促 進   

 （ ３ ） 自 転 車 の 駐 車 ・ 走 行 対 策 の 推 進   

 （ ４ ） 交 通 環 境 で の バ リ ア フ リ ー 化 の 展 開   

 ８  住 宅 施 策 の 総 合 的 展 開  100

 （ １ ） 計 画 的 な 住 宅 政 策 へ の 取 組 み   

 （ ２ ） 良 質 な 住 ま い づ く り の 支 援   

 （ ３ ） 安 全 ・ 安 心 な 住 ま い づ く り の 支 援   

 （ ４ ） 環 境 に 配 慮 し た 住 ま い づ く り の 支 援   

 （ ５ ） 公 的 住 宅 建 替 え に 伴 う 環 境 整 備 の 推 進   

 ９  住 宅 と ま ち の 防 災 対 策 の 推 進  101

 （ １ ） 災 害 に 強 い 都 市 基 盤 と 環 境 の 整 備   

 （ ２ ） 防 災 空 間 の 確 保   

 （ ３ ） 建 築 物 の 被 災 時 安 全 性 の 向 上   

 1 0  吉 祥 寺 圏 の 都 市 基 盤 整 備  102

 （ １ ） 「 グ ラ ン ド デ ザ イ ン 」 に 基 づ く 事 業 の 展 開   

 （ ２ ） 吉 祥 寺 駅 周 辺 の 交 通 対 策   

 （ ３ ） 「 安 全 、 清 潔 、 楽 し い ま ち 吉 祥 寺 」 の 推 進   

 （ ４ ） セ ン ト ラ ル 吉 祥 寺 （ 中 央 地 区 ） に お け る 重 点 整 備   

 （ ５ ） イ ー ス ト 吉 祥 寺 （ 東 部 地 区 ） に お け る 重 点 整 備   

 （ ６ ） ウ エ ス ト 吉 祥 寺 （ 西 部 地 区 ） に お け る 重 点 整 備   

 （ ７ ） パ ー ク 吉 祥 寺 （ 南 口 地 区 ） に お け る 重 点 整 備   

 1 1  中 央 圏 の 都 市 基 盤 整 備  104

 （ １ ） 三 鷹 駅 周 辺 地 区 の 将 来 像 の 検 討   

 （ ２ ） 交 通 環 境 の 整 備   

 （ ３ ） 快 適 な 道 づ く り の 推 進   

 （ ４ ） 大 規 模 団 地 建 替 え と 住 環 境 の 改 善   

 （ ５ ） 西 久 保 ２ ・ ３ 丁 目 の 整 備   

 1 2  武 蔵 境 圏 の 都 市 基 盤 整 備  106

 （ １ ） 武 蔵 境 駅 周 辺 の 総 合 的 ま ち づ く り へ の 取 組 み   

 （ ２ ） Ｊ Ｒ 中 央 線 の 連 続 立 体 交 差 事 業 推 進 の 円 滑 化   

 （ ３ ） 「 武 蔵 野 プ レ イ ス （ 仮 称 ） 」 周 辺 地 区 の 環 境 整 備   

 （ ４ ） 快 適 な 環 境 の 整 備   

Ⅴ  行 ・ 財 政  108

 １  市 民 パ ー ト ナ ー シ ッ プ の 積 極 的 推 進  109

 （ １ ） 協 働 ル ー ル の 確 立 に 向 け た 取 組 み   

 （ ２ ） 協 働 の た め の 地 域 の 力 の 育 成   

 （ ３ ） 市 民 に よ る 市 政 参 加 の 拡 大   

 ２  市 民 ニ ー ズ に 応 え る サ ー ビ ス の 提 供  110

 （ １ ） Ｉ Ｔ を 活 用 し た サ ー ビ ス の 拡 大   

 （ ２ ） 行 政 サ ー ビ ス の 提 供 機 会 の 拡 大   

 （ ３ ） 市 民 要 望 に 的 確 に 応 え る 仕 組 み づ く り   

  

 
 



 取 扱 注 意  
平成 20 年２月 25 日現在 

 36

キ ュ リ テ ィ の 徹 底  1 ３  積 極 的 な 情 報 発 信 と 情 報 セ 12

 （ １ ） イ ン タ ー ネ ッ ト に よ る 情 報 提 供 の 推 進   

 （ ２ ） 市 政 ・ 地 域 情 報 の 充 実   

 （ ３ ） 情 報 セ キ ュ リ テ ィ の 徹 底   

 ４ 113 健 全 な 財 政 運 営 の 維 持  

 （ １ ） 財 政 運 営 の ガ イ ド ラ イ ン の 設 定   

 （ ２ ） 会 計 改 革 の 推 進   

 （ ３ ） 適 正 な 受 益 と 負 担   

 （ ４ ） 計 画 的 な 予 算 編 成 と 説 明 責 任 の 強 化   

 （ ５ ） 公 共 施 設 の 計 画 的 整 備   

 （ ６ ） 市 有 財 産 の 有 効 活 用 の 研 究   

 （ ７ ） 財 政 援 助 出 資 団 体 の 経 営 改 善 の 推 進   

 ５  時 代 の 変 化 に 対 応 す る 柔 軟 な 行 政 運 営  115

 （ １ ） 地 方 分 権 な ど へ の 的 確 な 対 応   

 （ ２ ） 事 務 事 業 ・ 補 助 金 の 見 直 し   

 （ ３ ） 事 務 事 業 の Ｉ Ｔ 化 の 推 進   

 （ ４ ） 職 員 定 数 の 適 正 化   

 （ ５ ） 職 員 の 資 質 向 上 の 推 進   
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「

比 は 、

の

金

り

立

変 化 が 起 き て い る 。  

 ま た 、 税 制 改 正 と 同 時 期 に 定

率 減 税 が 廃 止 さ れ た こ と に よ る

税 負 担 増 や 、 後 期 高 齢 者 医 療 制

度 が 導 入 さ れ る こ と に よ り 、 将

来 に 不 安 を 抱 く 市 民 が い る こ と

も 事 実 で あ る 。  

安 心 し て 暮 ら す こ と が で き 、

充 実 し た 生 活 が 送 れ る 「 福 祉 の

ま ち づ く り 」 を 実 現 す る た め に 、

以 下 の 視 点 が 重 要 で あ る 。  

① 行 政 と 市 民 の 責 任 と 役 割 を 明

確 に す る 。 持 続 可 能 な 社 会 を

実 現 す る た め に は 、 国 ・ 都 ・

市 と い っ た 行 政 間 の 役 割 分 担

を 明 ら か に す る と と も に 、 市

民 も 持 て る 力 を 発 揮 し 、 「 福

祉 の ま ち づ く り 」 を 進 め る 。  

 

を 解 消 す る た め の

組 み ・ 目 標 を 提 示 す る 。 特 に 、

認 知 症 の あ る 高 齢 者 や 障 が

者 及 び そ の 家 族 も 「 安 心 し て

送 れ る 」 ま ち づ く り 、 環 境 整

進 め る 。  

一 人 ひ と り の 生 活 に あ わ せ た

サ ー ビ ス 提 供 を す る 。 武 蔵 野

市 の 福 祉 が 目 指 し て き た 、 市

民 の 誰 も が 住 み 慣 れ た 地 域 で

安 心 し て 暮 ら し 続 け ら れ る 施

策 を 推 進 し 、 一 人 ひ と り の 生

活 に 合 わ せ て サ ー ビ ス が 提 供

で き る 柔 軟 な 制 度 の 運 用 を 継

続 ・ 発 展 さ せ る 。  

 

１  健 康 で 暮 ら し つ づ け る た め

の 施 策  

Ⅰ 健康・福祉 

 第 四 期 長 期 計 画 」 策 定 当 時

と べ 、 健 康 ・ 福 祉 の 分 野 で

国 社 会 保 障 制 度 改 革 に よ り 、
暮 ら せ る 」 「 充 実 し た 生 活 が

年 、 介 護 、 医 療 の 各 分 野 に お

け る 増 大 し つ つ あ る 国 民 負 担 の

あ 方 を 中 心 と し た 見 直 し が 進

み 、 介 護 保 険 法 の 改 正 と 障 害 者

自 支 援 法 の 施 行 と い う 大 き な

② 生 活 不 安 仕

い

備 を

③

国 が 実 施 す る 医 療 制 度 改 革 の

一 環 と し て 、 平 成 20年 ４ 月 か ら

「 高 齢 者 の 医 療 の 確 保 に 関 す る

法 律 」 に 基 づ き 、 健 診 ・ 保 健 事

業 が 再 編 さ れ る 。 ま た 、 後 期 高

齢 者 医 療 制 度 が 開 始 さ れ る 。 ラ

イ フ ス テ ー ジ の 各 段 階 に お い て 、

市 民 の 健 康 を ト ー タ ル に 支 援 し

て い く と い う 市 の こ れ ま で の 理

念 を 堅 持 し つ つ 、 制 度 改 正 が 市
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民 の 健 康 づ く り の 増 進 に つ な が

く 。  

普 段 か ら 市 民 自 ら が 自 分 の 健

康 に 関 心 を 持 ち 、 健 康 保 持 ・ 増

進 に 努 め る 活 動 が も っ と も 基 本

で あ る 。 健 康 づ く り 支 援 の 事 業

を 拡 充 し 、 市 民 の 健 康 増 進 活 動

を 支 援 し て い く 。  

 

（ １ ） 「 武 蔵 野 市 健 康 福 祉 総 合

計 画 （ 仮 称 ） 」 の 策 定  

 市 で は 、 平 成 18年 ３ 月 に 「 武

蔵 野 市 福 祉 総 合 計 画 」 を 策 定 し 、

当 該 計 画 に 則 っ て 福 祉 施 策 を 推

進 し て き た 。 平 成 20年 度 は 高 齢

者 計 画 （ 高 齢 者 保 健 福 祉 計 画 、

介 護 保 険 事 業 計 画 ） 及 び 障 害 福

祉 計 画 （ 障 害 者 計 画 ） の 改 定 時

期 に あ た り 、 ま た 、 平 成 16年 度

か ら ス タ ー ト し た 健 康 推 進 計 画

も 改 定 時 期 を 迎 え る 。 こ れ ら の

計 画 に つ い て 、 福 祉 施 策 、 健 康

施 策 を 総 合 的 な 視 点 か ら 再 構 築

す る こ と を 目 的 と し て 、 平 成 21

年 度 を 初 年 度 と す る 「 武 蔵 野 市

健 康 福 祉 総 合 計 画 （ 仮 称 ） 」 を

一 体 的 に 策 定 し 、 よ り 市 民 生 活

の 現 状 に 即 し た 施 策 を 展 開 す る 。  

ら

象

署

結

い

年

化

指

実

と

性

円 滑 に 推 進 す る た め に 、 （ 財 ）

蔵 野 健 康 開 発 事 業 団 と の 連 携

な 専 門 職 の 確 保 及 び 育

成 を 行 い 、 健 康 開 発 事 業 団 に 多

様 な 専 門 職 を 配 置 し 、 幅 広 い 視

点 か ら 質 の 高 い 業 務 が 実 施 で き

る よ う に す る 。 市 と し て 、 関 係

部 署 を 横 断 し て 必 要 に 応 じ て 専

門 職 が 事 業 を 担 う な ど 、 柔 軟 か

つ 効 率 的 な 運 用 の 検 討 が 必 要 で

あ る 。  

市 民 の 健 康 づ く り を 総 合 的 に

コ ー デ ィ ネ ー ト す る た め に 保 健

る よ う に 事 業 の 展 開 を 図 っ て い

（２）健康増進施策の計画的推進 

市 民 の 健 康 増 進 は 、 乳 幼 児 か

高 齢 者 ま で 、 幅 広 い 範 囲 を 対

と す る も の で あ り 、 各 関 係 部

の 連 携 が 実 効 性 の あ る 施 策 に

び つ く も の で な け れ ば な ら な

。  

国 の 制 度 改 革 に よ っ て 平 成 20

４ 月 か ら 生 活 習 慣 病 予 防 に 特

し た 特 定 健 康 診 査 ・ 特 定 保 健

導 が 始 ま る が 、 こ れ ま で 市 が

施 し て き た 事 業 等 の 水 準 低 下

な ら な い よ う に 配 慮 し 、 整 合

を 確 保 す る よ う に 努 め る 。  

市 は 、 保 健 事 業 を 総 合 的 か つ

武

を 強 化 す る 。 そ の 方 策 と し て 、

経 験 豊 か
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充 実 さ せ 、 健 康 づ く り の

拠

能 の 向 上 な

、 高 齢 者 の 健 康 づ く り を 進 め

う な 仕

 

の

死 亡 率 の 低 下 を 図 る と と

も

（

 

セ ン タ ー 内 に 設 置 さ れ た 「 健 康

づ く り 支 援 セ ン タ ー 」 の 事 業 を

整 理 ・

点 と し て 拡 充 し て い く 。 市 内

各 地 域 で の 健 康 づ く り に 関 す る

集 会 の 開 催 な ど 、 市 民 の 健 康 増

進 活 動 を 支 援 す る 。  

ま た 、 介 護 保 険 法 に よ る 事 業

の み な ら ず 、 運 動 機

ど

る こ と で 、 結 果 と し て 介 護 予 防

と し て の 効 果 が 上 が る よ

組 み を 目 指 す 。 若 い こ ろ か ら の

健 康 づ く り や ス ポ ー ツ 活 動 も あ

わ せ て 推 進 す る 。  

 

（ ３ ） 医 療 ネ ッ ト ワ ー ク の 充 実  

市 民 の 健 康 維 持 を 支 援 し 、 安

心 を 確 保 す る た め に は 、 病 床 確

保 や チ ー ム 医 療 な ど 、 必 要 な 医

療 を 身 近 な と こ ろ で 適 切 に 供 給

で き る 体 制 の 整 備 が 重 要 で あ る 。

医 療 処 置 の 必 要 な 在 宅 高 齢 者

が 増 え る こ と が 予 想 さ れ る た め 、

緊 急 時 に 際 し て も 適 切 な 医 療 が

受 け ら れ る よ う な 体 制 づ く り を

目 指 す 。 地 域 の 中 核 病 院 で あ る

武 蔵 野 赤 十 字 病 院 を 中 心 と し た 、

医 療 ネ ッ ト ワ ー ク の 充 実 、 24時

間 安 心 し て 在 宅 療 養 で き る た め

医 療 機 関 の ネ ッ ト ワ ー ク づ く

り を 市 と し て も 支 援 し て い く 。  

 

（ ４ ） 妊 婦 健 康 診 査 の 拡 充  

 妊 婦 健 康 診 査 は 、 妊 産 婦 及 び

乳 児 の

に 、 流 ・ 早 産 、 妊 娠 中 毒 症 、

子 宮 内 胎 児 発 育 遅 延 の 防 止 な ど

を 目 的 と し 実 施 し て い る 。 公 費

負 担 に よ る 受 診 を 拡 大 し 、 妊 娠 、

分 娩 上 の リ ス ク の 早 期 発 見 に よ

る 安 全 な 出 産 に つ な げ る 。  

 

５ ） 市 民 こ こ ろ の 健 康 支 援  

ス ト レ ス か ら 身 を 守 り 、 こ こ

ろ の 健 康 を 維 持 す る こ と は 、 市

民 に と っ て 共 通 の 課 題 と な っ た 。

こ こ ろ の 問 題 を 抱 え る 本 人 、 家

族 な ど へ の 定 期 的 、 継 続 的 な 相

談 体 制 を 整 え る 。 ま た 、 自 殺 対

策 基 本 法 の 趣 旨 も 踏 ま え 、 メ ン

タ ル ヘ ル ス に 対 す る 市 民 の 意 識

向 上 と 知 識 の 普 及 を 図 り 、 す べ

て の 市 民 が こ こ ろ の 健 康 を 実 現

で き る 社 会 を 目 指 す 。  
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力 を 市 民

が

、 子 ど も や

齢 者 が 独 り で 食 事 を す る 「 孤

摘

め

（６）食からはじめる健康づくり 

 す べ て の 市 民 の 健 康 の 基 礎 に

「 食 」 の 問 題 が あ る 。 そ れ ぞ れ

の ラ イ フ ス テ ー ジ で 健 康 を 保 つ

た め に は 、 栄 養 、 安 全 性 、 環 境

な ど の 視 点 か ら 「 食 」 に つ い て

考 え 行 動 す る 習 慣 や 能

養 う こ と が 大 切 で あ る 。  

 「 食 」 を 取 り 巻 く 社 会 環 境 が

大 き く 変 化 し 、 こ れ ま で 長 く 培

わ れ て き た 「 食 文 化 」 も 大 き く

変 わ り つ つ あ る 。 多 忙 な 生 活 ゆ

え の 不 規 則 な 食 事 の 習 慣 化 、 自

分 で 調 理 を せ ず に 市 販 品 で 済 ま

せ る 食 生 活 の 広 が り

高

食 」 の 増 加 な ど 様 々 な 問 題 が 指

さ れ て い る 。  

 そ の よ う な 観 点 か ら 「 食 」 に

つ い て の 市 民 の 意 識 を 高 め 、 新

し い ラ イ フ ス タ イ ル に 見 合 っ た

健 康 な 食 生 活 の 創 造 と 啓 発 に 努

る 。  

 

２  就 労 ・ 自 立 支 援 と 社 会 参 加

の 推 進  

（ １ ） 高 齢 者 ・ 障 が い 者 の 就 労

支 援  

高 齢 者 や 障 が い 者 の 地 域 に お

う 。 ま た 、 介 護 な ど の 地 域

を

推

し て い る 。 そ の 活 動 の 強 化 を

労

市 内 通

施 設 の 事 業 の 拡 充 を 支 援 し 、

祉 的 就 労 の 場 を 確 保 す る 。 小

模 作 業 所 に つ い て は 、 障 害 者

け る 自 立 と 社 会 経 済 活 動 へ の 参

加 を 促 進 す る た め 、 高 齢 者 ・ 障

が い 者 の 就 労 支 援 体 制 の 整 備 を

行

サ ー ビ ス で の 柔 軟 な 就 労 の 場

提 供 す る な ど 、 新 し い 就 労 支 援

の あ り 方 を 検 討 す る 。  

高 齢 者 ・ 障 が い 者 の 一 般 就 労

の 支 援 に つ い て は 、 国 や 都 と の

役 割 分 担 を 踏 ま え つ つ 、 就 労 機

会 を 拡 大 さ せ る 方 策 を 検 討 す る 。  

シ ル バ ー 人 材 セ ン タ ー は 、 高

齢 者 の 就 労 と 生 き が い 活 動 を

進

支 援 し 、 新 た な 職 場 開 拓 な ど 就

機 会 の 拡 充 を 図 る 。  

 障 が い 者 の 就 労 を 進 め る た め 、

個 人 の 能 力 ・ 特 性 に あ わ せ た 支

援 を 行 う 。 市 は 、 障 害 者 就 労 支

援 セ ン タ ー 「 あ い る 」 と と も に 、

労 働 、 保 健 、 教 育 な ど の 関 係 機

関 と 連 携 を と り 、 就 労 支 援 ネ ッ

ト ワ ー ク を 構 築 す る 。  

一 般 就 労 が 困 難 な 障 が い 者 に

つ い て は 、 通 所 事 業 を 運 営 す る

法 人 の 協 力 を 得 な が ら 、

所

福

規
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支

げ る 。  

て る 講 座 に つ い て 検 討

、 実 施 す る 。  

児 ） と と も に 集 い 、 相

互 の つ な が り を 広 げ る 様 々 な 活

動 を 支 援 し て い く 。  

 

象 外 で

あ

慮

関 す る

自 立 支 援 法 の 改 正 動 向 を 踏 ま え

つ つ 、 必 要 な 支 援 を 行 う 。  

 

（ ２ ） 高 齢 者 ・ 障 が い 者 の 地 域

活 動 と 社 会 貢 献 の 促 進  

高 齢 者 や 障 が い 者 が 生 き が い

を 持 ち 、 健 康 に 暮 ら し て い く た

め に は 、 地 域 活 動 へ の 参 加 を

援 す る 施 策 が 重 要 で あ る 。  

高 齢 者 や 障 が い 者 が 、 学 校 や

地 域 で ボ ラ ン テ ィ ア を す る 機 会

を 設 け 、 市 の 歴 史 や 自 身 の 体 験

を 次 世 代 に 伝 え 、 地 域 づ く り に

貢 献 す る 機 会 を つ く る 。  

中 学 生 と の 世 代 間 交 流 事 業 で

あ る 高 齢 者 パ ソ コ ン 教 室 や 、 境

南 小 学 校 で の ふ れ あ い サ ロ ン の

活 動 を 他 校 に も 広

高 齢 者 に 対 す る 趣 味 ・ 文 化 ・

ス ポ ー ツ 活 動 な ど を 推 進 し 、 生

き が い 増 進 を 図 る 。 ま た 、 高 齢

者 の 参 加 し や す い 事 業 や 興 味 、

関 心 を 持

し

障 が い 者 （ 児 ） に つ い て は 、

健 常 者 （

（ ３ ） 障 害 者 自 立 支 援 法 へ の 取

組 み  

市 は 、 平 成 19 年 度 か ら 自 立

支 援 医 療 の 診 断 書 料 助 成 制 度 等

の 開 始 や 、 精 神 障 が い 者 向 け 機

関 紙 「 こ こ ろ の つ な が り 」 の 発

行 な ど 、 支 援 費 制 度 の 対

っ た 精 神 障 が い に つ い て も 市

独 自 の 施 策 を 先 進 的 に 行 っ た 。  

障 が い の 別 に と ら わ れ る こ と

な く 、 個 々 人 の 障 が い 特 性 に 配

し つ つ 、 こ れ ま で の サ ー ビ ス

水 準 を 下 げ る こ と の な い よ う 、

地 域 の 実 情 や 条 件 を 踏 ま え た 施

策 を 引 き 続 き 展 開 し て い く 。 ま

た 、 障 害 者 自 立 支 援 法 に

国 や 都 の 動 向 を 見 据 え な が ら 、

必 要 な 働 き か け を 国 や 都 に 対 し

積 極 的 に 行 っ て い く 。  

 

３  地 域 で 支 え あ う 福 祉 の ま ち

づ く り  

武 蔵 野 市 は 、 老 人 食 事 サ ー

ビ ス の 実 施 を 皮 切 り に 、 他 市

に さ き が け て 、 市 民 が 高 齢 者

や 障 が い 者 の 生 活 支 援 に か か

わ る 仕 組 み を 作 っ て き た 。 こ

れ ら を 通 じ て 、 市 民 は 高 齢 者

や 障 が い 者 と ふ れ あ い 、 学 び
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現

状 に つ い て 知 る こ と が 出 来 た 。 

へ の 市

民

る ま

ち づ く り を 推 進 し て い く う え で 、

つ 、

Ｎ

、 「 地 域 福 祉

活

高齢者や障がい者が心身の健康

」 「 役 割 を 得 る 」 機 会 を

得

 

 

協 は 、 一 人 暮 ら し 高 齢

者 な ど の 安 否 確 認 や 日 常 生 活 の

不 安 の 相 談 な ど を 、 地 域 の 中 で

連 携 し て 解 決 す る た め 、 地 域 社

協 を 中 心 に 安 心 助 け あ い ネ ッ ト

ワ ー ク を 展 開 し て い る 。  

平 成 19年 度 に 市 は 、 地 域 社 協

と 連 携 し 、 災 害 時 要 援 護 者 避 難

あ う 機 会 を 得 た 。 そ し て 、 地 域

に お け る 医 療 ・ 保 健 ・ 福 祉 の

 市 民 が 培 っ て き た 福 祉 の 風 土

を 活 か し 、 生 活 支 援 の 場

参 加 に よ り 、 地 域 で 支 え あ う

福 祉 の ま ち づ く り が 推 進 さ れ る

よ う 、 参 加 の あ り 方 や バ ッ ク ア

ップ体制を工夫する。 

 

（ １ ） 市 民 が 主 体 と な る 地 域 福

祉 活 動 の 推 進  

高 齢 者 、 障 が い 者 を 含 め す べ

て の 市 民 が 安 心 し て 暮 ら せ

武 蔵 野 市 民 社 会 福 祉 協 議 会 （ 市

民 社 協 ） の 役 割 は 大 き い 。 市 は 、

市 民 社 協 と 連 携 を 強 化 し つ

Ｐ Ｏ 、 市 民 団 体 な ど の 活 動 が

充 実 す る よ う 支 援 す る 。 よ り 多

く の 市 民 の 参 画 を 促 し な が ら 、

一 層 豊 か な ま ち づ く り を 進 め て

い く 。  

そ の 一 環 と し て

動 推 進 協 議 会 （ 地 域 社 協 ） 」

へ の 支 援 を 通 じ て 、 地 域 に お け

る 見 守 り な ど 助 け あ い 活 動 に 取

り 組 ん で い く 。  

を 保 つ た め に は 、 「 外 出 す る 」

「 集 う

ることが重要である。たとえば、

居 場 所 づ く り の た め に 、 コ ミ ュ

ニ テ ィ カ フ ェ な ど 市 民 が 主 体 と

な っ た 地 域 福 祉 活 動 を 支 援 し て

い く 。  

 

（ ２ ） 心 の バ リ ア フ リ ー の 推 進  

す べ て の 人 が 人 権 と 生 き 方 を

お 互 い に 尊 重 し あ い 、 と も に 生

き る 社 会 を 実 現 す る に は 、 啓 発

活 動 の 推 進 が 必 要 で あ る 。 障 が

い 者 や 高 齢 者 に 対 す る 理 解 が 市

民 の 間 に 育 ま れ る よ う に 、 交 流

事 業 や 講 演 会 な ど を 実 施 し 、 市

民 意 識 の 啓 発 を 図 り 、 地 域 に お

け る 心 の バ リ ア フ リ ー を 実 現 し

て い く 。  

（ ３ ） 地 域 の 安 全 ・ 安 心 の 確 保  

地 域 社
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障 が い

者 と の 相 互 理 解 の 促 進 を 図 る た

で あ る 。  

 

に 開 始 さ れ て 以 来 、 す

で

う よ う 、 事 業

採 択 及 び 運 営 評 価 基 準 を 見 直 し 、

事 業 を 拡 充 し 、 外 出 困

難 者 の 生 活 の 利 便 性 を 高 め 、 閉

支 援 事 業 を モ デ ル 事 業 と し て 実

施 し た 。 平 成 20年 度 以 降 、 こ の

事 業 を 全 市 的 に 展 開 し 、 安 全 ・

安 心 の た め の 地 域 ネ ッ ト ワ ー ク

を 形 成 す る 。  

 

（ ４ ） ふ れ あ い ・ ボ ラ ン テ ィ ア

活 動 の 促 進  

 子 ど も た ち と 高 齢 者 や

め 、 多 様 な ふ れ あ い の 場 を 提 供

す る こ と が 重 要

ボ ラ ン テ ィ ア セ ン タ ー 武 蔵 野

が 実 施 す る ボ ラ ン テ ィ ア 講 座 や

夏 体 験 ボ ラ ン テ ィ ア 事 業 な ど 、

各 種 ボ ラ ン テ ィ ア 体 験 事 業 の 充

実 を 支 援 し て い く 。 ま た 、 学 校

教 育 に お け る ボ ラ ン テ ィ ア 体 験

学 習 の 支 援 を 行 う 。  

 

（ ５ ） 地 域 福 祉 活 動 へ の 支 援  

テ ン ミ リ オ ン ハ ウ ス 事 業 は 、

平 成 11年

に ７ か 所 が 整 備 さ れ 、 市 民 の

連 帯 に よ る 地 域 ケ ア の 実 現 を 目

指 し て い る 。  

地 域 の 福 祉 力 を 高 め る と い う

事 業 の 目 的 に か な

数 年 ご と に 公 募 に よ り 補 助 対 象

団 体 を 選 考 す る こ と を 検 討 す る 。

ま た 、 各 地 域 の 実 情 に あ わ せ て 、

整 備 目 標 数 や 事 業 の あ り 方 を 見

直 す 。  

ま た 、 移 送 サ ー ビ ス （ レ モ ン

キ ャ ブ ）

じ こ も り 防 止 な ど の 介 護 予 防 や

生 き が い 増 進 な ど を 図 る 。  

  

４  安 心 し て 暮 ら せ る ま ち

づ く り  

（ １ ） 地 域 リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン

の 充 実  

市 が 目 指 す べ き 地 域 リ ハ ビ リ

テ ー シ ョ ン は 、 次 の よ う な 支 援

の あ り 方 で あ る 。  

① す べ ての市民が、その年齢や状

態に関わらず、住み慣れた地域

で、 本人の意思に基づいて安心

して生 活 が 続 け ら れ る よ う な

支 援  

② 人 の ラ イ フ サ イ ク ル を 視 野 に

置 い た 、 継 続 的 、 か つ 体 系 的

な 支 援  

③ 保 健 ・ 医 療 ・ 福 祉 ・ 教 育 な ど 、

地 域 生 活 に 関 わ る あ ら ゆ る 組

織、人が連携した体系的な支援 
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ン の 体 制 整 備 を

進 め る 。  

健 、 子 ど も 、 教 育

人 材 を 育

す る 必 要 が あ る 。  

会

 

、 保 健 セ ン タ ー

の

援 セ ン タ ー に お い て 、

総

蔵

野 の 福 祉 の レ ベ ル を さ ら に 高 め

 

で 高 齢 者 が 安 心 し て

生 活 で き る よ う 、 在 宅 介 護 支 援

セ ン タ ー を 中 心 と し た 、 医 療 ・

保 健 ・ 福 祉 及 び 権 利 擁 護 な ど の

サ ー ビ ス 、 市 民 の 支 え あ い ・

助けあいネットワークなどを機能

的 に 結 び つ け る 総 合 的 ・ 包 括 的

シ ス テ ム の 実 現 を 着 実 に 進 め る 。  

こ の よ う な 観 点 か ら 両 セ ン

タ ー の あ り 方 を 整 理 し 、 そ れ ぞ

れ が 市 民 に よ り 身 近 な 存 在 と な

る よ う 、 新 た な 名 称 を つ け る こ

と も 含 め 検 討 す る 。  

**

第 画 の 主 な 実 績  

★ 平 0月 、 吉 祥 寺 本 町 に 市 内

タ ー が 開 設 さ れ た 。 介 護 保 険 制 度 に

よ

緊 急 一 時 シ ョ ー ト ス テ イ を 併 設 し て

い

こ う し た 理 念 に 立 ち 、 医 療 制 度

改 革 の 影 響 な ど 多 く の 課 題 に つ

い て 整 理 し 、 市 民 一 人 ひ と り の

実 状 に 即 し た 支 援 を 行 う 地 域 リ

ハ ビ リ テ ー シ ョ

具 体 的 に は 、 市 関 連 部 署 （ 高

齢 、 介 護 、 保

分 野 な ど ） の 連 携 体 制 を 強 化 し 、

ラ イ フ ス テ ー ジ に 応 じ た 支 援 が

途 切 れ る こ と の な い よ う な 支 援

体 制 の 構 築 に 取 り 組 む 。  

あ わ せ て 、 医 療 関 連 ネ ッ ト

ワ ー ク と の 連 携 な ど を 実 現 し 、

日 常 生 活 や 社 会 生 活 の 再 構 築 支

援 、 療 育 支 援 も 含 め た 新 た な 課

題 に 取 り 組 む 。 市 及 び 市 関 連 機

関 で 専 門 職 の 役 割 を 広 げ 、 横 断

的 な 業 務 を 担 当 で き る

成

地域リハビリテーション有識者

議 の 提 言 を 受 け て 、 短 期 目 標

と 中 長 期 目 標 を 明 確 に し 、 地 域

リ ハ ビ リ テ ー シ ョ ン を 推 進 す る 。

ま た 、 地 域 リ ハ ビ リ テ ー シ ョ

ン の 拠 点 と し て

拡 充 、 障 害 者 福 祉 セ ン タ ー の

役 割 の 見 直 し と 充 実 を 図 り 、 積

極 的 に 事 業 を 展 開 す る 。  

（ ２ ） 地 域 包 括 支 援 セ ン タ ー と

在 宅 介 護 支 援 セ ン タ ー の 機 能 の

強 化  

武 蔵 野 市 で は 市 内 ６ か 所 の 在

宅 介 護 支

合 相 談 ・ 地 域 支 援 ・ 権 利 擁 護

を 含 め 、 き め 細 か な 高 齢 者 福 祉

サ ー ビ ス を 実 施 し て き た 。 今 後

と も 地 域 包 括 支 援 セ ン タ ー や 市

役 所 と の 連 携 を 一 層 強 め 、 武

る サ ー ビ ス 体 制 の 構 築 に 努 め る 。

地 域 の 中

****** * * * * *  

四 期 長 期 計

成 17年 1

６ か 所 目 と な る 在 宅 介 護 支 援 セ ン

ら な い 市 独 自 の ミ ニ デ イ サ ー ビ ス 、

る 。  
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援 セ ン タ ー が 併 設 さ れ た 。 在 宅 介 護

宅 生 活 を 支 え る 介 護 予 防 の 総 合 調 整

。  

 

（ ３ ） 障 が い 者 相 談 事 業 の 充 実  

障 が い 者 相 談 事 業 は 、 相 談 の

み に と ど ま る こ と な く 、 中 途 障

が い 者 の 社 会 参 加 支 援 や 、 退 院

促 進 事 業 の 展 開 な ど 支 援 の 幅 を

広 げ て い く 。  

そ の た め に 、 市 は 、 障 害 者 自

立 支 援 法 に 基 づ く 地 域 活 動 支 援

セ ン タ ー と し て 活 動 し て い る

「 び ー と 」 と 「 ラ イ フ サ ポ ー ト

Ｍ Ｅ Ｗ （ ミ ュ ー ） 」 と 連 携 す る 。  

 

（ ４ ） 障 が い 児 へ の 支 援  

障 が い 児 と そ の 親 な ど が 地 域

で の 生 活 に 困 難 を 生 じ る こ と が

な い よ う に 、 生 活 全 体 を 長 期 に

わ た っ て 継 続 的 に 見 守 り 、 ラ イ

フ ス テ ー ジ の 節 目 で 支 援 が 途 切

れ る こ と の な い よ う な 仕 組 み が

必 要 で あ る 。  

 市 で は 、 心 身 に 何 ら か の 障 が

い の あ る 子 ど も に 対 す る 早 期 か

ら の 療 育 支 援 体 制 を 整 備 し 、 障

が い 児 を 育 て る 親 の 不 安 を 軽 減

相 談 室 ハ ビ ッ ト ） と し て

開

 

解

た 、 早 期

★ 介 護 保 険 法 改 正 に 伴 い 、 平 成 18年

４ 月 、 市 内 の ６ か 所 の 在 宅 介 護 支 援

セ ン タ ー の 内 、 ３ か 所 に 地 域 包 括 支

支 援 セ ン タ ー と 連 携 し 、 高 齢 者 の 在

な どを行う ほか、保 健医療機 関と連携

し 、高齢者 の健康保 持を支援 している

す る た め の 相 談 支 援 な ど を 、 平

成 19年 度 に 地 域 療 育 推 進 事 業

（ 療 育

始 し た 。 今 後 、 こ の 事 業 の 充

実 を 図 っ て い く 。  

ま た 、 障 害 者 総 合 セ ン タ ー 内

に あ る 障 害 児 通 所 訓 練 施 設 「 こ

ど も 発 達 支 援 室 ウ ィ ズ 」 を 都 営

武 蔵 野 ア パ ー ト 内 に 移 転 し 、 定

員 の 拡 大 、 学 齢 期 へ の 移 行 支 援

な ど の 機 能 拡 充 に つ い て 検 討 す

る 。  

 

（ ５ ） 認 知 症 高 齢 者 施 策 の 推 進  

高 齢 化 の 進 展 に 伴 い 、 認 知 症

高 齢 者 数 が 増 加 し て い る 一 方 、

若 年 認 知 症 の 問 題 も 深 刻 で あ る 。

認 知 症 の 人 と そ の 家 族 が 地 域 で

安 心 し て 暮 ら し 続 け ら れ る よ う 、

認 知 症 相 談 事 業 及 び 認 知 症 の 理

と 地 域 で の 支 援 を 促 進 す る た

め の 啓 発 活 動 を 充 実 さ せ る 。  

認 知 症 の 早 期 発 見 ・ 早 期 診 断

の た め の 受 診 ・ サ ポ ー ト 医 シ ス

テ ム の 推 進 を 図 る 。 ま

に 個 別 支 援 を 行 う こ と で 、 認 知

症 の 進 行 や 周 辺 症 状 に よ る 生 活

困 難 の 発 生 を 予 防 す る た め の 体

制 づ く り を す す め る 。  
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減 施 策 の 充 実  

家 族 な ど の 介 護 負 担 を 軽 減 す

る た め 、 介 護 に 関 す る 情 報 提 供 、

介 護 の 知 識 ・ 技 術 の 習 得 、 福 祉

用 具 の 活 用 方 法 な ど に 関 す る 講

習 会 を 実 施 し て い く 。 ま た 、 介

護 者 間 の 情 報 交 換 の 場 や イ ン

タ ー ネ ッ ト を 通 し た ネ ッ ト ワ ー

ク づ く り な ど の 支 援 を 行 う 。  

 

（ ７ ） 虐 待 防 止 体 制 の 整 備  

高 齢 者 や 障 が い 者 が 、 家 族 な

ど か ら 虐 待 を 受 け 、 緊 急 又 は 一

時 的 に 保 護 を す る 必 要 が あ る 場

合 、 緊 急 一 時 保 護 施 設 の 利 用 に

よ り 、 心 身 の 安 全 を 確 保 す る 。  

虐 待 が 疑 わ れ た 場 合 や 虐 待 を

発 見 し た 場 合 の 通 報 先 に つ い て 、

市 民 へ の 周 知 を 図 る 。 介 護 を 行

っ て い る 家 族 へ の 支 援 を 強 め 、

虐 待 防 止 体 制 を 強 化 す る 。 市 民

に 対 す る 啓 発 を 積 極 的 に 進 め 、

虐 待 の 起 き な い 社 会 づ く り を 進

め る 。  

認 知 症 高 齢 者 を 見 守 る 事 業 を

推 進 す る こ と で 、 家 族 の 介 護 負

担 軽 減 を 目 指 す 。  

 

（ ６ ） 家 族 な ど 介 護 者 の 負 担 軽

５  サ ー ビ ス の 質 の 向 上 と 利 用

者 の 保 護  

（ １ ） 保 険 者 と し て の 市 の 責 務  

市 は 、 介 護 保 険 事 業 の 保 険 者

と し て 、 サ ー ビ ス の 質 の 向 上 と

安 定 供 給 の 環 境 整 備 に 努 め る 責

務 が あ る 。  

介 護 保 険 制 度 発 足 に あ わ せ て 、

居 宅 介 護 サ ー ビ ス 事 業 者 に 対 し

て 、 連 絡 会 議 ・ 研 修 会 な ど を 実

施 し 、 事 業 者 間 の 連 携 と サ ー ビ

ス の 質 の 向 上 を 促 す 仕 組 み を 作

っ て 実 施 し て き た が 、 今 後 も こ

の 取 組 み を 充 実 さ せ る 。  

ま た 、 今 後 も ケ ア マ ネ ジ ャ ー

へ の 体 系 的 な 研 修 、 新 し い 情 報

の 提 供 、 地 区 別 ケ ー ス 検 討 会 で

の 対 応 困 難 事 例 の 検 討 な ど を 行

う 。  

 要 介 護 認 定 調 査 に つ い て は 、

正 確 性 ・ 公 平 性 を い っ そ う 高 め

る た め に 、 公 的 機 関 に よ る 認 定

調 査 を 継 続 し 、 認 定 調 査 員 、 認

定 審 査 会 委 員 、 主 治 医 意 見 書 を

記 載 す る 医 師 に 対 す る 研 修 を 行

う 。 さ ら に 、 必 要 な サ ー ビ ス が

適 正 に 提 供 さ れ た か ど う か 、 給

付 実 績 を も と に ケ ア プ ラ ン の 内

容 を 検 証 し 、 改 善 に つ な げ る 。  
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検 討 を 進 め 、

制 度 見 直 し に 向 け た 国 や 都 へ の

主 な 実 績  

★

ル と し て ６ 段 階 に 定 め た 。 市 は 第 ３

性 を 強 化 し 、 所 得 に 応 じ て き め 細 か

体 制 の 充 実 に 引 き 続 き 取 り 組

年

後

護

行 い 、 さ ら に 拡 充 す る 。  

利用促進を武蔵野市

福祉公社で実施しているが、福祉

公社の権利擁護センターを「成年

後 見 制 度 推 進 機 関 」 と 位 置 づ け 、

一 層 の 利 用 促 進 を 図 っ て い く 。  

 

（ ３ ） 第 三 者 評 価 へ の 助 成  

市 民 が 福 祉 サ ー ビ ス 事 業 者 の

サ ー ビ ス の 質 を 知 る に は 、 第 三

者 評 価 に よ る 事 業 者 の 事 業 内 容

の 公 表 が 必 要 で あ る 。 市 は 、 第

三 者 評 価 の 受 審 費 用 の 一 部 を 補

助 す る こ と に よ り 、 サ ー ビ ス の

質 の 向 上 、 市 民 に 対 す る サ ー ビ

ス 情 報 の 提 供 を 推 進 し て き た が 、

今 後 も 、 市 民 が 目 的 に 応 じ て 質

の 高 い サ ー ビ ス を 選 択 で き る よ

う に 支 援 す る 。  

 

６  サ ー ビ ス 基 盤 の 整 備  

市 民 の 介 護 保 険 制 度 の 利 用 状

況 の 把 握 に 努 め 、 地 域 の 実 情 や

条 件 に 応 じ た 施 策 の

働 き か け を 引 き 続 き 行 う 。  

***** * * * * * * * *  

第 四 期 長 期 計 画 の

国 は 保 険 料 の 所 得 段 階 を 標 準 モ デ

期 介 護 保 険 事 業 計 画 で 保 険 料 の 累 進

く 10段 階 に 設 定 （ 全 国 で ５ 市 区 の み

実 施 ） し 、 低 所 得 者 の 負 担 を 軽 減 す

る よ う に 努 め た 。  

 

（ ２ ） 権 利 擁 護 事 業 と 成 年 後 見

制 度 の 利 用 促 進  

高 齢 者 や 障 が い 者 の 相 談 ・ 支

援

む 。 特 に 、 権 利 擁 護 事 業 や 成

見 制 度 の 利 用 を 促 進 し 、 市 民

の 権 利 を 守 る セ ー フ テ ィ ネ ッ ト

と し て の 機 能 を 高 め る 。  

成 年 後 見 制 度 利 用 に 際 し て 、

判 断 能 力 が 十 分 で な く 、 か つ 保

者 の い な い 高 齢 者 や 障 が い 者

に つ い て は 「 市 長 申 し 立 て 」 に

よ る 審 判 手 続 を 市 が 行 っ て い る 。

低所得者が成年後見制度を利用し

やすくするため、後見人などへの

報酬費用助成制度を創設したが、今

後は申立費用の助成制度について

の 検 討 も

本 市 で は 、 権 利 擁 護 事 業 と 成

年後見制度の

本 市 で は 福 祉 サ ー ビ ス の あ り

方 に つ い て 、 現 金 給 付 型 で は な

く 、 必 要 な サ ー ビ ス 基 盤 を 充 実

さ せ る 方 向 で 施 策 を 考 え 、 実 施

し て き た 。  

今 後 も こ の 考 え 方 に 基 づ き 、

福 祉 サ ー ビ ス 基 盤 の 整 備 を 積 極

的 に 進 め る 。  
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関 係 な く ホ ー ム ヘ ル プ サ ー ビ ス の 利

介 護 保 険 制 度 導 入 に 伴 い 、 利 用 料 と

）

、 所 期 の 目 的 を 達

、 平 成

（ １ ） 地 域 サ ー ビ ス の 拡 充   

少 子 高 齢 化 の 進 展 と と も に 、

施 設 介 護 か ら 在 宅 介 護 へ と 国 の

政 策 の 焦 点 が 移 る に 従 い 、 自 宅

で 暮 ら す 要 介 護 高 齢 者 や 障 が い

者 が 増 え て い る 。  

高 齢 者 や 障 が い 者 の 在 宅 生 活

を 維 持 ・ 充 実 す る た め 、 シ ョ ー

ト ス テ イ ・ デ イ サ ー ビ ス 等 の 施

設 整 備 や 福 祉 施 設 活 用 の 方 策 の

検 討 を 行 う 。  

特 別 養 護 老 人 ホ ー ム と し て 、

平 成 20年 ５ 月 に 、 境 南 町 に ケ ア

コ ー ト 武 蔵 野 （ 仮 称 ） 72名 （ 併

設 シ ョ ー ト ８ 名 ） が 開 設 さ れ る

予 定 が あ り 、 さ ら に 、 平 成 22年

度 に は 桜 堤 に 100名 規 模 の 施 設

整 備 が 計 画 さ れ て お り 、 地 域

サ ー ビ ス の 拡 充 が 期 待 さ れ る 。  

れ に よ り 、 三 駅 圏 に シ ョ ー ト ス

形 態 を 選 べ る

よ う に 、 住 み 替 え や 共 同 住 宅 の

***** * * * * * * * *  

第

★ 平

間 安 心 し て 在 宅 生 活 が で き る よ う 、

始 し た 。 ① 定 期 巡 回 の 訪 問 介 護 ② 利

応 じ た 調 整 ・ 対 応

ョ ン を 組 み 合 わ せ た

サ

 

 

* * * * * * * * * * * * *  

第 四 期 長 期 計 画 の 主 な 実 績  

★ 介 護 保 険 制 度 施 行 以 前 は 、 所 得 に

用 を 無 料 と す る 施 策 を 行 っ て き た 。

し て 自 己 負 担 が 10％ 生 じ る こ と と な

り 、 激 変 緩 和 の 観 点 か ら 、 居 宅 サ ー

ビ ス 利 用 促 進 助 成 事 業 （ ７ ％ 助 成

を 実 施 し て き た が

成 し た と 考 え ら れ る こ と か ら

18年 ６ 月 利 用 分 ま で で 当 該 事 業 を 終

了 し た 。  

★ 平 成 18年 ７ 月 利 用 分 か ら は 、 低 所

得 者 を 対 象 と し て 、 利 用 者 負 担 額 助

成 事 業 （ ５ ％ 助 成 ） を 新 た に ス タ ー

ト さ せ た 。  

 

障 が い 者 の シ ョ ー ト ス テ イ 施

設 と し て 、 西 部 地 区 に 「 桜 は う

す ・ 今 泉 」 、 中 部 地 区 に 「 な ご

み の 家 」 が 設 置 さ れ て い る が 、

今 後 、 東 部 地 区 に 新 た に シ ョ ー

ト ス テ イ 施 設 が 開 設 さ れ る 。 こ

テ イ 施 設 整 備 が 実 現 す る 。  

市 は 、 東 部 地 区 に 開 設 さ れ る

施 設 を 、 日 中 活 動 の プ ロ グ ラ ム

の 拡 充 、 自 立 体 験 機 能 の 強 化 、

柔 軟 な 受 け 入 れ な ど を 行 う 特 色

あ る 施 設 と し て 整 備 し 、 市 民

ニ ー ズ に 応 じ た 幅 広 い 事 業 展 開

を 進 め る 。  

ま た 、 加 齢 に と も な い 、 自 宅

で 暮 ら す こ と が 困 難 に な る 高 齢

者 に 対 し て は 、 住 み 慣 れ た 地 域

で よ り 柔 軟 な 居 住

活 用 ・ 整 備 を 研 究 す る 。  

四 期 長 期 計 画 の 主 な 実 績  

成 19年 11月 か ら 、 中 重 度 の 要 介

護 状 態 と な っ て も 、 夜 間 を 含 め 24時

夜 間 対 応 型 訪 問 介 護 の サ ー ビ ス を 開

用 者 の 求 め に 応 じ た 随 時 の 訪 問 介 護

③ 利 用 者 の 通 報 に

す る オ ペ レ ー シ

ー ビ ス を 行 っ て い る 。  
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人 材 育 成  

市 政 を 取 り 巻 く 情 勢 の 変 化 を

見 据 え 、 基 盤 整 備 を 効 果 的 に 行

う 必 要 が あ る 。 「 く ぬ ぎ 園 」 は

建 替 え 、 あ る い は 大 規 模 改 修 を

具 体 的 に 検 討 す る 時 期 に 来 て い

る 。 く ぬ ぎ 園 の あ り 方 に つ い て

具 体 的 な 検 討 を 開 始 す る 。  

障 害 者 福 祉 セ ン タ ー 内 の 小 規

模 作 業 所 に つ い て は 、 都 の 補 助

事 業 の 動 向 を 見 極 め つ つ 、 通 所

者 の 希 望 や 特 性 に 配 慮 し て 、 今

後 の 方 向 性 を 検 討 す る 。  

 

（ ４ ） サ ー ビ ス 基 盤 整 備 へ の 市

の 責 務  

サ ー ビ ス 基 盤 整 備 と 利 用 者 保

護 は 、 市 の 責 務 で あ る 。 介 護 保

険 法 の 改 正 に よ り 、 地 域 密 着 型

サ ー ビ ス の 事 業 者 指 定 と 指 導 監

督 の 権 限 が 市 町 村 に 認 め ら れ た 。

し か し 、 地 域 密 着 型 サ ー ビ ス は 、

う 。  

（ ２ ） 介 護 者 の

ホ ー ム ヘ ル パ ー 、 ガ イ ド ヘ ル

パ ー な ど 、 介 護 の 担 い 手 と な る

人 材 を 対 象 と し た 講 習 会 や 研 修

会 な ど を 実 施 し 、 人 材 育 成 や 資

質 の 向 上 を 図 り 、 サ ー ビ ス 基 盤

の 更 な る 整 備 を 図 っ て い く 。  

 

（ ３ ） 福 祉 施 設 の あ り 方 の 検 討  

市 場 原 理 の み に 任 せ て お い て は

計画通りの整備が進まないことも

明らかになった。今後、これらの

課題を含め、「武蔵野市健康福祉

総合計画（仮称）」策定において

総 合 的 な サ ー ビ ス 提 供 の 仕 組 み

を 検 討 し 、 積 極 的 に 整 備 を 行
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武 蔵 野 市 の 14歳 以 下 の 年 少 人

口 は 平 成 20年 １ 月 １ 日 現 在 、 総

人 口 の 10.6％ に ま で 減 少 し て お

り 、 次 世 代 を 育 成 し て い く 力 を

養 う こ と は 地 域 社 会 全 体 の 課 題

と な っ て い る 。 第 四 期 基 本 構 想

・ 長 期 計 画 策 定 以 降 、 教 育 に 関

す る 議 論 が 高 ま り 、 国 の 制 度 も

改 変 さ れ た が 、 武 蔵 野 市 で も 少

子 高 齢 社 会 に お け る 子 育 て や 教

育 の あ り 方 を 積 極 的 に 問 い 直 し 、

活 力 あ る 地 域 社 会 を 築 い て い く

必 要 に 迫 ら れ て い る 。  

調 整 計 画 の 策 定 に あ た っ て は 、

長 期 計 画 に 掲 げ る フ ァ ミ リ ー フ

レ ン ド リ ー の 理 念 を 受 け 継 ぎ つ

つ 、 新 た な 少 子 化 対 策 の 視 点 を

取 り 入 れ た 施 策 が 必 要 で あ る 。  

子 ど も が 育 つ 環 境 と し て 家 庭

の 重 要 性 は い う ま で も な い が 、

子 ど も の 育 ち は 地 域 ・ 企 業 ・ 行

政 な ど 社 会 全 体 の 責 任 で も あ る 。

仕 事 と 生 活 の 調 和 （ ワ ー ク ・ ラ

イ フ ・ バ ラ ン ス ） の 見 直 し を 含

め 、 子 育 て 中 の 家 庭 が 社 会 全 体

に 支 え ら れ て い る と い う 安 心 感

の 中 で 、 主 体 的 ・ 自 律 的 に 自 ら

の 家 庭 の 子 育 て 力 を 高 め て い く

 

題 を 解 決 す る た め に 、 家 庭 や 地

域 、 行 政 が 一 体 と な っ て 取 り 組

ん で い く こ と が 重 要 で あ る 。  

生 涯 学 習 社 会 に お い て は 、 い

つ で も 、 ど こ で も 、 だ れ で も が

学 び 、 自 己 実 現 を 目 指 す こ と が

保 障 さ れ な け れ ば な ら な い 。 市

民 の 連 携 ・ 協 働 に よ る 生 涯 学 習

事 業 の 体 系 づ く り に よ っ て 学 習

の 機 会 を 子 ど も か ら 高 齢 者 ま で

幅 広 く 提 供 し 、 継 続 性 の あ る 事

業 展 開 を 図 る 。 市 内 や 近 隣 に 数

多 く あ る 学 習 施 設 、 人 的 資 源 、

文 化 資 産 を 生 涯 学 習 事 業 に 活 か

す と と も に 、 学 校 教 育 と の 連 携

を 深 め る 。  

 

１  子 育 て 支 援 施 策 の 総 合

的 推 進  

Ⅱ 子ども・教育 こ と が 求 め ら れ る 。 そ の た め に 、

す べ て の 子 ど も の 育 ち と 学 び を

保 障 す る 環 境 を 整 備 し 、 子 ど も

の 視 点 に 立 っ た 施 策 を 推 進 す る 。

学 校 の 自 主 性 ・ 自 律 性 を 高 め

つ つ 、 教 育 力 の 高 い 特 色 あ る 学

校 づ く り を 推 進 す る 。 学 校 の み

な ら ず 、 子 ど も た ち が 抱 え る 課

少 子 化 が 進 行 す る 中 で の 子 育

て は 、 子 育 て 家 庭 の 孤 立 や 閉 じ
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こ も り 、 子 育 て 不 安 、 さ ら に は

子 ど も に 社 会 性 が 育 ち に く い な

ど の 問 題 が 起 こ り や す い こ と が

指摘されており、実際に児童虐待

などが生じる背景ともなっている。   

そ う し た 中 で 家 庭 の も つ 子 育

て 力 を 維 持 し 高 め て い く に は 、

地 域 ・ 企 業 ・ 行 政 が 様 々 な 手 法

で 子 育 て 家 庭 を 支 え 、 子 育 て 家

庭 が 「 支 え ら れ て い る 」 と 実 感

で き る 環 境 整 備 を 進 め て い く こ

と が 求 め ら れ る 。  

子 育 て の 問 題 は 、 自 助 と 公 助

の 意 義 が 強 調 さ れ す ぎ る き ら い

が あ る 。 自 助 と は 家 庭 に よ る 自

己 努 力 で あ り 、 公 助 と は 市 な ど

が 行 う サ ー ビ ス 給 付 で あ る が 、

「 支 え ら れ て い る 」 と 実 感 で き

る 環 境 を 実 現 す る う え で 共 助 が

果 た す 役 割 は 大 き い 。 身 近 な 子

育 て 家 庭 が 緩 や か に 結 び つ き 、

互 い に 情 報 を 共 有 し 、 支 え あ い 、

助 け あ う ネ ッ ト ワ ー ク が 広 が る

こ と に よ り 、 子 育 て 不 安 や 家 庭

の 孤 立 の 緩 和 が 図 ら れ 、 子 育 て

経 験 の 乏 し い 親 が 親 と し て 成 長

し 、 家 庭 の 子 育 て 力 を 高 め て い

く こ と が 促 さ れ る 。  

行 政 が 行 う 子 育 て 支 援 施 策 に

育

16

 

で 、 子 育 て 中 の 親

子 の 遊 び 場 事 業 な ど を 展 開 し 、

行 う 子 育 て 活 動 の 支

援 や そ の 中 心 と な る 子 育 て 支 援

リ ー ダ ー の 養 成 を 行 う 。 ま た 、

共 助 の 広 が り を 育 て る 視 点 を 加

え 、 か つ そ れ を 幅 広 い 市 民 や 団

体 が 温 か く 支 え る 環 境 を 整 備 す

る こ と に よ り 、 家 庭 と 地 域 の 子

て 力 が 着 実 に 高 ま る よ う に 施

策 の 総 合 化 を 図 る 。  

 

（ １ ） 地 域 社 会 全 体 で 取 り 組 む

子 育 て 支 援 の 構 築  

 児 童 虐 待 の 防 止 と 子 育 て 家 庭

へ の 支 援 を 図 る た め に 市 が 平 成

年 に 設 置 し た 子 育 て Ｓ Ｏ Ｓ 支

援 セ ン タ ー で は 、 親 子 で 過 ご す

場 、 子 育 て に 関 す る サ ー ビ ス や

子育てに関する施設などについて

の 情 報 提 供 も 行 い 、 親 し ま れ て

い る 。 今 後 も 一 層 の 拡 充 を 図 る 。

 子 育 て 中 の 親 子 の 「 居 場 所 」

づ く り 施 策 と し て 、 地 域 で の 共

助 の ネ ッ ト ワ ー ク づ く り に 努 め 、

身 近 な 場 所 で 親 同 士 の つ な が り

や 支 え あ い が 進 む よ う に 支 援 し

て い く 。 コ ミ ュ ニ テ ィ セ ン タ ー

や 保 育 所 な ど

さ ら に 、 地 域 の グ ル ー プ や サ ー

ク ル な ど が
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関

祥 寺 ・ は ら

っ

保 育 所 の

年

近 年 の 経 済 情 勢 の 変 化 に よ り

時 間 、 定 曜

子 育 て 情 報 交 換 の 場 と し て イ ン

タ ー ネ ッ ト を 活 用 す る 方 策 に つ

い て 検 討 を 進 め る 。  

 現 在 、 市 や 市 の 財 政 援 助 出 資

団体で実施している様々な子ども

連 事 業 を 横 断 的 か つ 効 率 的 に

進めるためには、子ども関連事業

全 体 を 包 括 的 に 実 施 す る こ と が

必要である。武蔵野市子ども協会

を 全 市 域 の 子 ど も 育 成 活 動 全 般

を 支 え る 機 関 と し て 積 極 的 に 位

置 づ け 、 ０ １ ２ ３ 吉

ぱ の 乳 幼 児 施 設 の 運 営 の み な

ら ず 、 青 少 年 ま で の 関 連 施 策 に

も 事 業 を 拡 大 す る 。 そ の 際 、 任

意 団 体 で あ る 武 蔵 野 市 子 ど も 協

会 は 、 事 業 の 拡 大 に 備 え て 法 人

化 を 推 進 す る 。  

 

（ ２ ） 保 育 サ ー ビ ス の 拡 充  

 近 年 、 大 型 マ ン シ ョ ン の 建 設

な ど に 伴 う 人 口 流 入 が み ら れ 、

０ 歳 児 の 人 口 増 も 生 じ て い る 。

育 児 休 業 制 度 の 普 及 も あ っ て 、

育 児 休 業 終 了 後 の １ 歳 か ら の 入

所 希 望 が 増 え て い る 。 待 機 児 解

消 の た め 、 認 可 保 育 所 の 誘 致 を

進 め る と と も に 、 認 可

齢 別 の 定 員 見 直 し や 弾 力 化 を

進 め る 。  

Ｎ Ｐ Ｏ 、 家 庭 福 祉 員 （ 保 育 マ

マ ） 制 度 、 私 立 幼 稚 園 の 預 か り

保 育 、 認 証 保 育 所 な ど 多 様 な 制

度 や 仕 組 み を 使 っ て 、 待 機 児 の

解 消 を 図 る 。  

 

ま す ま す 親 の 就 労 形 態 が 多 様 化

す る 傾 向 が あ り 、 短

日 、 夜 間 の 一 時 保 育 な ど の ニ ー

ズ が 高 ま っ て い る 。 市 の み な ら

ず 様 々 な サ ー ビ ス 供 給 主 体 の 参

入 を 促 し 、 全 体 と し て ニ ー ズ に

応 え ら れ る 体 制 を 構 築 す る 。  

市 内 に ９ 園 設 置 さ れ て い る 公

立 保 育 園 に つ い て は 、 武 蔵 野 市

公 立 保 育 園 改 革 計 画 （ 平 成 16年

策 定 ） に 基 づ く 改 革 が 平 成 16年

度 か ら 平 成 18年 度 の 間 、 進 め ら

れ た 。 こ れ に よ り 一 定 の 成 果 を

得 た も の の 、 依 然 、 公 立 と 民 間

で は 児 童 １ 人 あ た り に か か る コ

ス ト に 大 き な 差 が あ る 。 「 公 立

と い う 設 置 形 態 を 維 持 し な が ら

質 の 向 上 と 効 率 化 を 推 進 す る 」

と い う 武 蔵 野 方 式 を 検 証 し つ つ 、

様 々 な 運 営 の 形 態 を 検 討 す る こ

と も 、 今 後 の 課 題 で あ る 。  
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い で い る 。

し て 、 コ ミ ュ

テ ィ セ ン タ ー を 活 用 し た 自 由

ろ

 

不 安 解 消 を 図 る 相 談

事

一 層 活 用 す る 。  

 

層

医

療 費 助 成 」 に つ い て は 、 よ り 子 育 て

や す い 環 境 を 整 備 す る た め 、 平 成

17年 10月 か ら 所 得 制 限 を 撤 廃 し た 。  

（ ３ ） 子 ど も の 安 全 ・ 安 心  

 近 年 子 ど も が 犯 罪 に 巻 き 込 ま

れ る 事 件 が 全 国 で 相 次

子 ど も を 守 る 武 蔵 野 連 絡 会 な ど

で の 情 報 交 換 を 通 じ 、 関 係 機 関

相 互 の 連 携 を 深 め 、 市 内 の 防 犯

機 能 を 強 化 し 、 不 審 者 情 報 の 迅

速 な 提 供 な ど を 行 い 、 子 ど も の

安 全 を 確 保 し て い く 。  

ま た 、 青 少 年 問 題 協 議 会 地 区

委 員 会 の 協 力 の も と 、 「 子 ど も

を 守 る 家 」 「 自 転 車 防 犯 帯 」 の

普 及 を 図 り 、 地 域 で 子 ど も を 守

る 体 制 づ く り を 推 進 す る 。  

 

（ ４ ） 子 育 て 家 庭 へ の 支 援  

 市 で は 、 孤 立 し が ち な 子 育 て

家 庭 へ の 支 援 策 と

ニ

来 所 型 の 「 コ ミ セ ン 親 子 ひ

ば 」 を 実 施 し 、 就 学 前 の 親 子 の

交 流 機 会 を 提 供 し て い る が 、 今

後 も 、 未 実 施 の コ ミ ュ ニ テ ィ セ

ン タ ー へ の 拡 大 を 働 き か け る 。

ひ ろ ば 事 業 は 、 「 遊 び 場 」 の 提

供 だ け に と ど ま る こ と な く 、 子

育 て の 悩 み ・ 相 談 ・ 遊 び の 指 導

を 実 施 す る 。 そ の た め に 「 子 育

て 支 援 推 進 担 当 」 の 充 実 を 図 る 。

妊 娠 中 の

業 な ど を 拡 充 し 、 地 域 の 子 育

て 家 庭 へ の 支 援 を 広 げ て い く 。

そ の た め に 、 保 育 所 の 場 や 保 育

士 経 験 者 な ど を 地 域 の 子 育 て 支

援 の 資 源 と し て

 図 書 館 で は 、 ０ 歳 と ３ 歳 児 を

対 象 と し た ブ ッ ク ス タ ー ト 事 業

を は じ め と し て 、 主 に 本 を 媒 介

と し て 親 子 で 楽 し む こ と が で き

る 子 育 て 支 援 事 業 の 拡 充 を 図 る 。

地 域 の 中 で 大 き な 役 割 を 果 た

し て い る 私 立 幼 稚 園 に つ い て は 、

保 護 者 と 事 業 者 双 方 に つ い て 一

の 支 援 を 行 っ て い く 。  

 ま た 、 ひ と り 親 家 庭 に 対 し て

は 、 自 立 を 支 援 す る た め の 市 の

計 画 を 策 定 す る 。  

 本 市 で は 、 平 成 19年 10月 １ 日

より「義務教育就学児医療費助成

事業」を実施している。子育て支

援の観点から乳幼児医療費助成と

同様、所得制限は設けず、自己負

担３割のうち１割を助成している。

今後は都の取組みの動向も視野に

入れながら支援の拡充を検討する。  

***** * * * * * * * *  

第 四 期 長 期 計 画 の 主 な 実 績  

★ 未 就 学 児 を 対 象 と す る 「 乳 幼 児

し
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蔵

て い く 。  

イ

フ ・ バ ラ ン ス ） が 一 層 図 ら れ る

す べ て の 施 策 ・ 事 業 を 取 り 込 ん だ 総

プ ラ ン 武 蔵 野 （ 平 成 17～ 21年 度 ） 」

２（ ５ ） 第 三 次 子 ど も プ ラ ン 武

野 の 策 定  

第 二 次 子 ど も プ ラ ン 武 蔵 野

（ 平 成 17～ 21年 度 ） を 着 実 に 実

施 し 、 地 域 に お け る 子 育 て 支 援 、

親 子 の 健 康 の 確 保 、 教 育 環 境 の

整 備 な ど を 推 進 す る 。 次 世 代 育

成 支 援 対 策 推 進 法 （ 平 成 15年 施

行 ） と の 整 合 性 も 考 慮 し

引 き 続 き 、 第 三 次 子 ど も プ ラ

ン 武 蔵 野 を 策 定 し 、 子 ど も 関 連

施 策 を 推 進 す る 。 次 世 代 育 成 支

援 対 策 推 進 法 の 強 化 を 受 け 、 仕

事 と 生 活 の 調 和 （ ワ ー ク ・ ラ

よ う に 取 組 み を 強 め る 。  

な お 、 計 画 策 定 に あ た っ て は

広 く 市 民 の 提 言 を 求 め た り 公 募

委 員 を 選 任 し た り す る こ と に よ

り 、 市 民 の 意 見 が 一 層 計 画 に 反

映 さ れ る 仕 組 み を 研 究 す る 。  

***** * * * * * * * *  

第 四 期 長 期 計 画 の 主 な 実 績  

★ 平 成 17年 ３ 月 、 子 ど も に 関 連 す る

合 的 な 計 画 と し て 、 「 第 二 次 子 ど も

を 策 定 し た 。  

 

 

 

 

 親 子 の ふ れ あ い と 家 庭 へ の

啓 発  

（ １ ） 体 験 事 業 を 通 し た 親 子 の

ふ れ あ い  

 都 市 化 に 伴 う 自 然 環 境 の 悪 化 、

遊 び 場 の 減 少 な ど か ら 、 子 ど も

た ち が 直 接 自 然 に ふ れ あ う 機 会

は 減 っ て き て い る 。 ま た 、 情 報

化 社 会 の 進 行 に よ り 、 実 体 験 を

伴 わ な い バ ー チ ャ ル な 環 境 に 接

す る 機 会 が 増 え 、 子 ど も 同 士 の

コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン が う ま く い

か ず 、 相 手 を 思 い や る 心 が 養 わ

れ に く い 状 況 も 見 ら れ る 。  

 そ こ で 、 自 ら 体 験 し 、 自 ら ふ

れ て 感 じ る 自 然 体 験 な ど の 活 動

機 会 を 提 供 し 、 親 と 子 が ふ れ あ

い 、 絆 を 深 め る よ う に 促 す と と

も に 、 こ れ を 通 し て 子 育 て 家 庭

相 互 の つ な が り が 深 ま る よ う に

働 き か け る 。   

 

（ ２ ） 子 育 て は 親 育 て  

 父 性 や 母 性 は 人 間 が 成 長 の 過

程 で 学 ぶ も の で あ る 。 と こ ろ が 、

な ど

核 家 族 化 の 進 行 な ど に よ り 、 祖

父 母 や 地 域 の 子 育 て 経 験 者

か ら 子 育 て の 知 恵 を 学 ぶ 機 会 が

減 少 し 、 親 の 役 割 や 子 ど も へ の
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承 に 問 題 が 生 じ て い

る

識

実 施

す

る 。 食 事 を 通 し

持 、 栄 養 や ご み に

い て 考 え る 習 慣 、 子 ど も も 調

や 片 付 け に 役 割 を 持 つ 責 任 意

を 養 う な ど 、 子 ど も と 家 族 の

の 問 題 に つ い て 、 「 家 族 で 手

ど を 通 し て 市 民 の 意 識 を

高 め て い く 。  

 ま た 、 保 育 所 や 小 学 校 で は 、

保 護 者 が 望 ま し い 食 習 慣 や 知 識

を 習 得 す る こ と が で き る よ う 、

昼 食 や 給 食 の 献 立 を 通 じ て 食 育

の 重 要 性 や 栄 養 管 理 に 関 す る 知

識 な ど を 啓 発 す る 。  

 

３  子 育 て 支 援 施 設 の 整 備  

接 し 方 な ど 、 い わ ゆ る 「 子 育 て

文 化 」 の 継

。 さ ら に 、 労 働 環 境 や 生 活 様

式 の 変 化 に よ っ て 、 こ れ ま で の

「 子 育 て 文 化 」 が 実 情 に そ ぐ わ

な い 面 も 生 じ て お り 、 新 し い

「 子 育 て 文 化 」 の 創 造 が 必 要 と

な っ て い る 。  

新 し い 時 代 の 親 の 役 割 、 親 意

（ 「 親 性 」 ） を 育 て は ぐ く む

た め に 、 生 涯 学 習 事 業 と も 連 携

を 図 り な が ら 、 成 長 段 階 に 応 じ

た 体 験 学 習 や 親 と な る 若 い 世 代

を 対 象 と し た 講 座 の 開 講 を 検 討

す る と と も に 、 引 き 続 き 「 子 育

て は 楽 し 」 キ ャ ン ペ ー ン を

る 。  

 

（３）子育て家庭への「食」の啓発 

子 ど も が 健 全 な 食 生 活 を 送 る

こ と は 、 子 ど も の 心 身 の 発 育 に

と っ て 重 要 で あ

た 家 族 の コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン の

深 化 、 朝 食 の 摂 取 な ど 規 則 正 し

い 食 生 活 の 維

つ

理

識

食

作 り ・ 楽 し い 食 卓 キ ャ ン ペ ー

ン 」 な

地 域 の 子 育 て 支 援 ニ ー ズ は 人

口 動 態 や 就 労 形 態 、 さ ら に は 家

族 形 態 の 変 化 に よ っ て 大 き く 変

図 る た め に 、

育 所 整 備 を 進 め る と と も に 、

応 え る

動 す る 。 市 は こ れ ら の 変 化 を 機

敏 に と ら え 、 長 期 的 ・ 短 期 的 の

二 つ の 視 点 か ら 常 に 柔 軟 に 対 応

し て い く 必 要 が あ る 。  

 

（ １ ） 保 育 施 設 な ど の 整 備  

 待 機 児 の 解 消 を

保

都 市 特 有 の 保 育 ニ ー ズ に

べ く 設 置 さ れ て い る 認 証 保 育 所

を 誘 致 し 、 保 育 施 設 の 多 様 な 整

備 を 進 め る 。   

 都 営 武 蔵 野 ア パ ー ト の 建 替 え

事 業 に 伴 い 、 こ ど も テ ン ミ リ オ

ン ハ ウ ス な ど も 視 野 に 入 れ 、 子
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る 。 一 方 で 、 地

域

（ ３ ） 境 幼 稚 園 の 将 来 像 及 び 泉

 

 

発 展 的 解 消 」 を

て は 、 幅

い 子 育 て 支 援 機 能 を 有 す る 施

の

検 討 を 進 め る 。  

 

４  学 校 教 育 の 充 実  

育 て 支 援 の 活 動 拠 点 と な る 施 設

の 整 備 を 行 う 。  

 

（ ２ ） 児 童 館 の あ り 方 の 検 討  

 桜 堤 児 童 館 は 、 安 心 し て 子 育

て が で き る 環 境 や 親 同 士 の つ な

が り を 求 め て 、 乳 幼 児 親 子 の 利

用 が 増 加 し て い

子 ど も 館 （ あ そ べ え ） が 整 備

さ れ た こ と に よ り 、 小 学 生 の 利

用 は 減 少 し て い る 。 今 後 、 児 童

館 、 ０ １ ２ ３ 施 設 、 地 域 子 ど も

館 （ あ そ べ え ） の そ れ ぞ れ の 役

割 を 整 理 し た う え で 、 桜 堤 児 童

館 を 含 め た 西 部 地 域 の 子 育 て 支

援 施 設 の 再 編 を 検 討 し て い く 。  

 

幼 稚 園 跡 地 利 用  

境 幼 稚 園 に つ い て は 、 少 子 高

齢 化 の 進 展 に 伴 い 幼 児 数 が 減 少

し 、 私 立 幼 稚 園 の 補 完 と い う 役

割 は 終 え た こ と を 受 け 、 新 し い

子 育 て 支 援 施 設 と し て の 活 用 を

具 体 化 す る 。 こ れ ま で の 実 績 を

発 展 さ せ る と い う 観 点 か ら 、 隣

接 す る 境 保 育 園 と の 連 携 も 視 野

に い れ て 、 よ り 地 域 に 開 か れ た

高 機 能 な 子 育 て 支 援 サ ー ビ ス が

提 供 で き る 施 設 と し て 検 討 す る 。

具 体 化 に あ た っ て 、 こ れ ま で

の 境 幼 稚 園 の 「

め ぐ る 経 緯 を 踏 ま え 、 大 型 マ ン

シ ョ ン 建 設 な ど 住 宅 事 情 の 変 化

に も 十 分 対 応 で き る よ う 西 部 地

域 全 体 の 子 育 て 支 援 施 設 の 再 編

の 中 に 位 置 づ け る 。  

 泉 幼 稚 園 跡 地 に つ い

広

設 を 中 心 と し て 利 用 の あ り 方

 教 育 に つ い て の 関 心 が 国 は も

と よ り 地 域 の レ ベ ル で も 高 ま っ

て お り 、 公 立 小 中 学 校 の 教 育 の

質 の 向 上 を 一 層 図 っ て い く 必 要

あ る 。 本 市 で は 、 個 に 応 じ た

体

る 施 策 を 豊 富

が

きめ細かな指導を行うとともに、

験 的 な 学 習 、 課 題 解 決 能 力 を 養

わ せ る 学 習 に 力 を 入 れ 、 成 果 を

あ げ て い る 。  

 今 後 は そ れ ら を さ ら に 発 展 さ

せ 、 教 員 の 教 え る 力 、 児 童 ・ 生

徒 の 学 ぶ 力 を 高 め

に 展 開 し 、 確 か な 学 力 が 身 に つ

く 教 育 の 拡 充 を 目 指 す 。 「 歩 く 、

走 る 、 読 む 、 書 く 、 ふ れ る 、 気
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々 な 教 科 や 活

を 通 し て 育 成 す る 独 自 の 教 育

 

」 な ど を テ ー マ に 取 組 み を 進

の 実 施 な ど 体

組

る 。 あ わ

 

た 農 地 な ど 身

な 自 然 を 活 用 し た 自 然 体 験 ・

わせて実施

す る 。 セ カ ン ド ス ク ー ル 、 プ レ

セカンドスクールのねらいである

自 然 と の ふ れ あ い を 通 じ た 知 的

好 奇 心 ・ 探 究 心 の 喚 起 や 、 長 期

宿 泊 体 験 を 通 じ た 豊 か な 人 間 関

係 の 醸 成 、 子 ど も 同 士 の 協 力 ・

協 調 、 自 主 性 の 育 成 を 図 る 。  

 学 習 指 導 要 領 の 改 訂 の 趣 旨 を

踏 ま え 、 武 蔵 野 市 の 特 色 あ る 学

校 教 育 の あ り 方 の 検 討 を 行 う 。  

考 え る 力 や 表 現 す る 力 を 育 む こ と を

活 か し 、 「 子 ど も 文 芸 賞 」 を 実 施 し

づ く 」 な ど 今 の 子 ど も に 必 要 と

さ れ て い る 力 を 様

動

モ デ ル を 一 層 充 実 さ せ 、 子 ど も

た ち が 目 標 を 持 ち 、 生 き 生 き と

し た 学 習 を 主 体 的 に 進 め る 学 校

づ く り に 努 め る 。  

 ま た 、 学 校 は 子 ど も た ち の 成

長 を 支 え る と い う 包 括 的 視 点 に

立ち、地域社会との連携を深める。

 

（ １ ） 「 身 体 ・ 言 語 ・ 自 然 」 を

重 視 し た 教 育  

 児 童 ・ 生 徒 の 心 と か ら だ の 健

康 づ く り を 家 庭 や 地 域 と 協 力 し

な が ら 推 進 す る 。 「 歩 く 」 「 走

る

め 、 授 業 の み な ら ず 、 ラ ン ニ ン

グ フ ェ ス テ ィ バ ル

力 づ く り に 向 け た 意 識 啓 発 も 進

め る 。 あ わ せ て 、 部 活 動 、 特 別

活 動 な ど を 活 性 化 し 、 学 校 の 教

育 活 動 全 体 を 通 じ て 子 ど も の 体

力 の 向 上 を 図 る 。  

 「読み・書き」の能力はすべて

の 学 力 の 基 礎 に あ る 。 児 童 ・ 生

徒 の 言 語 力 の 向 上 を 図 る た め に 、

国 語 科 を は じ め と す る 授 業 を 総

体 と し て 一 層 充 実 さ せ る と と も

に 、 朝 読 書 や 読 書 週 間 な ど の 取

み を 通 じ て 、 幅 広 く 読 書 に 親

し む 子 ど も を 育 て る 。 ま た 、

全小中学校における図書のデータ

ベースや、保護者や地域住民など

の 協 力 を 得 て 導 入 し た 「 図 書 室

サ ポ ー タ ー 」 制 度 に よ り 、 学 校

図 書 室 の 活 用 を 推 進 す

せ て 、 市 立 図 書 館 や 学 校 間 の 連

携 シ ス テ ム に つ い て も 研 究 す る 。

 自然にふれる体験活動について

は 、 地 域 に 残 さ れ

近

勤労生産体験活動もあ

***** * * * * * * * *  

第 四 期 長 期 計 画 の 主 な 実 績  

★ 市 立 小 学 校 で の 英 語 活 動 の 試 行 を

開 始 し た 一 方 、 日 本 語 能 力 の 向 上 、

目 的 に 、 本 市 の 豊 か な 文 化 的 土 壌 を

た 。  
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の 内 面 を 見

つ い て の 理 解 を 深 め さ せ る 。

さ 」 な ど 自 他 を

を 身 に つ け

学 力 」 で あ る 。  

（ ２ ） 次 世 代 の 市 民 育 成 の た め

の 教 育 の 推 進  

 心 の 教 育 、 キ ャ リ ア 教 育 、 環

境 教 育 な ど 次 世 代 の 市 民 を 育 成

す る た め の 教 育 を 積 極 的 に 推 進

す る 。  

児 童 ・ 生 徒 が 自 分

つ め 、 課 題 に 主 体 的 に 取 り 組 む

態 度 を 養 わ せ る 取 組 み を 推 進 す

る 。 自 分 と 異 な る 立 場 や 感 じ 方

に

また、「命の尊さ」「思いやり」

「 勇 気 」 「 優 し

尊 重 す る 態 度 を 一 層 養 わ せ 、 い

じ め の 問 題 に つ い て も 考 え さ せ

る 。  

伝 統 芸 能 や 伝 統 芸 術 、 国 際 的

な 芸 術 文 化 な ど 、 本 物 に 直 接 ふ

れ る 体 験 を 通 し て 、 豊 か な 心 を

育 ま せ る 。  

 児 童 ・ 生 徒 の 発 達 段 階 に 応 じ

て 自 分 の 将 来 像 を 考 え さ せ る こ

と は 一 層 重 要 と な っ て い る 。 健

全 な 勤 労 観 や 職 業 観

さ せ 、 社 会 と の 関 わ り に つ い て

の 意 識 を 深 め さ せ る た め に 、 生

き 方 を 考 え る 教 育 を 体 系 的 に 推

進 す る 。  

 世 界 的 な 温 暖 化 な ど 環 境 教 育

の 重 要 性 が 高 ま っ て い る 現 在 、

地 球 環 境 へ の 意 識 を 高 め る 教 育

を 充 実 す る 。 学 校 の ビ オ ト ー プ

や 近 隣 の 自 然 豊 か な 公 園 な ど の

活 用 も 積 極 的 に 図 る 。  

 「 市 民 」 で あ る こ と の 意 味 を

考 え さ せ る シ チ ズ ン シ ッ プ 教 育 、

メ デ ィ ア 情 報 を 正 し く 取 捨 選 択

す る 能 力 を 身 に つ け さ せ る 情 報

リ テ ラ シ ー 教 育 、 男 女 共 同 参 画

社 会 の 実 現 に 向 け た 教 育 、 国 際

理 解 教 育 な ど も あ わ せ て 推 進 す

る 。 地 域 の 歴 史 に 学 び 、 平 和 の

尊 さ へ の 意 識 を 高 め さ せ る と と

も に 、 紛 争 の 絶 え な い 世 界 の 現

状 に つ い て 理 解 さ せ る 。  

 

（ ３ ） 「 確 か な 学 力 」 の 向 上  

 「 読 み ・ 書 き ・ 計 算 」 な ど の

基 礎 的 な 知 識 ・ 技 能 に 加 え て 、

高 い 学 習 意 欲 を 持 ち 、 自 分 で 課

題 を 見 つ け 、 自 ら 学 び 、 主 体 的

に 判 断 し 、 行 動 し 、 よ り よ い 問

題 解 決 の 方 法 を 見 つ け る 資 質 や

能 力 が 「 確 か な

こ う し た 能 力 を 確 実 に 高 め る

た め に 、 少 人 数 指 導 、 テ ィ ー ム

テ ィ ー チ ン グ 、 習 熟 度 別 指 導 な

ど を 効 果 的 に 組 み 合 せ た 適 切 な
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柔 軟 な 指 導 を 充

市 独 自 の 工 夫 に よ り 教

員

 

続 を 図 り 、 ９ 年 間 を 見 通

し

に つ い て 検 討 す る 。  

あ わ せ た 研 修 を 実 施

 

試 行

る 。 さ ら に 近 隣 の 大 学 や 企 業

ま

指 導 を 進 め 、 児 童 ・ 生 徒 の 個 性

や 学 力 に 応 じ た

実 し て い く 。 あ わ せ て 学 習 支 援

教室などによる補充的な指導の場

や 、 学 習 相 談 の 機 会 を 充 実 す る 。

さ ら に 、

体 勢 を 強 化 し 、 少 人 数 教 育 の

拡充を図る方策について研究する。

 こ れ ら の 成 果 を 検 証 す る た め 、

定 期 的 に 「 学 力 向 上 を 図 る た め

の 調 査 」 を 実 施 し 、 調 査 結 果 を

児 童 ・ 生 徒 の 学 習 改 善 に 役 立 て 、

授 業 改 善 推 進 プ ラ ン の 作 成 と 活

用 に 努 め る 。  

ま た 、 小 中 学 校 間 の 円 滑 な 移

行 ・ 接

た教育を充実するため、市独自

の小学校理科専科教員の配置を含

め 、 小 学 校 高 学 年 に お け る 教 科

担 任 制 の 拡 充

 

（ ４ ） 学 校 教 育 力 の 向 上  

 学 力 問 題 や い じ め 問 題 な ど 、

公 立 学 校 を め ぐ る 様 々 な 教 育 課

題 の 解 決 に 向 け て 、 学 校 の 課 題

解 決 力 を 一 層 高 め る 。 教 員 の 教

え る 力 の 向 上 を 図 る た め に 教 員

の ニ ー ズ に

す る と と も に 、 授 業 力 向 上 研 究

校 の 指 定 や 、 授 業 研 究 リ ー ダ ー

研 修 の 実 施 、 授 業 改 善 ア ド バ イ

ザ ー の 派 遣 な ど を 活 用 し 、 学 校

支 援 体 制 の 充 実 に 一 層 積 極 的 に

取 り 組 む 。  

課 外 活 動 の 活 性 化 に も 力 を 注

ぐ 必 要 が あ る 。 学 校 教 育 活 動 の

一 環 と し て の 部 活 動 を 充 実 さ せ

る 。 ま た 、 地 域 と の 連 携 を 図 り 、

外 部 指 導 者 な ど の 活 用 を 進 め る 。

学 習 指 導 員 や テ ィ ー チ ン グ ア

シ ス タ ン ト 、 ボ ラ ン テ ィ ア な ど

の 形 で 、 教 育 力 を 有 す る 地 域 の

人 材 が 学 校 教 育 の 現 場 に 一 層 積

極 的 に 参 画 す る 仕 組 み と 手 続 き

を 検 討 す る た め 、 積 極 的 に

す

と の 連 携 も 含 め た 学 校 支 援 ネ ッ

ト ワ ー ク の 構 築 を 研 究 す る 。  

 コ ン ピ ュ ー タ 教 育 ネ ッ ト ワ ー

ク の 構 築 に つ い て は 、 そ の 目 的

・ 手 段 を 十 分 に 検 討 整 理 し た う

え で 、 小 中 学 校 の 教 育 用 ネ ッ ト

ワ ー ク 環 境 、 児 童 ・ 生 徒 用 コ ン

ピ ュ ー タ 環 境 の 整 備 を 推 進 す る 。

た 、 教 員 の Ｉ Ｔ リ テ ラ シ ー の

向 上 と あ わ せ 、 そ れ ら を 活 用 す

る 教 育 用 コ ン テ ン ツ の 開 発 ・ 共

有 化 を 図 る 。  
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 登 校 児 童 ・ 生 徒 の 学 習 支 援

ン ジ

 

校 支 援 機 能 の 強 化 を 図 る た め 、 平 成

開 設 し た 。 小 中 学 校 へ の 臨 床 心 理 士

、 関 係 機 関 と の 連

。  

 

学

を 確 立 す る 。  

（ ５ ） サ ポ ー ト 制 度 、 相 談 機 能

の 充 実  

 通 常 の 学 級 に 在 籍 す る Ｌ Ｄ

（ 学 習 障 害 ） ・ Ａ Ｄ Ｈ Ｄ （ 注 意

欠 陥 ／ 多 動 性 障 害 ） ・ 高 機 能 自

閉 症 な ど の 発 達 障 害 の あ る 子 ど

も を 含 め 、 一 人 ひ と り の ニ ー ズ

を 把 握 し て 必 要 な 教 育 的 支 援 を

行 う 特 別 支 援 教 育 が 平 成 19年 度

よ り 本 格 的 に 始 動 し た 。  

 こ れ を 一 層 充 実 す る た め に 、

特 別 支 援 教 育 推 進 計 画 を 策 定 し 、

体 系 的 な 支 援 体 制 の 構 築 を 推 進

し て い く 。  

教 育 支 援 セ ン タ ー を 中 心 に 、

学 校 ・ 教 育 分 野 だ け で は な く 保

健 ・ 福 祉 ・ 医 療 分 野 な ど も 含 め

た 相 談 ・ 支 援 機 能 の 連 携 や 情 報

共 有 な ど 全 市 的 な ネ ッ ト ワ ー ク

化 を 進 め て い く 。  

不

や 生 活 支 援 を 行 う チ ャ レ

ル ー ム （ 適 応 指 導 教 室 ） の 充 実

を 図 る 。 ま た 、 学 校 と 教 育 委 員

会 、 子 育 て Ｓ Ｏ Ｓ 支 援 セ ン タ ー 、

児 童 相 談 所 、 専 門 医 、 警 察 な ど

の 関 係 諸 機 関 と の 連 携 を 深 め 、

き め 細 か な 対 応 を 進 め る 。  

 

 

*** * * * * * * * * * *  

第 四 期 長 期 計 画 の 主 な 実 績  

★ 教 育 に 関 す る 相 談 事 業 の 充 実 、 学

17年 ４ 月 、 「 教 育 支 援 セ ン タ ー 」 を

の 派 遣 や 、 不 登 校 児 童 ・ 生 徒 の 支 援

の た め の 体 制 強 化

携 強 化 を 図 っ た

（ ６ ） 学 校 経 営 体 制 の 充 実  

 学 校 の 経 営 力 強 化 を 支 援 す る

こ と を 目 的 と し て 市 立 全 小 中 学

校 に 設 置 さ れ て い る 「 開 か れ た

校 づ く り 協 議 会 」 を 一 層 推 進

す る 。 ま た 、 保 護 者 や 地 域 住 民 、

有 識 者 な ど に よ る 外 部 評 価 の あ

り 方 を 研 究 す る 。  

 また、幼稚園・保育所、小学校、

中 学 校 、 高 等 学 校 な ど 学 校 間 の

連 携 を 図 る た め の 調 査 ・ 研 究 を

行 う 。 特 に 幼 稚 園 ・ 保 育 所 か ら

小 学 校 へ 、 小 学 校 か ら 中 学 校 へ

の 移 行 期 の 支 援 が 重 要 で あ り 、

円滑なサポート体制の構築、指導

の 連続性に配慮したカリキュラム

導 入 の た め の 研 究 が 必 要 で あ る 。

教員の授業交流や、児童・生徒間

の 交 流 活 動 も あ わ せ て 推 進 す る 。  

 校 務 支 援 の た め の 教 員 用 コ ン

ピ ュ ー タ を 整 備 す る 。 ま た 学 校

に お け る 個 人 情 報 の 保 護 な ど セ

キ ュ リ テ ィ 対 策
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テ ィ

（ あ そ べ え ） な ど

 

す

知 識 の 習 得 や 望 ま し い 食 習 慣

こ と で あ り 、 学

調 理 員 に よ る 栄 養 指 導 や 調 理

育

く が 、 老 朽

 

（ ７ ） 市 立 学 校 の 計 画 的 な 整 備

の 推 進  

 小 学 校 12校 、 中 学 校 ６ 校 の 学

校 施 設 に つ い て は 、 計 画 的 に 耐

震 補 強 を 行 う と と も に 、 施 設 の

延命化に配慮して、長期的な計画

に 基 づ き 、 改 修 ・ 改 築 を 進 め る 。

大 規 模 改 修 ・ 改 築 に 際 し て は 、

学 校 と し て ふ さ わ し い 施 設 で あ

る と 同 時 に 、 地 域 コ ミ ュ ニ

の 場 と し て の 役 割 や 、 一 時 避 難

所 と し て の 防 災 機 能 、 校 庭 や 教

室 な ど の 学 校 開 放 、 学 童 ク ラ ブ 、

地 域 子 ど も 館

に も 配 慮 す る 。 学 校 施 設 の 緑 化

も あ わ せ て 推 進 す る 。  

旧 桜 堤 小 学 校 施 設 ・ 用 地 の 活

用 方 法 に つ い て 、 旧 校 舎 内 の 施

設 の 移 転 先 も 含 め て 、 広 い 視 点

に 立 っ て 検 討 す る 。

 

（ ８ ） 食 に 関 す る 教 育 の 充 実  

 食 育 は 本 来 家 庭 の 役 割 で は あ

る が 、 食 の 指 導 の 必 要 性 が 強 く

指 摘 さ れ る 今 日 に お い て 、 重 要

な 教 育 課 題 の 一 つ と し て も 位 置

づ け ら れ る 。 食 の 指 導 の 目 的 は 、

教 育 活 動 全 体 を 通 し て 食 に 関

る

の 確 立 を 目 指 す

校 と 家 庭 が 連 携 し て 、 食 育 プ ロ

グ ラ ム の 取 組 み を 強 化 し て い く

こ と が 求 め ら れ る 。  

 学 校 給 食 に つ い て は 、 栄 養 士

や

実 習 を は じ め と す る 様 々 な 食

プ ロ グ ラ ム を 積 極 的 に 進 め る 。

地 産 地 消 の 推 進 、 和 食 献 立 の 充

実 な ど を 図 り 、 給 食 を 通 し た 学

校 と 地 域 の 連 携 や 、 食 文 化 の 継

承 に 努 め る 。  

桜 堤 調 理 場 は 、 当 面 、 耐 震 補

強 を 行 い 使 用 し て い

化 に 対 す る 抜 本 的 な 対 応 と し て

は 建 替 え 、 移 転 も 視 野 に い れ て

研 究 を 続 け る 。  

中 学 校 給 食 に つ い て は 、 教 育

委 員 会 に お い て も 改 め て 検 討 を

行 い 、 平 成 19年 ６ 月 に 実 施 の 方

向 性 が 決 定 さ れ た 。 中 学 校 給 食

実 施 計 画 策 定 委 員 会 の 答 申 を 受

け て 、 弁 当 と の 選 択 制 も 含 め た

柔 軟 な 形 態 を 整 え 、 市 立 ６ 校 で

実 施 す る 。  

 な お 、 学 校 給 食 に つ い て は 食

の 安 全 と 質 及 び コ ス ト の バ ラ ン

ス を 考 慮 し な が ら 民 間 委 託 な ど

業 務 の あ り 方 を 検 討 し て い く 。
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５  青 少 年 施 策 の 充 実  

（ １ ） 青 少 年 育 成 施 策 の 拡 充   

 土 曜 学 校 は 、 学 校 休 業 日 の 土

曜 日 を 利 用 し 、 小 中 学 生 を 対 象

に 、 学 校 で は で き な い 様 々 な 体

験 活 動 を 提 供 す る 生 涯 学 習 プ ロ

グ ラ ム で あ り 、 「 ひ ら め く 、 か

ん じ る 、 か ん が え る 」 を キ ー

ワ ー ド に 各 所 で 多 彩 な 講 座 が 実

施 さ れ て い る 。 こ れ ま で の 土 曜

学 校 の 成 果 を 検 証 し 、 メ ニ ュ ー

の 豊 富 化 な ど 一 層 の 充 実 を 図 っ

て い く 。 地 域 の 教 育 力 を 生 涯 学

習 の 活 性 化 に つ な げ 、 生 涯 学 習

と 学 校 教 育 と の 連 携 を こ れ ま で

以 上 に 推 進 し て い く 。 こ の た め

に 、 地 域 で プ ロ グ ラ ム の 運 営 を

支 援 す る 組 織 を 育 成 す る 。  

 児 童 の 放 課 後 活 動 に つ い て は 、

市 内 全 市 立 小 学 校 に お い て 自 由

来 所 型 の 地 域 子 ど も 館 （ あ そ べ

え ） が 設 置 さ れ て い る 。 活 動 内

容 や ス タ ッ フ 研 修 の 充 実 を 図 り 、

地 域 の 子 ど も た ち が 安 心 し て 自

主 的 に 遊 べ る 施 設 と し て 、 機 能 、

内容の充実、利用者の増大を図る。  

 地 域 子 ど も 館 （ あ そ べ え ） や

学 童 ク ラ ブ に つ い て 、 そ れ ぞ れ

の 設 置 の 目 的 や 趣 旨 を 踏 ま え 、

立 支 援 の

課 後 児 童 健 全 育

成

小 学 校 で 、 地 域 子 ど も 館 （ あ そ べ

ち が 安 心 し て 自 主 的 に 遊 べ る 、 自 由

、 地 域 住 民 で 構

成 さ

さ

ジ ャ ン ボ リ ー は 地

連 携 を 深 め る 。 統 合 に つ い て は

今 後 も 研 究 を 進 め て い く 。 子 ど

も の 良 質 な 発 達 環 境 の 確 保 と 、

親 の 子 育 て と 仕 事 の 両

双 方 の 観 点 か ら 、 年 齢 に 応 じ た

子 ど も の 土 曜 日 の 過 ご し 方 に つ

い て 検 討 を 行 い 、 青 少 年 育 成 施

策 の 充 実 を 図 る 。   

 ま た 、 学 童 ク ラ ブ の 学 校 内 あ

る い は 隣 接 地 へ の 移 転 を 鋭 意 推

進 す る 。 市 民 グ ル ー プ や 保 育 施

設 な ど が 行 う 放

事 業 へ の 支 援 を 継 続 す る 。  

***** * * * * * * * *  

第 四 期 長 期 計 画 の 主 な 実 績  

★ 平 成 17年 ４ 月 か ら 、 す べ て の 市 立

え ） 事 業 を 本 格 実 施 し た 。 子 ど も た

来 所 型 の 事 業 と し て

れ た 企 画 運 営 会 議 を 中 心 に 運 営

れ て い る 。  

 

（ ２ ） 自 然 体 験 事 業 の 拡 充  

 武 蔵 野 市 で は 、 自 然 ク ラ ブ 、

親 子 体 験 キ ャ ン プ な ど 多 彩 な プ

ロ グ ラ ム を 野 外 活 動 セ ン タ ー が

中 心 と な っ て 推 進 し て い る 。 ま

た 、 む さ し の

域 の 青 少 年 問 題 協 議 会 地 区 委 員

会 が 中 心 と な っ て 実 施 し 、 定 着

し て い る 。 こ れ ら 自 然 体 験 事 業

に つ い て 、 各 部 署 間 で 連 携 を 図
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齢 や 目

的 別 に 市 民 が 利 用 し や す い 環 境

を 整 え る 。  

 活 動 の 拠 点 と な る 市 立 自 然 の

村 な ど の 施 設 に つ い て は 、 市 民

が 利 用 し や す い よ う 適 切 な 管 理

運 営 を 行 う 。  

 ま た 、 学 校 、 地 域 、 Ｎ Ｐ Ｏ な

ど の 自 然 体 験 事 業 実 施 団 体 と の

連 携 を 広 げ る と と も に 、 自 然 体

験 の 効 用 に つ い て 周 知 ・ 啓 発 し 、

こ れ ら の 活 動 を 推 進 す る 指 導 者

の 拡 充 と そ の 核 と な る 人 材 の 育

成 を 図 り 、 活 動 の 場 の 提 供 を 行

っ て い く 。  

 

（ ３ ） 青 少 年 育 成 環 境 の 整 備  

青 少 年 育 成 の 機 能 の 強 化 の た

め に 、 様 々 な 年 齢 層 に わ た る 青

少 年 の 地 域 で の 居 場 所 の 必 要 性

が 指 摘 さ れ て い る 。  

 境 冒 険 遊 び 場 公 園 に つ い て は 、

Ｎ Ｐ Ｏ な ど 運 営 団 体 と 連 携 を と

り な が ら 、 子 ど も た ち が 自 分 の

責 任 で 自 由 に 遊 べ る 場 と し て 確

立 し て い く 。  

ま た 、 中 高 生 の ボ ラ ン テ ィ ア

リ ー ダ ー を 育 成 し 、 地 域 に お け

る 役 割 を 持 た せ る と と も に 、 様

地 域 で の

含 め て 広 域 的 な

で あ る の で 、 そ の 推 進 の た め

 

り 体 系 化 を 行 い 、 対 象 年 々 な イ ベ ン ト な ど 活 動 で き る 機

会 を 整 備 す る 。  

「 武 蔵 野 プ レ イ ス （ 仮 称 ） 」

に 音 楽 や ダ ン ス の で き る ス タ ジ

オ な ど を 設 置 し 、 中 高 生 の 活 動

場 所 と し て も 利 用 で き る 施 設 と

し て 整 備 す る 。  

次 世 代 を 担 う 若 者 の

活 動 の 場 の 確 保 も 重 要 で あ る 。

世 界 的 な 視 野 で 活 動 す る Ｎ Ｇ Ｏ

な ど と も 連 携 し 、 若 者 が お 互 い

を 磨 き あ う 場 と な る よ う に 仕 組

み を つ く る 。 市 内 の み な ら ず 周

辺 大 学 の 学 生 も

観 点 か ら 推 進 し て い く 。  

働 き 盛 り の 親 世 代 が 地 域 で の

青 少 年 育 成 活 動 に 参 画 す る こ と

は 育 成 環 境 の 整 備 に と っ て 不 可

欠

の 地 域 の 取 組 み を 支 援 す る 。

 

（ ４ ） 青 少 年 の 国 際 交 流 の 促 進  

 常 日 頃 か ら 異 文 化 に 関 す る 知

識 に ふ れ た り 、 地 域 に お け る 国

際 交 流 に 参 加 す る こ と は 、 青 少

年 が 地 球 市 民 と し て 育 つ う え で

大 き な 意 義 が あ る 。 土 曜 学 校 の

プ ロ グ ラ ム と も 連 携 し て 取 組 み

を 深 め る 。  
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を 多 彩 に 提 供 し 、

 

視 点 か ら 評 価 を

青 少 年 が 外 国 に 赴 い て 現 地 の

人 々 と 直 に ふ れ あ い 、 生 活 を と

も に す る 機 会

帰 国 後 の 相 互 交 流 や 参 加 経 験 者

の ア イ デ ア の 活 用 な ど も 進 め る 。

青 少 年 の 国 際 交 流 事 業 に つ い

て は 、 長 期 的 な

行 い 、 継 続 性 を も た せ る 。  

 

６  生 涯 学 習 施 策 の 拡 充  

 武 蔵 野 市 の 生 涯 学 習 は 今 日 ま

で 市 民 の 自 主 性 と 高 い 学 習 意 欲

に 支 え ら れ て 発 展 し て き た 。  

 社 会 の 成 熟 化 を 背 景 に 、 市 民

の 生 涯 学 習 へ の ニ ー ズ は 今 後 ま

す ま す 多 様 と な り 、 市 民 活 動 や

コ ミ ュ ニ テ ィ 活 動 、 文 化 活 動 と

一 体 と な っ て 発 展 し て い く こ と

が 予 想 さ れ る 。 こ う し た 中 で 、

従 来 の 社 会 教 育 や 生 涯 学 習 の 概

念 に と ら わ れ な い 、 新 し い 生 涯

学 習 社 会 の 構 築 が 求 め ら れ て い

る 。  

 平 成 22年 度 に 「 武 蔵 野 プ レ イ

ス （ 仮 称 ） 」 が 完 成 す る 。 生 涯

学 習 機 能 を 備 え た 新 し い 融 合 型

の 文 化 創 造 の 場 と し て 、 市 民 が

出 会 い 、 切 磋 琢 磨 し て 次 世 代 の

文 化 を 創 り 出 し て い く 役 割 が 期

と よ り 周 辺 地

域

合 的

に

に よ る 武 蔵 野 地 域 自 由 大 学 は 、

、 市 内 の 企 業 や 公

待 さ れ る 。 こ れ を 機 会 と し て 、

武 蔵 野 市 全 域 は も

も 視 野 に 入 れ た 生 涯 学 習 社 会

の 構 築 を 行 う 。   

 

（ １ ） 生 涯 学 習 事 業 の 体 系 化 ・

計 画 化  

こ れ ま で 多 様 に 実 施 ・ 展 開 さ

れ て き た 各 種 の 生 涯 学 習 事 業 や

市 民 に よ る 主 体 的 な 活 動 に つ い

て 、 市 民 の ニ ー ズ に 照 ら し て 事

業 の 再 構 築 を 行 い 、 市 民 の 主 体

的 な 学 習 活 動 へ の 支 援 も 含 め た

施 策 の 充 実 を 図 る 。  

 ま た 、 生 涯 学 習 施 策 を 総

推 進 す る た め の 「 生 涯 学 習 計

画 （ 仮 称 ） 」 を 策 定 す る 。   

 

（ ２ ） 生 涯 学 習 機 会 の 拡 充  

 市 と 武 蔵 野 地 域 五 大 学 の 連 携

平 成 15年 以 来 「 学 ぶ 楽 し さ 無 限

大 ！ 」 を テ ー マ と し て 、 市 民 の

高 い 生 涯 学 習 ニ ー ズ に 応 え て い

る 。 武 蔵 野 市 な ら で は の 高 度 な

学 習 機 会 の 提 供 を 今 後 と も 推 進

し て い く 。  

 「 武 蔵 野 プ レ イ ス （ 仮 称 ） 」

建 設 を 契 機 に
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共 機 関 な ど と も 連 携 ・ 協 力 し て 、

を

、

い つ で も 誰 も が 学 び 、 そ の 成 果

組 み

づ く り を 進 め る 。   

 

（ ３ ） 生 涯 学 習 施 設 の 充 実  

 「 武 蔵 野 プ レ イ ス （ 仮 称 ） 」

は 、 西 部 図 書 館 を 移 転 拡 充 し た

図 書 館 機 能 を 中 心 に 、 生 涯 学 習

機 能 な ど を 加 え た 知 的 創 造 拠 点

と し て 整 備 す る 。 市 民 が そ れ ら

の 機 能 を 活 用 し て 、 新 た な 交 流

・ 連 携 の あ り 方 を 切 り 開 い て い

く 施 設 と し て 発 展 を 図 る 。  

 施 設 の 運 営 に あ た っ て は 、 一

体 的 管 理 が 必 要 で あ る こ と を 考

慮 し て 、 指 定 管 理 者 制 度 を 導 入

す る 。 そ の 際 、 現 在 、 市 が 行 っ

て い る 生 涯 学 習 事 業 の 一 部 移 行

に つ い て も 検 討 を 行 う 。  

 市 民 会 館 と 「 武 蔵 野 プ レ イ ス

（ 仮 称 ） 」 は と も に 生 涯 学 習 機

は 、 「 武 蔵

プ レ イ ス （ 仮 称 ） 」 の 事 業 や

を 進 め る 。 こ れ に つ い

て は 、 住 民 の ニ ー ズ を 踏 ま え て 、

に つ い て

４ ） 文 化 財 の 保 護 や 活 用  

起

せ る 。 ま た 、 資 料

市 域 全 体 を キ ャ ン パ ス に 見 立 て

て 総 合 的 な 生 涯 学 習 を 提 供 す る

よ う な ネ ッ ト ワ ー ク 化 を 図 る 。  

 「 人 は 地 域 を 耕 し 、 地 域 は 人

耕 す 」 と 言 わ れ る よ う に 、 幅

広 い 市 民 の 多 様 な 学 習 は 地 域 社

会 の 根 底 で あ る こ と を 認 識 し

を 地 域 に 活 か し て い け る 仕

能 を 有 し て お り 、 立 地 が 近 接 し

て い る こ と か ら 重 複 の 可 能 性 が

指 摘 さ れ て い る 。 市 民 会 館 の 今

後 の あ り 方 に つ い て

野

運 営 の 詳 細 が 固 ま る 時 期 と あ わ

せ て 検 討

コ ミ ュ ニ テ ィ セ ン タ ー と し て の

利 用 な ど も 含 め 検 討 を 行 う 。  

 な お 、 西 部 図 書 館 は 、 都 営 住

宅 建 設 に 伴 い 地 元 還 元 施 設 と し

て 都 か ら 借 り て い る 建 物 で あ る 。

廃 止 後 の 施 設 の あ り 方

は 、 そ の こ と を 踏 ま え て 都 と 協

議 を 行 い 、 今 後 検 討 を 進 め る 。  

 

（

 武 蔵 野 の 歴 史 へ の 興 味 を 喚

し 、 市 民 の 郷 土 意 識 を 高 め る こ

と は 市 の ア イ デ ン テ ィ テ ィ を 確

立 す る う え で 不 可 欠 で あ る 。  

市 が 保 有 す る 文 化 財 や 民 俗 資

料 な ど の 整 理 を 進 め る と と も に 、

文 化 財 マ ッ プ な ど で の 紹 介 や 、

公 共 施 設 な ど を 利 用 し た 展 示 の

機 会 を 充 実 さ

の デ ー タ ベ ー ス 化 を 行 う と と も

に 、 資 料 の 活 用 方 法 と し て イ ン
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の 課 題 解

を 支 援 し て い く 。 レ フ ァ レ ン

探

あ

障 害

 

タ ー ネ ッ ト を 利 用 し た 公 開 な ど

を 検 討 す る 。  

  

（ ５ ） 図 書 館 サ ー ビ ス の 充 実  

 「 武 蔵 野 プ レ イ ス （ 仮 称 ） 」

を 含 む 図 書 館 ３ 館 全 体 と し て の

サ ー ビ ス の 充 実 を 図 る 。 中 で も

「 武 蔵 野 プ レ イ ス （ 仮 称 ） 」 は 、

図 書 館 機 能 と 他 の 機 能 と の 新 し

い 融 合 型 創 造 拠 点 と し て の 特 徴

を 活 か し 、 地 域 や 住 民

決

ス サ ー ビ ス （ 調 べ も の や 情 報

し の 相 談 ） の 拡 充 を 進 め 、 公 立

図 書 館 が 市 民 協 働 を 支 え る 場 と

な る よ う 、 新 し い 図 書 館 像 を 模

索 し て い く 。  

 図 書 検 索 の 電 子 化 が 進 ん で い

る が 、 誰 も が 利 用 し や す い よ う

に 用 語 の 表 記 や 検 索 方 法 を 工 夫

し 、 サ ー ビ ス の 向 上 を 図 る 。

わ せ て 、 郷 土 ･行 政 資 料 の デ ジ

タ ル 化 を 進 め る な ど 、 多 様 な 情

報 を 市 民 に 提 供 す る 。 デ ジ タ ル

資 料 を Ｉ Ｔ 環 境 を 用 い て 市 民 の

利 用 に 供 す る 事 業 を 推 進 す る 。  

さ ら に 、 図 書 館 の 利 用 に

の あ る 利 用 者 に 対 す る サ ー ビ ス

の 向 上 を 目 指 す 。  

小 学 校 で の 読 書 の 動 機 付 け 指

導 や 「 子 ど も 文 芸 賞 」 な ど 、 子

ど も が 本 に 親 し ん だ り 創 作 を す

る 機 会 を 増 や す 事 業 を 推 進 す る 。
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Ⅲ 緑・環境・市民生活 

武 蔵 野 市 は か ね て よ り 、 緑 豊

か で 落 ち 着 い た 住 環 境 、 フ ァ ッ

シ ョ ナ ブ ル な 買 い 物 エ リ ア 、 市

民 の 高 い 教 育 意 識 と 市 民 参 加 な

ど 、 多 く の 点 で 高 い 評 価 を 得 て

お り 、 住 み た い ま ち ラ ン キ ン グ

な ど で は ト ッ プ レ ベ ル の 評 価 を

受 け る こ と が 多 い 。 す な わ ち 、

市 民 生 活 が 豊 か な ま ち で あ る と

考 え ら れ る が 、 い く つ か の 点 で

課 題 が 生 じ て い る こ と も 確 か で

あ り 、 刻 々 変 化 す る 情 勢 の 中 で

豊 か さ の 質 を 検 証 し 、 望 ま し い

姿 の 実 現 に 努 め て い か な け れ ば

な ら な い 。  

地 域 社 会 は 市 民 の 自 己 実 現 の

場 で あ り 、 そ の 理 想 は 、 日 々 の

生 活 の 中 で そ れ ぞ れ の 個 人 が 成

長 す る 過 程 が 持 続 可 能 な 形 で 周

囲 や 未 来 と つ な が る こ と で 実 現

さ れ る 。  

こ の 分 野 の 主 な 施 策 の 領 域 と

し て は 、 環 境 、 緑 、 産 業 、 文 化

・ ス ポ ー ツ 、 コ ミ ュ ニ テ ィ な ど

が あ る 。 こ れ ら に つ い て は 、 市

と 住 民 が 十 分 な 連 携 を 取 っ て 推

進 す る こ と が 最 も 重 要 で あ り 、

そ

の 担 い 手 は 住 民 ば か り で は な い 。

学 生 、 買 い 物 客 な ど に 加 え て 、

市 内 の 産 業 に 従 事 し て い る 人 々

も 多 い 。 従 来 の 職 種 に 加 え て 、

近 年 は Ｓ Ｏ Ｈ Ｏ な ど 情 報 サ ー ビ

ス 産 業 の 従 事 者 が 増 加 し て い る 。

そ の よ う な 産 業 の 起 業 を 目 指 す

人 に と っ て も 武 蔵 野 市 は 魅 力 あ

る ま ち で あ る こ と が 求 め ら れ て

お り 、 高 度 な 都 市 文 化 と 学 術 文

化 が 融 合 す る 知 的 付 加 価 値 の 高

い ま ち づ く り を 進 め 、 そ の 特 色

を 積 極 的 に 発 信 し て い く 視 点 が

不可欠である。 

安 心 し て 暮 ら せ る ま ち の 今 あ

る 豊 か さ を 維 持 し つ つ 、 新 し い

都 市 文 化 を 育 む ま ち で あ る こ と

を 目 指 す 都 市 の 活 性 化 戦 略 を 、

市 と 幅 広 い 市 民 の 多 様 な 協 働 に

よ り 一 層 推 進 す る こ と が 求 め ら

れ て い る 。  

 

１  持 続 可 能 な 都 市 の 形 成  

の た め の 仕 組 み の 整 備 を 進 め

な け れ ば な ら な い 。  

昼 間 人 口 は 住 民 登 録 数 を ２ 万

人 ほ ど 上 回 っ て お り 、 地 域 社 会

21世 紀 初 頭 の 最 大 の 環 境 問 題

は 地 球 温 暖 化 で あ る 。 そ の 主 な
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原 因 は 、 現 在 の 私 た ち の 生 活 ス

タ イ ル を 支 え る 化 石 燃 料 の 燃 焼

に よ り 発 生 す る CO な ど の 温 室

効 果 ガ ス の 排 出 で あ る 。  

平 成 20 年 か ら 平 成 24 年 に お

い て は 、 京 都 議 定 書 に お け る 第

一 約 束 期 間 と し て 、 国 全 体 の 温

室 効 果 ガ ス の 排 出 量 を 平 成 ２ 年

比 で ６ ％ 削 減 す る こ と が 求 め ら

れ て い る 。 し か し な が ら 、 平 成

17 年 度 の 排 出 量 は 逆 に 7.8％ も

増 加 し 、 こ の ま ま で は 今 世 紀 末

に は 気 温 が 最 大 6.4℃ 上 昇 す る

と 考 え ら れ て い る 。 地 球 温 暖 化

が 原 因 と 推 測 さ れ る 異 常 気 象 、

自 然 災 害 な ど も 発 生 し て お り 、

温 暖 化 対 策 は 待 っ た な し の 状 況

で あ る 。  

ご み 減 量 の 課 題 も 含 め て 、 持

続 可 能 な 都 市 の 形 成 の た め に は 、

資 源 多 消 費 型 の 社 会 経 済 シ ス テ

ム や ラ イ フ ス タ イ ル の 変 革 が 不

可 欠 で あ る 。  

 

（ １ ） 環 境 負 荷 の 少 な い 社 会 へ

の 転 換  

循 環 型 社 会 に 向 け て 、 市 民 ・

事 業 者 ・ 行 政 の 協 働 を 推 進 し 、

環 境 問 題 に 取 り 組 む 市 民 活 動 団

る 体 験 型

環 境 教 育 を よ り 一 層 充 実 さ せ る 。  

を 充 実 さ せ 、

環

、 ご み 減 量 の 普 及

発 ・ 情 報 受 発 信 機 能 を 強 化 し

拠

点 整 備 に つ い て 研 究 す る 。 そ の

際 は 、 環 境 問 題 全 般 に つ い て の

2

体 の ネ ッ ト ワ ー ク 化 を は か る と

と も に 、 次 世 代 に 対 す

化 石 燃 料 の 燃 焼 に よ る エ ネ ル

ギ ー 使 用 量 を 今 以 上 に 削 減 す る

た め に 、 太 陽 光 発 電 な ど 新 エ ネ

ル ギ ー の 使 用 へ と 一 層 の 誘 導 を

図 る と と も に 、 市 の 施 設 で は 率

先 し て 環 境 負 荷 軽 減 施 策 を 実 施

す る 。  

市 民 生 活 や 事 業 活 動 の 中 に 、

環 境 配 慮 行 動 を 広 げ る た め の 制

度 を 充 実 さ せ る 。  

来 街 者 も 含 め 、 幅 広 い 年 齢 層

の 市 民 に 呼 び か け て 、 環 境 配 慮

型 ラ イ フ ス タ イ ル の ア イ デ ア を

募集し、活用する。また、グリー

ン パ ー ト ナ ー 制 度

境 に 配 慮 し た 事 業 活 動 を 積 極

的 に 支 援 す る 。  

リ サ イ ク ル セ ン タ ー の 設 置 に

つ い て は 、 ク リ ー ン セ ン タ ー の

建 替 え 計 画 と あ わ せ て 検 討 す る

が 、 当 面 、 市 民 ・ 事 業 者 ・ 行 政

の 協 働 の も と

啓

て い く と と も に 、 市 民 活 動 の
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か ら 平 成 22年 度 を 計 画

期 間 と す る 新 た な 環 境 基 本 計 画 を 策

定

★ 平 成 18年 度 か ら ク リ ー ン セ ン タ ー

2

ム 及 び 住 宅 用 高 効

率 給 湯 器 の 設 置 に 対 す る 助 成 を 実 施

た 。  

み 減 量 の 推 進  

処 分 に か か る 経 費 の 節 減 な ど か

袋

み の 有 料 化 や 市 民 、 事

業

あ る が 、 ご

み

し て い く 。 あ

わ

普 及 啓 発 機 能 も あ わ せ て 検 討 す

る 。 ま た 、 平 成 19年 度 か ら 始 め

た 剪 定 枝 葉 の 緑 の リ サ イ ク ル 事

業 を 積 極 的 に 推 進 す る 。  

庁 用 車 に つ い て は 、 引 き 続 き

低 公 害 車 ・ 天 然 ガ ス 車 を 率 先 導

入 す る 。 ま た 、 CO2 を 全 市 的 に

削 減 す る た め に 、 公 共 交 通 、 自

転 車 の 利 用 促 進 に つ い て 関 係 機

関 と 連 携 し て 啓 発 を 進 め る 。  

こ れ ま で 市 で は Ｉ Ｓ Ｏ 14001

の 手 法 を 用 い て 環 境 保 全 の 取 組

み を 進 め て き た が 、 今 後 は 費 用

対効果の視点を加え、環境会計の

手 法 も 参 考 に し な が ら 、 新 た な

評価基準の導入を検討・実施する。

***** * * * * * * * *  

第 四 期 長 期 計 画 の 主 な 実 績  

★ 平 成 18年 度

し た 。  

に お い て CO 2 排 出 削 減 の た め の 工 事

を 実 施 し て い る 。  

★ 家 庭 の CO 排 出 抑 制 策 の 一 環 と し

て 、 太 陽 光 発 電 設 備 の 設 置 に 対 す る

助 成 、 家 庭 用 燃 料 電 池 コ ー ジ ェ ネ

レ ー シ ョ ン シ ス テ

し

 

（ ２ ） ご

ご み 減 量 は 、 二 ツ 塚 最 終 処 分

場 の 更 な る 延 命 化 、 焼 却 に 伴 う

温 室 効 果 ガ ス の 排 出 削 減 、 ご み

ら 、 急 務 の 課 題 と な っ て い る 。

特 に ご み の 発 生 抑 制 （ リ デ ュ ー

ス ） が 重 要 で あ り 、 ま ず 、 レ ジ

の 削 減 な ど 、 抑 制 の 取 組 み を

強 化 す る 必 要 が あ る 。 そ の う え

で も 発 生 す る ご み に つ い て は 、

資 源 と し て の 再 使 用 （ リ ユ ー

ス ） 、 再 利 用 （ リ サ イ ク ル ） を

推 進 す る 。  

家 庭 ご

者 の 努 力 な ど に よ っ て 、 「 ご

み か ら 資 源 へ 」 の 流 れ を 定 着 さ

せ る こ と が で き つ つ

総 量 の 減 少 は わ ず か で あ る 。

１ 人 １ 日 あ た り の ご み 発 生 量 を

多 摩 地 域 平 均 並 み に 削 減 す る こ

と を 目 指 し 、 「 ご み 減 量 協 議

会 」 を 中 心 に 、 「 武 蔵 野 ご み チ

ャ レ ン ジ 700グ ラ ム キ ャ ン ペ ー

ン 」 を 幅 広 く 展 開

せ て 、 本 市 へ の 就 業 者 ・ 就 学

者 、 買 い 物 客 な ど を 対 象 に し た

働 き か け を 強 め る 。  

排 出 ・ 生 産 者 責 任 を 一 層 明 確

化 し 、 市 民 ・ 事 業 者 が ご み の 発

生 ・ 排 出 抑 制 に 積 極 的 に 取 り 組

む よ う 啓 発 ・ 指 導 を 強 化 し 、 処

理 経 費 節 減 を 図 る 。 あ わ せ て 事

業 系 一 般 廃 棄 物 処 理 手 数 料 の 適
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と り

な

る

源 物 の 量 に 着 目 し 、 「 武 蔵 野 ご み チ

量 へ 向 け た 取 組 み

ー ン セ ン タ ー 建 替 え

行 い 、 合 意 形 成 を 図 る 。   

規 模 ・ 仕 様 は 一 般 廃 棄 物 （ ご

合 性 を

図

含 む 総 合 的 な 廃 棄

物

正 化 の 検 討 を 進 め る 。  

資 源 の 集 団 回 収 な ど ご み の 資

源 化 の た め の 自 発 的 な 活 動 へ の

支 援 を 、 関 係 団 体 と 連 携 を

が ら 推 進 す る 。  

東 京 た ま 広 域 資 源 循 環 組 合 が

進 め て い る 焼 却 灰 の エ コ セ メ ン

ト 化 事 業 は 、 二 ツ 塚 最 終 処 分 場

の 延 命 に 寄 与 す る の で 、 同 組 合

の 構 成 市 と し て 引 き 続 き 支 援 す

と と も に 、 同 組 合 を 通 じ 処 分

場 の あ る 日 の 出 町 の 環 境 保 全 に

十 分 配 慮 す る 。  

***** * * * * * * * *  

第 四 期 長 期 計 画 の 主 な 実 績  

★ １ 日 に １ 人 が 出 す 、 家 庭 ご み 、 資

ャ レ ン ジ 700グ ラ ム キ ャ ン ペ ー ン 」

を 開 始 し 、 ご み 減

を 推 進 し て い る 。  

 

（ ３ ） ク リ

計 画 の 検 討  

稼 動 か ら 23 年 が 経 過 し た ク

リ ー ン セ ン タ ー に つ い て は 、 建

替 え に む け て 地 域 住 民 と 積 極 的

に 協 議 を

み ） 処 理 基 本 計 画 と の 整

り な が ら 、 施 設 の 位 置 付 け や

求 め ら れ る 機 能 な ど を 基 に 、 具

体 的 な 検 討 を 開 始 す る と と も に 、

建 替 え に 向 け て 生 活 環 境 影 響 調

査 な ど を 行 い 、 施 設 基 本 計 画 を

策 定 す る 。  

建 替 え に あ た っ て は 、 よ り 環

境 負 荷 の 少 な い 安 全 で 効 率 性 の

高 い 循 環 型 ご み 処 理 シ ス テ ム を

構 築 し 、 啓 発 施 設 と し て の リ サ

イ ク ル セ ン タ ー の 併 設 な ど 、 ３

Ｒ （ リ デ ュ ー ス ・ リ ユ ー ス ・ リ

サ イ ク ル ） を

対 策 の 促 進 に 寄 与 す る 施 設 を

目 指 す 。  

 

２  緑 豊 か な 都 市 環 境 の 創 出  

年 々 緑 が 失 わ れ つ つ あ る 都 市

部 に お い て 、 市 民 の 生 活 環 境 と

し て も 、 子 ど も た ち の 生 育 ・ 教

育 環 境 と し て も 、 緑 豊 か な 環 境

の 維 持 ・ 創 出 は 重 要 で あ る 。 市

内 の 緑 の 約 65％ は 民 有 地 の 緑 で

あ り 、 緑 豊 か な 武 蔵 野 市 の イ

メ ー ジ は 、 一 つ ひ と つ の 民 有 地

の 緑 に 支 え ら れ て い る 。 し か し 、

こ れ ら の 緑 を 維 持 管 理 し 、 新 た

な 緑 を 育 ん で い く こ と は 簡 単 な

こ と で は な い 。  

緑 化 施 策 に お い て は 、 目 標 設

定 型 か ら 成 果 管 理 型 の 計 画 体 系

へ 移 行 し て い く に あ た り 、 市 と

市 民 の 協 働 を 一 層 進 め る 。 様 々
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と と も

に

民 の 共 通 財

産 と し て と ら え る 意 識 を 啓 発 し 、

画 」 に 基 づ い

・ 緑 地 の 新 設 ・

策 定 に あ た っ

は 、 市 民 参 加 の 手 法 を 取 り 、

康 づ く り や レ ク リ

エ

一

の ビ オ ト ー プ の 一

層

た め の 施 策 の 調 査 ・

究 を 行 う 。  

に よ る 公 園 管 理 や 緑 化 推 進 事 業

を す す め る と と も に 、 市 と 市 民

に よ る 様 々 な 緑 化 協 働 事 業 の 展

開 に 対 応 す る た め 、 み ど り ボ ラ

ン テ ィ ア 団 体 支 援 制 度 の あ り 方

を 検 証 す る 。  

★ 農 業 ふ れ あ い 公 園 、 関 前 四 丁 目 公

た 。  

近 隣 自 治 体 と の 連 携 を 強 め て い る 。  

自 然 環 境 の 回 復 と 保 全 の 推 進 に

な 指 標 を 開 発 し 、 緑 の 量

、 景 観 や 緑 地 が 市 民 生 活 に と

っ て 持 つ 意 味 か ら 質 の 検 証 を 進

め て い く 。  

市 内 全 体 の 緑 を 市

市 民 が 主 役 と な っ て 緑 を 育 み 維

持 管 理 す る 活 動 を 支 援 す る 。  

 

（ １ ） 市 民 と 協 働 で つ く る 緑 化

空 間  

 平 成 19年 度 に 改 定 さ れ た 「 武

蔵 野 市 緑 の 基 本 計

て 、 今 後 も 公 園

拡 充 を 進 め る 。  

「 公 園 緑 地 リ ニ ュ ー ア ル 総 合

計 画 （ 仮 称 ） 」 の

て

既 存 の 公 園 の 特 色 あ る 活 用 を 図

る 。 市 民 の 健

ー シ ョ ン 、 防 災 な ど の 機 能 に

も 配 慮 し 、 公 園 ・ 緑 地 の 再 整 備

・ 活 用 の 促 進 、 恒 常 的 な 運 営 へ

の 市 民 参 加 の 推 進 な ど に つ い て  

体 的 に 事 業 を 進 め て い く 。  

公 共 施 設 緑 化 は 、 屋 上 緑 化 ・

壁 面 緑 化 な ど 多 様 な 方 法 で 推 進

し 、 民 間 の 緑 へ と つ な げ て い く 。

学 校 施 設 の 緑 化 は 、 環 境 教 育 の

推 進 ・ 良 環 境 の 創 出 な ど に 資 す

る べ く 、 既 存

の 活 用 を 含 め て 推 進 す る 。  

ま た 、 近 年 特 に 減 少 傾 向 に あ

る 民 有 地 ・ 民 間 施 設 の 緑 の 回 復

及 び 保 全 育 成 を 目 指 し 、 既 存 の

制 度 を 評 価 や 見 直 し を し 、 新 た

な 制 度 の 検 討 を 行 う 。 ま た 、 雑

木 林 や 屋 敷 林 、 農 業 用 地 な ど を

保 全 す る と と も に 、 新 た な 緑 の

創 出 を 図 る

研

市 内 随 所 に お い て 地 域 の 住 民

***** * * * * * * * *  

第 四 期 長 期 計 画 の 主 な 実 績  

園 、 境 三 丁 目 緑 地 の ３ 公 園 を 整 備 し

★ 「 東 京 み ど り の 研 究 会 」 が 発 足 し 、

（ ２ ） 「 自 然 環 境 セ ン タ ー （ 仮

称 ） 」 の 設 立  

今 後 の 「 緑 の ま ち づ く り 」 や

は 、 市 ・ 市 民 ・ 事 業 者 ・ Ｎ Ｐ Ｏ

な ど が 連 携 ・ 協 働 す る こ と が 不
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境 セ ン タ ー （ 仮

称

の た め 、 緑 の サ ポ ー タ ー 制 度 の

と し て 拡 充 整

備

可 欠 で あ る 。 新 た な パ ー ト ナ ー

シ ッ プ 確 立 の た め 、 共 通 の 支 援

基 盤 （ プ ラ ッ ト ホ ー ム ） と し て

の 「 自 然 環

） 」 を 設 立 し 、 ト ラ ス ト や フ

ァ ン ド の あ り 方 を 検 討 ・ 実 施 す

る と と も に 、 人 材 の 確 保 と 緑 化

環 境 に 関 す る 技 術 や 知 識 の 向 上

活 用 を 推 進 す る 。  

 

（ ３ ） 魅 力 あ る 遊 歩 道 の 再 整 備  

緑 化 推 進 ゾ ー ン で あ る グ リ ー

ン パ ー ク 緑 地 を 安 全 で 快 適 に 移

動 で き る 緑 の 回 廊

す る 。  

グ リ ー ン パ ー ク 緑 地 、 千 川 上

水 、 玉 川 上 水 、 仙 川 な ど 、 軸 と

な る 緑 と 水 辺 空 間 を 再 整 備 し 、

様 々 な 緑 の 保 全 ・ 創 出 事 業 と 連

携 さ せ な が ら 、 緑 の ネ ッ ト ワ ー

ク 化 を 推 進 す る 。  

 

３  身 近 な 自 然 の 回 復 と 保 全  

市 民 の 憩 い の 場 と し て は も ち

ろ ん の こ と 、 特 に 子 ど も 達 の 成

育 環 境 と し て あ り の ま ま の 自 然

を 身 近 に 体 験 で き る こ と が 重 要

で あ る 。 生 態 系 の 視 点 を 重 視 し

（

   

計 画 （ 仮 称 ） 」

を

し 、 生 物 の 生 息 空 間 を 創 出 す る た め 、

活 ゾ ー ン 918ｍ の 内 、 617ｍ の 区 間 の

 

し つ つ あ る 東 京 の 森 林 を

・ 武 蔵 野 市 民 の 森 」 及 び 「 奥

て 実 施 し て き た 。

こ

て 、 水 と 緑 の 豊 か な 自 然 の 回 復

に 努 め る 。  

 

１ ） 生 態 系 を 重 視 し た 水 辺 空

間 の 整 備  

引 き 続 き 仙 川 水 辺 環 境 の 整 備

（ 仙 川 リ メ イ ク )を 実 施 し 、 自

然 豊 か な 河 川 を 回 復 し 、 生 物 の

生 息 す る 自 然 な 水 辺 を 創 出 す る 。

ま た 千 川 上 水 の 管 理 が 都 か ら

市 に 移 管 さ れ た こ と を 受 け て 、

「 千 川 上 水 整 備

策 定 し 、 上 水 沿 い の 遊 歩 道 整

備 を す す め る と と も に 、 良 好 な

水 辺 ・ 親 水 環 境 を 創 出 す る 。  

***** * * * * * * * *  

第 四 期 長 期 計 画 の 主 な 実 績  

★ 平 成 10年 度 か ら 仙 川 に 清 流 を 確 保

水 辺 環 境 整 備 を 行 い 、 自 然 生 態 系 復

整 備 が 完 了 し た 。

 

（２）近郊地の森林の保全と活用 

荒 廃

保 全 し 、 育 成 す る た め 、 「 二 俣

尾

多 摩 ・ 武 蔵 野 の 森 」 の 保 全 事 業

を 全 国 に 先 駆 け

れ ま で の 保 全 事 業 の 内 容 や 活

用 状 況 に つ い て 、 長 期 的 な 視 野

に 立 っ て 評 価 ・ 検 証 を 行 う 。  
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４  農 業 の 振 興  

本 市 の 農 業 は 都 市 化 の 波 に 押

さ れ 、 極 め て 厳 し い 環 境 の 中 に

存 立 し て き た 。 昨 今 都 市 農 業 の

大 切 な 役 割 は 、 生 産 面 に と ど ま

ら ず 多 機 能 性 か ら も 見 直 さ れ て

き て お り 、 将 来 へ の 可 能 性 を 確

か め つ つ 、 積 極 的 に 振 興 を 図 っ

て い く こ と が 望 ま れ る 。  

 

（ １ ） 都 市 農 業 の 振 興  

 平 成 18年 策 定 の 農 業 振 興 基 本

計 画 に 基 づ く 経 営 条 件 の 強 化 と

と も に 、 ５ 年 ご と の 成 果 検 証 に

よ っ て 生 産 力 の 維 持 ・ 向 上 に 努

め る 。 同 時 に 農 産 物 直 売 所 、 直

売 会 の 開 設 と マ ッ プ づ く り 、 幼

稚 園 ・ 保 育 所 ・ 小 中 学 校 で の 食

材 利 用 な ど に よ る 、 地 産 地 消 を

中 心 と す る 安 定 的 な 流 通 ・ 販 売

経 路 の 確 保 を 支 援 す る 。   

こ れ に あ た っ て は 環 境 に 配 慮

す る 循 環 型 農 業 や 安 全 ・ 安 心 の

農 産 物 づ く り を 目 指 す 栽 培 技 術 、

ト

 

期 間 と す る 「 武 蔵 野 市 農 業 振 興 基 本

た 生 産 緑 地 を は じ

め 農 地 は 、 景 観 に ゆ と り を 与 え 、

割 を 期 待 さ れ て お り 、

農

農

に は 、 相 互 間

心 の 通 い あ う コ ミ ュ ニ ケ ー シ

レーサビリティ（履歴管理）へ

の取組みに対しても支援していく。

***** * * * * * * * *  

第 四 期 長 期 計 画 の 主 な 実 績  

★ 平 成 18年 度 か ら 平 成 27年 度 を 計 画

計 画 」 を 改 定 し た 。  

（ ２ ） 農 地 の 保 全  

 指 定 を 受 け

災 害 時 の 避 難 場 所 、 体 験 教 育 の

場 な ど の 役

地 の 保 全 と 減 少 の 抑 止 は 都 市

環 境 に と っ て 重 要 な 課 題 に な っ

て き て い る 。 こ の た め 国 の 施 策

動 向 も 視 野 に 入 れ な が ら 、 登 録

地 制 度 の 活 用 、 農 業 改 善 へ の

意 欲 あ る 後 継 者 や 認 定 農 業 者 の

育 成 な ど 、 市 独 自 の 支 援 策 を 検

討 す る 。  

 

（ ３ ） 都 市 農 業 と 市 民 の ふ れ あ

い の 強 化  

 農 業 と 周 辺 の 地 域 や 人 々 の 暮

ら し の 間 、 特 に 本 市 の よ う な 都

市 型 タ イ プ の 場 合

に

ョ ン の 形 成 が 大 切 で あ る 。  

こ れ に は 秋 の 収 穫 祭 の 開 催 、

農 業 者 自 ら が 開 設 ・ 運 営 し 、 借

り 手 が 農 業 を 体 験 学 習 で き る 市

民 農 園 、 そ し て 農 業 ふ れ あ い 公

園 や 農 業 塾 を 経 た 市 民 が 援 農 に

参 加 で き る 仕 組 み の 創 設 を 検 討

す る 。 ま た 一 方 で は 、 農 地 へ の

ご み 不 法 投 棄 な ど 農 家 の 抱 え る
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ラ ン テ ィ ア と

し て 地 域 住 民 が 協 力 す る な ど の

工 夫 を 講 じ る 。  

 

５  商 工 業 の 振 興  

問 題 の 解 決 に 、 ボ

本 市 は 23区 と 市 町 村 部 の 境 に

あ り 、 都 内 有 数 の 商 業 地 で あ る

吉 祥 寺 を 抱 え て い る 。 周 辺 に お

け る 都 市 間 競 争 が 激 化 す る 中 で 、

市 産 業 の 活 性 化 に 取 り 組 み 、

な ど 地

合

会 の み な ら ず 、 公 共 交 通 事 業 者 、

、 地 域 の イ

無 形 の 資 産

市 生 活 に お け る ラ イ

ス タ イ ル の 変 化 に と も な い 、

ニ ー ズ に 応 え る よ う

の

新

 

都

次 世 代 に 向 け た 起 業 支 援

域 基 盤 の 強 化 を 積 極 的 に 進 め る

必 要 が あ る 。  

吉 祥 寺 を 中 心 と す る 地 域 は 来

街 者 が 多 く 、 都 市 の 文 化 が 発 展

す る 一 方 で 、 路 線 商 店 街 や 地 域

コ ミ ュ ニ テ ィ の 活 動 も 各 所 で 展

開 さ れ 市 民 生 活 に と っ て 欠 か せ

ないものとなっている。今後一層

活 力 の あ る ま ち づ く り を 進 め る

た め 、 商 工 会 議 所 や 商 店 会 連

周 辺 大 学 や 地 域 住 民 と も 連 携 し 、

時 代 に 適 合 し た 新 た な 起 業 も 視

野 に 入 れ 、 商 工 業 を 振 興 す る 。  

 

（ １ ） 武 蔵 野 ブ ラ ン ド の 育 成  

 地 域 ブ ラ ン ド と は 、 地 域 特 性

の あ る 製 品 や 場 所

メ ー ジ を 喚 起 さ せ る

を 含 む ト ー タ ル な 概 念 で あ り 、

武 蔵 野 市 の 「 緑 豊 か な 文 化 都

市 」 な ど の イ メ ー ジ も そ の ひ と

つ で あ る 。 付 加 価 値 の 高 い 都 市

の 戦 略 を 展 開 す る う え で 、 武 蔵

野 ブ ラ ン ド の 確 立 は 重 要 な 意 味

を 持 つ 。 武 蔵 野 市 の 魅 力 づ く り

と ブ ラ ン ド 創 出 ・ 活 用 戦 略 を 研

究 す る 。  

 

（ ２ ） 起 業 支 援  

近 年 の 都

フ

ビ ジ ネ ス 形 態 も 変 化 し て き て お

り 、 都 市 の

な 業 態 の 起 業 が 増 加 し て い る 。  

団 塊 世 代 な ど 多 様 な 世 代 や 、

女 性 の 起 業 も 今 後 増 加 が 予 想 さ

れ る 。 Ｓ Ｏ Ｈ Ｏ 事 業 者 や コ ミ ュ

ニ テ ィ ビ ジ ネ ス を 含 む こ れ ら

た な 起 業 動 向 に 注 目 し つ つ 、

よ り 効 果 的 な 育 成 や 支 援 を 行 う 。

 

（ ３ ） 中 小 事 業 者 の 支 援  

本 市 の 商 工 業 を 支 え て い る の

は 圧 倒 的 多 数 の 中 小 事 業 者 で あ

り 、 地 域 社 会 の ニ ー ズ と 調 和 し

な が ら 、 事 業 を 進 め て い る 。 そ
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。  

小 規 模 企 業 資 金 融 資 あ っ せ ん

会 を 通 じ た

中 小 企 業 の た め の 支 援 を 引 き 続

き 行 う と と も に 、 景 気 動 向 の 把

握 、 実 態 調 査 な ど を 踏 ま え た 振

興 策 を 検 討 す る 。  

商 工 会 議 所 が 行 っ て い る 、 次

世 代 ラ イ フ ス タ イ ル に ふ さ わ し

い 商 品 ・ サ ー ビ ス の 開 発 努 力 を

支 援 す る 。  

 

（ ４ ） 路 線 商 業 の 活 性 化  

 路 線 商 店 街 は 、 高 齢 者 や 子 育

て 家 庭 の 支 援 、 防 災 、 防 犯 、 交

通 対 策 、 環 境 な ど 市 民 生 活 に 密

着 し て お り 、 住 民 に 頼 り に さ れ 、

地 域 生 活 に 不 可 欠 な 役 割 を 担 っ

て い る 。 し か し 、 路 線 商 店 街 は

大 型 店 と の 競 合 や 後 継 者 問 題 な

ど 多 く の 課 題 を 抱 え て い る 。  

商 店 街 の 利 便 性 や 個 店 の 魅 力

の 向 上 、 活 性 化 の た め の イ ベ ン

ト や Ｐ Ｒ の 工 夫 を 通 じ て 、 歩 け

る 範 囲 内 で 日 常 生 活 を ま か な う

こ と が で き る 足 腰 の 強 い 商 店 街

づ く り を 支 援 す る 。  

。  

業 活 性 化  

で ま ち づ く り に 取 り 組 む 。 ま た 、

 

 

れ ら の 活 動 は 地 域 で の 市 民 生 活

を 支 え る も の で あ り 、 積 極 的 な

振 興 が 必 要 で あ る

制 度 や 、 勤 労 者 互 助

商 店 会 に つ い て は 、 組 織 活 性

化 の た め の 支 援 策 を 講 じ る 。  

地 域 の 課 題 に と も に 取 り 組 む

こ と が 路 線 商 店 街 の 活 性 化 の 鍵

で あ り 、 商 店 街 ご と の 立 地 条 件

や 性 格 を 反 映 し た 戦 略 構 築 を 促

し 、 適 正 な 規 模 を 考 慮 に 入 れ つ

つ 、 地 域 コ ミ ュ ニ テ ィ の 交 流 の

場 所 と し て の 役 割 を 強 め る よ う

働 き か け る

 

（ ５ ） 吉 祥 寺 圏 商

吉 祥 寺 グ ラ ン ド デ ザ イ ン に 基

づ い た ま ち づ く り を 進 め る に あ

た り 、 吉 祥 寺 の 魅 力 を 総 合 的 に

創 出 ・ 維 持 ・ 発 展 さ せ る た め に 、

地 元 商 業 者 や 住 民 と と も に 協 働

吉 祥 寺 と い う ま ち の 魅 力 を 市 内

外 に 発 信 し 、 そ れ に よ る 来 街 者

の 増 加 と 来 街 者 の ま ち づ く り へ

の 参 加 に よ っ て よ り 一 層 の ま ち

の 活 性 化 を 図 る 。  

 

（ ６ ） 中 央 圏 商 業 活 性 化  

中 央 圏 は 後 背 地 で の マ ン シ ョ

ン 開 発 に よ る 人 口 増 、 大 型 企 業

の 事 業 展 開 、 三 鷹 駅 南 口 方 向 か

ら の 著 し い 変 化 の 動 向 を 受 け 、
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型 複 合 ビ

ル

 

伴 う 南 北 一 体 の ま

づ く り に よ っ て 、 大 き く 変 わ

武 蔵

な

（

望

進  

近 い 将 来 、 商 環 境 に 大 き な 変 化

が 生 じ る こ と が 予 測 さ れ る 。  

現 在 、 北 口 で 民 間 大

の 建 設 が 進 ん で い る 。 既 成 商

店 街 と の 共 存 を 図 り つ つ 、 賑 わ

い と 魅 力 の あ る 市 街 地 の 形 成 を

創 出 す る 。 都 市 基 盤 整 備 の 進 捗

と あ わ せ て 、 活 性 化 の た め の 基

本 戦 略 を 構 築 す る 。

 

（ ７ ） 武 蔵 境 圏 商 業 活 性 化  

武 蔵 境 圏 は 、 鉄 道 の 連 続 立 体

交 差 化 事 業 に

ち

ろ う と し て い る 。 ま た 、 「

野 プ レ イ ス （ 仮 称 ） 」 の 建 設 も

含 め て 、 駅 周 辺 地 区 に は 文 化 ・

生 涯 学 習 施 設 が 多 数 存 在 し て

おり、来街者の増加も見込まれる。  

南 北 一 体 化 さ れ た 新 し い ま ち

づ く り の 基 本 方 針 を 検 討 す る た

め 、 商 業 者 や 市 民 に 加 え て 、 大

学 関 係 者 ・ 鉄 道 事 業 者 ・ 農 業 者

ど 地 域 を 構 成 す る 様 々 な 主 体

の 協 力 体 制 を 組 み 、 地 域 の 総 合

的 な 活 性 化 を 図 る 。  

 

 

 

８ ） 就 労 支 援  

就 労 支 援 の 課 題 は 、 個 人 の 希

す る 就 労 の 形 態 と 雇 用 の マ ッ

チ ン グ 、 就 労 に 必 要 な 技 術 ・ 技

能 の 研 修 、 そ れ に 就 労 継 続 支 援

で あ る 。 こ れ ら の 課 題 に 対 し て 、

ハ ロ ー ワ ー ク な ど 関 係 機 関 と 連

携 し て 取 り 組 む 。  

 

６  都 市 観 光 の 推

都 市 観 光 と は 都 市 に あ る 日 常

の 生 活 文 化 を 楽 し む 観 光 の こ と

で あ り 、 市 民 が 市 内 で の 買 い 物

や イ ベ ン ト を 楽 し み 、 芸 術 活 動

な ど 多 様 な 魅 力 に 気 づ き 、 ま ち

を 大 切 に す る 心 を 育 む こ と に よ

っ て そ の 魅 力 を さ ら に 高 め て い

く プ ロ セ ス が 重 要 視 さ れ る 。  

そ れ ぞ れ の 都 市 に 際 立 つ 歴 史

や 文 化 、 多 様 な 活 動 が 観 光 の 対

象 に な っ て き た 現 在 、 全 国 的 に

も 魅 力 的 な ま ち の 評 価 が 高 い 吉

祥 寺 を 要 に 、 本 市 で も 都 市 観 光

の 推 進 へ の 動 き が 始 ま り 、 今 後

へ の 期 待 が 高 ま り つ つ あ る 。  

★ 都 市 観 光 の 視 点 で ま ち づ く り を 行

蔵 野 市 観 光 推 進 計 画 」 を 策 定 し た 。  

**** * * * * * * * * *  

第 四 期 長 期 計 画 の 主 な 実 績  

う 指 針 と し て 、 平 成 19年 ８ 月 に 「 武

 



 取 扱 注 意  
平成 20 年２月 25 日現在 

 77

心

基 本 と な

る 方 針 と 方 策 を 明 ら か に し た 。  

来

街

進 す る た

、 そ の 母 体 と し て 「 武 蔵 野 市

光 推 進 機 構 （ 仮 称 ） 」 を 設 立

る 。  

と の 一 帯 地 域

で

 

り と 表 裏 一

体 の 関 係 に あ る 。 す な わ ち 、 緑

ストリート

ファニチャー（街路灯、ベンチな

ど）の整備、ユニバーサルデザイ

ンの導入やおもてなしの心など日

常のまちづくりの成果のすべてが

都市観光の資源であり、また観光

資源の維持や保全が市民生活にも

結びつく。都市観光の推進はこう

し た 広 い 視 野 に 立 ち 、 多 く の 主

体 の 協 働 に よ っ て 展 開 し て い く 。  

 

７  真 に 豊 か な 消 費 生 活 の 推 進 

（ １ ） ま ち の 魅 力 ・ 情 報 の 発 信  

商 工 会 議 所 や 地 元 商 店 街 を 中

に 、 多 彩 な イ ベ ン ト や マ ッ プ

づ く り 、 「 吉 祥 寺 コ ン シ ェ ル ジ

ュ 」 な ど 都 市 観 光 へ の 新 た な 取

組 み が ス タ ー ト し 、 市 も 武 蔵 野

市 観 光 推 進 計 画 （ 平 成 19年 策

定 ） に よ っ て 、 観 光 資 源 の 所 在

や 観 光 推 進 に つ い て の

こ れ に 基 づ き つ つ も 、 更 に

者 や 市 場 特 性 の 把 握 に も 配 慮

し 、 よ り 的 確 な 資 源 の 評 価 と 選

択 、 経 路 の 設 定 、 そ し て 情 報 発

信 、 ま た ブ ラ ン ド づ く り や イ ベ

ン ト な ど に よ る パ ブ リ シ テ ィ

（ 宣 伝 ） 努 力 な ど 、 具 体 的 で 戦

略 的 な 活 動 の 提 案 や 実 施 を 図 っ

て い く 。  

 

（ ２ ） 観 光 推 進 組 織 の 設 立  

 都 市 観 光 の 担 い 手 は ま さ に 一

人 ひ と り の 市 民 で あ り 、 事 業 者

で あ る 。 そ れ ら の 広 い 範 囲 か ら

の 協 力 、 支 援 を 得 て 、 市 民 が 繰

り 広 げ る 都 市 観 光 を 推

め

観

す

ま た 、 隣 接 都 市

の 観 光 の 展 開 に 向 け て 、 様 々

な レ ベ ル で の 広 域 連 携 も 進 め る 。

 

（ ３ ） 都 市 観 光 と ま ち づ く り の

連 携 強 化  

都 市 観 光 の 推 進 は 市 民 の 暮 ら

し の た め の ま ち づ く

や景観の充実、標識や

消 費 生 活 の 課 題 は 時 代 に よ り

変 化 す る が 、 現 在 は 「 振 り 込 め

詐 欺 」 に 代 表 さ れ る 詐 欺 行 為 、

人 の 不 安 に つ け 込 む 悪 質 商 法 、

偽 装 な ど の 食 の 問 題 へ の 対 応 が

者 教 育 や 啓 発 活 動 を 進 め る と

重 要 な 課 題 と な っ て い る 。 こ れ

ら の 被 害 を 未 然 に 防 ぐ た め の 消

費
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て

な

る 市 登 録 団 体 へ の 支

援 を 引 き 続 き 進 め る 。 食 の 安 全

方

と も に 、 豊 か な 消 費 生 活 に つ い

市 民 同 士 が 学 び あ う よ う な 工

夫 を す る こ と が 必 要 で あ る 。  

 

（ １ ） 消 費 者 教 育 の 推 進 と 相 談

事 業 の 充 実  

庁 内 外 の 関 連 部 署 の 連 携 を 引

き 続 き 進 め な が ら 、 市 民 を 対 象

と し た 「 消 費 生 活 講 座 」 を 開 催

し 、 市 民 、 特 に 中 高 生 や 高 齢 者

ど を 対 象 に し た 出 前 講 座 の 積

極 的 な 推 進 や 悪 質 商 法 被 害 に 関

す る 情 報 提 供 、 被 害 防 止 キ ャ ン

ペ ー ン 、 き め 細 か な 相 談 な ど を

充 実 さ せ る 。  

 

（ ２ ） 消 費 者 活 動 の 支 援  

消 費 者 活 動 に 継 続 的 な 取 組 み

を 行 っ て い

や 食 文 化 な ど 、 食 生 活 の あ り

に 消 費 者 が 主 体 的 に か か わ る 力

を 育 て る 各 種 講 座 や 啓 発 活 動 を

進 め る 。  

 

８  防 犯 性 の 高 い 快 適 な ま ち づ

く り  

本 市 で は 、 市 内 110番 受 理 件

数 及 び 刑 事 事 件 発 生 件 数 は 、 平

成

と や 、 国 内 で の 若 年 層 の 衝 動 的

民 の 「 体 感 治 安 」 は

悪

と で あ る 。 ま た 、 自 転 車 や 徒

パ ト ロ ー ル 隊 や 、 市 内 全 域 を 車

で 回 る ホ ワ イ ト イ ー グ ル も 、 地

域 防 犯 に お け る 重 要 な 役 割 を 担

っ て い る 。 今 後 は こ れ ら の パ ト

ロ ー ル 間 の 連 携 を 促 進 し 、 犯 罪

の 防 止 を 図 る 。  

 

14年 以 降 減 少 傾 向 に あ る 。  

し か し 、 犯 罪 の 発 生 場 所 が 身

近 な 住 宅 地 に な る 傾 向 が あ る こ

な 犯 罪 が し ば し ば 報 道 さ れ る こ

と か ら 、 市

化 し て い る と い わ れ る 。 今 後

市 民 の 安 全 感 ・ 安 心 感 を 高 め て

い く 必 要 が あ る 。 地 域 社 会 で の

取 組 み と し て は 住 民 相 互 の つ な

が り を 深 め 、 よ り 「 防 犯 力 」 の

高 い ま ち づ く り を 進 め て い く 。  

 

（ １ ） 防 犯 性 の 高 い ま ち づ く り

の 推 進  

地 域 防 犯 の 基 礎 は 、 地 域 住 民

同 士 が 顔 見 知 り に な り 、 声 を 掛

け あ う 関 係 を つ く り 、 お 互 い が

見 守 り あ う ま ち づ く り を 進 め る

こ

歩 で 各 地 域 を 巡 回 す る 市 民 安 全
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化 、 防 犯 カ メ ラ の 設 置 を 行 っ た 。 ま

に 防 犯 カ メ ラ を 設 置 し た 。  

に 、 公 害 及 び 有 害 化 学 物 質 の 発

っ て い る 三 駅 周 辺 の 喫 煙 マ ナ ー

果 を 上 げ て お り 、 今 後 一 層 高 い

期 計 画 の 主 な 実 績  

8年 か ら 市 民 、 事 業 者 、 行 政

関 係 者 等 に よ り 「 落 書 き 消 し ち ゃ い

隊

商 店

***** * * * * * * * *  

第 四 期 長 期 計 画 の 主 な 実 績  

★ 公 立 保 育 園 で は 門 扉 オ ー ト ロ ッ ク

た 、 す べ て の 市 立 小 中 学 校 、 幼 稚 園

 

（ ２ ） 快 適 な 生 活 環 境 の 確 保  

快 適 な 生 活 環 境 の 確 保 の た め

生 状 況 を 監 視 す る と と も に 、 近

年 増 加 傾 向 に あ る 市 民 生 活 に 起

因 す る 生 活 公 害 （ 騒 音 や ペ ッ ト

に 関 わ る 問 題 な ど ） の 低 減 や 解

決 の た め の 施 策 を 検 討 す る 。  

ま た 引 き 続 き 吉 祥 寺 駅 周 辺 の

環 境 浄 化 に 努 め る 。 現 在 、 商 店

会 ・ 企 業 ・ 市 ・ 市 民 の 協 働 で 行

ア ッ プ キ ャ ン ペ ー ン は 一 定 の 効

目 標 を 掲 げ 、 取 組 み を 強 化 す る

と と も に 、 他 地 域 へ の 取 組 み の

拡 大 を 検 討 ・ 推 進 す る 。 こ れ ま

で の 駅 前 な ど の 美 化 清 掃 事 業 に

加 え て 、 市 内 の 落 書 き を 防 ぐ 対

策 を 検 討 し 、 落 書 き 消 去 と あ わ

せ て 積 極 的 に 推 進 す る 。  

***** * * * * * * * *  

第 四 期 長

★ 平 成 1

」 と し て 、 市 内 の 電 柱 、 バ ス 停 、

シ ャ ッ タ ー な ど の 落 書 き 消 去 活

動 を 実 施 し て い る 。  

９  防 災 態 勢 の 強 化  

地 震 ・ 風 水 害 ・ 伝 染 病 ・ テ ロ

な ど の 自 然 災 害 ・ 人 為 的 危 機 に

備 え 、 防 災 態 勢 と 危 機 対 応 態 勢

を 確 立 し 、 被 害 を 最 小 限 に 食 い

止 め る 減 災 能 力 を 公 民 双 方 に お

い て 向 上 さ せ る こ と は 、 安 全 ・

安 心 な ま ち づ く り の う え で 最 重

要 の 課 題 で あ る 。  

突 発 的 集 中 的 豪 雨 に よ る 水 害

が 市 内 で 発 生 し た こ と は 記 憶 に

新 し い が 、 首 都 圏 で の 大 地 震 が

い つ 発 生 し て も お か し く な い 状

況 に あ る 。 阪 神 ・ 淡 路 大 震 災 の

教 訓 の 通 り 、 都 市 災 害 に お い て

は 民 間 の 自 主 防 災 力 が 各 地 域 単

位 に ど れ だ け 整 っ て い る か が 減

災 の 成 否 の 分 か れ 目 と な る 。 自

助 ・ 共 助 ・ 公 助 の そ れ ぞ れ の 力

を つ な ぎ 、 連 携 態 勢 を 確 立 し 、

防 災 ・ 減 災 能 力 の さ ら な る 向 上

を 目 指 す 。  

 

（ １ ） 地 域 防 災 基 盤 の 強 化  

地 域 防 災 の 基 盤 強 化 の 課 題 は 、

施 設 ・ 設 備 の 整 備 で あ る と と も

に 、 福 祉 や コ ミ ュ ニ テ ィ な ど の

動 と の 連 携 を 不 可 欠 と す る 。  

消 火 栓 を は じ め 防 火 水 槽 な ど

活
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備 を 引 き 続 き 進

善 を 行 う 。  

動 な ど を 行 う た め に は 、 地 域 の

め る と と も に 、

団 詰 所 の

防 災 機 能 の 整 備 ・ 強 化 を 進 め る 。  

**

置 し た 。  

害 な ど 様 々

な

 

民 の 安 全 を 守 る た

め 、 関 係 機 関 と 連 携 し 全 庁 体 制

**

第 四 期 長 期 計 画 の 主 な 実 績  

 

の 消 防 水 利 の 整

め る 。 災 害 時 に 避 難 所 と な る 市

内 小 中 学 校 へ の 災 害 用 給 水 施 設

の 整 備 は 完 了 し た た め 、 今 後 は 、

給 水 方 法 の 検 討 や 既 設 設 備 の 改

ま た 、 オ ー プ ン ス ペ ー ス 確 保

及 び 防 災 機 能 強 化 の た め の 「 防

災 広 場 」 整 備 と 「 地 区 災 害 時 待

避 所 」 の 追 加 指 定 の 協 力 依 頼 を

引 き 続 き 推 進 す る 。  

震 災 時 、 迅 速 な 救 出 ・ 消 火 活

防 災 力 の 向 上 が 課 題 で あ る 。 そ

の 一 つ と し て 、 地 域 の 様 々 な 単

位 の 人 的 資 源 を つ な ぎ 合 わ せ る

こ と に よ り 、 自 主 防 災 組 織 づ く

り を 進 め る 。  

自 主 防 災 組 織 は 、 平 成 19年 ９

月 現 在 24組 織 ま で 増 え て い る が 、

市 内 全 域 の 組 織 化 を さ ら に 推 進

し 、 自 主 防 災 組 織 連 絡 協 議 会 を

設 立 す る 。  

平 成 17年 度 に 想 定 さ れ た 避 難

想 定 人 口 ４ 万 9,000人 の ２ 日 分

の 食 糧 備 蓄 を 進

寝 具 や 日 用 品 な ど の 生 活 必 需 品

の 整 備 を 引 き 続 き 進 め る 。  

ま た 、 地 域 の 防 災 拠 点 確 保 の

た め 、 引 き 続 き 各 消 防

****** * * * * *  

第 四 期 長 期 計 画 の 主 な 実 績  

★ 消 防 水 利 の 不 足 地 域 の 公 園 な ど ３

か 所 に 100ｔ の 防 火 水 槽 、 計 ３ 基 設

 

（ ２ ） 防 災 安 全 セ ン タ ー の 機 能

充 実  

平 成 19年 ７ 月 の 防 災 安 全 セ ン

タ ー 開 設 に よ り 、 災

危 機 管 理 に 対 す る 対 策 本 部 機

能 は 確 保 さ れ た 。 今 後 、 対 策 本

部 の 情 報 収 集 ・ 伝 達 な ど の 指 揮

所 機 能 を 確 実 な も の と し て い く 。

災 害 時 に 必 要 な 情 報 を 、 新 た に

構 築 し た 防 災 情 報 シ ス テ ム に よ

り 、 一 元 的 に 収 集 ・ 分 析 し 、 防

災 関 係 機 関 ・ 災 害 ボ ラ ン テ ィ ア

セ ン タ ー な ど と の 情 報 共 有 や 被

災 者 へ の 情 報 発 信 を 行 う 。  

 新 型 イ ン フ ル エ ン ザ な ど の 健

康 に 対 す る 危 機 や テ ロ な ど 様 々

な 危 険 か ら 市

で の 取 組 み を 確 立 す る 。  

*** ** * * * * * *  

★ 危 機 管 理 の 拠 点 と し て 、 災 害 対 策

本 部 の 判 断 ・ 指 揮 機 能 を 有 す る 防 災

安 全 セ ン タ ー を 平 成 19年 ７ 月 に 開 設

し た 。  
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と な っ て 参 画 で き

る

を サ ポ ー

ト

な ど に お け る ト

イ

所 と な る 市 立 小 中 学

校 の 災 害 用 井 戸 の 全 校 へ の 設 置 、 市

内

二 丁 目 防 災 広 場 を 整 備 し た 。  

10 市 民 活 動 の 活 性 化 と 協 働 の

（ ３ ） 避 難 所 の 整 備 ・ 運 営 体 制

の 確 立  

災 害 時 、 い ち 早 く 各 地 域 の 実

情 に あ っ た 避 難 所 を 開 設 ・ 運 営

す る こ と が 必 要 と な る た め 、 地

域 住 民 が 主 体

態 勢 を 確 立 す る 。  

地 域 の 自 主 防 災 組 織 や 防 災 推

進 員 な ど が 主 体 と な っ て 避 難 所

運 営 に 参 画 ・ 協 力 で き る よ う 、

組 織 整 備 と 研 修 ・ 訓 練

す る 。  

高 齢 者 、 障 が い 者 、 外 国 人 市

民 な ど 災 害 時 に 特 に 支 援 を 必 要

と す る 人 々 に 対 す る 支 援 の あ り

方 に つ い て は 、 地 域 防 災 計 画 を

踏 ま え 、 十 分 な 備 え を 行 う 。  

避 難 所 ・ 公 園

レ 対 策 を 引 き 続 き 進 め る と と

も に 、 マ ン ホ ー ル を 活 用 す る 災

害 用 ト イ レ の 整 備 を 進 め る 。  

***** * * * * * * * *  

第 四 期 長 期 計 画 の 主 な 実 績  

★ 災 害 時 に 避 難

４ か 所 目 と な る 防 災 広 場 、 西 久 保

 

推 進  

 

り は 、 コ ミ ュ ニ テ ィ 構 想 に 基 づ

コ ミ ュ ニ テ ィ 構 想 の 策 定 か ら

ま ち づ く り な ど 様 々 な ま

ち

 

と

ー の

設 置

げる方向での様々な要望もある。    武 蔵 野 市 の コ ミ ュ ニ テ ィ づ く

き 16の コ ミ ュ ニ テ ィ 協 議 会 が 組

織 さ れ 、 20館 （ 分 館 を 含 む ） の

コ ミ ュ ニ テ ィ セ ン タ ー を 拠 点 と

し て 、 市 民 主 体 で 進 め ら れ て き

た 。  

35年 以 上 経 過 し た 今 日 、 安 全 ・

安 心 の

の ニ ー ズ と の 関 連 で コ ミ ュ ニ

テ ィ の 重 要 性 が 再 認 識 さ れ 、 地

域 コ ミ ュ ニ テ ィ 活 動 の 活 性 化 が

こ れ ま で 以 上 に 求 め ら れ て い る 。

今 後 ま す ま す 多 様 化 す る で あ

ろ う 市 民 の ニ ー ズ に 的 確 に 応 え

て い く た め に は 、 行 政 に よ る 施

策 だ け で は 不 十 分 で あ り 、 Ｎ Ｐ

Ｏ や 各 種 市 民 活 動 と の 幅 広 い 協

働 の 推 進 が 不 可 欠 で あ る 。  

 

（ １ ） コ ミ ュ ニ テ ィ の 活 性 化

あ り 方 の 検 討  

現 在 、 コ ミ ュ ニ テ ィ 協 議 会 、

コ ミ ュ ニ テ ィ セ ン タ ー の 積 極 的

な 役 割 に 対 す る 期 待 が 高 ま っ て

い る 。 コ ミ ュ ニ テ ィ セ ン タ

施 設 改 善 や 新 た な セ ン タ ー

の 要 望 の ほ か 、 コ ミ ュ ニ テ ィ 自

体 の 活 動 の 質 を 一 層 高 め 、 幅 を

広
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テ ィ の 更 な る 活 性 化 の

た

 

ー の 中 に

は

対 策 を 検 討 し 、 計 画

的

仕

が 設 置 さ れ 、 平 成 16年 の 第 一 期 評 価

３ 月 、 第 二 期 評 価

と 協

事 業 の 展 開  

に 行 う 公 益 的 な 活 動 は 、

住 民 参 加 、 住 民 自 治 の 本 来 の あ

り 方 で あ る こ と か ら 、 行 政 が こ

・ 市 民 活 動 団 体 と の 幅 広

い

た 「 市 民 協 働 サ ロ ン 」 に 加 え て 、

と 協 働 し た い 事 業 の 企 画 を

し 、 こ れ ら の 団

体

こ う し た 課 題 を 整 理 し 、 地 域

コ ミ ュ ニ

め に 、 コ ミ ュ ニ テ ィ と コ ミ ュ

ニティセンターのあり方について

広 く 検 討 す る た め 、 第 六 期 コ ミ

ュ ニ テ ィ 市 民 委 員 会 を 設 置 す る 。

コ ミ ュ ニ テ ィ セ ン タ

、 使 用 者 の 利 用 形 態 の 変 化 な

ど に 対 応 し た 設 備 の 改 善 や 、 一

層 の バ リ ア フ リ ー 化 が 必 要 と さ

れ て い る も の も あ る 。 こ れ ら に

つ い て は 、

に 改 善 を 行 っ て い く 。  

地 域 通 貨 は コ ミ ュ ニ テ ィ づ く

り の ツ ー ル と し て の 可 能 性 を 秘

め て お り 、 コ ミ ュ ニ テ ィ ビ ジ ネ

ス の 萌 芽 育 成 や 人 の 交 流 を 促 す

組 み づ く り の 観 点 か ら 研 究 す

る 。  

***** * * * * * * * *  

第 四 期 長 期 計 画 の 主 な 実 績  

★ 武 蔵 野 市 コ ミ ュ ニ テ ィ 評 価 委 員 会

に 続 き 、 平 成 18年

が 実 施 さ れ た 。  

 

（ ２ ） 協 働 推 進 体 制 の 整 備

働

地 域 の 主 人 公 と し て の 住 民 が

自 発 的

う し た 活 動 の 支 援 を 行 う こ と は

重 要 な 意 義 を 持 つ 。  

ま た 、 市 民 の 多 様 化 す る ニ ー

ズ に 的 確 に 応 え て い く た め に は 、

Ｎ Ｐ Ｏ

協 働 を 推 進 す る こ と が 必 要 で

あ る 。 Ｎ Ｐ Ｏ 活 動 促 進 基 本 計 画

に 基 づ き 、 協 働 推 進 体 制 を 整 備

し 、 事 業 を 多 面 的 に 推 進 す る 。  

Ｎ Ｐ Ｏ ・ 市 民 活 動 の 拠 点 整 備 、

相 互 交 流 と ネ ッ ト ワ ー ク 化 の 推

進 の た め に 、 市 役 所 内 に 設 置 し

本 格 的 な 「 Ｎ Ｐ Ｏ ・ 市 民 活 動 サ

ポ ー ト セ ン タ ー （ 仮 称 ） 」 の 整

備 を 進 め る と と も に 、 そ の 運 営

な ど の あ り 方 に つ い て の 検 討 を

市 民 参 加 で 進 め る 。  

市

Ｎ Ｐ Ｏ ・ 市 民 活 動 団 体 か ら 募 る

公 募 制 度 を 拡 充

と の 創 造 的 な 協 働 事 業 の 拡 大

を 図 る 。  

行 政 と Ｎ Ｐ Ｏ ・ 市 民 活 動 団 体

な ど が 共 通 の 理 解 の も と 、 協 働

事 業 を 進 め る 際 の ガ イ ド ラ イ ン

を 定 め た ハ ン ド ブ ッ ク に 基 づ き 、

今 後 の 協 働 を 進 め て い く 。  

ま た 、 協 働 の 推 進 に は 、 職 員
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の

検

動 団 体 が 出 会 い 、 相 互 の 連 携 を と り 、

の 「 市 民 協 働 サ ロ ン 」 を 市 役 所 内 に

援  

づ く り を 進 め る 。  

意 識 改 革 と と も に 、 市 民 意 識

の 向 上 も 必 要 で あ る 。 各 種 事 業

の 企 画 立 案 ・ 実 施 体 制 の 見 直 し

を 行 い 、 庁 内 推 進 体 制 の 整 備 を

進 め る 。 同 時 に 職 員 と 市 民 と の

相 互 理 解 を 深 め る た め の 研 修 を

討 す る 。  

***** * * * * * * * *  

第 四 期 長 期 計 画 の 主 な 実 績  

★ 平 成 19年 ９ 月 に 、 Ｎ Ｐ Ｏ ・ 市 民 活

行 政 と の 協 働 を 円 滑 に 推 進 す る た め

設 置 し た 。  

 

（ ３ ） 団 塊 世 代 等 の 参 画 支

団 塊 世 代 や 定 年 を 迎 え た 世 代

が そ の 豊 富 な 知 識 や 経 験 を 活 か

し て 、 Ｎ Ｐ Ｏ ・ 市 民 活 動 や 地 域

コ ミ ュ ニ テ ィ 活 動 な ど に 積 極 的

に 参 画 で き る よ う 、 環 境 整 備 と

仕 組 み

 

11 男 女 共 同 参 画 社 会 の 実 現  

男 女 が 、 社 会 の 対 等 な 構 成 員

し て 、 自 ら の 意 思 に よ っ て 社

が 確 保 さ れ 、 男

女

と も に 、

市 民 と の 協 働 を 促 進 し て い く 。  

女

 

に つ い て

も

進 市 民 会 議 を 設 置 し た 。  

な 活 動 の 充 実 と 環 境

整

護 、

保

と

会 の あ ら ゆ る 分 野 に お け る 活 動

に 参 画 す る 機 会

が 均 等 に 政 治 的 、 経 済 的 、 社

会 的 及 び 文 化 的 利 益 を 享 受 す る

こ と が で き 、 か つ 、 と も に 責 任

を 担 う 社 会 の 実 現 は 、 本 市 に と

っ て も な お 課 題 で あ る 。 全 庁 的

な 取 組 み を 強 化 す る と

 

（ １ ） 推 進 体 制 の 整 備 と 強 化  

市 の 男 女 共 同 参 画 計 画 の 事 業

進 捗 に つ い て 点 検 評 価 し 、 新 た

な 社 会 変 化 に 対 応 す る 第 二 次 男

女 共 同 参 画 計 画 を 策 定 す る 。 男

共 同 参 画 推 進 の 指 針 と な る

「 男 女 共 同 参 画 基 本 条 例 （ 仮

称 ） 」 の 制 定 に つ い て 検 討 す る 。

市 民 と の 協 働 を 促 進 す る 一 環

と し て 、 む さ し の ヒ ュ ー マ ン ・

ネ ッ ト ワ ー ク セ ン タ ー の 活 動 と

機 能 の 充 実 を 支 援 す る 。 武 蔵 境

市 政 セ ン タ ー の 移 転 が 計 画 さ れ

て い る が 、 同 セ ン タ ー

移 転 を 含 め た 検 討 を 行 う 。  

***** * * * * * * * *  

第 四 期 長 期 計 画 の 主 な 実 績  

★ 平 成 19年 ８ 月 に 、 男 女 共 同 参 画 推

 

（ ２ ） 様 々

備  

女性の就労実態や、就労のバリア

となっている社会環境を把握する

取 組 み を 強 化 し 、 男 女 共 同 の 社

会 参 画 を 促 す 施 策 を 、 人 権 擁

育 ・ 育 児 、 介 護 な ど の 分 野 で
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へ の 支 援 を 進 め る 。  

の 推 進 に 向 け 、

実 を 図 っ て い く 。 市

各 種 委 員 会 な ど に お け る 男 女

取

展 開 す る 。  

育 児 休 業 ・ 介 護 休 業 制 度 の 普

及 を 図 り 、 男 女 が 仕 事 と 家 庭 の

両 立 を 図 れ る よ う に 努 め る 。 部

分 就 労 な ど の 新 し い 働 き 方 に つ

い て の 情 報 提 供 、 地 域 に 根 ざ し

た 創 業 ・ 起 業

男 女 共 同 参 画

市 民 の 共 通 認 識 を 深 め る 手 が か

り と し て 、 情 報 誌 「 ま な こ 」 の

さ ら な る 充

の

構 成 比 の 適 正 化 な ど 、 全 庁 的 な

組 み を 引 き 続 き 進 め る 。  

 

12  都 市 ・ 国 際 交 流 の 推 進  

 本 市 の 交 流 事 業 は 「 都 市 の 窓

理 解 と 互 恵 の 促 進 を 原 則 に し て

推 進 さ れ て き た 。 事 業 ご と に 目

的

な チ ャ ン ネ ル で の 交 流 を 検 討

 

積

り 、 新 た な 組 織

***** * * * * * * * *  

四 期 長 期 計 画 の 主 な 実 績  

ッ ク の 会 」 を 設 立 し た 。  

案 ・ 企 画 型 の 国 内 交 流 体 制

の

今 後 も 武 蔵 野 市 が 「 住 み た い ま

を 開 く 」 を キ ー ワ ー ド に し て 、

友 好 都 市 や 在 住 外 国 人 と の 相 互

を 明 確 に し 、 そ の 成 果 が よ り

一 層 お 互 い に 還 元 さ れ る よ う に 、

一 定 の 年 限 毎 に 検 証 を 行 い つ つ 、

充 実 を 図 る 。  

 

（１）国内都市交流・協力の推進 

市 民 相 互 の 交 流 を 中 心 と し 、

相 手 側 か ら の 提 案 も 募 り つ つ 、

農 業 や 自 然 体 験 な ど 参 加 ・ 体 験

型 の 事 業 を 推 進 す る 。 お 互 い の

生 活 を 補 い あ う よ う な 形 で 、 多

様

す る 。  

多 く の 自 治 体 は 過 疎 化 の 問 題

を 抱 え て い る 。 友 好 都 市 と し て

課題を共有し、取組みを検討する。

 

（ ２ ） 国 際 交 流 ・ 協 力 の 推 進  

 今 後 も 市 民 を 主 体 と す る 交 流

事 業 の 一 層 の 深 化 を 目 指 し て 、

極 的 に 国 際 交 流 ・ 協 力 事 業 を

推 進 し て い く 。 拡 大 ・ 発 展 し て

き た 事 業 に つ い て は 、 そ の 目 的

と 成 果 を 検 証 し つ つ 、 武 蔵 野 市

国 際 交 流 協 会 や 関 係 機 関 と 連 携

し て 進 め る 。  

ま た 、 国 際 交 流 協 会 は 、 公 益

財 団 法 人 化 を 図

体 制 を 確 立 す る 。  

第

★ 平 成 19年 ４ 月 、 ジ ュ ニ ア 交 流 団 、

ホ ス ト フ ァ ミ リ ー 経 験 者 を 中 心 と す

る 「 ラ ボ

★ 市 民 提

構 築 に 向 け て 研 究 を 開 始 し た 。  

 

（ ３ ） 外 国 人 市 民 へ の サ ー ビ ス

・ 支 援 の 充 実  

 留 学 生 を 含 む 外 国 人 に と っ て 、
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け る よ う に 環 境 整

備

ア

友

好 関 係 を 築 き 、 相 互 理 解 を 深 め

学

と 連 携 し 、 留 学 生 支 援 策 の 拡 充

に つ い て 検 討 す る 。  

 

13 生 涯 ス ポ ー ツ の 振 興  

ち 」 で あ り 続

を 進 め る 。  

 外 国 人 市 民 に 対 し て 、 き め 細

や か な 情 報 提 供 に 努 め 、 そ れ ら

の 人 々 が 抱 え る 問 題 に つ い て の

相 談 事 業 を 一 層 充 実 さ せ る 。 ま

た 、 国 際 交 流 協 会 を 中 心 と し て 、

ジ ア を は じ め と し た 様 々 な 国

の 人 々 と の 交 流 を 行 い 、 異 文 化

理 解 や 国 際 協 調 の 意 識 を 深 化 さ

せ る 。  

 留 学 生 支 援 の 課 題 は 、 留 学 生

活 で の 困 り ご と の 解 消 と 、 地 域

の 人 た ち と の 交 流 を 通 し て 、

る こ と で あ る 。 市 内 ・ 周 辺 大

 健 康 へ の 意 識 の 高 ま り や 、 コ

ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン や 仲 間 づ く り

を 求 め て 、 ス ポ ー ツ や レ ク リ

エ ー シ ョ ン に 参 加 す る 人 々 が 増

え て い る 。 多 様 な 市 民 が の び の

と 自 由 に 身 体 を 動 か し 、 様 々

会

す る 指 針 と し て 「 ス

ポ

合 体 育 館 を 中 心 と し て 、 学 校 、

 

も に 、 市 民 誰 も

が

く り の 基 盤 形 成 と な る よ う に 引

、 新 た な ス ポ ー

び

な ス ポ ー ツ に 取 り 組 め る 場 や 機

を 整 え て い く こ と が 期 待 さ れ

て い る 。  

（ １ ） ス ポ ー ツ 施 策 の 多 角 的 な

検 討  

生 涯 ス ポ ー ツ 社 会 を 目 指 し 、

市 に お け る ス ポ ー ツ 施 策 を 総 合

的 に 推 進

ー ツ 振 興 計 画 （ 仮 称 ） 」 を 策

定 す る 。 市 民 が ス ポ ー ツ に 親 し

む 機 会 を よ り 拡 充 す る た め に 、

総

コ ミ ュ ニ テ ィ セ ン タ ー 、 民 間 の

ス ポ ー ツ 施 設 と の 連 携 の あ り 方

を 検 討 し 、 利 用 者 の 立 場 に 立 っ

た ネ ッ ト ワ ー ク の 構 築 を 進 め る 。

あ わ せ て 、 （ 財 ） 武 蔵 野 ス

ポ ー ツ 振 興 事 業 団 の あ り 方 に つ

い て も 多 角 的 に 検 討 す る 。  

ス ポ ー ツ 指 導 者 の 育 成 を 引 き

続 き 進 め る と と

気 軽 に 身 近 に ス ポ ー ツ を 楽 し

め る よ う 、 講 習 内 容 の 工 夫 や 環

境 整 備 を 行 う 。  

 

（２）スポーツ施設の整備・充実 

す べ て の 市 民 が 、 ス ポ ー ツ を

快 適 か つ 安 全 に 楽 し み 、 健 康 づ

き 続 き 施 設 の 整 備 ・ 充 実 、 利 便

性 の 向 上 を 図 り

ツ 種 目 の 普 及 も 含 め て 、 生 涯 ス
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く に な る 総 合 体

ポ ー ツ の 振 興 を 進 め る 。  

開 設 後 20年 近

育 館 は 、 計 画 的 に 改 修 を 進 め る

が 、 平 成 25年 開 催 予 定 の 第 68回

国 民 体 育 大 会 （ 東 京 国 体 ） の 競

技 会 場 と な る 施 設 の 改 修 を 優 先

す る 。 武 蔵 野 プ ー ル 管 理 棟 は 改

築 の 検 討 を 行 う 。  

 

14 特 色 あ る 市 民 文 化 の 発 展  

武 蔵 野 市 の 特 色 あ る 市 民 文 化

と し て 、 吉 祥 寺 を 中 心 に 活 発 に

躍 動 す る 都 市 の 文 化 、 市 内 ・ 周

辺 大 学 や 市 民 の 旺 盛 な 学 習 活 動

に 支 え ら れ た 学 術 的 文 化 、 多 様

な 公 園 や 上 水 沿 い 及 び 街 路 樹 や

宅 地 の 樹 木 ま で 含 め た 緑 を 守 る

文 化 、 さ ら に 地 域 活 動 や 市 民 公

益 活 動 を 住 民 が 自 主 的 に 担 う 自

治 の 文 化 な ど が あ げ ら れ る 。  

ブ ラ ン ド で も あ る 。  

が 、 都 市 の 文 化 と し て 形

を

づ

保 存 ・ 公 開 す

場 と し て 、 そ の 規 模 や 機 能 に

 

武 蔵 野 市 観 光 推 進 計 画 で は 、

観 光 推 進 の 目 標 と し て 、 「 と も

に 楽 し み 、 交 歓 で き る ま ち 」

「 価 値 あ る 時 間 を 過 ご せ る ま

ち 」 「 楽 し さ や 、 く つ ろ ぎ の 中

に 、 安 全 ・ 安 心 を 実 感 で き る ま

ち 」 の 三 つ を あ げ て い る 。 こ の

三 つ の イ メ ー ジ は 武 蔵 野 市 が 育

て た い 都 市

市 民 生 活 の 中 で 育 ま れ た 多 様

な 文 化

な し 、 人 を 引 き つ け て や ま な

い 魅 力 と し て 発 信 さ れ る 武 蔵 野

の 都 市 の 戦 略 を 積 極 的 に 推 進 し

て い く 。  

 

（ １ ） 市 民 文 化 施 設 の 拡 充  

新 た に 建 設 が 予 定 さ れ て い る

「 武 蔵 野 プ レ イ ス （ 仮 称 ） 」 は 、

図 書 館 機 能 を 核 と し た 新 し い タ

イ プ の 知 的 創 造 拠 点 施 設 と し て 、

武 蔵 境 駅 周 辺 の 南 北 一 体 の ま ち

く り の 構 想 の 中 に 位 置 づ け 、

市 民 参 加 で 運 営 ・ 企 画 を 推 進 す

る 。  

歴 史 資 料 館 に つ い て は 、 武 蔵

野 市 に 残 さ れ た 文 化 財 や 古 文 書

・ 公 文 書 や 、 中 島 飛 行 機 武 蔵 製

作 所 に 代 表 さ れ る 戦 争 の 記 録 な

ど を 収 集 ・ 整 理 ・

る

つ い て 引 き 続 き 検 討 を す す め る 。

吉 祥 寺 美 術 館 は 、 今 後 、 魅 力

あ る 企 画 を 充 実 さ せ 、 一 層 の 活

用 を 図 る た め 、 企 画 展 示 室 の 拡

張 や 設 備 面 の 充 実 な ど 様 々 な 角

度 か ら あ り 方 を 検 討 す る 。  

公 会 堂 は 近 年 施 設 ・ 設 備 の 老
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、 多

く

進  

市 民 の 多 様 な 文 化 活 動 が 相 互

設 が 結 び つ く こ と に よ り 、 一 層

豊 か な 文 化 活 動 を 展 開 す る こ と

が で き る 。 今 後 は 、 様 々 な 文 化

施 設 が 、 学 校 、 子 育 て ・ 高 齢 者

施 設 な ど の 公 的 施 設 や 民 間 施 設

と 連 携 を と っ て 、 総 合 的 に 文 化

活 動 を 創 造 ・ 継 承 ・ 発 展 さ せ る

地 域 拠 点 と し て ネ ッ ト ワ ー ク を

構 築 す る こ と が 求 め ら れ る 。  

ま た 、 文 化 の 担 い 手 の 育 成 と

拡 大 も 必 要 で あ る 。 市 民 と の 協

働 を 進 め な が ら 、 よ り 総 合 的 な

文 化 施 策 を 構 想 ・ 推 進 し 、 「 市

民 文 化 振 興 総 合 計 画 （ 仮 称 ） 」

の 策 定 を 検 討 す る 。  

・

 

館 、 吉 祥 寺 シ ア タ ー 、

能 劇 場 を 武 蔵 野 発 の 都 市 文 化

え 、

相

朽 化 が 目 立 ち 始 め た 。 ま た

の 利 用 者 か ら の バ リ ア フ リ ー

化 の 要 望 に も 対 応 で き て い な い 。

今 後 、 公 会 堂 の あ り 方 に つ い て 、

建 替 え も 含 め て 研 究 を 行 う 。  

 

（ ２ ） 文 化 施 設 及 び 文 化 活 動 の

ネ ッ ト ワ ー ク 化 の 推

 

に 結 び つ い た り 、 様 々 な 文 化 施

（ ３ ） 都 市 文 化 の 積 極 的 な 発 信  

 市 民 の 生 活 圏 が 広 域 化 し 、 世

界 的 な 広 が り に ま で 及 ぼ う と し

て い る 今 日 、 武 蔵 野 市 を 広 域 的

グ ロ ー バ ル な 視 点 か ら 捉 え 直

し 、 世 界 的 な 都 市 の 文 化 の 発 展 、

未 来 の 文 化 創 造 へ と つ な げ て い

く 視 点 の 重 要 性 が 増 し て い る 。  

「 武 蔵 野 プ レ イ ス (仮 称 )」 、

市 民 文 化 会

芸

発 信 の 拠 点 と し て 積 極 的 に 捉

互 の ネ ッ ト ワ ー ク を 強 化 す る

こ と で 市 内 外 の 注 目 を 常 に 集 め

る 魅 力 あ る 事 業 を 推 進 し 、 時 代

の 先 頭 に 立 つ 創 造 性 を 発 揮 し て

い く 。  
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Ⅳ 都市基盤 

「 都 市 基 盤 」 の 範 囲 は 、 市 民

の 暮 ら し や 活 動 を 支 え る 施 設 ・

設 備 な ど の 物 的 社 会 資 本 の 整 備

や 維 持 、 そ の 方 法 や 仕 組 み な ど

で あ る 。 そ こ で の 事 業 は 「 的 確

な 技 術 の 適 用 」 、 「 長 期 的 な 持

続 性 」 、 「 事 業 規 模 に 伴 う コ ス

ト や 地 域 社 会 へ の 影 響 の 大 き

さ 」 な ど の 特 徴 を 考 慮 し て 行 わ

な け れ ば な ら な い 。  

本 市 は 比 較 的 豊 か な 財 政 力 の

も と に 市 民 や 市 の 賢 明 な 選 択 と

た ゆ ま ぬ 努 力 に よ っ て 高 水 準 の

都 市 基 盤 を 整 え 、 広 く 「 住 み た

い ま ち 」 の 評 価 を 得 て き た 。  

 こ の 分 野 の 将 来 的 見 通 し と し

て 、 次 の 三 つ の 方 向 が あ る 。  

 第 一 は 「 良 好 な 都 市 環 境 の 保

全 ・ 維 持 及 び 新 た な 都 市 の 変 化

を 受 け 入 れ る た め の 市 、 市 民 、

事 業 者 の 主 体 間 の 協 働 と 連 携 に

よ る 対 応 」 で あ る 。 昨 今 、 三 駅

周 辺 市 街 地 に お け る 基 盤 整 備 や

直

に 伴 う 整 備 ・ 開 発 事 業

は 不 可 避 で あ る 。 環 境 に 大 き な

影 響 を 及 ぼ す 事 業 に あ た っ て は 、

そ の 適 不 適 の 評 価 ・ 判 定 や 具 体

化 ・ 実 施 に お け る 市 民 と 事 業 者

と の 利 害 調 整 な ど の 問 題 に つ い

て 的 確 で 有 効 な 運 用 に 積 極 的 に

努 め て い く 。  

 第 二 は 「 市 民 生 活 、 都 市 活 動

が 直 面 す る 課 題 へ の 速 や か な 打

開 策 の 着 手 」 で あ る 。 こ れ に は

先 年 の 突 発 的 集 中 的 豪 雨 に よ る

一 部 地 区 で の 浸 水 被 害 に 対 す る

都 市 型 水 害 防 止 対 策 、 木 造 住 宅

を 主 と す る 新 耐 震 基 準 以 前 の 建

築 物 に 対 す る 診 断 の 実 施 を は じ

め 短 期 的 に 手 を 打 つ べ き 様 々 な

住 宅 地 域 で の 比 較 的 大 規 模 な 学

校 ・ 社 宅 ・ 工 場 な ど の 跡 地 へ の

マ ン シ ョ ン 開 発 の 動 き は 著 し く 、

今 後 も さ ら に 幾 つ か が 予 測 さ れ

て い る 。 こ れ ら に 対 し て 、 ま ず

武 蔵 野 市 と し て の 将 来 的 ま ち づ

く り の 基 本 的 指 針 を 打 ち 出 す た

め 「 都 市 マ ス タ ー プ ラ ン 」 の 見

し を 行 い 、 あ ら た め て 土 地 利

用 や 道 路 体 系 な ど の 明 確 化 を 図

る こ と が 必 要 で あ る 。     

今 後 の ま ち づ く り の 進 め 方 の

基 本 を 定 め る た め 、 現 在 、 平 成

20年 度 制 定 を 目 指 し て 「 ま ち づ

く り 条 例 」 を 検 討 し て い る 。 都

市 の 発 展 と 活 性 化 に は 一 定 の 変

化 と そ れ
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点 が あ げ ら れ る 。 あ わ せ て 常 日

題 の 所 在 を 見 出 し て い く 努 力 が

必 要 で あ る 。  

そ う し た 中 で 、 常 に 市 民 ニ ー

ズ の 上 位 を 占 め 、 早 期 打 開 が 求

め ら れ る の が 三 駅 周 辺 で の 都 市

機 能 、 安 全 と 防 災 、 景 観 の 妨 げ

の 原 因 と な っ て き た 自 転 車 乗 り

入 れ 、 特 に 駐 輪 場 と 放 置 自 転 車

の 問 題 で あ る 。 近 年 は 事 故 発 生

数 の 増 加 な ど も 加 わ り 、 抜 本 的

対 策 へ の 取 組 み が 急 が れ る 。  

 第 三 は 「 長 期 を 見 据 え た 都 市

基 盤 の 更 新 へ の 準 備 」 で あ る 。   

市 制 施 行 後 60年 が た ち 、 本 市

は 多 く の 施 設 ・ 設 備 な ど 都 市 基

盤 整 備 の 面 で も 成 熟 期 を 迎 え た 。

し か し こ れ は 同 時 に 上 ・ 下 水 道 、

道 路 を は じ め 多 様 な 市 民 施 設 に

至 る 都 市 基 盤 全 般 に つ い て 、 こ

れ か ら そ れ ら の 維 持 更 新 の 時 期

に 入 る こ と を 意 味 す る 。  

都 市 基 盤 整 備 は お お む ね 事 業

と 投 資 の 規 模 も 大 き く 、 し か も

更 新 に は 新 た な 技 術 革 新 や シ ス

テ ム 転 換 へ の 対 応 を 要 す る 場 合

も 多 い 。 そ れ だ け に 今 後 は こ れ

ら の そ れ ぞ れ に つ い て の 補 修 維

ま

頃 市 民 生 活 の 実 情 に 目 を 向 け 問

  

ち づ く り  

持 と 新 規 更 新 に 向 け て 「 ラ イ フ

サ イ ク ル コ ス ト 」 な ど の 視 点 か

ら 検 討 を 開 始 し 、 将 来 へ の 準 備

作 業 に 本 格 的 に 取 り 掛 か る こ と

が 大 切 で あ る 。  

 

１  連 携 ・ 協 働 が 支 え る 信 頼 の

（ １ ） ま ち づ く り の 基 礎 的 仕 組

み の 構 築  

良 好 な ま ち づ く り の 推 進 は 、

充 実 し た 都 市 基 盤 や 残 さ れ た 緑

を 大 切 に し 、 地 域 ・ 地 区 の あ り

方 と 調 和 し た 街 並 み 形 成 や 景 観

な ど 恵 ま れ た 居 住 環 境 を 計 画 的

に 守 り 育 て て い く こ と で あ る 。  

現 在 平 成 20年 度 制 定 を 目 指 し

て 「 ま ち づ く り 条 例 」 の 検 討 が

進 め ら れ て お り 、 今 後 の ま ち づ

く り は こ れ に 則 り 、 地 域 の 力 の

活 用 、 市 民 、 事 業 者 、 市 そ れ ぞ

れ の 主 体 的 な 責 任 と 役 割 の 自 覚 、

そ し て 相 互 の 信 頼 関 係 に 基 づ き 、

協 働 と 連 携 を 基 本 に す る こ と が

必 要 で あ る 。  

ま ち づ く り に 関 す る デ ー タ

ベ ー ス の 開 発 や 事 業 評 価 の 研 究

に よ っ て 、 情 報 の 普 及 と 共 有 化

を 促 進 す る な ど 、 市 民 が 主 体 的
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称 ） 」 を 設 置 し 、

多

 

（

道 路

や

す 新 た な 産 学

民 連 携 の 方 向 性 を 積 極 的 に 検

（ ３ ） 安 全 で 秩 序 あ る ま ち づ く

り の 推 進  

 構 造 計 算 書 偽 装 問 題 を 契 機 と

す る 建 築 基 準 法 改 正 に よ っ て 建

築 確 認 の 審 査 、 建 築 物 の 中 間 検

査 ・ 完 了 検 査 が 一 段 と 厳 し く な

。 一 方 、 民 間 の 指 定 確 認 検

査 機 関 に よ る 確 認 件 数 が 半 数 を

超 え る 状 況 と な っ て き た 。  

 こ う し た 中 で 、 周 辺 環 境 に 及

ぼ す 影 響 の 大 き さ か ら 、 建 築 行

為 に 適 正 、 厳 格 に 対 応 し 、 ま た

市 の ま ち づ く り 施 策 に 関 す る 情

報 の 提 供 な ど を 通 じ 、 今 ま で 以

上 に 民 間 の 関 係 機 関 に 協 力 を 求

め 、 連 携 を 強 化 し て い く 。  

違 反 建 築 物 の 摘 発 ・ 是 正 指 導

に は 引 き 続 き 厳 正 に 対 処 す る 。

不 特 定 多 数 の 人 々 が 利 用 す る 既

存 建 築 物 な ど に つ い て も 関 係 機

関と連携し是正指導を行っていく。  

に 関 わ る ま ち づ く り を 支 援 す る

た め の 仕 組 み を 整 備 す る 。 ま た 、

平 成 22年 度 を 目 途 に 「 ま ち づ く

り セ ン タ ー （ 仮

様 な 市 民 活 動 の 連 携 と 協 力 、

公民協働のまちづくりを促進する。

本 市 の 将 来 像 、 都 市 づ く り の

全 体 及 び 地 域 別 の 方 針 を 明 確 に

す る 「 都 市 マ ス タ ー プ ラ ン 」 は

平 成 12年 制 定 以 降 す で に ８ 年 が

経 過 し て お り 、 こ れ も 平 成 22年

度 を 目 途 に 一 層 の 市 民 参 加 を 得

て 、 社 会 状 況 の 変 化 な ど を 踏 ま

え て 見 直 し を 行 う 。  

 っ た

２ ） 地 域 の 力 を 活 か し た ま ち

づ く り の 推 進  

本 市 の ま ち づ く り は 地 域 の 力 、

す な わ ち 地 域 社 会 に お け る 豊 富

な 市 民 の 活 動 の 経 験 を 持 つ 。 協

働 と 連 携 の 時 代 を 迎 え 、 そ の 更

な る 参 加 へ の 道 を 開 く た め 、 企

画 ・ 計 画 段 階 に 止 ま ら ず 、

公 園 な ど の 公 共 施 設 の 維 持 ・

管 理 な ど を 含 む よ り 具 体 的 な 舞

台 で 市 民 の 知 恵 や 実 行 力 が 活 き

る 方 法 を ま ち づ く り 条 例 に 位 置

づ け る 。  

あ わ せ て 、 本 市 及 び そ の 周 辺

に 立 地 す る 大 学 や 企 業 な ど を 貴

重 な 地 域 の 力 と し て 位 置 づ け 、

そ れ ぞ れ が 持 つ 人 材 、 知 識 ・ 情

報 、 ノ ウ ハ ウ の 蓄 積 を 多 面 的 に

ま ち づ く り に 活 か

公

討 す る 。  
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に

極 め 、 事

推 進 に 要 す る 時 間 や コ ス ト の

化 し 、 透 明 性 を

確

 

（ ４ ） 事 業 効 果 の 評 価 と そ の 成

果 を 活 か す 手 法 の 検 討  

ま ち づ く り に は 長 期 的 な 展 望

が 求 め ら れ 、 そ れ ぞ れ の 事 業 に

は 計 画 決 定 か ら 完 了 ま で に 長 い

期 間 を 要 す る 。 そ れ だ け に 市 民

と っ て 都 市 基 盤 整 備 の 施 策 内

容 や 事 業 効 果 は 実 感 し 難 い と こ

ろ も 多 い 。  

こ う し た 点 に 理 解 を 得 る た め 、

市 の 行 う 公 共 事 業 の 実 施 に あ た

っ て は 、 市 民 の 暮 ら し や 地 域 社

会 に と っ て 優 先 す べ き も の や 重

点 的 な も の を 正 確 に 見

業

管 理 、 及 び 事 業 効 果 の 事 前 ア セ

ス メ ン ト を 徹 底

保 す る 。  

将 来 に 向 け て 、 事 業 の 効 率 的

な 実 施 や コ ス ト 削 減 に 寄 与 す る

民 間 活 力 の 導 入 な ど 、 新 た な 手

法 に つ い て の 検 討 に も 着 手 す る 。

 

２  地 域 の 特 色 を 活 か す ま ち づ

く り の 推 進  

（ １ ） 身 近 な 地 区 レ ベ ル で の ま

ち づ く り の 方 策 の 検 討  

市 内 そ れ ぞ れ の 地 域 の 環 境 特

性 や 変 化 の 動 向 に き め 細 か に 配

順 に 従 い 、 市 民 の 参

を 促 し 、 市 民 ・ 行 政 の 連 携 、

施

当

面

慮 し 、 よ り 魅 力 と 活 力 に 富 ん だ

ま ち づ く り に 取 り 組 む 。  

こ の た め 「 都 市 マ ス タ ー プ ラ

ン 」 や 「 地 区 計 画 」 が 描 く 地 域

ご と の ビ ジ ョ ン の 設 定 ・ 決 定 に

際 し て は 、 「 ま ち づ く り 条 例 」

が 定 め る 手

加

協 働 の 一 層 の 強 化 に 取 り 組 む 。  

 

（ ２ ） 地 域 の 個 性 、 実 情 に 合 わ

せ た 土 地 利 用 の 方 向 性 見 直 し  

地 域 の 個 性 や 条 件 に 基 づ い た

ま ち づ く り は 都 市 計 画 、 主 に 用

途 地 域 に よ っ て 規 定 さ れ る 。 そ

の 見 直 し は 、 決 定 権 者 で あ る 都

の 全 市 域 を 対 象 と す る 一 斉 実

の 方 針 か ら 、 地 域 の 実 情 に 応 じ

た 将 来 ビ ジ ョ ン に 基 づ き 、 随 時

見 直 す こ と に な っ た 。 今 後 は こ

の 運 用 方 針 を 活 用 し 、 地 域 ご と

の 状 況 に 対 応 す る 見 直 し を 行 う 。

更 に 市 独 自 の 特 別 用 途 地 区 の 適

用 の 可 能 性 の 検 討 も 含 ん で 、

す る 課 題 に 対 し 、 適 時 適 切 な

土 地 利 用 の あ り 方 に つ い て の 誘

導 や 規 制 に 努 め て い く 。  
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景 観 の

維

路灯、ベンチを設置

す

き 実 施 す る 。 「 環

境

 

く り  

（３）景観行政への積極的取組み 

本 市 に ふ さ わ し い 都 市

持 ・ 保 全 と 創 出 を 目 指 し 、 景

観 法 に 基 づ く 景 観 行 政 団 体 の 指

定 に 向 け て 、 景 観 計 画 の 策 定 と

景 観 条 例 の 制 定 に 努 め る 。  

その一環として、道路整備・改

修にあわせて、舗装をカラー化し、

横断抑止柵や街

るなどの景観整備を進めていく。  

電 線 類 地 中 化 に つ い て は 、 こ

れ ま で 三 駅 周 辺 の 主 要 幹 線 道 路

を 対 象 に し て き た が 、 今 後 は よ

り 広 く 問 題 点 や 課 題 を 整 理 し 、

技 術 的 手 法 な ど に つ い て 検 討 し 、

整 備 対 象 路 線 の 拡 大 を 図 る 。  

路 上 の 不 法 看 板 な ど の 取 締 り 、

指 導 を 引 き 続

浄 化 特 別 推 進 地 区 」 に 指 定 さ

れ て い る イ ー ス ト 吉 祥 寺 地 区 に

つ い て は 警 察 、 地 元 商 店 街 の 助

力 を 得 て 指 導 、 撤 去 に 力 を 注 ぐ 。  

３  利 用 者 の 視 点 と 発 想 を 重

視 す る ま ち づ

（ １ ） ユ ニ バ ー サ ル デ ザ イ ン の

視 点 の 展 開  

本 市 は 早 い 時 期 か ら Ｔ Ｗ Ｃ Ｃ

（ す べ て の 人 に 優 し い ま ち づ く

り ） の 理 念 を 掲 げ 、 バ リ ア フ

リ ー 、 す な わ ち す で に 存 在 す る

障

す る ユ ニ バ ー サ ル デ ザ イ ン の

立

 

  

本 市

各 種 施 設 の 建 設 な ど に 当 っ て

極 的 な 努 力 を 積 み 重 ね て き た

壁 を 取 り 除 く 視 点 か ら の ま ち

づ く り を 、 様 々 な 面 で 進 め て き

た 。  

今 後 は そ の 延 長 線 上 に バ リ ア

フ リ ー 化 を 推 し 進 め る と と も に 、

「 バ リ ア フ リ ー 新 法 」 の 考 え 方

に 基 づ き 、 広 く 市 内 全 域 を 対 象

と

発 想 に 立 脚 し て 交 通 バ リ ア フ

リ ー 基 本 構 想 改 定 を 行 い 、 事 業

案 の 段 階 か ら の 多 く の 市 民 の

参 加 を 推 進 し 、 誰 に と っ て も 快

適 な ま ち づ く り を 進 め て い く 。  

 誘導標識などのサインについて

も ユ ニ バ ー サ ル デ ザ イ ン と 景 観

の 観 点 か ら 、 統 一 感 の あ る 整 備

を進めるガイドラインを策定する。

 

（ ２ ） ま ち づ く り へ の 環 境 共 生

理 念 の 導 入  

ハ ー ド な も の づ く り の 分 野 は 、

地 球 規 模 に ま で 及 ぶ 今 日 の 環 境

問 題 に と っ て プ ラ ス 、 マ イ ナ ス

様 々 な 具 体 的 関 わ り を 持 つ 。   

こ う し た 面 で も こ れ ま で

は

積
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す

施

設

（

実

役 所 、 市 民 文 化 会 館 、 総 合

進 め て 行 く 。  

小 中 学 校 に つ い て は 現 在 策 定

中 の 学 校 改 築 計 画 に 基 づ き 、 施

設 の 耐 用 年 数 延 伸 化 に 配 慮 し つ

つ 、 長 期 的 に は 改 築 を 進 め て い

水 道 の 整 備 ・ 充 実  

が 、 今 後 も こ れ ら を 継 続 、 実 施

る と と も に 、 更 に 新 た な 試 み

に 積 極 的 に 取 り 組 ん で い く 。  

中 で も 各 種 公 共 事 業 に お け る

環 境 の 負 荷 を 低 減 す る 工 法 、 ま

た 住 ま い づ く り を は じ め 民 間

建 設 に お け る 環 境 配 慮 の 工 夫

の 採 用 誘 導 策 に つ い て 研 究 を 進

め る 。  

 

３ ） 公 共 施 設 の 適 切 な 維 持 管

理 と 耐 用 年 数 延 伸 へ の 取 組 み  

本 市 に お い て は 上 ・ 下 水 道 、

道 路 及 び 公 共 建 築 物 な ど 多 く の

社 会 資 本 整 備 を 早 期 に 達 成 し た 。

今 日 、 耐 震 補 強 や 保 全 整 備 を 着

に 実 施 し 、 耐 用 年 数 の 延 伸 へ

の 努 力 を 行 う 。  

老 朽 化 の 進 む 下 水 道 の 維 持 管

理 ・ 再 構 築 に 向 け て は 、 下 水 道

総 合 計 画 に お い て 位 置 付 け と 計

画 的 実 施 の プ ロ グ ラ ム を 定 め る 。  

市

体 育 館 な ど の 大 規 模 施 設 に つ い

て は 計 画 的 な 改 修 を

く 。 学 校 施 設 以 外 の 老 朽 化 し た

公 共 施 設 に つ い て も 改 修 ・ 改 築

計 画 を 検 討 す る 。  

 

４  上

（ １ ） 安 全 で お い し い 水 の 安 定

供 給  

本 市 の 水 道 事 業 は 、 昭 和 29年

の 創 設 以 来 、 市 単 独 の 事 業 と し

て 安 全 で お い し い 水 の 供 給 を 行

っ て き た 。 し か し 高 度 成 長 期 の

水 需 要 増 に よ り 昭 和 43年 に 都 か

ら 分 水 を 受 け る よ う に な り 、 現

在 は 市 内 の 深 井 戸 か ら の 供 給 割

合 は ７ 割 と な っ て い る 。  

水 道 は 日 常 の 市 民 生 活 と 都 市

活 動 、 災 害 時 の 「 生 命 の 水 」 と

し て 最 重 要 な 基 盤 で あ る と と も

に 、 ラ イ フ ラ イ ン で あ り 、 将 来

も 都 市 の 発 展 や 震 災 ・ 事 故 な ど

の 状 況 変 化 に 対 し て 安 全 で 確 実

な 事 業 運 営 が な さ れ な け れ ば な

ら な い 。  

何 よ り も 安 全 ・ 安 心 と 安 定 し

た 供 給 の た め に 、 都 営 水 道 と の

連 携 の あ り 方 も 視 野 に 入 れ 、 浄

水 場 再 整 備 、 水 源 施 設 整 備 、 配

水 管 網 整 備 な ど を 進 め て い く 。  

災 害 時 の 給 水 能 力 を 保 つ た め 、
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（

水 を 安 定 供 給 し て い く

た め に 、 こ れ ら の 施 設 ・ 設 備 の

 

全 化 と 水 の 安

定

そ

バ ッ ク ア ッ プ 機 能 の 整 備 に も 力

を 注 ぐ 。  

 

２ ） 老 朽 化 し た 上 水 施 設 の 維

持 ・ 更 新  

す で に 50年 余 を 経 過 し 老 朽 化

し た 施 設 ・ 設 備 は 更 新 時 期 を 迎

え る 状 況 に あ る 。 将 来 に わ た っ

て 安 全 な

維 持 ・ 更 新 を 綿 密 な 計 画 の も と

に 推 進 す る 。  

（ ３ ） 経 営 の 健 全 化 と 安 定 へ の

取 組 み  

水 道 事 業 は 水 道 料 金 を 財 源 と

し て 運 営 さ れ て い る 。 公 営 企 業

と し て の 経 営 の 健

供 給 を 確 保 す る に は 専 門 性 の

維 持 と 継 承 が 求 め ら れ る 。 こ の

点 も 考 慮 し つ つ 、 一 部 業 務 の 外

部 化 に つ い て も 検 討 す る 。  

施 設 や 設 備 の 整 備 に あ た っ て

は 、 基 本 と な る 財 政 計 画 を 検 討 、

立 案 し 進 め て 行 く 必 要 が あ り 、

の 円 滑 で 継 続 的 な 推 進 の た め

に 受 益 者 負 担 の あ り 方 や 料 金 体

系 の 見 直 し を 研 究 す る 。  

 

５  下 水 道 の 再 整 備  

（ １ ） 下 水 道 総 合 計 画 の 策 定  

本 市 の 下 水 道 事 業 は 、 昭 和 27

年 に 着 手 し 、 昭 和 62年 度 に は 普

及 率 100％ と な っ て い る 。 現 在 、

て い る た め 、 計 画 的 な 維

持

計 画

を

 

（ ２ ） 下 水 道 処 理 シ ス テ ム の 整

備 充 実  

老 朽 化 に 起 因 す る 陥 没 事 故 な

ど が 増 加 し て お り 、 耐 用 年 数 を

超 え た 管 渠 な ど を 計 画 的 に 更 新

・ 再 生 し な け れ ば な ら な い 。 維

持 管 理 の 考 え 方 を 発 生 対 応 型 か

ら 、 予 防 保 全 型 に 転 換 し 、 下 水

道 施 設 の 耐 用 年 数 の 延 伸 と ラ イ

整 備 し た 管 渠 の 約 90％ が 30年 を

経 過 し

管 理 及 び 再 構 築 計 画 が 必 要 と

な る 。 下 水 道 の 将 来 に お け る 方

向 性 を 明 ら か に し 、 そ れ に 向 け

て 整 合 性 の あ る 事 業 展 開 を 図 っ

て い く た め に は 事 業 運 営 の 体 系

化 が 必 要 と な る 。 こ の た め 、 今

後 の 整 備 計 画 を 明 確 に す る と と

も に 、 維 持 管 理 計 画 や 財 政

合 わ せ て 体 系 化 し 、 武 蔵 野 市

の 下 水 道 事 業 が 目 指 す べ き 方 向

性 を 位 置 づ け る た め 、 「 武 蔵 野

市 下 水 道 総 合 計 画 」 を 策 定 す る 。
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お け る ラ イ フ ラ イ ン

と し て 必 要 不 可 欠 と な る 防 災 拠

目 的 に 、 主 に マ ン

ホ

改 善 に 向 け て 支

手 法 の 研 究 を 行 う 。  

た な 水 循 環 シ ス テ ム 確

立

川

汚

 

策 と

水 循 環 シ ス テ ム 構 築 の た め 、 下

降 雨 強 度

50mm/h)拡 充 と 雨 水 浸 透 ・ 貯 留

施 設 の 設 置 な ど を 行 う 。 市 立 小

中 学 校 全 18校 に つ い て は 平 成 19

年 度 よ り ５ か 年 で 、 校 庭 に 雨 水

貯 留 浸 透 施 設 設 置 を 行 う 。  

民 間 施 設 に 対 し て は 、 平 成 19

年 ４ 月 改 定 の 「 雨 水 流 出 抑 制 施

設 設 置 要 綱 及 び 雨 水 浸 透 施 設 助

成 金 交 付 要 綱 」 に よ っ て 、 雨 水

流 出 抑 制 対 策 を 進 め る 。  

 

６  道 路 ネ ッ ト ワ ー ク の 整 備  

フ サ イ ク ル コ ス ト の 削 減 を 図 る 。

 震 災 時 に

点 ・ 避 難 場 所 な ど か ら の 排 水 機

能 の 確 保 を

ー ル と 本 管 の 接 続 部 の 改 修 を

進 め 、 耐 震 性 の 向 上 を 図 る 。  

 吉 祥 寺 駅 周 辺 で の 下 水 道 か ら

の 臭 気 発 生 に は か ね て か ら 進 め

て き た 調 査 や 実 験 の 成 果 を 活 か

し 、 原 因 と な っ て い る ビ ル ピ ッ

ト な ど に つ い て

援

 

（ ３ ） 新

に 向 け て の 検 討  

本市には容量の大きな河川がな

く、下水道の流末を他自治体の処

理施設に依存しているため、他の

自治体との連携を図っていくこと

が必要不可欠である。市内では、雨

天時の下水道排出水が原因の河

濁に対し、公衆衛生上の安全を

確保するため、汚濁負荷量の削減、

きょう雑物の削減などに取り組む。

 

（ ４ ） 水 害 対 策 の 推 進  

 近 年 多 発 す る 集 中 豪 雨 対

水 道 施 設 の 能 力 (

（ １ ） ひ と に や さ し い み ち づ く

り の 推 進  

何 よ り も 生 活 道 路 に お け る 歩

行 者 の 安 全 ・ 安 心 の 確 保 の た め 、

通 過 交 通 車 両 の 流 入 量 や 速 度 の

抑 制 に 実 効 性 あ る 道 路 づ く り と

管 理 の あ り 方 が 問 わ れ る 。 こ の

た め 、 こ れ ま で 実 施 し た 手 法 や

実 績 に 基 づ き 、 安 全 ・ 安 心 の み

ち づ く り に 向 け た 新 た な 工 夫 を

検 討 し 、 市 内 全 域 に 広 く 展 開 す

る 。   

通 過 交 通 対 策 と し て は 、 交 通

規 制 の 見 直 し な ど を 含 め た 総 合

的 な 交 通 体 系 の 再 構 築 が 重 要 で

あ る 。 ひ と に や さ し い 道 づ く り
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安全で快適な住みよいまちづく

、４ｍ未満

の  

東 西 幹 線 道 路 に つ い て 、 事 業

実 現 促

策

定

連 続

体 交 差 事 業 の 完 成 に あ わ せ た

事 業 と の 全 体 的 な 関 連 を 見 計 ら

い つ つ 整 備 を 図 っ て い く 。  

都 施 行 の 都 市 計 画 道 路 に つ い

て は 、 い ず れ も 広 域 的 な 交 通 体

系 の 形 成 、 災 害 時 で の 交 通 ラ イ

フ ラ イ ン の 確 保 な ど の 観 点 か ら

重 要 な 位 置 を 占 め て お り 、 整 備

の 促 進 が 急 が れ る 。  

都 市 計 画 道 路 3･ 3 ･ 6号 線 （ 調

布 保 谷 線 ） の 整 備 で は 、 自 転 車

道 な ど 環 境 施 設 帯 に つ い て 市 民

参 加 に よ っ て 検 討 す る 協 議 会 の

設 置 や 事 業 の 円 滑 な 推 進 を 都 に

働 き か け て い く 。  

東 西 道 路 で あ る 都 市 計 画 道 路

3･4･10号 線 （ 五 日 市 街 道 ） 、 3･

事 業 は 、 中 長 期 事 業 路 線 の 選 定

と と も に 事 業 内 容 の 見 直 し に つ

い て も 検 討 を 進 め る 。  

 

（ ２ ） 生 活 道 路 の 整 備  

誰 に も や さ し く 、 安 全 で 快 適

な 道 路 環 境 づ く り の た め 、 ３ 年

ご と の 点 検 実 施 に よ り 20年 サ イ

ク ル を 目 途 と す る 計 画 的 な 市 道

の 整 備 ・ 改 修 を 進 め る 。  

区 画 道 路 の 拡 幅 整 備 を 積 極 的

に 推 進 し 、 交 通 の 円 滑 化 や 防 災

性 の 向 上 を 図 る 。  

りを推進するため、沿道の土地所

有者などの協力を得て

狭あい道路の拡幅整備に努める。

 

（ ３ ） 都 市 計 画 道 路 ネ ッ ト ワ ー

ク 整 備 の 推 進  

多 摩 地 域 全 域 に 共 通 す る 南 北

方 向 の 道 路 問 題 は 、 Ｊ Ｒ 中 央 線

連 続 立 体 交 差 事 業 の 進 捗 に あ わ

せ て 、 解 決 に 向 か う も の と 考 え

ら れ る 。 今 後 は 整 備 の 遅 れ て い

る

中 の 都 市 計 画 道 路 の 早 期

進 と と も に 、 関 係 機 関 へ 働 き か

け て い く 。  

（ ４ ） 都 市 計 画 道 路 の 整 備 推 進  

市 施 行 の 都 市 計 画 道 路 つ い て

は 、 ま ず 玉 川 上 水 の 自 然 ･文 化

を 活 か し た 道 路 景 観 と 強 い 関 わ

り を 持 つ 都 市 計 画 道 路 7･ 6 ･ 1号

線 の 整 備 を 、 市 民 参 加 に よ り

さ れ た 整 備 基 本 計 画 に 基 づ き

推 進 す る 。  

武 蔵 境 圏 の 南 北 一 体 の ま ち づ

く り に 貢 献 す る 都 市 計 画 道 路 3･

4･27号 線 に つ い て は 、 鉄 道

立

駅 前 広 場 の 整 備 や 公 共 施 設 建 設
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期 促 進

の 働 き か け を 都 に 対 し て 行 う 。  

（ ５ ） 外 か く 環 状 道 路 へ の 対 応  

害 時

の

地 元 市 と し

て よ り 慎 重 な 対 応 を 求 め て い く 。  

て 検 討 す べ き 問 題 で あ る 。 地

設 け て い く よ う

国

情

4･3号 線 （ 井 の 頭 通 り ） 及 び 3･4

･ 11号 線 （ 女 子 大 通 り ） に つ い

て も 拡 幅 な ど 事 業 化 の 早

へ

 

平 成 19年 ４ 月 、 外 か く 環 状 道

路 本 線 は 高 架 方 式 か ら 地 下 方 式

に 都 市 計 画 変 更 さ れ た 。 し か し

現 状 は 地 下 水 へ の 影 響 や 災

安 全 な ど に 関 わ る 知 見 や 情 報

が 少 な く 、 今 後 も こ れ ら 環 境 や

安 全 の 面 に つ い て 、

地 上 部 街 路 の 「 外 環 の ２ 」 に

つ い て は 、 本 線 の 地 下 化 を 見 定

め な が ら 、 そ の 必 要 性 自 体 に 遡

っ

元 住 民 へ の 影 響 を 踏 ま え 、 協 議

や 対 話 の 機 会 を

や 都 に 積 極 的 に 働 き か け て い

く 。  

 

（ ６ ） ま ち づ く り と 連 携 す る 道

路 整 備 の 推 進  

道 路 の 整 備 に 際 し て 、 沿 道 の

空 間 、 環 境 と の 一 体 的 な 視 点 に

立 ち 、 よ り 良 好 な ま ち づ く り を

推 進 す る 。  

こ れ に あ た っ て は 、 地 域 の 実

に あ っ た 適 正 な 土 地 利 用 の 誘

導 な ど を 行 え る よ う 、 必 要 に 応

じ て 地 区 計 画 を 定 め 、 沿 道 の 用

途 地 域 な ど の 見 直 し を 図 る 。  

 

７  安 全 で 円 滑 な 交 通 環 境

の 整 備  

（ １ ） 総 合 的 な 道 路 交 通 環 境 の

整 備 展 開  

誰 も が 利 用 し や す い 交 通 体 系

実 現 の た め 、 市 民 と の 協 働 に よ

る 「 市 民 交 通 計 画 」 の 推 進 と そ

の 定 期 的 な 見 直 し を 実 施 す る 。  

具 体 的 に は 、 ま ず 交 通 渋 滞 や

大 気 汚 染 な ど を 生 む 道 路 交 通 環

境 の 改 善 に 向 け て 都 市 計 画 道 路

の 整 備 、 「 第 ２ 次 交 差 点 す い す

い プ ラ ン 100事 業 」 の 推 進 に 取

り 組 む 。 あ わ せ て 円 滑 な 移 動 環

境 の た め 、 市 内 道 路 交 通 体 系 を

中 心 に 、 都 や 周 辺 区 市 と 連 携 し

広 い 視 野 か ら の 検 討 を 行 う 。  

右 折 車 線 の 設 置 、 延 長 な ど

に よ る 交 通 渋 滞 の 解 消 に つ い

て は 、 警 察 や 関 係 機 関 と 連 携

し 、 整 備 や 検 討 を 進 め る 。 乗

降 に 長 時 間 を 要 し た り 、 交 通

量 の 多 い バ ス 停 等 に つ い て は 、
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歩 行 者 の 安 全 ・ 快 適 な 移 動 の

交

な

と 駐 車 場 整 備 計 画 の 策 定

に 際 し て は 、 「 道 路 交 通 法 改

、 新 た な 対 策 の

可

（

ラ イ ド 事 業 、 ム ー バ ス 運 行 に

路 線 バ ス の 運 行 定 時 性 の 確 保

に つ い て は 、 駅 前 交 通 広 場 や 幹

線 道 路 の 整 備 、 乗 り 継 ぎ の 効 率

化 、 違 法 駐 車 の 防 止 な ど に 努 め

る 。 パ ー ク ア ン ド バ ス ラ イ ド 事

業 に つ い て は 、 駐 車 場 用 地 の 確

保 に 努 め る 。  

コ ミ ュ ニ テ ィ バ ス ・ ム ー バ ス

は 、 福 祉 ･環 境 ・ 交 通 対 策 な ど

に 成 果 を あ げ て き て お り 、 ネ ッ

ト ワ ー ク も ７ 号 路 線 開 設 に よ り

当 初 目 標 の バ ス 交 通 空 白 ・ 不 便

地 域 は ほ ぼ 解 消 さ れ た 。 今 後 は

利 用 の 促 進 と 運 営 の 改 善 を 目 指

し 、 広 い 視 点 に 立 っ て 基 本 方 針

等 の 見 直 し を 行 い 、 再 整 備 計 画

を 策 定 す る 。 バ リ ア フ リ ー や 環

境 へ の 観 点 か ら 、 引 き 続 き 、 ノ

ン ス テ ッ プ 車 両 の 導 入 と と も に 、

低 公 害 化 を 進 め る 。  

 

バ ス ベ イ の 設 置 の 検 討 や ス

ム ー ズ な 自 動 車 走 行 の 確 保 な

ど に よ っ て 交 通 環 境 の 改 善 に

努 め る 。  

た め の 信 号 機 や 横 断 歩 道 な ど の

通 安 全 施 設 の 適 切 な 整 備 、 改

修 を 行 う に あ た っ て は 、 市 民 の

要 望 や 警 察 と の 情 報 交 換 な ど を

積 極 的 に 活 用 す る 。  

違 法 駐 車 は 円 滑 な 交 通 を 阻 害

し 、 災 害 時 救 助 活 動 な ど の 支 障

と な る 。 警 察 と の 連 携 に よ る 啓

発 活 動 、 道 路 構 造 物 ・ 道 路 標 示

ど の 施 工 な ど を 交 え て 、 そ の

防 止 、 削 減 を 図 っ て い く 。 特 に

交 通 渋 滞 の 著 し い 駅 周 辺 の 幹 線

道 路 な ど に お い て は 、 違 法 駐 車

防 止 や 荷 捌 き 車 両 の 指 導 、 駐 車

施 設 整 備 の 検 討 を 進 め 、 道 路 交

通 環 境 の 改 善 に 努 め る 。 違 法 駐

車 対 策

正 」 に 伴 う 民 間 駐 車 監 視 員 制 度

の 導 入 を 考 慮 し

能 性 を 検 討 す る 。  

 

 

 

２ ） 公 共 交 通 手 段 の 充 実 と 利

用 転 換 促 進  

便 利 な 市 民 の 移 動 と マ イ カ ー

利 用 の 抑 制 の た め 、 バ ス の 運 行

定 時 性 の 確 保 、 パ ー ク ア ン ド バ

ス

よ る 公 共 交 通 手 段 の 充 実 ､改 善

を 図 る 。  
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、 駐 輪 場 の 増 設 を 推

進

ス 停 部 分

の

形 態 、 市

優 遇 の 利 用 料 金 な ど の 見 直 し

つ い て 検 討 す る 。  

近 年 本 市 に お い て も 自 転 車 に

い る 。 対 策 と し て

は

連 携 に よ っ て 安 全 利

用

備 地 区 内 の 特 定

経

な る よ う

に 整 備 す る 。  

（ ３ ） 自 転 車 の 駐 車 ・ 走 行 対 策

の 推 進  

駅 周 辺 地 区 で の 放 置 自 転 車 の

削 減 の た め

し 、 駅 前 放 置 自 転 車 ク リ ー ン

キ ャ ン ペ ー ン な ど の 啓 発 活 動 を

行 う 。  

か え で 通 り に 自 転 車 道 を 設 置

す る モ デ ル 事 業 を 実 施 し 、 安 全

性 の 確 保 、 交 差 点 ・ バ

処 理 方 法 な ど を 検 証 し 、 隣 接

市 と の 連 携 を 図 り つ つ 、 自 転 車

の 走 行 環 境 の 整 備 方 法 を 確 立 す

る 。 道 路 交 通 法 の 改 正 に よ り 、

自 転 車 の 安 全 利 用 の 促 進 が 図 ら

れ る こ と か ら 、 市 と し て も 総 合

的 な 環 境 整 備 を 進 め て い く 。  

駐 輪 場 に つ い て は 、 現 在 市 内

三 駅 周 辺 で の 収 容 台 数 は 約 ２ 万

3,500台 で あ る が 、 依 然 不 足 し

て お り 、 新 た な 場 所 の 確 保 に 努

力 す る と と も に 、 引 き 続 き 商 店

会 や Ｊ Ｒ な ど に も 設 置 に つ い て

要 請 し て い く 。 ま た 、 既 存 駐 輪

場 の 立 体 化 な ど 効 率 的 利 用 の あ

り 方 、 各 駐 輪 場 の 利 用

民

に

よ る 対 人 事 故 の 増 加 が 急 速 に 問

題 化 し て き て

、 運 転 者 に 対 す る 交 通 ル ー ル

の 周 知 、 自 転 車 安 全 利 用 の た め

の 講 習 会 や マ ナ ー ア ッ プ キ ャ ン

ペ ー ン な ど を 通 じ 運 転 マ ナ ー の

向 上 を 図 る 。 ま た 、 警 察 な ど 関

係 機 関 と の

の 促 進 を よ り 強 力 に 推 進 し て

い く 。  

 

（ ４ ） 交 通 環 境 で の バ リ ア フ

リ ー 化 の 展 開  

交 通 バ リ ア フ リ ー 基 本 構 想 に

基 づ き 、 重 点 整

路 と と も に 準 特 定 経 路 の 整 備

を 推 進 す る 。 今 後 は さ ら に 「 バ

リ ア フ リ ー 新 法 」 の 主 旨 を 活 か

し ユ ニ バ ー サ ル デ ザ イ ン の 考 え

方 に 立 ち 、 公 共 施 設 や 公 益 性 の

高 い 施 設 は も ち ろ ん の こ と 、 道

路 か ら 建 物 、 都 市 空 間 へ と バ リ

ア フ リ ー 整 備 を 広 げ 、 誰 も が 暮

ら し や す い ま ち づ く り の 推 進 を

図 る 。  

ま た 、 歩 道 の 環 境 整 備 も 推 進

し 、 ベ ン チ を 設 置 す る な ど 利 用

者 に 親 し ま れ る 場 所 と
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８  住 宅 施 策 の 総 合 的 展 開  

（ １ ） 計 画 的 な 住 宅 政 策 へ の 取

組 み  

こ れ ま で 良 好 な 住 環 境 を 誇 っ

て き た 武 蔵 野 市 で あ る が 、 市 民

の ラ イ フ ス タ イ ル を 反 映 し て 住

ま い 方 と 住 宅 の あ り 方 に は 大 き

な 変 化 と 多 様 化 が 進 み つ つ あ る 。   

こ う し た 状 況 を 受 け て 、 新 た

に 「 住 宅 マ ス タ ー プ ラ ン 」 を 平

成 22年 度 中 に 参 加 型 で 改 定 を 行

う 。 高 齢 者 を 含 む 単 身 世 帯 や 若

年 フ ァ ミ リ ー 世 帯 の 増 加 な ど 、

住 宅 、 住 環 境 を 取 り 巻 く 多 様 な

市 民 の ニ ー ズ に 対 応 す る 、 き め

細 や か で 、 適 切 な 公 的 支 援 策 を

検 討 し て い く 。  

ま た 、 近 く 契 約 更 新 時 期 を 迎

え る 福 祉 型 住 宅 に つ い て も 、 福

祉 政 策 と 住 宅 政 策 の 整 合 を 図 り

つ つ 、 福 祉 型 住 宅 の あ り 方 に つ

い て 検 討 す る 。  

 

（２）良質な住まいづくりの支援 

大 多 数 が 私 有 財 産 で あ る 住 宅

に 対 す る 施 策 は 、 間 接 的 支 援 と

誘 導 策 が 基 本 で あ る 。 市 民 の 住

生 活 に 密 着 し 、 実 効 性 あ る 支 援

と 誘 導 の 中 身 が 求 め ら れ る 。  

宅 情 報 の ネ ッ ト ワ ー ク

化 を 推 進 す る 。  

さ れ る 。 分 譲 マ

ン

 

防 犯 助 成 制 度 」 を 継 続

し

断 ・ 改 修 費 用 助

良 質 な 民 間 住 宅 建 設 を 誘 導 す

る た め 、 優 良 事 例 の 紹 介 な ど の

情 報 提 供 を 行 い 、 政 策 誘 導 に つ

な げ る 新 た な 制 度 の 創 設 に つ い

て 調 査 、 研 究 す る 。  

ま た 、 高 齢 者 や 障 が い 者 、 外

国 人 な ど 様 々 な 市 民 の 安 心 居 住

の 支 援 に 向 け て 、 民 間 事 業 者 や

賃 貸 住 宅 オ ー ナ ー な ど に 協 力 を

求 め 、 住

マ ン シ ョ ン の 老 朽 化 に 伴 う 様

々 な 問 題 が 懸 念

シ ョ ン に つ い て は 、 管 理 組 合

や区分所有者の自助努力を基本に、

維持管理のノウハウや建替えにつ

いての取組み方法などの支援を行

うとともに、賃貸マンションの老

朽 化 の 問 題 に つ い て 研 究 を 行 う 。

 

（ ３ ） 安 全 ・ 安 心 な 住 ま い づ く

り の 支 援  

防 犯 性 を 高 め 、 安 全 ・ 安 心 な

住 ま い と 地 域 づ く り を 推 進 す る

た め 、 「

、 防 犯 情 報 提 供 な ど の 対 策 に

一 層 努 め る 。  

防 災 面 で は 、 耐 震 性 向 上 を 図

る た め 、 耐 震 診
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事

業 を 引 き 続 き 実 施 す る と と も に 、

制 度 の 見 直 し を 行 い 、 住 宅 の 耐

震 化 を さ ら に 強 化 、 促 進 す る 。  

ま た 、 発 災 時 の 初 期 被 害 軽 減

対 応 の 重 要 性 と 、 家 具 の 転 倒 や

ブ ロ ッ ク 塀 倒 壊 の 防 止 な ど 防 災

対 策 に 対 す る 市 の 支 援 の 周 知 に

努 め る 。  

 

（ ４ ） 環 境 に 配 慮 し た 住 ま い づ

く り の 支 援  

環 境 に 配 慮 し た 住 ま い づ く り

を 進 め る た め 、 引 き 続 き エ コ ラ

イ フ 体 験 機 器 や 雨 水 貯 留 タ ン ク

の 貸 出 し を 行 う と と も に 、 今 後

の 事 業 手 法 に つ い て 検 討 す る 。  

 

（ ５ ） 公 的 住 宅 建 替 え に 伴 う 環

境 整 備 の 推 進  

市 内 の 公 的 住 宅 団 地 の 建 替 え

に あ た っ て 、 よ り 良 好 な 住 環 境

の 創 出 に 向 け て 、 事 業 ス ケ ジ

ュ ー ル に あ わ せ て 、 住 民 や 事 業

者 と 必 要 な 協 議 を 行 う 。  

都 営 武 蔵 野 ア パ ー ト に つ い て

は 、 緑 豊 か な 歩 行 者 専 用 道 路

「 緑 の 回 廊 」 の 整 備 や 市 道 の 線

形 改 良 を 、 旧 桜 堤 団 地 に つ い て

は

の 向 上 の

観

成 及 び 耐 震 ア ド バ イ ザ ー 派 遣 、 関 係 機 関 と 密 接 な 連 携 を 図

り 、 地 区 計 画 の 方 針 に 沿 っ た ま

ち づ く り を 目 指 す 。  

市 営 西 久 保 住 宅 に つ い て は 老

朽 化 対 策 及 び 居 住 環 境

点 か ら 建 替 事 業 （ 桜 堤 へ 移

転 ） を 推 進 す る 。  

 

９  住 宅 と ま ち の 防 災 対 策 の 推

進  

（ １ ） 災 害 に 強 い 都 市 基 盤 と 環

境 の 整 備  

地 震 、 風 水 害 な ど 多 様 な 災 害

を 想 定 し 、 災 害 発 生 後 の 対 応 策

も 織 り 込 ん だ 計 画 に 基 づ き 、 都

市 基 盤 整 備 を 推 進 し 、 安 全 ・ 安

心 な ま ち を 構 築 し て い く 。  

被 災 後 の ス ム ー ズ な 復 興 も 視

野 に 、 応 急 危 険 度 判 定 体 制 の 確

立 や 震 災 復 興 マ ニ ュ ア ル の 策 定

な ど 包 括 的 な 備 え を 講 じ る 。  

 

（ ２ ） 防 災 空 間 の 確 保  

公 開 空 地 や 公 園 な ど の 避 難 空

間 の 確 保 と と も に 、 幹 線 道 路 沿

道 の 高 度 利 用 の 誘 導 や 木 造 建 築

物 の 不 燃 化 の 促 進 に よ っ て 、 延

焼 を 遮 断 す る 機 能 な ど の 拡 充 を

図 る 。  
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不

災 対 策 の 充 実 を 図 る 。  

ま た 、 震 災 な ど の 発 生 時 に お

制 整 備 や 復 旧 の た

め

 

 

（ ３ ） 建 築 物 の 被 災 時 安 全 性 の

向 上  

「 耐 震 改 修 促 進 計 画 」 に 基 づ

き 、 震 災 な ど に 備 え 公 共 建 築 物 、

特 定 多 数 者 利 用 の 民 間 施 設 、

住 居 系 建 築 物 を 中 心 に 、 耐 震 診

断 や 耐 震 改 修 を 進 め る 。 相 談 窓

口 や 助 成 制 度 に つ い て も さ ら に

充 実 し 、 減

け る 被 災 建 築 物 の 応 急 危 険 度 の

早 期 判 定 の 体

の 被 災 度 区 分 判 定 の 仕 組 み を

検 討 す る 。  

既存雑居ビルについては、関係

機 関 と 連 携 し 、 防 災 安 全 対 策 の

指 導 な ど を さ ら に 強 化 し て い く 。

10 吉 祥 寺 圏 の 都 市 基 盤 整 備  

（ １ ） 「 グ ラ ン ド デ ザ イ ン 」 に

基 づ く 事 業 の 展 開  

「 吉 祥 寺 グ ラ ン ド デ ザ イ ン 」

に 基 づ き 、 優 先 性 と 実 現 性 を 判

断 し 、 着 実 に 整 備 を 進 め る 。  

① 駅 南 北 自 由 通 行 の 良 好 化  

吉 祥 寺 の 魅 力 で あ る 回 遊 性 の

向 上 に は 、 駅 を 挟 む 南 北 ゾ ー ン

の 連 絡 改 善 が 極 め て 重 要 で あ る 。

そ の た め 、 Ｊ Ｒ や 京 王 電 鉄 な ど

期 に 実 現

す

え る 荷 捌 き

車 両 の 多 さ は 、 他 方 で は 歩 行 者

っ て い る 。 都 市 間 競 争 に お

け る 吉 祥 寺 の 優 位 の 保 持 な ど 、

今 後 に 向 け て の ま ち づ く り の 一

環 と し て 、 荷 捌 き 作 業 の 路 上 か

ら 路 外 へ の 転 換 な ど の 工 夫 が 求

め ら れ る 。     

試 行 に よ り す で に 一 定 の 実 現

性 も 確 か め ら れ て い る よ う に 、

共 助 の 視 点 に 立 つ 吉 祥 寺 方 式 と

し て の 地 元 商 業 者 、 運 送 事 業 者 、

駐 車 場 事 業 者 、 関 係 行 政 機 関 等

の 多 分 野 の 関 係 者 か ら 成 る 協 議

会 を 設 置 し 、 具 体 的 な 荷 捌 き 対

策 に 積 極 的 に 取 り 組 む 。  

③ 駐 輪 場 等 の 地 下 利 用 可 能 性 に

関 す る 本 格 的 な 検 討  

吉 祥 寺 に お け る 道 路 や 交 通 環

境 等 の 基 盤 整 備 の 必 要 性 は 依 然

高 い 。 し か し な が ら 、 外 側 へ の

拡 大 も 難 し い 中 心 市 街 地 部 で の

関 係 主 体 と の 協 働 に よ り 、 現 在

の 駅 南 北 通 路 の 自 由 通 路 化 と 拡

幅 、 動 線 の 明 確 化 を 早

る 。  

② 吉 祥 寺 方 式 に よ る 荷 捌 き 車 両

対 策 の 推 進  

商 業 活 動 な ど を 支

の 回 遊 性 を 阻 害 す る 要 因 の 一 つ

に な
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価 も 高 い 。 そ の た め 、 特

に

**

第 四

ち づ く り の 方 向 性 を 定 め る 「 吉 祥 寺

に 策 定 し た 。  

今 後 は 、 荷 捌 き 車 両 、 客 待 ち

な ど 抜 本 的

な

地 区 ） に お け る 重 点 整 備  

の 危 険 が

懸

区）

化 の 取

り

未 利 用 空 地 は 極 め て 限 ら れ て お

り 、 地

大 規 模 駐 輪 場 と し て の 利 活 用

に 向 け て 着 目 さ れ て い る の が 地

下 空 間 で あ る 。  

す で に 基 礎 調 査 も ス タ ー ト し

て お り 、 今 後 そ の 着 実 な 継 続 と

成 果 検 討 に 沿 っ て 、 早 急 に 結 論

を 得 る よ う 努 力 す る 。  

*** ** * * * * * *  

期 長 期 計 画 の 主 な 実 績  

★ 吉 祥 寺 の 未 来 を 展 望 し 総 合 的 な ま

グ ラ ン ド デ ザ イ ン 」 を 平 成 19年 ３ 月

 

（ ２ ） 吉 祥 寺 駅 周 辺 の 交 通 対 策  

タ ク シ ー 、 バ イ ク 等 も 視 野 に 、

総 合 的 な 違 法 駐 車 対 策 を 講 じ る 。  

乗 り 入 れ 自 転 車 に 対 す る 駐 輪

場 の 確 保 は 、 長 年 の 懸 案 で あ り 、

こ の た め に 公 共 用 地 の 立 体 利 用

や 先 の 地 下 空 間 利 用

対 策 を 検 討 す る 。  

 

（ ３ ） 「 安 全 、 清 潔 、 楽 し い ま

ち 吉 祥 寺 」 の 推 進  

「 安 全 、 清 潔 、 楽 し い ま ち 吉

祥 寺 」 で あ る た め に 、 引 き 続 き

迷 惑 喫 煙 、 ポ イ 捨 て 、 落 書 き の

防 止 に 努 め る と と も に 、 ハ ー ド

面 で は 雑 居 ビ ル 等 を 対 象 と し 、

建 物 や 設 備 を 点 検 し 、 防 災 や 防

犯 対 策 を 推 進 す る 。  

 

（ ４ ） セ ン ト ラ ル 吉 祥 寺 （ 中 央

駅 に 近 接 し 、 戦 後 の マ ー ケ ッ

ト の 雰 囲 気 を 残 す 北 口 ハ モ ニ カ

横 丁 は 、 こ こ 数 年 新 規 店 舗 の 参

入 な ど に よ っ て 急 速 に 賑 わ い を

取 り 戻 し 、 吉 祥 寺 の 都 市 観 光 の

代 表 的 ス ポ ッ ト と し て 脚 光 を 浴

び つ つ あ る 。 し か し も と も と の

基 盤 の 脆 弱 さ に 老 朽 化 が 加 わ り 、

火 災 や 事 故 等 の 防 災 上

念 さ れ る 状 態 に あ る 。  

そ う し た 課 題 の 解 決 に 向 け て 、

関 係 者 と の 連 携 を 強 化 し 、 ま ち

づ く り の 推 進 体 制 や 、 ラ イ フ ラ

イ ン と な る 基 盤 整 備 な ど に つ い

て 、 検 討 を 行 う 。  

 

（５）イースト吉祥寺（東部地

に お け る 重 点 整 備  

長 期 に わ た っ て 環 境 浄

組 み が 進 め ら れ 、 図 書 館 、 吉

祥 寺 シ ア タ ー も 建 設 さ れ 、 ま ち

の イ メ ー ジ に も 徐 々 に 変 化 が 見

ら れ つ つ あ る 。 今 後 は 住 民 を 主
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9 号 線 の 整 備

の

元 関 係

て 策 定 を 進 め て

 

（６）ウエスト吉祥寺（西部地区）

が り 、 新 た な 路 面 店 の 展 開 に も

も見られるなど、両者間の均衡

の制度を活かし、より詳細な地区

 

の 頭 公 園

と 一 体 と な っ た 魅 力 作 り が 期 待

に は 、

バ

備 構

想

づ く り を 目

し て 、 整 備 を 行 う 。  

盤 整 備  

体 に 望 ま し い ま ち の あ り 方 を 明

ら か に し つ つ 、 ま ち づ く り を 推

進 す る 。  

こ の た め 、 区 画 道 路 の 市 道 第

298 号 線 、 同 第 29

推 進 に よ り 、 都 市 基 盤 の 構 築

と 適 切 な 土 地 利 用 や 機 能 の 誘 導

を 促 進 す る と と も に 、 現 在 地 区

の 将 来 ビ ジ ョ ン と し て 地

者 が 中 心 と な っ

い る 地 区 計 画 を 基 礎 と し て 、 市

有 地 の 活 用 も 含 め 、 新 た な ま ち

づ く り へ の 歩 み を 支 援 し て い く 。

 

に お け る 重 点 整 備  

 も と も と 良 好 な 住 宅 地 と つ な

恵 ま れ 、 吉 祥 寺 の 中 で は 最 も 活

性 化 の 動 き が 著 し い 地 区 で あ る 。  

しかし、その反面周辺住宅地への

商 業 ・ サ ー ビ ス 系 店 舗 の 滲 み 出

し

の 維 持 を 図 る 必 要 も 生 じ て き て

い る 。 そ の た め 、 地 区 計 画 な ど

の あ り 方 に つ い て 検 討 を 進 め る 。

 

 

（７）パーク吉祥寺（南口地区）

に お け る 重 点 整 備  

吉 祥 寺 駅 南 口 は 、 井

さ れ て い る 。 そ の 導 入 部 と し て

の 南 口 駅 前 交 通 広 場 の 整 備

ス の 利 便 性 向 上 や 、 駅 に 隣 接

す る パ ー ク ロ ー ド の 歩 行 者 優 先

化 、 井 の 頭 通 り の 交 通 渋 滞 緩 和

な ど の 役 割 が 課 せ ら れ て お り 、

着 実 な 用 地 取 得 交 渉 に よ り 早 期

完 成 を 目 指 す 。  

ま た 広 場 整 備 を 契 機 に 、 関 係

権 利 者 や 社 会 の 動 向 を 見 定 め な

が ら 、 南 口 全 体 の 将 来 像 と な る

「 吉 祥 寺 駅 南 口 周 辺 再 整

」 の 検 討 を 進 め る 。  

駅 か ら 井 の 頭 公 園 へ の 魅 力 的

な ポ イ ン ト の 集 ま る ア ク セ ス 道

路 で あ る 七 井 橋 通 り に つ い て は 、

よ り 快 適 な 道 路 空 間

指

  

11 中 央 圏 の 都 市 基

（ １ ） 三 鷹 駅 周 辺 地 区 の 将 来 像

の 検 討  

北 口 駅 前 の 民 間 大 規 模 開 発 の

進 展 に あ わ せ て 、 今 後 比 較 的 短

期 間 で の 駅 周 辺 地 区 の 変 容 は 著
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会 」 の 基 本 方 針 に 沿

っ

利 用 、 歩 行 者 と 自 動 車 が 輻 そ

再 検 討 を 行

,900台 で あ る が 、 将 来 の 増 加

含 め て 、 い ま だ 不 足 し て い る 。

て 整 備 を 進

め

観 に 配 慮 し 、

整

（

併 せ 、

の 改 善 、 向 上 の 実 現 を 目

要

な 協 議 、 調 整 を 行 う 。  

 

（ ５ ） 西 久 保 ２ ・ ３ 丁 目 の 整 備  

長 年 の 懸 案 で あ る 西 久 保 ２ ･

３ 丁 目 の 木 造 住 宅 密 集 地 域 に つ

し い も の と 想 定 さ れ る 。    

「 三 鷹 駅 北 口 地 区 開 発 計 画 調

査 検 討 委 員

て 、 道 路 用 地 ・ 駐 輪 場 な ど の

提 供 に よ る 一 定 の 基 盤 整 備 も 予

定 さ れ て い る 。 こ れ を 契 機 に 、

更 に 広 く 三 鷹 駅 北 口 周 辺 地 区 全

体 に 及 ぶ 都 市 機 能 配 置 や 活 性 化

な ど 、 よ り 幅 広 い 視 点 か ら 将 来

的 な ま ち づ く り の 方 針 に つ い て

検 討 と 提 案 を 行 う 。  

こ の 地 区 に 多 く 散 在 す る 、 市

有 地 を 含 む 低 ・ 未 利 用 地 の 適 切

な

う す る 駅 前 広 場 や 、 駅 周 辺 地 区

を 含 め た 交 通 動 線 の

っ て い く 。  

 

（ ２ ） 交 通 環 境 の 整 備  

交 通 環 境 に つ い て は 道 路 体 系

と 駐 輪 場 が 課 題 で あ る 。  

ま ず 駅 前 広 場 へ の 流 入 ・ 通 過

交 通 の 迂 回 道 路 の 役 割 を 担 う 補

助 幹 線 道 路 な ど の 整 備 に 積 極 的

に あ た っ て い く 。  

駐 輪 場 に つ い て の 現 状 は 、 駅

北 口 周 辺 で の 収 容 台 数 は 約

4

も

三 鷹 駅 北 口 周 辺 の 将 来 的 な ま ち

づ く り の 方 針 に 沿 っ

て い く 。 駐 輪 場 の 設 置 に つ い

て は 、 引 き 続 き 地 元 商 店 会 や Ｊ

Ｒ な ど に 要 請 し て い く 。  

 

（ ３ ） 快 適 な 道 づ く り の 推 進  

三 鷹 駅 か ら 市 民 文 化 会 館 に 向

か う 道 路 を 「 か た ら い の 道 」 と

名 づ け 、 電 線 類 の 地 中 化 、 植 樹

帯 設 置 、 イ ン タ ー ロ ッ キ ン グ ブ

ロ ッ ク 舗 装 な ど 景

備 を 進 め て い る 。  

今 後 は 、 大 型 開 発 に 伴 う 駅 周

辺 の 道 路 の 整 備 に 併 せ 、 快 適 で 、

潤 い あ る 道 づ く り に 努 め る 。  

 

４ ） 大 規 模 団 地 建 替 え と 住 環

境 の 改 善  

こ の 圏 域 で は 、 緑 町 の 都 営 武

蔵 野 ア パ ー ト の 建 替 え が 進 行 中

で あ り 、 ス ケ ジ ュ ー ル に

住 環 境

指 し 、 住 民 、 事 業 者 を 交 え 必
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め

い て は 、 市 道 第 295号 線 を は じ

区 画 道 路 や 狭 あ い 道 路 、 公 園

な ど の 公 共 空 間 の 拡 充 、 整 備 を

促 進 し 、 地 域 の 快 適 性 、 安 全 性 、

防 災 性 の 一 層 の 向 上 を 図 る 。  

 

12 武 蔵 境 圏 の 都 市 基 盤 整 備  

（ １ ） 武 蔵 境 駅 周 辺 の 総 合 的 ま

ち づ く り へ の 取 組 み  

Ｊ Ｒ 中 央 線 及 び 西 武 多 摩 川 線

の 鉄 道 連 続 立 体 交 差 事 業 は 、 本

計 画 期 間 中 の 上 り 線 の 高 架 化 に

よ っ て 完 成 し 、 武 蔵 境 の ま ち は

南 北 一 体 化 に よ る 新 た な 時 代 に

入 る 。  

こ れ を 目 指 し て 、 「 武 蔵 境 駅

舎 ・ 広 場 ・ 街 づ く り 協 議 会 」 を

中 心 に 進 め ら れ て き た 議 論 の 成

果 を 踏 ま え 、 駅 舎 づ く り 、 駅 前

広 場 整 備 、 高 架 下 利 用 、 駅 北 口

周 辺 の 区 画 道 路 や 都 市 計 画 道 路

3･4･24号 線 （ 天 文 台 通 り ） の 整

備 な ど と 多 岐 に 及 ぶ 事 業 に つ い

て 、 総 合 的 な 視 野 か ら 相 互 連 携

を 図 っ て 、 順 次 具 体 化 、 実 施 し

て い く 。  

 西 東 京 市 な ど 隣 接 す る 周 辺 市

と の 境 界 部 に も 新 た な 開 発 の 動

き が 見 ら れ る 今 日 、 本 市 域 へ の

体 交

差 事 業 推 進 の 円 滑 化  

の

画 を 定 め 、

公

、

れ ら が 市 民 生 活 や 地 域 社 会 に

関 係 機 関 に 対 し 要 請

し

★ 平 成 18年 12月 、 西 武 多 摩 川 線 の 武

蔵 境 駅 付 近 の 約 840ｍ 区 間 に つ い て

線 三 鷹 駅 ～ 国 分 寺 駅 間 の 約 6.2㎞ の

下

影 響 も 予 想 さ れ る 。 行 政 間 の 連

携 を 深 め る と と も に 、 広 域 の 観

点 か ら の 対 応 も 進 め る 。  

 

（ ２ ） Ｊ Ｒ 中 央 線 の 連 続 立

Ｊ Ｒ 中 央 線 及 び 西 武 多 摩 川 線

鉄 道 連 続 立 体 交 差 事 業 は 駅 舎

改 良 や 市 内 ６ か 所 の 踏 切 除 去 、

側 道 整 備 な ど 鉄 道 関 連 施 設 自 体

の 改 善 、 整 備 に も 直 結 す る 。  

市 は 、 高 架 下 の 無 償 利 用 で き

る 部 分 を 含 め て 利 用 計

共 施 設 の 整 備 を 進 め る 。  

鉄 道 関 連 事 業 と し て 、 高 架 下

空 間 の 駐 輪 場 と し て の 利 用 な ど

こ

配 慮 し 、 プ ラ ス を も た ら す よ う

Ｊ Ｒ は じ め

て い く 。  

ま た 、 長 期 的 課 題 と し て Ｊ Ｒ

中 央 線 の 複 々 線 化 （ 地 下 線 ） に

つ い て も 、 そ の 事 業 化 を 働 き か

け る 。  

***** * * * * * * * *  

第 四 期 長 期 計 画 の 主 な 実 績  

高 架 化 。 平 成 19年 ７ 月 に は Ｊ Ｒ 中 央

り 線 が 高 架 化 さ れ 、 同 区 間 に あ る

13か 所 の 踏 み 切 り で 遮 断 時 間 及 び 横

断 距 離 が 短 縮 さ れ た 。  
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ら れ る 。 こ の 建 設 に あ わ せ て 、

、

駐 輪 場 な ど 一 帯 の 環 境 を 、 文 化

創 造 と 豊 か な 緑 を コ ン セ プ ト と

し て 整 備 し 、 積 極 的 に 武 蔵 境 の

ま ち の 魅 力 づ く り を 図 っ て い く 。  

 

（ ４ ） 快 適 な 環 境 の 整 備  

南 北 地 域 と も ま だ 緑 地 景 観 に

富 ん で い る 武 蔵 境 圏 域 で は 、 今

後 の ま ち づ く り に お い て も 、 緑

の 保 全 、 活 用 が 期 待 さ れ る 。  

武 蔵 境 圏 を 流 れ る 仙 川 水 辺 環

境 の 整 備 「 仙 川 リ メ イ ク 」 を 引

き 続 き 進 め て い く 。  

（ ３ ） 「 武 蔵 野 プ レ イ ス （ 仮

称 ） 」 周 辺 地 区 の 環 境 整 備  

「 武 蔵 野 プ レ イ ス （ 仮 称 ） 」

は 武 蔵 境 駅 南 口 に 近 接 し 、 武 蔵

境 の シ ン ボ ル と し て も 位 置 づ け

北 側 に 連 続 す る 公 園 や 周 辺 道 路
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Ⅴ 行・財政 

 第 四 期 基 本 構 想 冒 頭 に 掲 げ ら

れ た 目 標 の 一 つ は 「 持 続 可 能 な

社 会 を つ く ろ う 」 で あ る 。 そ の

目 標 を 第 四 期 長 期 計 画 が 掲 げ る

「 市 民 パ ー ト ナ ー シ ッ プ の 積 極

的 推 進 」 に よ っ て ど う 達 成 す る

か が い ま 問 わ れ て い る 。  

 少 子 高 齢 化 が 進 展 す る 中 で 、

武 蔵 野 市 は 三 位 一 体 の 改 革 の 結

果 、 国 の 補 助 金 が 削 減 さ れ た ば

か り か 市 民 税 収 入 も 減 少 し 、 ま

た 近 い 将 来 、 膨 大 な 経 費 を 要 す

る 大 型 都 市 基 盤 の 再 整 備 が 予 定

さ れ る な ど 、 予 断 を 許 さ な い 財

政 状 況 に 置 か れ て い る 。  

 そ の う え 、 こ れ か ら ま す ま す

多 様 化 ・ 高 度 化 す る 市 民 ニ ー ズ

や 地 域 ニ ー ズ に 対 し 、 行 政 だ け

で 応 え て い く こ と は 不 可 能 に 近

い ば か り か 、 不 適 切 で も あ る 。

地 域 の 公 共 的 課 題 に 取 り 組 む 担

い 手 を も っ ぱ ら 自 治 体 だ け と 考

え る 時 代 は 、 す で に 過 去 の も の

に な っ て い る 。  

 今 後 求 め ら れ る の は 、 市 と 市

民 、 事 業 者 な ど が そ れ ぞ れ 責 任

を 負 う べ き 領 域 、 相 互 に 協 働 し

て 取 り 組 む べ き 領 域 の 区 分 け を

明 確 に し た う え で 、 各 領 域 を 市

が 調 整 役 と な り 最 適 に 組 み 合 わ

せ 、 そ の 相 乗 効 果 に よ っ て よ り

質 の 高 い サ ー ビ ス を 提 供 す る こ

と で あ る 。 そ れ が 財 政 上 、 持 続

可 能 な 方 法 で あ る だ け で な く 、

市 民 が 実 感 す る 満 足 度 か ら み て

望 ま し い 方 法 で も あ る 。  

 も ち ろ ん 権 限 ・ 財 源 ・ 組 織 な

ど の 面 で 、 地 域 経 営 の 資 源 を 最

も 多 く 持 っ て い る の は 市 で あ る 。

市 と 市 民 、 事 業 者 な ど の 相 互 調

整 役 を 市 が 担 う べ き で あ る の も 、

そ う し た 理 由 か ら で あ る 。  

多 様 な 主 体 が 地 域 社 会 を 担 う

と い う 考 え に 立 て ば 、 市 民 に は 、

公 共 サ ー ビ ス の 受 け 手 で あ る ば

か り で な く 、 自 ら を 担 い 手 の 一

翼 で も あ る と 位 置 づ け る 自 覚 や 、

サ ー ビ ス の 費 用 対 効 果 な ど を 考

え る 地 域 経 営 の 感 覚 を も つ こ と

が 望 ま れ る 。  

 武 蔵 野 市 に は 、 自 主 三 原 則 に

基 づ く コ ミ ュ ニ テ ィ セ ン タ ー の

運 営 を は じ め と し て 、 こ れ ま で

市 民 参 加 、 市 民 自 治 が 広 く 実 践

さ れ て き た 蓄 積 が あ る 。 今 後 、

市 民 が よ り 一 層 市 政 に 参 加 し 、
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市 と 協 働 し て 公 共 的 課 題 の 解 決

で に あ る 。  

 

１  市 民 パ ー ト ナ ー シ ッ プ の 積

極 的 推 進  

に あ た る た め の 社 会 的 基 盤 は す

 市 民 パ ー ト ナ ー シ ッ プ を 積 極

的 に 推 進 す る た め に 、 そ の ル ー

ル 化 を 図 る 方 策 を 検 討 す る と と

協 働

し 、 市 と 市 民 、

。

今

代 に よ っ て 異 な

も に 、 市 民 活 動 を そ の 担 い 手 の

育 成 ま で 配 慮 し て 支 援 し 、 ま た 、

市 民 が 市 政 に 参 加 す る 機 会 や 場

を こ れ ま で 以 上 に 拡 充 す る 。  

 

（ １ ） 協 働 ル ー ル の 確 立 に 向 け

た 取 組 み  

 市 民 パ ー ト ナ ー シ ッ プ や

の 考 え 方 に 基 づ く 市 と 市 民 、 事

業 者 な ど の 役 割 分 担 の あ り 方 、

自 治 体 運 営 の 基 本 的 な あ り 方 の

見 直 し は 、 分 権 ・ 自 治 と い う 時

代 の 大 き な 変 化 を 受 け て 要 請 さ

れ て い る も の で あ る 。  

 そ こ で 、 自 治 体 運 営 の 基 本 的

な あ り 方 を 武 蔵 野 市 全 体 の 合 意

事 項 と し て 明 文 化

事 業 者 な ど の 共 通 ル ー ル と し て

広 く 認 識 さ れ る よ う に し て お く

必要がある。そのために自治基本

条 例 の 検 討 を 引 き 続 き 進 め る 。  

 検 討 に あ た っ て は 、 条 例 の 意

義 、 条 例 化 す る 場 合 の 手 法 、 条

例 に 盛 り 込 む べ き 内 容 、 関 連 す

る 他 の 条 例 の あ り 方 な ど に つ い

て 議 論 を 尽 く し 、 行 政 、 市 議 会 、

市 民 な ど が 協 働 し て 、 十 分 な 合

意 形 成 が で き る よ う に 努 め る 。  

 

（ ２ ） 協 働 の た め の 地 域 の 力 の

育 成  

こ れ ま で も 市 の 新 規 事 業 の 検

討 や 既 存 事 業 の 見 直 し に 際 し て 、

地 域 住 民 の 知 識 や 経 験 が 様 々 な

分 野 の 事 業 に 活 か さ れ て き た

後 は こ れ ま で の 地 域 活 動 の 経

験 に 学 び つ つ 、 新 た な 地 域 の 力

を 見 出 し 育 成 す る こ と が 必 要 で

あ る 。 今 後 の 協 働 の 発 展 の た め

に 、 市 民 活 動 の 場 の 確 保 と と も

に 、 活 動 を 支 え る 役 割 を 担 う 人

材 の 育 成 を 推 進 す る 。  

地 域 特 性 や 世

る 市 民 ニ ー ズ に 対 し て 、 協 働 方

式 で き め 細 や か に 対 応 す る た め

に 、 「 市 民 協 働 サ ロ ン 」 が 市 役

所 内 に 設 置 さ れ 、 市 と 市 民 団 体

な ど と の 協 働 の 推 進 や 団 体 相 互

の 交 流 の 場 は 確 保 さ れ た 。  
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体 、 Ｎ Ｐ Ｏ の 積 極

な 活 動 を 支 援 ・ 推 進 す る 。 市

武 蔵 野 プ レ イ ス （ 仮

称 ） 」 内 に 、 「 Ｎ Ｐ Ｏ ・ 市 民 活

動 サ ポ ー ト セ ン タ ー （ 仮 称 ） 」

を 整 備 す る 。  

行 政 と の 協 働 を 円 滑 に 推 進 す る た め

設 置 し た 。  

 

 

審 議 会 ・ 委 員 会 に は 、 こ れ ま で

今 後 、 多 様 化 す る 市 民 ニ ー ズ

委 員 及 び 市 民 に 対 し て 、 活 動 の

あ り 方 を 見 直 し 、 効 果 的 な 活

て 積 極 的 に 検 討 す る 。  

**

第 四

よ り 「 市 民 と 市 長 の タ ウ ン ミ ー テ ィ

 

協 働 の 基 礎 を 強 化 す る こ と を

目 的 と し て 、 市 民 ボ ラ ン テ ィ ア

や 市 民 活 動 団

的

民 活 動 の 創 成 、 交 流 ・ 連 携 の 場

と し て 、 「

***** * * * * * * * *  

第 四 期 長 期 計 画 の 主 な 実 績  

★ 平 成 19年 ９ 月 に 、 Ｎ Ｐ Ｏ ・ 市 民 活

動 団 体 が 出 会 い 、 相 互 の 連 携 を と り 、

の 「 市 民 協 働 サ ロ ン 」 を 市 役 所 内 に

（３）市民による市政参加の拡大

市 民 参 加 に よ る 長 期 計 画 策 定

を は じ め と し て 、 市 が 設 置 す る

も 多 数 の 市 民 が 委 員 と し て 参 加

し て き た 。  

を 市 の 計 画 に 反 映 す る た め に 、

様 々 な 世 代 や 性 別 な ど に 配 慮 し

た 市 民 公 募 を 推 進 し 、 多 く の 市

民 が 参 加 し や す い 仕 組 み づ く り

を 検 討 す る 。  

ま た 、 審 議 会 な ど に 参 加 し た

成 果 が 施 策 に ど の よ う に 反 映 さ

れ た か の 説 明 と 情 報 提 供 を 行 い 、

市 民 参 加 に お け る 双 方 向 性 を 強

化 す る 。  

さ ら に 、 市 民 の 声 を 幅 広 く 市

政 に 反 映 さ せ る た め 、 計 画 段 階

で の 意 見 募 集 （ パ ブ リ ッ ク コ メ

ン ト ） を 推 進 す る 。  

電 子 会 議 室 が 市 民 に よ る 市 政

参 加 の ツ ー ル と な る よ う に 現 在

の

用 を 図 る た め の 新 た な 運 用 形 態

も 含 め

****** * * * * *  

期 長 期 計 画 の 主 な 実 績  

★ 市 と コ ミ ュ ニ テ ィ 協 議 会 の 共 催 に

ン グ 」 を 平 成 18年 １ 月 か ら 開 始 し た 。

 

２  市 民 ニ ー ズ に 応 え る サ ー ビ

ス の 提 供  

現 代 の 急 速 な Ｉ Ｃ Ｔ 技 術 革 新

の 応 用 が 様 々 な 分 野 で 広 が っ て

い る 。 行 政 も 例 外 で な く 、 市 民

が 必 要 な サ ー ビ ス を 「 い つ で も

ど こ で も 」 受 け 取 る こ と が で き

る 行 政 の ユ ビ キ タ ス 化 の 試 行 も

始 め ら れ て い る 。 こ の よ う な 動

向 を 見 据 え つ つ 、 今 後 の サ ー ビ

ス 提 供 の あ り 方 に つ い て 積 極 的

な 対 応 を 研 究 す る 。  
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（

システムで取り

を拡充していく。 

額 の 費 用 を 要 す る た

、 費 用 対 効 果 や 全 国 の 動 向 を

ス カ ー ド （ Ｉ Ｃ

カ

ビ ス の 提 供 機 会

の

民 か ら 好 評 を 得 た 。

休

所 や 取 扱

業

し 、 市 民 の 利 便

３ ） 市 民 要 望 に 的 確 に 応 え る

ー ズ に も っ と も よ く

応 え る た め に 、 人 と 人 の コ ミ ュ

 

窓 口 の 相 互 連 携 を 推 進 し 、 市 民

の 様 々 な 相 談 に 的 確 か つ 迅 速 に

１ ） Ｉ Ｔ を 活 用 し た サ ー ビ ス

の 拡 大  

市 民 が 市 役 所 に 出 向 く こ と な

く 、 市 の 事 業 へ の 参 加 申 し 込 み

や 、 証 明 書 な ど の 発 行 の 請 求 が

で き る 電 子 申 請 シ ス テ ム は 、 平

成 17年 １ 月 か ら 稼 働 し て い る 。

今後は、この電子申請システムを

積極的に活用し、

扱う申請手続き

法 人 市 民 税 や 固 定 資 産 税 （ 償

却 資 産 ） の 電 子 申 告 の 導 入 に つ

い て は 、 多

め

注 視 し 、 慎 重 に 判 断 す る 。  

イ ン タ ー ネ ッ ト を 利 用 し た 公

金 の 支 払 が 可 能 と な る マ ル チ ペ

イ メ ン ト シ ス テ ム の 導 入 に つ い

て 検 討 す る 。  

総 合 サ ー ビ

ー ド ） の 導 入 に つ い て は 、 現

代 の 技 術 水 準 や 市 民 の ニ ー ズ を

把 握 し 、 利 便 性 と リ ス ク の 観 点

か ら 検 討 を 続 け る 。  

 

（ ２ ） 行 政 サ ー

拡 大  

平成19年の３月から４月にかけ

て 、 市 政 セ ン タ ー ３ か 所 で 土 ・

日 曜 日 の 開 所 を 試 行 し 、 利 用 し

た 多 数 の 市

日 ・ 夜 間 に も 住 民 票 、 印 鑑 証

明 な ど の 交 付 が 受 け ら れ る 自 動

交 付 機 導 入 を 進 め る と と も に 、

市 政 セ ン タ ー の 休 日 開

務 の 拡 大 を 進 め る 。  

ま た 、 コ ン ビ ニ エ ン ス ス ト ア

や 郵 便 局 の Ａ Ｔ Ｍ な ど を 利 用 し 、

税 金 の 支 払 が で き る よ う に す る

な ど 、 市 内 に 点 在 す る 民 間 サ ー

ビ ス 機 関 を 活 用

性 を 高 め て い く 。  

 

（

仕 組 み づ く り  

 市 民 の ニ

ニ ケ ー シ ョ ン を 大 切 に す る 市 役

所 へ と 態 勢 の 整 備 を 進 め て い く 。

「 市 政 コ ン シ ェ ル ジ ュ （ 仮

称 ） 」 の 設 置 を 検 討 し 、 市 役 所

を 訪 れ る 市 民 に 、 市 政 に 熟 知 し

た 職 員 が 話 を 聞 き 、 そ の 場 で 即

答 し た り 、 適 切 な 部 署 ・ 相 談 窓

口 へ つ な ぐ こ と が で き る よ う に

す る 。 ま た 、 市 役 所 の 各 種 相 談
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ら 市 に 寄 せ ら れ る 「 よ

く

キ

対 応 で き る 柔 軟 な 組 織 と す る 。  

 市 民 か

あ る 質 問 」 に つ い て は 、 そ の

内 容 と 回 答 を ホ ー ム ペ ー ジ 上 で

公 開 し て い る 。 そ の 定 期 的 な 見

直 し を 行 う こ と で 、 市 民 が 「 い

つ で も ど こ で も 」 必 要 な 情 報 を

取 り 出 せ る 仕 組 み を 拡 充 す る 。  

 

３  積 極 的 な 情 報 発 信 と 情 報 セ

ュ リ テ ィ の 徹 底  

 「 市 民 が 主 役 」 の 基 本 姿 勢 に

立 ち 、 市 民 と 行 政 と の 協 働 を 進

め て い く に は 、 市 の 保 有 す る 情

報 を 個 人 情 報 保 護 に 配 慮 し た う

え 、 市 民 と 行 政 と で 共 有 す る こ

と が 必 要 で あ る 。 市 民 と 行 政 と

の 間 で 情 報 の 量 や 理 解 度 が 均 衡

し て 初 め て 、 市 民 が 持 て る 力 を

遺 憾 な く 発 揮 で き る 環 境 が 整 う 。  

 そ の た め に は 、 市 民 に 市 政 情

報 と 地 域 活 動 情 報 を 伝 達 す る 手

段 と し て 、 市 報 を 基 本 に 様 々 な

媒 体 を こ れ ま で 以 上 に 効 果 的 に

活 用 す る 工 夫 を 行 う 。  

  

（ １ ） イ ン タ ー ネ ッ ト に よ る 情

報 提 供 の 推 進  

 市 の ホ ー ム ペ ー ジ に は 、 引 き

高 齢 者 、

障

（ ２ ） 市 政 ・ 地 域 情 報 の 充 実  

民 が 最 も 利 用 し

効

続 き 最 新 の 情 報 を き め 細 か に わ

か り や す く 掲 載 す る と 同 時 に 、

ユ ニ バ ー サ ル デ ザ イ ン の 視 点 か

ら 、 利 用 者 が 必 要 な 情 報 を 容 易

か つ 適 切 に 得 る こ と が で き る よ

う に 常 に 改 善 し て い く 。  

 さ ら に 、 子 育 て 世 代 や

が い 者 、 家 族 介 護 者 な ど 、 在

宅 中 心 で 過 ご し て い る 市 民 向 け

に 、 各 々 が 必 要 と す る 情 報 を 共

有 で き る 新 た な シ ス テ ム づ く り

を 研 究 す る 。  

 

 市 や 地 域 に 関 す る 情 報 の 入 手

手 段 と し て 、 市

て い る 市 報 は 、 編 集 の あ り 方 、

紙 面 構 成 も 含 め て 、 新 し い 目 で

見 直 し 、 一 層 の 定 着 を 図 る 。  

 ま た 、 最 適 の 媒 体 を 活 用 し て

果 的 な 情 報 発 信 を 行 っ て い く

た め 、 市 政 に 関 す る 多 様 な 情 報

が 市 民 に 適 切 に 伝 わ っ て い る か 、

そ れ が 市 民 に よ り 有 効 活 用 さ れ 、

市 民 の 満 足 を 得 て い る か に 関 し 、

市 民 調 査 や 市 民 に よ る 評 価 シ ス

テ ム に 基 づ い た 研 究 を 進 め る 。  

市 政 資 料 コ ー ナ ー や 図 書 館 で

は 、 市 が 保 有 す る 情 報 や 資 料 の
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て い る 。 個 人 情 報 を 保 護 す る

的 な こ と で

あ る 。 市 民 に 関 す る 情 報 を 確 実

に 保 護 す る た め に 、 武 蔵 野 市 に

ふ さ わ し い 情 報 セ キ ュ リ テ ィ ・

ポ リ シ ー を 徹 底 し て い く 。  

こ の ポ リ シ ー を 遵 守 す る た め

に 、 職 員 研 修 の ほ か 、 各 課 の 業

務 シ ス テ ム す べ て に セ キ ュ リ

テ ィ 実 施 手 順 と 運 用 マ ニ ュ ア ル

を 策 定 し 、 実 践 を 徹 底 す る と と

も に そ の 内 容 も 定 期 的 に 見 直 す 。  

さ ら に 、 実 施 手 順 に 沿 っ た 内

部 監 査 や 、 外 部 の 団 体 に よ る セ

キ ュ リ テ ィ 監 査 を 各 情 報 シ ス テ

ム に つ い て 実 施 し て い く 。  

ま た 、 市 の ホ ー ム ペ ー ジ を 情

報 の 発 信 源 と し て 充 実 さ せ て い

く 中 で 、 内 容 が 改 ざ ん さ れ る こ

と の な い よ う 、 今 後 も 技 術 革 新

目 録 を デ ー タ ベ ー ス 化 し た う え 、

市 民 が 必 要 と す る 資 料 を 簡 単 に

検 索 で き る シ ス テ ム を 開 発 ・ 活

用 す る こ と を 検 討 す る 。  

  

（ ３ ） 情 報 セ キ ュ リ テ ィ の 徹 底  

市 の 業 務 の Ｉ Ｔ 化 に 伴 い 、 市

は 市 民 の 個 人 情 報 を 大 量 に 保 有

し

こ と は 、 市 が 市 民 か ら 信 頼 さ れ

る た め に 、 最 も 基 本

な ど の 状 況 を 考 慮 し 、 適 切 な 管

理 を 行 う 。  

 

４  健 全 な 財 政 運 営 の 維 持  

財 政 運 営 の 基 本 は 、 健 全 な 財

政 を 維 持 し な が ら 、 時 代 の 変 化

に 対 応 し た 重 点 施 策 へ の 資 源 配

分 を 行 い 、 サ ー ビ ス 提 供 の 効 率

性 を 高 め て い く こ と に あ る 。 限

ら れ た 財 源 の 中 で 新 規 の 事 業 を

行 う 際 に は 、 常 に ス ク ラ ッ プ ・

ア ン ド ・ ビ ル ド や 施 策 の 総 合 化

な ど を 視 点 に お き 、 効 率 的 な 実

施 に 努 め な け れ ば な ら な い 。  

 

（ １ ） 財 政 運 営 の ガ イ ド ラ イ ン

の 設 定  

 市 の 健 全 な 財 政 運 営 を 維 持 す

る た め に は 、 市 の 財 政 を 中 長 期

の 視 点 で 考 え る 必 要 が あ る 。 バ

ラ ン ス シ ー ト な ど の 財 務 情 報 を

活 用 し 、 財 政 運 営 の ガ イ ド ラ イ

ン の 設 定 を 検 討 す る 。  

 

（ ２ ） 会 計 改 革 の 推 進  

単 式 簿 記 会 計 で あ る 公 会 計 制

度 の 欠 点 を 補 う た め 、 複 式 簿 記

会 計 の 導 入 を 検 討 す る 。 都 な ど

の 先 行 事 例 の 効 果 な ど に つ い て
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適 正 な 受 益 と 負 担  

を

の

刊

現

評

価

お い て は 、 各 施 策

の 目 標 ・ 評 価 や 事 業 に 必 要 な 経

、

予 算 の 根 拠 を で き る だ け 明 ら か

に す る こ と に よ っ て 市 民 に 対 す

る 説 明 責 任 の 向 上 を 図 る 。  

行 政 運 営 上 、 透 明 性 と 市 民 へ

の 説 明 責 任 を 確 保 す る た め 、 積

極 的 な 情 報 公 開 は も と よ り 、 監

査 委 員 機 能 の 充 実 を 図 る と 同 時

に 、 外 部 監 査 機 能 の 積 極 的 な 活

用 を 検 討 す る 。  

 

（ ５ ） 公 共 施 設 の 計 画 的 整 備  

ク リ ー ン セ ン タ ー 、 上 ・ 下 水

道 、 小 中 学 校 な ど 、 社 会 生 活 を

支 え る 基 盤 が 更 新 時 期 を 迎 え て

い る 。 こ れ ら の 施 設 の 更 新 に は

膨 大 な 費 用 負 担 が 予 想 さ れ る た

め 、 中 長 期 的 な 視 点 か ら 、 公 共

施 設 の 中 長 期 資 産 管 理 計 画 （ イ

ン フ ラ 資 産 及 び 公 共 施 設 の 維 持

更 新 計 画 な ど ） を 作 成 す る と と

も に 、 財 政 計 画 と の 整 合 性 を 常

に 検 討 す る 。  

ま た 、 公 共 施 設 ご と に 「 安

全 」 「 保 全 」 「 環 境 」 「 福 祉 」

「 経 済 」 「 利 便 」 な ど の 性 能 を

研 究 し 、 本 市 に お け る 問 題 点 、

効 果 、 導 入 時 期 な ど に つ い て 検

討 を 行 う 。  

 

（ ３ ）

市 民 に 行 政 サ ー ビ ス の コ ス ト

示 し た う え で 、 受 益 に 見 合 っ

た 適 正 負 担 の 観 点 か ら 、 ４ 年 ご

と に 行 っ て い る 使 用 料 ・ 手 数 料

な ど の 見 直 し 作 業 を 継 続 し て 実

施 す る 。  

ま た 、 新 た な 歳 入 確 保 策 と し

て の 広 告 料 収 入 に つ い て は 、 す

で に 実 施 し て い る ホ ー ム ペ ー ジ

の バ ナ ー 広 告 に 引 き 続 き 、 市

行 物 な ど へ の 導 入 に つ い て も

検 討 を 行 う 。  

 

（ ４ ） 計 画 的 な 予 算 編 成 と 説 明

責 任 の 強 化  

適 切 な 行 政 運 営 を 行 う た め に 、

在 行 っ て い る 事 務 事 業 レ ベ ル

の 行 政 評 価 制 度 を 抜 本 的 に 見 直

し 、 政 策 ・ 施 策 レ ベ ル の 行 政 評

価 制 度 を 構 築 す る と と も に 、

を も と に し た 予 算 編 成 を 行 う

な ど 、 予 算 と 連 動 し た 仕 組 み へ

の 転 換 も 視 野 に 入 れ た ア ウ ト カ

ム 手 法 の 行 政 評 価 制 度 の あ り 方

を 検 討 す る 。  

予 算 編 成 に

費 が 一 目 で わ か る よ う 工 夫 し
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な 改 善 ・ 整 備 計 画

を 作 成 し 、 計 画 的 に 実 施 し て い

立 体 交 差 事 業 の 完 成

や

有効活用の研究 

健 全 な 財 政 運 営 を 維 持 し て い

活 用 が 求 め ら れ る 。

利

あ る 市 は 、 財 政

援

す

る

後 の 方 向 性 を

め て い く 必 要 が あ る 。 財 政 援

と

調 査 し 、 現 状 と あ る べ き 姿 を 把

握 し た う え で 、 実 効 性 、 合 理 性

の あ る 総 合 的

く 。  

あ わ せ て 、 利 用 者 の 満 足 度 調

査 を 行 い 、 課 題 や 問 題 点 な ど を

整 理 し た う え で 、 次 の 改 善 ・ 整

備 に 反 映 さ せ る 。  

武 蔵 境 市 政 セ ン タ ー は 、 Ｊ Ｒ

中 央 線 連 続

武 蔵 境 駅 舎 及 び 駅 周 辺 道 路 の

整 備 な ど 、 武 蔵 境 駅 周 辺 ま ち づ

く り の 進 捗 を 見 据 え な が ら 、 駅

周 辺 へ の 移 設 を 検 討 す る 。  

 

（６）市有財産の

く た め の 方 策 の 一 つ と し て 、 市

有 財 産 の 有 効

用 計 画 が 定 ま っ て い な い 市 有

財 産 や 未 利 用 地 に つ い て は 、 売

却 や 貸 付 な ど も 含 め 、 そ の 方 策

を 研 究 す る 。  

 

（ ７ ） 財 政 援 助 出 資 団 体 の 経 営

改 善 の 推 進  

市 政 の 代 替 ・ 補 完 機 能 を 担 っ

て い る 財 政 援 助 出 資 団 体 に 対 し 、

団 体 の 設 立 者 で

助 出 資 団 体 経 営 改 革 プ ラ ン や

経 営 評 価 制 度 な ど に 基 づ い て 、

適 切 な 指 導 監 督 を 行 う 。  

本 調 整 計 画 期 間 中 に 、 財 政 援

助 出 資 団 体 が 指 定 管 理 者 と な っ

て い る 施 設 の 指 定 期 間 が 終 了

。 市 は 、 財 政 援 助 出 資 団 体 が

民 間 と の 競 争 に 耐 え ら れ る よ う

そ の 経 営 改 善 を 指 導 監 督 す る 。  

ま た 、 公 益 法 人 制 度 改 革 に 伴

い 、 本 調 整 計 画 期 間 中 に 、 財 政

援 助 出 資 団 体 の 今

決

助 出 資 団 体 に つ い て は 、 設 立 時

現 在 の 目 的 ・ 役 割 の 変 化 や 将

来 展 望 に 照 ら し 、 統 廃 合 や 再 編

な ど も 含 め て 、 そ の あ り 方 を 慎

重 に 検 討 す る 。  

 

５  時 代 の 変 化 に 対 応 す る 柔 軟

な 行 政 運 営  

市 は 、 こ れ ま で 多 く の 市 民 に

よ る 広 範 な 活 動 と 高 い 担 税 力 に

支 え ら れ て 、 先 駆 的 な 行 政 サ ー

ビ ス を 実 施 し て き た 。  

し か し 、 将 来 の 財 政 見 通 し は

楽 観 を 許 す も の で は な い 。 限 ら

れ た 財 源 の 中 で 、 こ れ ま で 行 政
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営 が 不 可 欠 で あ る 。  

・ パ ブ リ ッ

ク

く

材 育 成 を 進 め る 。  

（

 

行 わ れ た 地 方 交

税 の 大 幅 削 減 に 見 ら れ る よ う

の 分 権 よ り も む し

ろ

と な

る

を

の 、 補 助 金 な

ど に よ り 外 部 団 体 の 取 組 み を 促

を 示 し 、 厳 格 な 運

用 を 図 り 、 効 率 的 な 運 営 が 行 え

る よ う 検 討 す る 。  

そ の た め に 市 の 方 針 を 策 定 し 、

市 の 施 策 ・ 事 業 の あ り 方 や 必 要

性 、 手 法 な ど を 全 庁 的 に 点 検 ・

評 価 し 、 事 務 事 業 の 見 直 し を 計

画 的 に 進 め る 。 市 場 化 テ ス ト や

が 提 供 し て き た サ ー ビ ス の 質 を

落 と す こ と な く 、 よ り 豊 か で 、

安 全 ・ 安 心 な ま ち と し て 発 展 を

目 指 す に は 、 効 率 的 ・ 機 動 的 な

行 政 運

民 間 企 業 に お け る 経 営 の 考 え

方 や 手 法 を 行 政 運 営 に 取 り 入 れ 、

市 政 の 効 率 化 ・ 活 性 化 を 図 る た

め 、 Ｎ Ｐ Ｍ （ ニ ュ ー

・ マ ネ ジ メ ン ト ） 手 法 を 積 極

的 に 活 用 し 、 顧 客 主 義 や 成 果 主

義 に つ い て 研 究 す る 。  

ま た 、 行 政 運 営 の 見 直 し と と

も に 、 職 員 一 人 ひ と り の 持 て る

能 力 を 最 大 限 に 引 き 出 し て い

人

 

１）地方分権などへの的確な対応 

「 国 か ら 地 方 へ 」 の か け 声 の

も と 、 平 成 12年 ４ 月 か ら 施 行 さ

れ た 地 方 分 権 一 括 法 や そ の 後 の

三 位 一 体 の 改 革 な ど に よ り 、 地

方 分 権 が 着 実 に 進 展 し つ つ あ る 。

一 方 、 こ の 間

付

に 、 分 権 改 革 に は そ の 名 の も と

で 、 自 治 体 へ

政 府 の 財 政 再 建 な ど 、 国 の 都

合 を 優 先 さ せ が ち な 側 面 が あ る 。  

今 ま た 地 方 分 権 改 革 推 進 法 の

制 定 に よ り 、 第 二 期 分 権 改 革 が

進 め ら れ よ う と し て い る 。 そ れ

が 真 に そ の 名 に 値 す る 改 革

よ う に 、 自 立 し た 自 治 体 と し

て 関 連 情 報 を 的 確 に 把 握 し 、 ま

た 、 国 や 都 に 積 極 的 に 意 見 を 述

べ て い く 必 要 が あ る 。  

分 権 改 革 が 進 む に つ れ 、 自 治

体 に は 、 持 続 可 能 な ま ち づ く り

す る 総 合 的 な 経 営 主 体 と し て

の 力 量 が い ま ま で 以 上 に 問 わ れ

る 。 そ の た め の 経 営 力 を 高 め る

取 組 み を 着 実 に 進 め る 。  

 

（２）事務事業・補助金の見直し 

市 が 直 営 で 事 業 を 実 施 す べ き

も の 、 市 民 協 働 に よ る べ き も の 、

民 間 委 託 を す る も

進 す べ き も の に つ い て 、 統 一 的

な 方 針 や 基 準
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行

い

 

理 運 営

に

設 に は 、

極 的 に 指 定 管 理 者 制 度 を 広 げ

を

 

務 事 業 ・ 補 助 金 見 直 し 委 員 会 」 に お

っ た 。  

（ ３ ） 事 務 事 業 の Ｉ Ｔ 化 の 推 進  

シ ス テ

ム

合 情

化 基 本 計 画 を 策 定 し 、 Ｉ Ｔ 戦

し

正 化  

Ｐ Ｆ Ｉ （ 民 間 資 金 の 活 用 に よ る

公 共 事 業 ） の 導 入 を 目 指 す 。  

市 が 団 体 等 に 対 し て 支 出 し て

い る 補 助 金 に つ い て 、 公 平 性 ・

必 要 性 な ど の 観 点 か ら 評 価 を

見 直 し を 実 施 す る 。  

市 民 団 体 や Ｎ Ｐ Ｏ か ら の 事 業

受 託 提 案 制 度 な ど に つ い て す で

に 行 わ れ て い る 事 業 と の 整 合 性

を と り つ つ 研 究 す る 。 あ わ せ て 、

民 間 な ど へ の 委 託 化 を 推 進 す る 。

さ ら に 、 公 の 施 設 の 管

つ い て は 、 一 部 の 施 設 で 指 定

管 理 者 制 度 を 導 入 し て い る が 、

市 が 担 う 役 割 分 担 を 踏 ま え 、 民

間 に 開 放 す べ き 公 の 施

積

て い く 。  

市 民 の 生 活 圏 域 が 拡 大 し て い

る 現 在 、 そ れ ぞ れ の 自 治 体 が 類

似 の 施 設 な ど を つ く る こ と は 行

政 運 営 上 効 率 的 で あ る と は 言 え

な い 。 各 自 治 体 の 保 有 す る 施 設

相 互 に 利 用 し あ う こ と な ど を

さ ら に 検 討 し 、 近 隣 区 市 な ど と

の 広 域 連 携 の 一 層 の 推 進 を 図 る 。

***** * * * * * * * *  

第 四 期 長 期 計 画 の 主 な 実 績  

★ 有 識 者 と 公 募 市 民 で 構 成 す る 「 事

い て 、 事 務 事 業 ・ 補 助 金 の 点 検 を 行

安 全 で 信 頼 性 の 高 い 行 政 サ ー

ビ ス を 実 現 す る た め の 手 段 と し

て Ｉ Ｔ を 積 極 的 に 活 用 し 、 市 民

サ ー ビ ス の 向 上 と 庁 内 業 務 の 徹

底 し た 効 率 化 を 図 る 。  

課 税 ・ 収 納 事 務 の 連 携 と 効 率

化 の た め 、 税 務 総 合 電 算

の 導 入 を 図 る 。  

ま た 、 既 存 の シ ス テ ム に つ い

て も セ キ ュ リ テ ィ 対 策 の 徹 底 や

費 用 対 効 果 の 視 点 で 見 直 し を 行

っ て い く こ と が 重 要 で あ る 。  

こ の こ と か ら 、 第 二 次 総

報

略 会 議 を 中 心 に Ｉ Ｔ 施 策 を 推 進

て い く 。 ま た 、 効 果 的 な 研 修

な ど を 通 じ て 引 き 続 き Ｉ Ｔ を 活

用 で き る 人 材 、 指 導 で き る 人 材

の 育 成 を 行 う 。 Ｉ Ｔ 化 に 伴 う 職

員 の ス ト レ ス 緩 和 対 策 も あ わ せ

て 進 め る 。  

 

（ ４ ） 職 員 定 数 の 適

職 員 定 数 に 関 し て は 、 第 四 次

職 員 定 数 適 正 化 計 画 を 確 実 に 実

行 す る と と も に 次 期 計 画 を 策 定

す る 。 任 期 付 職 員 制 度 の 活 用 、

退 職 職 員 の 計 画 的 な 再 任 用 ・ 再
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な

討

し て 、 「 第 二 次 武 蔵 野 市 行 財 政 改 革

た 、 こ の 基 本 方 針 の 取 組 事 項 の う ち 、

（

 

い て は 職 員 の 職

務

員 の 心

身

度 に 庁 舎 レ

イ

ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン を 活 性 化 さ せ 、

的 に 進 め て い く 。

務 に 対 す る 意 欲 を 高 め る た め

積 極

的

雇 用 、 民 間 企 業 経 験 者 の 採 用 な

ど の 一 層 の 推 進 や 、 １ 人 ２ 職 制

ど の 検 討 を 行 い つ つ 、 適 切 な

職 員 体 制 を 実 現 し て い く 。 こ れ

ら の 運 用 に あ た っ て は 、 公 平 性

・ 透 明 性 を 確 保 す る 。  

ま た 、 業 務 精 査 、 外 部 委 託 、

嘱 託 職 員 化 等 を 総 合 的 に 研 究 し 、

嘱 託 化 に つ い て は 、 平 成 11年 度

か ら 実 施 し て い る 中 高 年 雇 用 ・

障 害 者 雇 用 創 出 事 業 を 含 め て 検

を 行 う 。  

***** * * * * * * * *  

第 四 期 長 期 計 画 の 主 な 実 績  

★ 中 期 的 な 行 財 政 運 営 の 基 本 方 針 と

を 推 進 す る た め の 基 本 方 針 」 を 、 ま

集 中 的 に 改 革 を 要 す る 取 組 事 項 の 実

行 計 画 と し て 「 武 蔵 野 市 行 財 政 集 中

改 革 プ ラ ン 」 を 策 定 し た 。  

 

５ ） 職 員 の 資 質 向 上 の 推 進  

地 方 公 共 団 体 と し て 、 「 最 小

の 経 費 で 最 大 の 効 果 」 を 上 げ 、

自 治 体 と し て の 体 質 強 化 を 図 っ

て い く こ と は 当 然 の 責 務 で あ る 。

職 員 自 ら が 常 に コ ス ト 意 識 を 持

つ こ と は も と よ り 、 経 営 能 力 を

養 う こ と が 必 要 で あ る 。  

給 与 制 度 に つ

務 や 職 責 、 能 力 、 成 果 に 応 じ た

も の に 改 善 し て い く 。 あ わ せ て

勤 務 評 定 制 度 が 職 員 の 能 力 や 職

上 の 成 果 を 適 正 に 反 映 す る よ

う に し 、 人 材 の 育 成 や 給 与 上 の

処 遇 に 活 用 で き る 制 度 と す る 。  

職 員 の コ ス ト 意 識 の 徹 底 を 促

進 し て い く と と も に 、 職

の 健 康 管 理 に 努 め る こ と も 、

業 務 効 率 の 改 善 に は 不 可 欠 な 要

素 で あ る 。 平 成 19年

ア ウ ト の 変 更 を 実 施 し た の に

伴 い 職 場 内 の 環 境 改 善 を 行 っ た

が 、 今 後 も 引 き 続 き 良 好 な 環 境

を 整 備 す る こ と で 、 職 員 間 の コ

業 務 連 携 の 迅 速 化 ・ 円 滑 化 を 図

る 。  

市 民 協 働 や 行 政 改 革 を 進 め る

う え で 、 職 員 の 資 質 向 上 は 最 重

要 で あ る 。 自 ら 目 標 を 設 定 し 、

自 主 的 に 仕 事 に 取 り 組 み 、 生 活

感 覚 溢 れ る 職 員 を 育 成 す る た め

の 研 修 を 積 極

職

の 点 検 ・ 改 善 活 動 を 職 場 で

に 推 進 す る 。  
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（ １ ） 日 本 経 済 の 動 向  

日 本 経 済 は 平 成 14年 １ 月 よ り

始 ま っ た 景 気 回 復 が 長 期 間 に わ

た っ て 持 続 し て い る 。 平 成 20年

1月 の 月 例 経 済 報 告 に よ れ ば 、

サ ブ プ ラ イ ム 住 宅 ロ ー ン 問 題 を

背 景 と す る ア メ リ カ 経 済 の 下 振

れ リ ス ク や 金 融 資 本 市 場 の 変 動

な ど に 留 意 は 必 要 と す る が 、 先

行 き に つ い て は 、 企 業 部 門 が 底

堅 く 推 移 し 、 景 気 回 復 が 続 く と

期 待 さ れ る と し て い る 。 政 府 経

済 見 通 し に よ る 国 内 総 生 産 （ Ｇ

Ｄ Ｐ ） に つ い て は 、 平 成 19年 度

の 実 績 見 込 み は 、 実 質 成 長 率

1.3％ 程 度 、 名 目 成 長 率 で 0.8％

程 度 、 平 成 20年 度 は 実 質 成 長 率

2.0％ 程 度 、 名 目 成 長 率 で 2.1％

程 度 と さ れ て い る 。  

 

（ ２ ） 武 蔵 野 市 の 財 政 の 状 況

と 課 題  

景 気 の 低 迷 や 国 の 減 税 政 策 の

も と で も 、 本 市 の 財 政 は 市 民 の

高 い 担 税 力 に 支 え ら れ 、 こ れ ま

で 健 全 な 財 政 を 維 持 し て き た 。

財 政 力 を 判 断 す る 理 論 上 の 指 標

と さ れ る 財 政 力 指 数 も 平 成 19年

度 に 1.650（ ３ か 年 平 均 ） と な

り 、 全 国 三 位 と な っ て い る 。 し

、 後 述 す る 三 位 一 体 の 改 革

る 影 響 や 今 後 の 財 政 需 要 を

考 え る と 、 こ の 状 態 を 将 来 に わ

た り 維 持 し て い く こ と は 大 変 厳

し い と 予 想 さ れ る 。  

本 市 の 歳 入 の 特 徴 は 、 市 税 収

入 が 全 体 の 約 ６ 割 を 占 め 、 そ の

う ち の 約 ４ 割 が 個 人 市 民 税 で あ

り 、 こ の 安 定 し た 財 源 が 健 全 な

財 政 運 営 を 可 能 と し て い る （ 図

表 １ ） 。 し か し な が ら 、 平 成 ４

年 の 189億 円 を ピ ー ク に 減 少 し

て い た 個 人 市 民 税 は 、 税 制 改 正

の 影 響 も あ り 平 成 17年 度 か ら 徐

々 に 回 復 の 兆 し を 見 せ て い る も

の の 、 今 後 大 き な 伸 び は 期 待 で

き な い 。 法 人 市 民 税 は 平 成 13、

15、 17及 び 18年 度 に 一 企 業 か ら

の 臨 時 的 な 増 収 に よ り 好 転 し 、

特 に 平 成 13年 度 は 市 税 全 体 の 収

入 が 400億 円 を 超 え 、 こ れ ま で

の 最 高 額 と な っ た 。 ま た 、 平 成

18年 度 は 景 気 回 復 に よ る 影 響 が

法 人 市 民 税 で 見 ら れ た が 、 今 後

も 同 様 な 税 収 を 維 持 で き る か に

つ い て は 、 楽 観 で き な い 状 況 に

あ る （ 図 表 ２ ） 。  

 

か し

に よ
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に 増 加 し

い る も の の 、 市 債 の 償 還 の

び 、 人 件 費 が 減 少 し た

こ

に つ な が る 。 扶 助 費 は 生 活 保 護  

、 や む を 得

い 面 も あ る が 、 物 件 費 比 率 が

多 摩 26市 で 一 位 で あ る こ と も あ

歳 出 に つ い て は 、 人 件 費 、 扶

助 費 、 公 債 費 の 三 費 目 を 合 わ せ

た い わ ゆ る 義 務 的 経 費 が 、 平 成

18年 度 決 算 で 209億 円 と な り 、

10年 前 の 平 成 ８ 年 度 決 算 と 比 較

す る と 2.4％ の マ イ ナ ス と な っ

て い る 。 扶 助 費 は 徐 々

て

ピ ー ク が 過 ぎ 、 公 債 費 が 減 少 し

た こ と 及

と に よ る も の で あ る 。 人 件 費

は 、 職 員 定 数 適 正 化 計 画 に よ る

人 員 削 減 、 給 与 改 定 、 各 種 手 当

の 見 直 し 等 に よ り 減 少 し て い る

が 、 平 成 19年 度 か ら 22年 度 に か

け て ピ ー ク を 迎 え る 団 塊 世 代 の

退 職 者 の 増 加 が 、 退 職 金 の 増 加

 

措 置 費 の 伸 び が 落 ち 着 き を 見 せ

て い る が 、 乳 幼 児 医 療 費 助 成 の

所 得 制 限 撤 廃 、 義 務 教 育 就 学 児

医 療 費 助 成 の 創 設 や 高 齢 者 人 口

の 増 加 が 今 後 の 増 加 の 要 因 に な

る と 考 え ら れ る 。 そ の 他 の 経 常

的 な 経 費 と し て は 、 物 件 費 の 伸

び に も 注 意 す る 必 要 が あ る 。 物

件 費 は 平 成 18年 度 に 115億 円 と

な り 、 10年 間 で 10.7％ 増 加 し て

い る 。 特 に 、 物 件 費 の ６ 割 以 上

を 占 め る 委 託 料 の 伸 び は 10年 間

で 22.9％ と 大 幅 な 増 と な っ て い

る 。 委 託 料 の 増 加 は 、 人 件 費 を

抑 え る た め に 民 間 委 託 を 進 め た

こ と が 要 因 の 一 つ で

な

図表１　歳入の推移億円
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図表２　市税収入の推移億円
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に

な っ て い る 。 土 地 開 発 公 社 の 借

入 金 は 計 画 的 な 償 還 に 努 め て い

る が 、 今 後 も 必 要 な 土 地 の 先 行

取 得 が 予 定 さ れ て い る の で 、 大

幅 な 減 少 は 考 え に く い （ 図 表

５ ） 。  

財 政 構 造 の 弾 力 性 を 表 わ す 経

常 収 支 比 率 は 、 平 成 14年 度 に

85.2％ ま で 増 加 し た が 、 法 人 市

民 税 の 臨 時 的 な 収 入 な ど に よ り

平 成 18年 度 に は 75.9％ と な っ た 。

0～ 80％ が 適 正 水 準

り 、 そ の 抑 制 も 大 き な 課 題 の 一

つ で あ る （ 図 表 ３ ） 。  

 基 金 に つ い て は 、 法 人 市 民 税

の 臨 時 的 な 収 入 等 を 着 実 に 積 立

て て き た 結 果 、 平 成 18年 度 末 の

基 金 残 高 は 、 287億 円 と な っ た 。

今 後 、 「 武 蔵 野 プ レ イ ス (仮 称

)」 建 設 事 業 な ど へ の 取 崩 し を

予 定 し て い る の で 、 一 定 の 減 少

が 予 想 さ れ る が 、 こ れ か ら の 市

有 施 設 の 更 新 等 の 行 政 需 要 を 勘

案 す れ ば 、 基 金 の 取 崩 し は 慎 重

計 画 す る 必 要 が あ る （ 図 表

４ ） 。  

 平 成 18年 度 末 の 市 債 （ 借 金 ）

残 高 は 、 一 般 会 計 260億 円 、 下

水 道 事 業 会 計 32億 円 、 土 地 開 発

公 社 112億 円 で 、 合 計 404億 円 と

一 般 的 に は 7

と さ れ て お り 、 現 在 は 多 摩 26市

中 最 も 低 い が 、 施 設 の 維 持 管 理

費 の 増 な ど に よ り 、 こ の 水 準 を

維 持 す る こ と が 難 し く な る こ と

が 予 想 さ れ る （ 図 表 ６ ） 。  

 

図表４　基金残高の推移
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9 年 度 上 半 期 （ ４ ～ ９

に つ い て も 急 激 に 鈍 化 し つ つ あ

に 変 わ っ て き た こ と 、 ま た 大 型

（ ３ ） 武 蔵 野 市 の 財 政 見 通 し  

平 成 1

月 ） の 国 の 税 収 実 績 は 、 前 年 同

期 比 7.2％ 増 で 当 初 予 算 編 成 時

に 想 定 し た 伸 び 率 （ 9.0％ 増 ）

を 下 回 り 、 ま た 地 方 税 収 の 伸 び

る 。  

 平 成 19年 度 の 本 市 の 市 税 収 入

に お い て も 、 法 人 市 民 税 の 伸 び

が 予 想 を 下 回 る 見 込 み と な っ て

い る 。 さ ら に 、 三 位 一 体 の 改 革

に よ る 国 庫 補 助 負 担 金 の 一 般 財

源 化 に 伴 い 、 所 得 税 か ら 個 人 住

民 税 へ の 税 源 移 譲 が 実 施 さ れ た

こ と に よ り 、 本 市 に お い て は 所

得 の 高 い 市 民 が 多 く 平 均 税 率 が

高 い た め 、 平 成 19年 度 以 降 毎 年

度 ７ 億 9,000万 円 も の 大 幅 な 税

収 減 が 見 込 ま れ て い る 。   

た だ し 、 固 定 資 産 税 に つ い て

は 、 平 成 17年 度 に 地 価 が 下 げ 止

ま り 、 平 成 18年 度 以 降 上 昇 基 調

図表６　経常収支比率の推移
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口 都 市 計 画 事 業 を は じ め 、 小 中
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80.7

71.8

80.5

0

84.2

50

65

85

90

年度

55

60

4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18

図表５　借入金残高の推移

700

億円

0

100

年度

200

300

400

500

600

4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18

一般会計 下水道会計 土地開発公社



 取 扱 注 意  
平成 20 年２月 25 日現在 

 125

、

地

あ た っ て は 、 こ れ ら の 成 果 を 生

か し 、 サ ー ビ ス の 質 の 向 上 と コ

ス ト の 削 減 に 努 め 、 ス ク ラ ッ プ

･ア ン ド ･ビ ル ド を 市 役 所 一 丸 と

な っ て 推 進 し て い く 必 要 が あ る 。  

 

（ ４ ） 財 政 計 画 の 策 定 の 方 法

に つ い て  

財 政 計 画 は 、 地 方 自 治 体 が 総

合 的 な 行 政 運 営 を 行 う た め の 財

源 的 な 裏 づ け を 保 証 す る も の で

あ り 、 武 蔵 野 市 の 長 期 計 画 、 調

法 人 市 民 税 で

臨

市 有 施 設 の 更 新 や 維 持 管 理 の た

め の 改 修 事 業 な ど が あ り 、 こ れ

ら は 膨 大 な 経 費 を 要 す る と 見 込

ま れ る 。 さ ら に 、 地 域 で の 暮 ら

し を 支 え る 福 祉 の 充 実 、 子 育 て

し や す い 環 境 の 整 備 、 持 続 可 能

な 環 境 共 生 都 市 づ く り 、 安 全 ・

安 心 の ま ち づ く り な ど 、 多 く の

課 題 が 山 積 し て い る 。  

一 方 、 国 は 平 成 20年 度 か ら 暫

定 措 置 と し て 法 人 事 業 税 を 見 直

す 是 正 策 に よ り 、 都 な ど か ら

4,000億 円 の 税 収 を 地 方 に 回 し

域 間 の 財 政 力 格 差 の 縮 小 を 図

り 、 偏 在 性 の 小 さ い 地 方 税 体 系

の 構 築 を す す め る と し て い る 。

本 市 に と っ て は 、 直 接 的 な 影 響

は 無 い も の の 、 今 後 、 都 市 部 の

自 治 体 に 大 き な 影 響 を 及 ぼ す 動

き も 否 定 で き ず 、 税 制 改 正 の 論

議 の 行 方 に は 十 分 注 視 が 必 要 で

あ る 。  

景 気 回 復 が こ の ま ま 緩 や か に

継 続 し て い く と し て も 、 今 後 数

年 間 の 財 政 状 況 は 、 決 し て 楽 観

で き る 状 況 で 推 移 す る と は 考 え

ら れ な い 。 平 成 19年 11月 に は 事

務 事 業 ・ 補 助 金 見 直 し 委 員 会 の

答 申 が 出 さ れ た が 、 行 政 運 営 に

整 計 画 は 、 財 政 計 画 の も と に 策

定 さ れ て い る 。  

第 四 期 基 本 構 想 ・ 長 期 計 画 時

に お け る 平 成 17年 度 か ら 平 成 19

年 度 ま で ３ 年 間 の 計 画 額 と 実 績

の 比 較 は 図 表 ７ 、 図 表 ８ の と お

り で 、 実 績 額 が 計 画 額 を 上 回 っ

て い る 。 歳 入 で は 、 平 成 17年 度

及 び 平 成 18年 度 に

時 的 な 収 入 が あ っ た こ と 、 ま

た 、 地 域 住 宅 交 付 金 な ど の 新 設

さ れ た 国 庫 補 助 金 が 交 付 さ れ た

こ と な ど が 大 き な 要 因 で あ る 。

歳 出 で は 、 ほ と ん ど の 費 目 で 計

画 額 を 下 回 っ て い る 一 方 で 、 歳

入 が 伸 び た 分 を 基 金 に 積 み 立 て

て い る 。  
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図表７　歳入の実
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100,000 120,000 140,000 160,000 180,000

百万円市税 国庫支出金 都支出金 繰入金 市債 その他

 計 画 は 一 般 会 計 に つ い て の

み 策 定 す る 。  

③  各 年 度 の 歳 入 ・ 歳 出 の 算 定

は 、 平 成 19年 度 を 基 準 と し

て 、 平 成 18年 度 ま で の 決 算

の 推 移 、 将 来 人 口 推 計 、 経

済 見 通 し な ど を 考 慮 し て 計

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

財 政 計 画 策 定 に あ た っ て は 、

調 整 計 画 の 実 効 性 を 担 保 す る た

め 、 従 来 の 計 画 と の 整 合 性 を 図

り 、 堅 実 な 財 政 運 営 を す す め ら

れ る よ う 、 以 下 の と お り の 方 法

と し た 。  

①  現 行 の 税 財 政 制 度 を 前 提 と

し 、 改 正 が 明 ら か な も の に

つ い て は 反 映 さ せ る 。  

②

上 す る 。  

の 投 資 的 経 費

制 度 改 正 に よ る 都 民

税 （ 個 人 ） 徴 収 取 扱 金 の 減 な ど

④ 新 規 の 事 業 計 画

に つ い て は 、 各 当 該 年 度 に そ

の 財 源 と と も に 計 上 す る 。  

 

（ ５ ） 財 政 計 画  

平 成 20年 度 か ら 平 成 24年 度 ま

で の ５ 年 間 の 財 政 計 画 は 図 表 ９

の と お り で あ る 。 歳 入 の う ち 個

人 市 民 税 は 人 口 推 計 と 経 済 見 通

し 等 を 、 法 人 市 民 税 は 景 気 動 向

等 を 勘 案 し て 推 計 し た 結 果 、 市

税 全 体 で 平 均 0.6％ の 増 を 見 込

ん だ 。 国 庫 支 出 金 は 、 地 域 住 宅

交 付 金 が 平 成 21年 度 で 終 了 す る

こ と な ど か ら 平 均 2.6％ の 減 、

都 支 出 金 は

※ 実 績 は 、 平 成 17、 1 8年 度 の 決 算 額 と 平 成 19年 度 の 決 算 見 込 額 の 合 計 。

図表８　歳出の実績（平成17～19年度）

0 20,000 40,000 60,000 80,000 100,000 120,000 140,000 160,000 180,000

実績

計画額

百万円人件費 扶助費 公債費 物件費 維持修繕費
補助費等 繰出金 投資的経費 積立金 その他
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繰 入 金 は 146億 円 と し 、

市 債 は 新 規 事 業 の う ち 適 債 事 業

の 充 当 率 か ら 101億 円 と し た 。  

出 の う ち 、 人 件 費 は 給 与 改

据 置 2

算 出 し た 。 物 件 費 、 補 助 費 等

に

の 内 訳 の う ち 一 般 財

図 表

の 市 債 は 平 成 24年 度 末 で 235億

円 と な り 、 平 成 19年 度 末 に 比 較

し て 16億 円 減 の 見 込 み で あ る 。  

こ の 計 画 を も と に し た 平 成 24

年 度 の バ ラ ン ス シ ー ト は 図 表 12

の と お り と な る 。 平 成 18年 度 か

ら 平 成 24年 度 で は 、 固 定 資 産 は

315億 円 増 加 し 、 市 債 は 25億 円

減 少 す る 見 込 み で あ る 。 一 方 、

財 政 調 整 基 金 を 含 め た 基 金 全 体

で は 148億 円 減 少 す る が 、 正 味

財 産 は 220億 円 増 加 す る と 試 算

し た 。 そ の 結 果 、 資 産 ・ 負 債 の

き

な い 後 年 度 負 担 で あ る 市 債 等

表 13の と お り

で

し た 。

歳

定 を 見 込 ま ず 、 現 行 の 職 員 定 数

適 正 化 計 画 に よ る 職 員 削 減 数 か

ら 算 出 し た 。 扶 助 費 は 、 こ れ ま

で の 決 算 額 の 推 移 に 人 口 推 計 か

ら の 伸 び 率 を 加 え 平 均 1.9％ の

増 を 見 込 ん だ 。 公 債 費 は 、 ３ 年

0年 償 還 、 借 入 利 率 2.8％

で

つ い て は 、 こ れ ま で の 決 算 額

の 推 移 か ら 算 出 し 、 繰 出 金 は 特

別 会 計 ご と に 策 定 し た 財 政 計 画

か ら 247億 円 と し た 。 新 規 事 業

の 投 資 的 経 費 は 全 体 で 492億 円

と な り 、 そ

源 は 200億 円 で そ の 他 の 財 源 は

図 表 10の と お り で あ る 。  

基 金 及 び 市 債 等 の 残 高 は

11の と お り と な る 。 な お 、 基 金

に つ い て は 、 積 立 て は 利 子 分 の

み と し て お り 、 新 規 の 積 立 て は

計 上 し て い な い 。 基 金 残 高 は 平

成 24年 度 末 で 、 139億 円 と な り

平 成 19年 度 末 に 比 較 し て 139億

円 減 の 見 込 み と な る 。 一 般 会 計

バ ラ ン ス は 健 全 な 水 準 を 維 持 で

る と 見 込 ま れ る 。  

財 政 計 画 上 考 慮 し な け れ ば な

ら

の 償 還 予 定 額 は 図

あ る 。  

ま た 、 築 30年 を 経 過 し て い る

主 な 施 設 の 一 覧 を 図 表 14に 掲 げ

た が 、 市 有 施 設 の 更 新 は 、 財 政

上 の 重 要 課 題 の ひ と つ で あ る 。

昭 和 40年 代 を 中 心 に 鉄 筋 コ ン ク

リ ー ト 化 さ れ た 小 中 学 校 校 舎 の

改 築 計 画 は じ め 、 そ の 他 の 市 有

施 設 、 下 水 道 施 設 及 び 水 道 施 設

に つ い て は 、 そ れ ぞ れ 更 新 計 画

を 策 定 し て い る と こ ろ で あ る 。



 取 扱 注 意  
平成 20 年２月 25 日現在 

 128

的 か つ 着 実 に 実 施 を し て い く 。  

図

成21年度

決算額 決算見込額 計画額 計画額 計画額 計画額 計画額 20～24年度

370

国庫支出金 42 55 46 53 48 44 47 238 182

33

繰入金 17 37 31 25 33 18 39 146 89

30

その他 105 91 66 63 60 59 60 308 376

574

平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度 平成23年度 平成24年度 合計額

人件費 113 122 118 114 119 112 116 579 606

76

公債費 29 29 29 28 27 28 28 140 155

122

補助費等 53 57 61 57 58 59 60 295 300

47 214

投資的経費 80 110 82 120 110 82 98 492 405

10

562 594 553 574 573 545 569 2,814 2,694

21年度

決算額 決算見込額 計画額 計画額 計画額 計画額 計画額 20～24年度

収入 555 520 494 500 510 507 510 2,521 2,430

454

差額 74 35 23 46 48 44 39 200 101

投資的経費 80 110 82 120 110 82 98 492 365

一般財源（経常予算額） 39 35 23 46 48 44 39 200 101

16

都支出金 5 3 4 3 1 0 0 8 5

25

30

120

平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度 平成23年度 平成24年度

227

247

市債残高（下水道事業会計） 32 35 36 36 35 35 34

87

借入金合計 404 379 385 370 372 342 322

借入金合計－基金残高 117 101 135 143 178 165 183

年度の計画額

年度の計画額

計

ま た 、 ク リ ー ン セ ン タ ー の 建 替

え に つ い て は 、 平 成 27年 度 の 稼

動 を 目 指 し て 準 備 が 進 め ら れ て

い る 。  

こ れ ら の 計 画 に 基 づ き 、 財 政

規 律 を 保 持 し な が ら 社 会 資 本 ス

ト ッ ク の 再 整 備 へ 向 け て 、 計 画

財源

国庫支出金 9 20 10

基金繰入金 17 37 31

市債 10 15 14

計 80 110 82

図表11　基金と市債等の残高見込み

決算額 決算見込額 計画額 計画額

基金残高 287 278 250

市債残高（一般会計） 260 251 241

土地開発公社借入金残高 112 93 108

区　　分

表９　財政計画（平成20～24年度）

（歳入）
平成18年度 平成19年度 平成20年度 平

市税 382 363 363

都支出金 34 33 33

市債 10 15 14

590 594 553

（歳出）

決算額 決算見込額 計画額 計画額

扶助費 67 72 76

物件費 115 128 130

繰出金 38 41 47

その他 67 35 10

図表10　経常及び資本予算　
平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成

経常予算

支出 481 485 471

資本予算

区　　分

区　　分

計

区　　分

（単位：億円）

平成22年度 平成23年度 平成24年度 合計額

376 382 374 1,865 1,727

31 30 29 156 140

25 12 20 101 180

573 545 569 2,814 2,694

（単位：億円）

計画額 計画額 計画額 20～24年度

77 78 79 386 360

123 124 125 624 622

48 51 54 247

参考：17～21

参考：17～21
年度の計画額

11 11 9 51 32

（単位：億円）

平成22年度 平成23年度 平成24年度 合計額 参考：17～21

462 463 471 2,321 2,329

11 8 11 56 18

25 18 28 127 89

25 12 20 101 152

110 82 98 492 365

（単位：億円）

計画額 計画額 計画額

194 177 139

249 238 235

88 69 53
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ランス

平成18年度 平成24年度 増　減

流動資産 107 116 9

うち財政調整基金 62 43 △ 19

固定資産 2,293 2,608 315

投資その他 253 124 △ 129

うち基金 227 98 △ 129

2,653 2,848 195

負債 394 369 △ 25

うち市債 260 235 △ 25

正味財産 2,259 2,479 220

うち国・都支出金 267 342 75

うち積立金 289 141 △ 148

うち資産形成一般財源 1,703 1,996 293

2,653 2,848 195

資 産 合 計

負債・正味財産合計

 

図表12　平成18年度及び平成24年度の予想バ
 

 

 

シート

(単位：億円）

 

図表13　市債等償還額
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用語説明 
 



用語 用語の説明

ＩＣＴ

Information and Communication Technology ・インフォメーション アンド コミュニケー
ション　テクノロジーの略。ＩＣＴは、情報・通信に関連する技術一般の総称で、従来ひんぱ
んに用いられてきた「ＩＴ」とほぼ同様の意味で用いられるもので、「ＩＴ」に替わる表現と
して日本でも定着しつつある。

安心助けあいネットワーク
近隣住民や地域福祉活動推進協議会（地域社協）等をはじめ、地域に関わりを持つ事業所など
の協力を得て、高齢者の異変などを早期に発見する仕組み。

泉幼稚園 吉祥寺本町３丁目27－16にあった私立幼稚園。平成18年６月閉園。

一般廃棄物処理基本計画
廃棄物処理法に基づき、市の基本構想に即して策定する長期的視点に立った、市のごみ処理の
基本方針を定める計画。

インターロッキングブロック
広場や道路などに敷く特殊形状をした舗装用のコンクリート等のブロック。インターロッキン
グとは「かみ合わせる」という意味で、ブロック相互のかみ合わせにより荷重分散を図る。

ＡＤＨＤ（注意欠陥／多動性障害）

Attention-Deficit/Hyperactivity Disorderの略。年齢あるいは発達に不釣り合いな注意力、
衝動性、多動性を特徴とする行動の障害で、社会的な活動や学業の機能に支障をきたすもの。
症状は７歳以前に現れ、その状態が継続し、中枢神経系に何らかの要因による機能不全がある
と推定される。

ＮＧＯ
Non-Governmental Organizationの略。政府以外の組織であり、公共的・公益的サービスを担
う活動を行う非営利の民間団体。国際的に活動するものを指す場合が多い。

ＮＰＯ
Non-Profit Organizationの略。「民間非営利組織」又は「民間非営利団体」などと訳される
ことが多い。団体独自の理念（ミッション）を持ち、営利を目的としない社会活動を行う団体
の総称。

ＮＰＯ活動促進基本計画

市民協働や市民パートナーシップという考え方を発展させ、多様化する地域の課題解決や新し
い公共サービスの提供に取り組む体制作りを推進するため、ＮＰＯ・市民活動の促進や協働の
あり方に関する市の目標と方針を示すもの。計画期間は平成19年度から平成23年度までの５年
間。

ＬＤ（学習障害）

Learning Disabilitiesの略。全般的な知的発達に遅れはないが、聞く、話す、読む、書く、
計算する、または推論する能力のうち、特定のものの習得と使用に著しい困難を示す様々な状
態を指す。原因として、中枢神経系に何らかの機能障害があると推定されるが、視覚障害、聴
覚障害、知的障害、情緒障害などの障害や環境的な要因が直接の原因となるものではない。

応急危険度判定員
地震後、余震等による建築物の倒壊や落下物、転倒物による二次災害を防止するため、できる
限り速やかに、短時間で建築物の被災状況を調査し、当面の使用の可否について判定するため
の要員で建築士等の資格を持った者が講習会を受けて任命される。

奥多摩・武蔵野の森
森林の荒廃問題は山側だけの問題ではなく、恵みを受けている都市側の責任として、奥多摩町
において森林砂漠化の防止にむけて取り組んでいる。

温室効果ガス

大気圏にあって、地表から放射された赤外線を一部吸収することにより地球に温室効果をもた
らす気体の総称。京都議定書の対象となっている物質としては、二酸化炭素、メタン、一酸化
二窒素（亜酸化窒素）、ハイドロフルオロカーボン類、パーフルオロカーボン類、六フッ化硫
黄の６種類がある。

外環の２
外環（東京外かく環状道路）は、都心から15キロメートル圏を環状方向に結ぶ延長85キロメー
トルの道路のこと。その外環とともに、都内の都市計画道路ネットワークの一部として都市計
画決定した地上部の街路を外環の２という。

学習支援教室
授業でよくわからなかった学習内容の復習や、基本を確実に身に付けるための補充学習などを
行う。放課後や土曜日に、希望者を対象に実施。

学童クラブ
市立小学校に通学する低学年（３年生まで。ただし、障がい児は４年生まで）の放課後監護に
欠ける児童の安全を確保し、健全な育成を図る。武蔵野市では、各市立小学校区域ごとに設置
されており、12か所の学童クラブがある。

家族で手作り・楽しい食卓キャンペーン
子どもの「食」のあり方を考えるきっかけとなるような啓発活動として、平成15年度から「子
どもの食に関する実態調査」「子どもの食環境を考えるシンポジウム」等を実施し、現在では
「武蔵野野菜・たんけん隊」「親子でクッキング」を実施している。
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学校図書室サポーター
市立小・中学校において、児童・生徒の図書室利用を支援するとともに、図書室を利用した授
業を行なう際の補助、図書室データベースの維持管理等を行う人。

家庭福祉員（保育ママ）
保育士、看護師等の資格を有した保育についての技能及び経験を有する者が、自宅のスペース
を用いて保育を必要とする３歳児未満の乳幼児の保育を行う制度。

環境会計
事業活動における環境保全のためのコストとその活動により得られた効果を認識し、可能な限
り定量的（貨幣単位又は物量単位）に測定し公表する仕組み。

環境基本計画
武蔵野市環境基本条例に基づき、環境施策を総合的、計画的に推進するため、環境保全の目標
や施策の方向を定めた計画。

環境浄化特別推進地区

昭和40年代の後半、吉祥寺の商業活動が活発になる反面、東地区一画に風俗営業を行う店が数
多く進出して、近隣の生活環境を悪化させた。本市では、昭和58年に「武蔵野市環境浄化に関
する条例」、「武蔵野市旅館、レンタルルーム規制条例」を定め、特に環境浄化を推進する必
要がある地域を「環境浄化特別推進地区」として指定した。環境浄化特別推進地区では、旅
館、レンタルルームの営業が許可されなくなり、また、街路灯、道路などの整備を進めること
により明るい街並みをつくるなど、地域の環境浄化に取り組んでいる。

吉祥寺グランドデザイン
吉祥寺の未来を展望し吉祥寺の総合的なまちづくりの方向性を定めたもの。吉祥寺グランドデ
ザイン委員会は、その検討を行うべく、平成16年11月に設置され、平成19年１月まで、全11回
の会議を開催した。

吉祥寺コンシェルジュ
ＮＰＯ法人まちづくり観光機構が受託運営する吉祥寺まち案内所において、吉祥寺を訪れた
人々、吉祥寺にいる人々にそれぞれの人が必要とする情報を提供する人。

吉祥寺シアター

演劇、ダンスなど舞台芸術の上演に適しているブラックボックス（客席と舞台が一体となった
四角い空間。「暗転」ができるよう暗い色調。）の劇場空間を持ち、その劇場の舞台とほぼ同
じ広さを確保したけいこ場も併設している。演劇やダンスを中心とした優れた舞台芸術の鑑賞
の機会を提供し、舞台芸術活動を通じた市民や劇団の創造や交流の場としての文化施設。所在
地：吉祥寺本町1-33-22

吉祥寺美術館

日本画・版画・油彩画・書・写真等様々なジャンルの収蔵作品を中心とした企画展や各種の企
画展を独自の創意と工夫で開催する「企画展示室」の他、銅版画家浜口陽三画伯の作品と木版
画家萩原英雄画伯の作品を常設で展示する、「浜口陽三記念室」「萩原英雄記念室」がある。
また、市民の作品発表の場として市民ギャラリーがあり、７月、11月、３月は企画展示室を有
料で利用できる。さらに、音楽に関する様々な練習等のための音楽室も備える文化施設。所在
地：吉祥寺本町1-8-16ＦＦビル7階

喫煙マナーアップキャンペーン
清潔で快適な環境づくりを目標に、たばこを吸う人と吸わない人が共存できるような喫煙マ
ナーの向上に取り組む。

義務教育就学児医療費助成制度
市内在住の小・中学生が病院等で診療を受けた医療費のうち、保険診療の自己負担分の一部を
助成する制度。平成19年10月から所得制限を設けず開始。

キャリア教育 職場体験や勤労体験を通じて、児童生徒の健全な職業観や勤労観の育成を図る教育。

旧桜堤小学校施設
旧境北小学校、旧桜堤小学校が平成８年３月に閉校して、統合新校として桜野小学校が開校し
た。現在旧桜堤小学校施設は、市立第二中学校こぶし学級、図書交流センター、学校開放施設
としての会議室、民俗資料の収蔵庫などに使用されている。

狭あい道路 幅員が４ｍ未満の狭い道路のこと。建築基準法第42条第２項に規定する「２項道路」など。

教育支援センター

市内在住の乳幼児から思春期の子どもの教育に関する様々な相談に応じる施設。来所相談、電
話相談の他、不登校児童・生徒への支援を行う適応指導教室(チャレンジルーム)、小中学校へ
の臨床心理士(相談員)の派遣などを行っている。所在地は大野田小学校地下１階、分室として
第四中学校内の帰国･外国人教育相談室がある。

きょう雑物
下水に含まれる固形物で、管渠内の堆積物の原因となる物質のこと。家庭ごみやトイレット
ペーパーなどがある。
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京都議定書
1997年12月に京都で開催された気候変動枠組条約第３回締約国会議において採択された議定
書。その内容の中心は、1990年を基準として2008年から2012年までの５年間平均で温室効果ガ
ス排出量の削減目標が盛り込まれたこと。日本の削減目標は６％。

勤労者互助会
中小企業の従業員と事業主の福利厚生の充実を図るために設立され、市が運営を支援している
団体。市内の従業員数100人以下の個人または法人事業所（事業主と従業員全員加入）が加入
できる。入会金は１人300円、会費は１人月額300円。

区画道路
幹線道路などある程度の幅員をもつ道路どうしを接続するための道路で、道路ネットワークの
補完や個々の宅地間の交通のために利用される。

くぬぎ園
武蔵野市立の軽費老人ホーム。
＊軽費老人ホーム・・・利用料は負担できるが、比較的低所得で、家庭環境、住宅事情等の理
由により居宅で生活することが困難な人を対象とする老人ホーム。

グリーンパートナー制度
事業者自らが行っている環境に配慮した取り組みを広く社会に公表することを目的として、平
成15年度に武蔵野市が創設した制度。加入事業者数200（平成18年度末）

景観計画
景観行政団体が策定する良好な景観の形成に関する計画のこと。景観計画は、都市、農山漁村
その他市街地または集落地域と、これを一体となって景観を形成している区域について定めら
れる。この区域を景観計画区域という。

景観行政団体

景観法に基づき景観行政を推進する行政団体のこと。法定の景観行政団体は、都道府県、政令
市、中核市。その他の市町村は、都道府県の同意により景観行政団体となることができる。景
観行政団体になると、景観計画を定めることにより、法に基づく施策を実施できるようにな
る。

経常収支比率
財政の構造の弾力性を示し、市税などの経常的収入を人件費や扶助費、公債費など経常的に支
出する経費にどれくらい充てられているかを表す指標。70～80％が望ましいとされ、低いほど
新たな行政需要に対処することが可能となる。

健康づくり支援センター
子どもから高齢者まで生涯を通じて健康な市民を増やしていくことを目的として開設。市民公
募の健康づくり推進員による健康情報の提供や、健康づくり人材バンクの活用などにより、広
く市民の健康づくりを支援している。保健センター内に設置。

建築確認
建築物の建築計画について、建築主の申請に基づき事前に建築物の敷地、構造、建築設備が建
築基準法などの建築関係法令の規定に適合するかどうかを建築主事が判断、確認する行為。本
市では、平成8年度に建築主事を設置し、特定行政庁となり、建築確認事務を開始した。

建築物の中間検査・完了検査

阪神・淡路大震災において施工の不備が原因と考えられる建築物の被害が多数見られたため、
建築工事の途中でも検査を実施する必要性が生じ、平成10年６月12日の建築基準法改正により
導入された制度。中間検査の対象となる建築物や、どの工程で検査を行うかは法令等で定めら
れており、建築主には受検が義務付けられている。　一方、建築工事が完了した時点で、出来
上がった建築物が申請の内容と相違していないか、法律に適合しているかを確認する完了検査
はすべての建築物について義務付けられている。

権利擁護事業

生活不安を感じている高齢者、身体障害のある人や、判断能力が不十分なため権利侵害を受け
やすい軽度の認知症高齢者、知的障害のある人、精神障害のある人の権利を擁護し、安心して
自立した地域生活を送れるように日常生活の支援、金銭管理、福祉サービスの利用支援などを
行う事業。

公益法人制度改革

民間非営利部門の活動の健全な発展を促進し、現行の公益法人制度に見られる様々な問題に対
応するため、従来の主務官庁による公益法人の設立許可制度を改め、登記のみで法人が設立で
きる制度を創設するとともに、そのうちの公益目的事業を行うことを主たる目的とする法人に
ついては、民間有識者による委員会の意見に基づき公益法人に認定する制度を創設した。新制
度は、平成20年度中に施行する予定で、施行日から５年間は「移行期間」とされ、現行の公益
法人は、この期間内に必要な手続きを行い、新制度に移行する。

後期高齢者医療制度

平成20年４月から開始される、75歳以上の高齢者等を対象とする他の健康保険とは独立した医
療制度のこと。運営主体は各都道府県ごとに設立される広域連合であり、市区町村と連携して
事務を行う。基本的な役割分担は以下のとおり。
広域連合：資格の管理、保険料の決定、医療の給付、保健事業、制度・財政運営
市区町村：各種届出・申請の窓口受付、被保険者証等の引渡し・返還の受付、保険料の徴収、
          相談業務

高機能自閉症
３歳位までに現れ、他人との社会的関係の形成の困難さ、言葉の発達の遅れ、興味や関心が狭
く特定のものにこだわることを特徴とする行動の障害である自閉症のうち、知的発達の遅れを
伴わないもの。中枢神経系に何らかの要因による機能不全があると推定される。
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合計特殊出生率
統計上の指標で、１人の女子が一生の間に生む平均こども数。15～49歳の女性の年齢別出生率
を合計したもので、この数値が2.1を下回ると将来人口が減少していくと考えられている。

交差点すいすいプラン１００事業

平成６年度に東京都が、慢性的な交通渋滞を緩和するため、比較的短期間に少額の投資で効果
が発揮できる方策として策定した「交差点すいすいプラン」に基づく事業。右折待ちの車両に
より、後続車が直進できず、渋滞が発生している交差点において右折レーンを設置し、渋滞の
緩和を図るもの。併せて交差点付近の歩道を整備する等、歩行者、自転車の安全対策を図って
いる事業。

交通バリアフリー基本構想
誰もが安全で快適に移動できるまちづくりをめざして平成15年３月に策定した、駅施設、バス
事業、道路など交通のバリアフリー化を、ハード・ソフトの両面から計画的に進めるための基
本構想。

子育てＳＯＳ支援センター

「武蔵野市児童虐待の防止及び子育て家庭への支援に関する条例」を制定して児童虐待の防止
と子育てを支える総合的な体制を構築し、その中核機関として子育てＳＯＳ支援センターを平
成16年２月１日に子ども家庭課内に設置した。主な業務としては、児童虐待防止、子育て総合
相談事業、ショートステイ事業、産前・産後支援ヘルパー事業を実施している。また、武蔵野
市子育て支援ネットワークを構築し、関係団体と連携し、児童虐待の防止及び子育てに不安を
持つ家庭を支援している。

子育て支援推進担当
コミセン親子ひろば・子育て自主グループ等への支援、拡充を目的として、特に乳幼児期にお
ける子育て支援を行う者。

子育ては楽しキャンペーン
父親の育児参加を奨励するとともに、親子のふれあいを深め、子育ては楽しいものであるとい
うことが体感できる事業。例えば保育課で実施している「子育てフェスティバル」事業、子ど
も家庭課で実施している「子育ては楽しフォトコンテスト」事業などがある。

ＣＯＰ13 気候変動枠組条約第13回締約国会議

こども発達支援室ウィズ
市内在住で、２歳以上の発達に気がかりなところがある就学前の子どもに対する療育を行う。
障害者総合センター内に設置されている。

ごみ減量協議会
市民、事業者、市が協働し、将来にわたり持続可能な環境負荷の少ない省資源型の都市を目指
す活動を推進し、「武蔵野ごみチャレンジ700グラム」の宣言目標の達成を図るため公募市民
や事業者、学生等で構成する協議会。

コミセン親子ひろば
コミュニティセンター（現在７館で実施）を活用した自由来所型の就学前の子どもと親が交流
できるひろば（場所）で、コミセンによって開催日数等が異なるが、月１回は市の子育て支援
のスタッフが出向き、子育てについての相談や情報提供を行っている。

コミュニティカフェ
喫茶や飲食を提供しながら、地域での交流促進などを目的として運営されている場所・空間・
店。

コミュニティ協議会

地域住民が主体となり組織している公共的団体で、指定管理者としてコミュニティセンターの
管理運営を行うとともに、自主三原則のもとで地域のコミュニティづくりを進めている。市内
に16団体がある。協議会相互の連絡組織として「武蔵野市コミュニティ研究連絡会」が組織さ
れている。

コミュニティ構想

昭和46年、武蔵野市の第一期基本構想・長期計画の一つとして策定された構想。コミュニティ
センターの建設を土地の選定から設計まで市民参加によって行い、さらにセンターの管理運営
も地域住民で組織する公共的団体に委ねるというもので、全国でも先駆的な市民参加のコミュ
ニティづくりの取り組み。

コミュニティ市民委員会
コミュニティ施策に関する市長の諮問事項について検討し提言を行う委員会。これまで第一期
（昭和48年～50年）から第五期（平成11年～12年）まで設置され、答申が出されている。

コミュニティセンター

市民（コミュニティ協議会）によりコミュニティづくりの拠点として管理運営されている公設
民営の多目的施設。昭和51年に境南コミュニティセンターが第１号館として開設。現在は分館
など３館を含め市内に20館が設置され、その管理運営は、地域住民の自主的・公益的団体であ
る各コミュニティ協議会が指定管理者として市と協定を締結し、行っている。

コミュニティビジネス
住民の能力、技術など地域資源を活かして、環境、福祉、教育などの幅広い分野で、まちづく
り等と連携して進める事業のこと。
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コンテンツ
メディアによって提供される映像や画像、音楽、文章、あるいはそれらの組み合わせを意味す
る。具体的には、ニュース、小説、映画、テレビ番組、歌、ビデオゲーム、マンガ、アニメな
どがある。

災害時要援護者避難支援事業
災害時に、家族などによる援助が困難で、何らかの助けを必要とする方（災害時要援護者）
が、地域で安否確認や避難誘導などの支援を受けることができるしくみ。平成19年９月からモ
デル事業を開始した。

財政援助出資団体
市が出資等を行い、団体の行う業務が市政と極めて密接な関連を有している団体又は市が継続
的に財政支出を行っている団体のうち特に指導監督等を要する団体。

財政力指数
財政基盤の強弱を示す指数で、標準的な行政活動に必要な財源をどのくらい自力で調達できる
かを表す。１を超えるほど財源に余裕があり、通常の水準を超えた行政活動が可能になる。

在宅介護支援センター

高齢者の在宅介護などに関する様々な相談を受け、各種の介護支援サービスの情報提供・総合
調整を行う。また、地域の高齢者の実態把握に努め、民生委員や地域からの情報を基に、必要
な方へ訪問早期対応を行っている。住民の身近な相談窓口として市内に６か所開設されてい
る。地域包括支援センターと連携して介護予防に関する支援や相談も行う。

サポート医
認知症患者の診療に習熟し、かかりつけ医に対する認知症診断等に関する助言・相談等を行う
医師。

三位一体の改革
全国一律のルールではなく、それぞれの地域の実情に合わせて行政サービスを提供するため、
国から地方への財源移譲、国庫補助負担金の改革、地方交付税の見直しの三つを同時一体的に
行う改革。

自殺対策基本法
自殺対策に関する基本理念を定め、国や地方公共団体等の責務を明らかにするとともに、自殺
対策の基本事項を定めて自殺対策を推進し、自殺の防止、自殺者の親族等に支援し、国民が健
康で生きがいを持って暮らすことのできる社会の実現に寄与することを目的とする。

自主三原則

「市民が自ら参加し、自ら企画を立て、自ら運営する」というコミュニティづくりのための
「自主参加・自主企画・自主運営」の３つの原則。コミュニティセンターが順次設置される過
程で、本市のコミュニティセンターづくり及びコミュニティづくりの基本原則として定着し、
武蔵野市コミュニティ条例第９条にも明記されている。

自主防災組織
地域の初期消火活動や救護活動、避難場所への安全な移動など、地域の災害対策活動を担う組
織で、コミュニティ協議会・町会・自治会・管理組合などを主体に結成されることが多い。

市政コンシェルジュ
ホテルで観光や交通の案内係を務めるコンシェルジュの考え方を市に取り入れ、市民に市政等
についての情報を総合的に説明する案内人のこと。

次世代育成支援対策推進法

平成17年度から10年間の時限立法で、我が国における急速な少子化の進行等を踏まえ、次代の
社会を担う子どもが健やかに生まれ、かつ、育成される環境の整備を図るため、次世代育成対
策支援について、基本理念を定めるとともに、国による行動計画策定指針並びに地方公共団体
及び事業主による行動計画の策定等の次世代育成支援対策を迅速かつ重点的に推進するために
必要な措置を講ずるための法律で平成15年7月に施行された。

自然の村
千曲川の源流にほど近い長野県川上村にある市立の野外活動施設。広大な場内には、宿泊施
設、キャンプ施設、遊歩道やハイキングコースがあり、四季折々の自然を楽しめる。

自治基本条例 自治に関する基本的な事項を定める条例。自治の理念、基本的な制度などを内容とする条例。

シチズンシップ教育 子どもたちが、将来、市民としての役割を果たせるよう、市民意識、市民性等を育む教育。

指定確認検査機関

平成11年５月１日に施行された改正建築基準法により、従来は建築主事(計画された建築物が
建築基準法令に適合しているかどうかを確認する行政機関。本市は平成８年４月より設置）が
行ってきた建築物の確認や検査の業務が、国土交通大臣や都道府県知事の指定する民間の指定
確認検査機関でも行えるようになった。どちらに申請するかは建築主自身の判断で選択でき
る。

指定管理者制度
平成15年９月に施行された地方自治法改正により新設された制度。この制度導入により、それ
まで公共団体、公共的な団体等に限定されていた公の施設の管理運営を民間事業者も含めた幅
広い団体にも委託可能となった。
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市民安全パトロール隊

地域の狭い路地や小さな広場などにもパトロールの目を行き届かせるため、市民の有償ボラン
ティアにより組織したパトロール隊。隊員が手隙の時間に自宅周辺を徒歩、または自転車でパ
トロールする。市からはジャンパー、帽子、腕章のほか、合図灯、ポケットベルを貸与し、週
に最低１回のパトロールと報告書提出を義務付けている。警察との合同パトロールや、学校行
事に合わせたパトロールの依頼に応えることもある。現在の隊員数は61名。

市民協働サロン
ＮＰＯ・市民活動団体が出会い、相互の連携をとり、市との協働を円滑に推進するため、市役
所西棟７階に設置した場所のこと。交流コーナー、多目的スペース、印刷ステーションの３つ
の用途を持ち、公益性のある活動を支援する。

市民交通計画

「市民の視点に立った、高齢者や障がい者をはじめ市民誰もが利用しやすい交通体系」の実現
を図るべく、歩きやすく安全で快適な道路の整備、自転車や自動車の適正な利用、公共交通
（路線バスなど）の利便性の向上など、市民の移動手段としての交通の体系について、付随す
る施設・設備などの整備や市民との協働などを視野に入れて、ソフト及びハードの両面から示
した指針。

市民パートナーシップ
市民と市がそれぞれの主体性のもとに、互いの特性を生かしながら、地域の課題や社会的な課
題の解決という共通目的のために、連携し協力し合うこと。

住宅マスタープラン
まちづくりや福祉的な視点も含め、住宅施策を総合的かつ体系的に展開するための方向性を示
すとともに、市民をはじめ、様々な主体との連携と協働による住宅・住環境づくりを進める際
の基本的指針。平成13年度に策定。計画期間は平成13年度から平成22年度まで。

純移動率

人口統計上の指標で、算出の方法は下記のとおり。
(基準とした年の翌年の人口)－(基準とした年の人口をもとに転入、転出が全く起こらないと
仮定してた翌年の人口)÷(基準とした年の人口)＝純移動率。
移動率が正であれば、転入超過。負であれば、転出超過となる。

障害者自立支援法
障がい者の地域生活と就労を進め、自立を支援する観点から、障害者基本法の基本的理念に
のっとり、これまで障がい種別ごとに異なる法律に基づいて提供されてきた福祉サービス、公
費負担医療等について、共通の制度の下で身近な市町村が一元的に提供する仕組みを定めた。

小学校理科専科教員
理科教育に関する専門性や指導力の高い人材を、市の非常勤講師として雇用し、小学校理科授
業に活用すること。小学校理科教育の充実及び小学校教員の理科に関する実践的指導力の向上
を図る。

小規模企業資金融資あっせん制度
小規模企業を営む市民の方に事業経営に必要な資金の融資を市があっせんし、利子・信用保証
料の一部を補助する制度。市が直接資金を貸し付けるのではなく、市のあっせんを受けた方か
らの融資申し込みを金融機関や東京信用保証協会が審査し、金融機関が融資を行う。

小規模作業所
一般の企業等で働くことの困難な障がいのある人の働く場や活動の場として、障がいのある
人、親、ボランティアをはじめとする関係者の共同の事業として運営されているもの。

商工会議所
商工業の総合的な改善発達を図り、兼ねて社会一般の福祉の増進のために設立された団体。産
業振興・地域振興などの各種事業や経営者のための相談・指導などを実施。事務所は武蔵野商
工会館６階（吉祥寺本町1-10-7）

商店会連合会
武蔵野市内の53の商店会が加盟する団体。約3,400の会員（商店）が所属している。主な活動
は商店会が実施する広報活動やイベント活動の支援。

情報セキュリティ・ポリシー
組織全体の情報セキュリティに関する指針。
＊情報セキュリティ・・・情報を安全に管理し、適切に利用できるように運営すること。

情報リテラシー
情報活用能力。コンピュータやネットワークを活用して情報やデータを扱うための知識や能力
のこと。主としてコンピュータを用いた情報の整理や発信の能力を意味し、パソコンの操作や
データの整理、インターネットでの情報検索など様々な分野を含む。

松露庵
にじり口を持つ三畳台目の小間、一つの部屋としても利用できる水屋を兼ねた六畳間及び八畳
間からなる二つの和室があり、茶道のほか句会、川柳、短歌、華道など、日本の伝統文化の
様々な活動の場としても利用できる文化施設。所在地：桜堤1-4-22（古瀬公園内）

職員定数適正化計画
職員定数のあり方を見直し、より効率的な行政運営を行うために武蔵野市が定める計画。現在
第４次職員定数適正化計画（平成19年度から平成21年度まで）を実施中。
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自立支援医療の診断書料助成制度
自立支援医療費制度（精神通院）の申請をするために要した診断書の費用を助成する制度。助
成限度額は3,000円。

自立支援給付
障害者自立支援法に基づいて、国や都道府県の義務的経費が伴う全国一律のサービス。この給
付は、ホームヘルパーや通所施設等の障害者福祉サービス、精神通院医療費等の公費負担、車
いす等の補装具費の給付等に分かれている。

シルバー人材センター
正式名称は、「社団法人武蔵野市シルバー人材センター」。定年退職後などにおいて臨時的、
短期的な就業を通じて、労働能力を活用し、自らの生きがいの充実や社会参加を希望する高年
齢者の就業機会の増大と福祉の増進を図ることを目的とした団体。

スクラップ・アンド・ビルド
行政機構における膨張抑制の方法の一つ。組織の新設や新規事業の執行にあたって、同等の組
織、事業の廃止を条件とすること。

青少年問題協議会地区委員会

市長の付属機関である青少年問題協議会に設置され、地域ごとに活動する実施機関。武蔵野市
では、市立小学校の通学区域ごとに設置され、12の『地区委員会』がある。青少年の健全育成
を図るため、地域において様々な問題を見つけ、考え、話し合い、より良い地域づくりのため
に、重要な役割を担っている。

成年後見制度
認知症高齢者、知的障がいのある人、精神障がいのある人など、判断能力が不十分で、契約な
どの法律行為における意思決定が難しい人の保護、支援をするための制度。

セーフティネット 経済的な危機に陥っても最低限の安全を保障してくれる社会的な制度や対策。

セカンドスクール
市立小中学校に在籍する小学校５年生、中学校１年生の児童生徒が、授業の一部を自然に恵ま
れた農山漁村に長期間滞在して行い、普段の学校生活（ファーストスクール）では体験し難い
総合的な体験活動を行うもの。

０１２３吉祥寺・はらっぱ
保育ニーズの多様化に対応する施策の一つとして、０歳から３歳までの乳幼児とその親を対象
に、子育ての支援を行うとともに、親同士のネットワークを地域に広げるためにつくられた施
設。「０１２３吉祥寺」が平成４年、「０１２３はらっぱ」が平成13年にオープンした。

仙川リメイク

武蔵野市仙川水辺環境整備基本計画。武蔵野市内唯一の一級河川である仙川は、コンクリート
三面張構造で水もほとんど流れていなかったため、動植物が生息しない空間となっていた。そ
こで、河川維持水の確保や遊歩道の整備、隣接公園の親水化などを進め、市民に親しめる水辺
空間の創出を図る計画。

総合情報化基本計画
電子市役所の実現による行政サービスの利便性向上を目的として、平成17年６月に策定された
計画。

ＳＯＨＯ
Small　Office / Home　Officeの略。自宅や自宅近くの小さな事務所を拠点に、それぞれの専
門能力を生かし、パソコンなど各種情報機器と技術を駆使し働く労働形態。

待機児
認可保育所に入れる資格を持ち、入所の申込をしているにも関わらず保育所に入れない児童の
こと。

耐震アドバイザー派遣
昭和56年以前に建築された市内の木造住宅に専門家を派遣し、無料で簡易耐震診断を行う事
業。

耐震改修費用助成
耐震診断の結果、耐震補強が必要と認められた昭和56年以前に建築された住宅の耐震改修に要
した費用の２分の１を助成する制度。50万円を限度とする。

耐震診断費用助成
昭和56年以前に建築された市内の民間住宅・分譲マンションを対象に、耐震診断に要した費用
の２分の１を助成する制度。木造住宅は５万円、非木造住宅は20万円、分譲マンションは100
万円を限度とする。

第二次子どもプラン武蔵野 平成17年３月に次世代育成支援対策推進法に定められた市町村行動計画として策定した計画。
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宅地開発等に関する指導要綱
武蔵野市における開発行為及び中高層建築物の建築に対する指導の基準を定めている。計画的
なまちづくりを推進し、緑豊かで良好な居住環境の促進を図り、もって武蔵野市の均衡ある発
展と市民の福祉の増進に寄与することを目的として昭和46年より施行している。

団塊世代
戦後のベビーブームに誕生した世代の人々のこと。一般的に昭和22年（1947年）から昭和24年
（1949年）までに誕生した人を指す。

単式簿記 １つの取引について、一面（１つの科目）のみを把握し、その増減を記帳するもの。

男女共同参画計画
男女共同参画社会の実現に向けて、平成16年度から平成20年度に市が進めていく施策の基本的
な方向と事業を示した計画。「武蔵野市第二次女性行動計画」を継承し、武蔵野市女性行動計
画推進市民会議の提言や、意識調査の実施による市民の意見等を参考にして策定した。

男女共同参画推進市民会議
「男女共同参画計画の推進・策定に関すること」「男女共同参画施策のあり方に関すること」
を検討するため、平成19年８月に設置した、学識経験者、公募市民、関係団体等で構成する会
議のこと。

弾力化
保育所入所定員を超えて児童を受け入れること。その場合、面積基準、配置基準については国
基準の範囲内で行われる。

地域活動支援センター
障害者自立支援法に基づく地域生活支援事業の一つとして、創作的活動または生産活動の機会
の提供、社会との交流などを行う施設。

地域子ども館（あそべえ）

子どもたちの放課後対策の充実を図るため設置されたもの。保護者を含めた地域社会の構成員
が一体となって子どもを育てるという考えに基づき、学校施設等を利用した早朝や放課後・土
曜日等の子どもの居場所づくりや異年齢児の交流を目的として、市立小学校12校の全てで、教
室開放、校庭開放、図書室開放を実施している。

地域コミュニティ
居住地域における日常生活の中での出会い、多様な地域活動への参加等を通じて形成される人
と人とのつながり。

地域住宅交付金
地方公共団体が主体となる公営住宅の建設など、地域住宅計画に基づき実施される居住環境整
備事業が、総合的かつ計画的に推進されるよう支援するための交付金。

地域生活支援事業
障害者自立支援法に基づき、地域で生活する障がいのある人のニーズを踏まえ、地域の実情に
応じた柔軟な事業形態での実施が可能となるよう、各自治体で事業の詳細を決定し、実施する
事業。

地域通貨 限定された地域や特定の共同体のみで利用可能な通貨、またはその仕組み。

地域福祉活動推進協議会（地域社協）
地域の人々のネットワークを広げ、安心して暮らせる地域づくりを行うとともに、いざという
ときの助けあい、支えあいの体制づくりを目指して設置された組織。市内13地域で結成されて
いる。

地域包括支援センター

介護保険法の改正により、平成18年４月から新たに設置され、地域住民の心身の健康保持及び
生活の安定のための必要な援助を行うため、介護予防、ケアマネジメント事業、総合相談支援
事業、権利擁護事業、包括的・継続的マネジメント事業等を行う。武蔵野市では、既存の在宅
介護支援センターに併設されるかたちで、３か所に設置した。

地域リハビリテーション
障がいのある人々や高齢者およびその家族が住み慣れた地域で、そこに住む人々とともに、一
生安全に、いきいきとした生活が送れるよう、医療や保健、福祉教育および生活にかかわるあ
らゆる人々や機関・組織がリハビリテーションの立場から協力し合って行う活動のすべて。

地域リハビリテーション有識者会議
地域リハビリテーションにおける本市の現状と課題を分析し、課題解決の方策を検討するた
め、保健・医療・福祉の専門家で構成する会議。
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用語 用語の説明

地区計画

地区単位のまちづくりの目標(将来像)、整備・開発及び保全の方針、地区整備計画を定め、個
別の開発等を規制・誘導することにより計画の実現を図る都市計画法に規定される制度。建物
の用途や建ぺい率、容積率、高さ、壁面の位置、敷地面積の最低限度、垣・柵などについての
規定を定めることができる。

地区災害時待避所
市民が、災害時に生命及び身体の安全を確保するため、一時集合場所・避難所又は広域避難場
所へ避難する際の緊急に避難する場所。

地方分権一括法
正式名称は「地方分権の推進を図るための関係法律の整備等に関する法律」という。地方分権
改革の柱として平成11年に475本の法律改正案から成る法案として可決、平成12年４月から施
行された。

地方分権改革推進法

「国及び地方公共団地が分担すべき役割を明確にする」「地方公共団体の自主性及び自立性を
高める」ことを基本理念として、地方公共団体が自らの判断と責任において行政を運営するこ
とを促進し、個性豊かで活力に満ちた地域社会の実現を図る。平成19年４月施行。３年間の時
限法である。

チャレンジルーム
不登校児童･生徒が通級する教室で、学校復帰や社会的自立に向けて不登校児童・生徒を支援
する。大野田小学校地下１階にある教育支援センター内に設置。

中高年齢者・障害者雇用創出事業

市民の専門的知識、技術及び経験などを活用するとともに、市が地域の雇用を創出することを
目的に平成11年度から実施。職員100人を削減し、その財源で300人の中高年齢者（40歳以上65
歳未満）及び障がい者（65歳未満）を雇用することを目標にしている。原則として市内在住者
（職種によって例外あり）。

ＴＷＣＣ
Total Welfare Configurated City の略。高齢者にやさしいまちは障がい者にも他のすべての
人にもやさしいという福祉的視点で将来を見通し、道路・住宅・交通・公共施設などの都市基
盤を整備すること。

ティーチングアシスタント
グループ活動時の指導補助、つまずいている児童・生徒への個別指導など子どもへの指導や、
学習支援教室での指導補助を行うボランティア。主に大学生など。

ティームティーチング
個に応じたきめ細かな指導を行うため、１人の教員だけで授業を行なうのではなく、複数の教
員が役割分担して協力して行う指導形態。

電子コミュニティ
インターネット、その他高度情報通信ネットワークを通じて、時間的及び場所的に制限される
ことなく形成される人と人とのつながり。

テンミリオンハウス
地域の実情に応じた市民などの「共助」の取り組みに対し､武蔵野市が年間1,000万円(ten-
million)を上限とした運営費補助などの活動支援を行う。現在、市内に７か所開設されてい
る。

東京たま広域資源循環組合
一般廃棄物広域処分場の設置及び管理を事業目的として設立された一部事務組合。多摩地域に
おける25市１町の自治体で構成運営されている。平成18年４月に東京都三多摩地域廃棄物広域
処分組合から現在の名称に変更。

東京みどりの研究会
東京の緑をつないで、次世代に残すための取組みを横断的に連携して行うために設置された研
究会。国、都、６区２市(大田区、中野区、杉並区、練馬区、世田谷区、板橋区、三鷹市、武
蔵野市)によって構成されている。

特定健康診査
平成20年４月から医療保険者が、40～74歳の加入者（被保険者・被扶養者）を対象とし、毎年
度計画的に実施する、内臓脂肪型肥満に着目した検査項目での健康診査。

特定保健指導
平成20年４月から、医療保険者が、特定健康診査の結果により健康の保持に努める必要がある
者に対し、毎年度、計画的に実施する、動機付け支援・積極的支援。

特別支援教育

障がいのある子どもの自立や社会参加に向けて、一人ひとりの教育的ニーズを明らかにし、そ
の子どもの持てる力を高め、生活や学習上の困難を改善したり克服したりするために、適切な
指導や必要な支援を行う教育に関する制度。これまでの心身障害教育（特殊教育）の対象とさ
れてきた子どもたちだけでなく、通常の学級に在籍するＬＤ（学習障害）、ＡＤＨＤ（注意欠
陥／多動性障害）、高機能自閉症等を含める。平成19年４月から学校教育法に位置づけられ
た。
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特別用途地区
都市計画法による地域地区の一種で、用途地域内の地区における土地利用の増進や環境保護等
の特別な目的の実現のため、当該用途地域の指定を補完して定める地区。市町村の条例に基づ
き、より地域的で詳細な用途の制限等を行うことができる。

都市計画道路
都市計画法において定められている都市施設の一つで、自動車専用道路、幹線道路、区画街
路、特殊街路の四種類の道路。

都市マスタープラン
住民に最も身近である市町村が、住民の意見を反映した具体性のあるまちづくりのビジョンを
確立し、地区別にあるべき市街地像を示すとともに、整備方針等についてきめ細かく、かつ総
合的に定める市町村の都市計画に関する基本的な方針。

土曜学校
小中学生を対象に、土曜日を利用して、学校の授業ではできない体験や活動をする講座。市内
小中学校や大学、市民会館、文化施設、体育館等を利用して実施している。

トラスト
自然や歴史的建造物の保存を目的に、それらを寄贈、買い取りなどによって入手して、保存、
管理すること。

トレーサビリティ
食品の生産、加工、流通などの各段階で原材料の出所や食品の製造元、販売元などを記録・保
管すること。農産物については、「いつ、だれが、どこで、どのように」生産し、流通したか
を明らかにする仕組みのこと。

ＮＰＭ（ニュー・パブリック・マネジメント）
New Public Management・ニュー　パブリック　マネジメントの略。民間企業における経営理
論・手法、成功事例等を可能な限り行政現場に導入することを通じて、行政の経済性、効率
性、有効性を高め、市民が支払う税金に対して最大の満足を提供すること。

乳幼児医療費助成制度
義務教育就学前までの乳幼児が病院等で診療を受けた医療費のうち、保険診療の自己負担分を
助成する制度。平成６年１月に東京都の補助事業として、所得制限を設けて実施してきたが、
平成17年10月に所得制限を撤廃した。

認可保育所

児童福祉法に基づく児童福祉施設で、国が定めた設置基準（施設の広さ、保育士等の職員数、
給食設備、防災管理、衛生管理等）を満たし、都知事に認可された施設。保護者が仕事や病気
などの理由で、０歳～小学校就学前の子どもの保育ができない場合に、子どもを預かって保育
する。

任期付職員
その人が持つ高度な専門的な知識経験又は優れた識見を活用するため、若しくは短期間で終了
する見込みの業務や短期間の増加業務に対応するため、任期を定めて職員として採用された者
のこと。

認証保育所
東京都独自の制度として設置基準を設定し、多くの企業の参入と事業者間の競争を促進するこ
とにより、多様化する保育ニーズに応えることを目指した認可外保育施設。

認定農業者
農業経営基盤強化促進法の規定により、農業経営の改善を図ろうとする農業者自らが作成した
農業経営改善計画が、市町村の基本構想に照らして適切であり、その計画の達成される見込み
が確実であると市町村から認定を受けた農業者のこと。

燃料電池コージェネレーションシステム
燃料電池（水素と酸素の化学的な結合反応によって生じるエネルギーにより電力を発生させる
装置）により電気を発電するとともに、発生する熱により給湯も同時に行うこと。

農業振興基本計画
「安心・安全武蔵野農業～市民の豊かな生活を彩る～」を本市の農業の将来像に設定し、農業
の振興、農地の保全等について長期的視野に立って農業振興施策を推進するために策定。

農業ふれあい公園
関前五丁目地域に残された農地の景観を生かした、農をテーマとした公園。全体約4,600㎡の
うち、半分を畑、残りを公園として利用している。

パークアンドバスライド事業
渋滞緩和策の一つで、渋滞する街中を避けて駐車場（パーク）を作りそこに車を停めて、そこ
からバスを使って（バスライド）街中へ移動するもの。

バスベイ
バス専用の停車スペース。バス乗降の際に発生する交通渋滞の緩和や乗降客の安全性を確保す
るために設置される。
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バナー広告
インターネットのホームページ上に貼られる帯状の広告のこと。バナーをクリックすると広告
主のホームページにジャンプする。広告掲載料を課金する（本市で採用）ほか、バナーがク
リックされた回数や商品販売の成果に比例するなど、様々な課金方法がある。

バランスシート

もともとは企業の財務状況を明らかにするために、保有するすべての資産・負債等の状況を総
括的に表示した対照表（貸借対照表）のことをいう。自治体の場合、歳入歳出決算書などで財
政状況を把握・分析してきたが、これでは単年度の財政状況しかわからないことから、近年に
なってバランスシートによる財政分析を行う自治体が増えている。武蔵野市では、平成12年に
平成10年度決算を対象とした「武蔵野市のバランスシート」を作成以来、内容の充実を図りな
がら毎年度発行し、ホームページ等で公表している。現在では名称を「武蔵野市の年次財務報
告書」に変更している。

バリアフリー

障がいのある人が社会生活をしていく上で障壁（バリア）となるものが無い状況、あるいは障
壁の除去。もともとは建築用語で建物内の物理的障壁の除去を意味したが、今日ではより広範
に、障がいのある人の社会生活を困難にしている社会的・制度的・心理的なすべての障壁の除
去を意味する。

バリアフリー新法
「高齢者・障害者等の移動等の円滑化の促進に関する法律」で、従来の「ハートビル法（多数
の人が利用する建築物対象）」と「交通バリアフリー法（駅や空港といった旅客施設を対
象）」を一本化した法律。平成18年12月に施行。

ヒートアイランド現象
都市部の気温がその周辺に比べて高温になる現象。等温線が島状になることに由来する。都市
の多くが人工的構造物に覆われて緑被地が少ないこと、人間の生活や産業の活動に伴う人口熱
の放出、大気汚染が原因となる。

ビオトープ
特定の生物群集が生存できるよう特定の環境を整えた限られた地域で、生物が生息する場所と
も訳される。すべての市立小学校内とむさしの自然観察園に基幹ビオトープを整備している。

１人２職制 本来業務のほかにプロジェクトなど他の業務に一時的に携わること。

開かれた学校づくり協議会
学校運営に関して、地域、保護者から広く意見を求め、地域社会に開かれた特色ある学校づく
りを行うために各小中学校に設置。

ビルピット 建物の排水を一時的に貯留してポンプにより公共下水道に排出するための排水槽。

ファミリーフレンドリー

仕事と育児・介護とが両立できるよう、多様でかつ柔軟な働き方を勤労者が選択できる環境整
備を行う施策。武蔵野市においては、親子の絆を重視し､家族の子育て力を高めることを基本
方針としている｡家族の子育て力を高めるには、自助、共助、公助の仕組みがバランスよく整
えられる必要がある。

ファンド 特定の計画・事業のために積み立てておく資金。

福祉型住宅
①65歳以上の高齢者②障がい者③母子家庭のいずれかに該当し、市内に引続き３年以上居住
し、所得が基準額以下で、住宅に困窮している方を対象としている。市内には高齢者用166
戸、障がい者用８戸、母子世帯用７戸の計181戸の福祉型住宅がある。

複式簿記
１つの取引について、それを原因と結果の両方から捉え、二面的に記録すること。資産の動き
や損益を把握することができる。

福祉公社

正式名称は、「財団法人武蔵野市福祉公社」。在宅高齢者や障害のある人に対して、よりよい
生きがいと健康づくりの情報や福祉サービスの提供を通じて、新しい福祉機能を開発すること
により、地域の福祉サービスを補完し、もって福祉全体のレベルアップを図るとともに、市民
福祉の増進に寄与することを目的とした団体。権利擁護センターにおいて権利擁護事業を行っ
ている。

福祉的就労
一般企業で就労が困難な障がいのある人が、授産施設や小規模作業所で職業訓練などを受けな
がら働くことをいう。自立を促進し、生きがいをつくるという意味合いがある。

二ツ塚最終処分場

昭和59年から多摩地域25市１町のごみを受け入れてきた谷戸沢最終処分場に続く第二の処分場
として平成10年から埋立てを開始した最終処分場。日の出町にある。平成18年７月からごみ焼
却施設から排出される焼却残さを主原料として、土木建設資材である「エコセメント」に再生
する施設が稼動した。
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二俣尾・武蔵野市民の森
森林の荒廃問題は山側だけの問題ではなく、恵みを受けている都市側の責任として、青梅市二
俣尾において市が土地を借り市民への啓発活動と森林整備に取り組んでいる。

ブックスタート
むさしのブックスタート。平成14年から図書館が開始した事業。３～４ヶ月児対象のブックス
タート（絵本、アドバイス集、ブックリストが入ったブックスタートパックを手渡す）と、３
歳児対象のフォローアップ事業（読み聞かせと絵本・ブックリストを手渡す）がある。

ブルーキャップ

吉祥寺駅周辺の環境浄化の一環として、しつようなつきまとい勧誘行為や、通行の妨げになる
路上宣伝行為が後を絶たないため、平成14年に武蔵野市環境浄化に関する条例に基づき配置し
たつきまとい勧誘防止指導員のことで、「ブルーキャップ」は通称名。警察ＯＢである嘱託職
員４名と委託警備会社の警備員７名で構成し、勧誘行為等適正化特定地区内で行なわれる条例
違反行為に対して指導を行う。発隊以降、特定地区の拡大や活動時間の拡大を行っており、現
在は午後１時から午後９時まで活動時間している。

ふれあいサロン
市立境南小学校の余裕教室を利用して講座を開講。休み時間には児童が教室を訪れ、一緒に遊
んだりお喋りをして過ごす。また、ランチルームで児童と一緒に給食を食べたりするほか、学
校行事にも参加し交流している。

プレセカンドスクール
セカンドスクールにおける学習効果をさらに高めることを目的とし、セカンドスクールを行な
う１年前に市立小学校４年生を対象として行う２泊３日の短期宿泊体験学習。

防火水槽
あらかじめ設置した耐震性の水槽に水を貯めておき、地震災害時等の火災発生時に水道が供給
停止した場合でも、消火作業が行えるようにする施設。主に公園、道路等の地中に埋設してマ
ンホールから消防ポンプ車の吸水を可能としている。

冒険遊び場（プレーパーク）
子どもがのびのびと、思い切り遊べるように禁止事項を無くし「自分の責任で自由に遊ぶ」こ
とを大切にして、遊び場にある道工具や廃材、自然の素材を使って、子ども自身が遊びをつく
る遊び場のこと。境３丁目に設置予定。

防災広場
住宅地の中にあり、法律に基づく公園の要件を満たさない程度の面積のオープンスペースに、
災害時用トイレ・耐震性貯水槽・防災倉庫等の防災設備を設置し、災害時の地域の活動拠点、
一時的な安全確保の場所等の防災機能を持った広場。

防災推進員
武蔵野市民防災協会から委嘱された市民ボランティアで、地域の防災活動のリーダーとして活
動している方。

北海道洞爺湖サミット
日本、アメリカ、イギリス、ロシア、フランス、ドイツ、カナダ、イタリアの８か国の首脳及
びEU(欧州連合)の委員長が参加して、平成20年７月７日から９日までの３日間の日程で、北海
道洞爺湖地域において開催される首脳会議。

ボランティアセンター武蔵野

昭和53年に市民自治の精神に立脚した、全国でも特異な民間の運営による自主的な互助活動を
行う組織として誕生し、平成７年から市民社会福祉協議会と組織統合した。ボランティア活動
を希望する市民を登録し、ボランティアを必要としている市民に紹介する機関。ボランティア
活動の内容としては、病院への付き添い、話し相手、障がいのある人や子どもの遊び相手、福
祉施設での手伝い、緑化・環境活動、外国籍市民との交流、コミュニティ活動、芸術・文化・
スポーツ活動などがある。

ホワイトイーグル

青色回転灯を装着した専用のパトロールカーを用い、学校や子ども施設、コミュニティセン
ターを巡回警備する市内安全パトロール隊で、「ホワイトイーグル」は通称名。活動は月曜か
ら金曜の平日、午前９時から午後６時まで。市内を東西方向に三分割し、委託警備会社の警備
員６名が３台のパトロールカーに分乗する。小学校や保育園、子ども施設などでは、施設の職
員と口頭で防犯情報を交換する。中学校や福祉施設などは周辺を警戒する。また、不審者の目
撃が相次いだり、連続放火が発生するなどの状況があれば、重点パトロールや延長パトロール
を行うこともある。
平成20年度より祝日を除く土曜日を追加し、活動時間を午後７時まで延長する。

マルチペイメント
インターネット等のネットワークを用い、パソコンや携帯電話等から税金や各種公共料金の支
払が行えるようにするサービス

三鷹駅北口地区開発計画調査検討委員会
三鷹駅北口地区で計画が予定されている大規模な宅地開発事業や中高層建築物の建設事業につ
いて、市のまちづくりに関する計画との整合性、行政指導の内容等を調査、検討するため設置
した委員会。
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用語 用語の説明

民間駐車監視員制度
平成18年６月の道路交通法の一部改正により、駐車違反の取締りを行う民間監視員が、違反車
両の発見、確認標章の取付けを行う制度。公安委員会の登録法人に属する有資格者が業務を行
う。

ムーバス
武蔵野市内に存在するバス交通の空白･不便地域を解消し、高齢者をはじめ誰もが気軽に安全
に街に出られることを目的として運行されている「コミュニティバス」の愛称名。運賃は100
円の均一料金（未就学児は無料）。

武蔵境駅舎・広場・街づくり協議会

中央線の立体交差に伴う武蔵境駅舎と駅前広場建設に当たり、武蔵境地域の特性を反映し、駅
舎を利用する人達や地域住民の願いのこめられたものとして実現していくため、東京都、Ｊ
Ｒ、西武鉄道等に要望・提案などの働きかけを行うことを目的に設置された地元住民、企業、
学校などの有志の集まり。

武蔵野市観光推進計画 武蔵野市の都市観光の推進施策について定めた計画。平成19年８月に策定。

（財）武蔵野健康開発事業団

市民の健康の保持増進と福祉の向上、ならびに地域社会の発展に寄与することを目的として、
武蔵野市、武蔵野市医師会、横河電機株式会社の三者の協力により昭和62年10月に設立された
公益法人。人間ドックやがん検診などの各種健（検）診、検査事業、及び啓発普及事業、調査
研究事業等を行っている。

武蔵野市国際交流協会
平成元年10月13日に設立された任意団体。国際平和に寄与する開かれたまちづくりのため、市
民レベルの国際交流や在住外国人支援を推進している。

武蔵野市子ども文芸賞
子どもたちに文芸活動を奨励して、ことば・文章による豊かな表現力を育てることを目指し
て、年に１度、小中学生を対象に、小説・童話や詩・俳句・短歌などの創作作品や読書感想作
品を募集する。平成18年度からスタート。

武蔵野市公立保育園改革計画

公立保育園の体制の見直し、子育て支援施策の充実、保育の質の向上などを掲げた、武蔵野市
の公立保育園経営改革を行うための３ヶ年（平成16年度～18年度）計画。平成16年２月策定。
「武蔵野市公立保育園改革評価委員会」を設置し、①新たな子育て施策への取組、②認可保育
園の保育の質の向上への取組、③公立保育園の効率的運営への取組について、年度ごとに評価
した。

武蔵野市子ども協会
青少年の健全育成を図り、地域住民による青少年の育成活動を促進し、地域社会の発展と豊か
な市民生活の形成に寄与することを目的に平成４年１月７日に設立された任意団体。現在、公
の施設０１２３吉祥寺及びはらっぱの管理運営を行っている。

武蔵野市福祉総合計画
地域福祉計画、高齢者保健福祉計画、介護保険事業計画、障害者計画を一体的に策定した計
画。

武蔵野市緑の基本計画

都市緑地保全法に基づき、平成９年３月に策定した緑の総合計画。武蔵野市の緑の将来像およ
び目標を設定し、その実現に向けて市民と一体となって進めるための緑の施策を盛り込んでい
る。当初策定した基本計画を「武蔵野市緑の基本計画検討委員会」を設け、平成19年度中に改
定予定。

武蔵野市民社会福祉協議会

武蔵野市民の一人ひとりが地域社会における主役となり、同じ地域に暮らす人々と協力して地
域福祉を充実させることを目的として、昭和37年に設立され、昭和53年に社会福祉法人として
認可された団体。社会福祉協議会は全国の市区町村にあるが、名称に「市民」と入っているの
は武蔵野市民社協だけである。

むさしのジャンボリー
市内の小学校４年～６年生を対象に、青少年問題協議会地区委員会（青少協）と、市が共催し
て長野県川上村の市立自然の村で実施する２泊３日の野外体験事業。自然の中で様々な体験を
することにより、青少年の健全育成の一翼を担っている。

（財）武蔵野スポーツ振興事業団
生涯体育の視点からスポーツ振興事業を行い、もって健康と体力の増進を図り、豊かで潤いの
ある市民生活の形成に寄与するため平成元年９月に設立した市の財政援助出資団体。平成17年
４月からは、指定管理者として市の主なスポーツ施設の管理運営を行っている。

武蔵野地域五大学

武蔵野市内にある亜細亜大学、成蹊大学、日本獣医生命科学大学と、市に隣接する東京女子大
学、武蔵野大学の５つの大学。これらの大学と市が連携・協力して市民の生涯学習に寄与する
ことを目的に、学長と市長とで構成される「武蔵野地域学長懇談会」及び実務担当者による
「五大学連絡協議会」が設置されている。

武蔵野地域自由大学

平成15年４月に発足し、市と武蔵野地域五大学（亜細亜大学、成蹊大学、東京女子大学、日本
獣医畜産大学（平成18年４月日本獣医生命科学大学へ名称変更）、武蔵野大学）が連携し、
様々な分野にわたり高度で継続的、体系的な学習機会を市民に提供している。正規の大学では
ないが、修了講座数により自由大学独自の学位（称号記）を授与している。
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用語 用語の説明

むさしのヒューマン・ネットワークセンター

男女共同参画社会の実現をめざし、市民及び団体の自主活動とネットワーク化を支援する拠点
として、平成10年11月武蔵境市政センターの２階に開設。管理運営については、個人と団体か
ら推薦された代表約20名の運営委員で構成するセンター運営協議会に委託している。施設の内
容は、会議室、印刷室、情報交流コーナー等があり、自主事業の実施、男女共同参画に関する
参考図書の貸し出しや関連情報の収集、提供をしている。

武蔵野プレイス（仮称）
新公共施設。図書館機能を中心に生涯学習機能を加えた知的創造拠点として、武蔵境駅南口農
水省食糧倉庫跡地に建設される施設。平成22年度開設予定。

武蔵野方式
武蔵野市独自の行政運営手法の総称。武蔵野市の公立保育園改革においては、民営化などの手
法を用いて供給体制を変えていくのではなく、公営のまま、職員の教育・研修体制の充実、職
員配置の効率化を図ること。

メンタルヘルス
多様化、複雑化する社会で、精神的な悩みを持ち、苦しむ人が急増している。身体の健康
増進と共に、心の健康を保つための支援の必要性（精神保健）。

目的別コミュニティ
福祉、環境、教育、文化、スポーツ等に対する共通の関心に支えられた活動によって形成され
る人と人とのつながり。

ユニバーサルデザイン
年齢、障がいの有無などに関わらず、すべての人々に利用しやすいまちや建物、製品、サービ
スづくりを行っていこうとする考え方。

ユビキタス
ラテン語で「いたるところに存在する」という意味。あらゆる機器にコンピューターが組み込
まれ、ユーザはコンピュータの所在を意識することなく、情報を利用できるネットワーク環境
のこと。

用途地域
都市計画法に基づき、都市地域の土地利用の合理的利用を図り、市街地環境の整備、都市機能
の向上を目的として、建築物の建築を用途や容積などにより規制する制度のこと。

ライフサイクルコスト
建物や施設にかかる企画、調査、計画、設計、建設に始まり維持管理、運営、解体、撤去、事
業終了までの周期（サイクル）全般に渡って必要となる長期的なコストのこと。

ランニングフェスティバル
子どもたちの体力低下への対応として、市内の子どもたちがスポーツに親しみ、体を動かす楽
しみや心地良さを体験するイベント。平成18年度からスタート。

療育相談室ハビット
心身に何らかの障がいがある子どもに対する早期からの支援と、障がい児を育てる親の不安を
軽減するための相談支援を行う。

レモンキャブ
バスやタクシー等の既存の公共交通機関の利用が困難な高齢者や障がい者の方々の外出を支援
するためのドア・ツー・ドアの移送サービス。市に登録された地域のボランティア運行協力員
が専用の福祉型軽自動車（レモンキャブ）を運行する。

ワーク・ライフ・バランス
幸せな人生を送るために、自分の価値観に合う働き方、仕事と生活の調和を考えようという概
念。
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 取 扱 注 意  
平成 20 年２月 25 日現在 
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